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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　男は巨大な剣を担かついで立っていた。

　四方を鋼こう鉄てつの壁に囲まれた、広く薄うす暗ぐらい地下室だ。

　土を固めて造った楕だ円えん形けいの演武台ステージは、奴ど隷れい同士を戦わせたという古代の闘とう技ぎ場じようを連想させた。その演武台ステージの中央に歩み出て、男は羽は織おっていたマントを脱ぎ捨てる。

　あらわになったのは、分厚い筋肉に覆おおわれた堂々たる体たい軀く。そこに刻まれた無数の古い傷跡は、彼の肉体そのものが、戦場で鍛きたえ上げられた強きよう靭じんな武器であることを示している。

　魔ま力りよくを帯びた鈍にび色いろの肩当てと籠こ手て。そして大たい剣けん。それらをもって男が対たい峙じしていたのは、炎に包まれた巨大な妖よう獣じゆうだった。

　灼しやく熱ねつの炎に炙あぶられた大気が揺らめき、融ゆう解かいした地面が白煙を噴ふき上げている。実体化するほどの濃のう密みつな魔力の塊かたまり。吸血鬼たちが、自らの血の中に棲すまわせるという異世界からの召しよう喚かん獣じゆう──眷けん獣じゆうだ。

　その姿を喩たとえるならば、サイの如ごとき分厚い鎧よろいに覆われた猛もう牛ぎゆうといったところか。全高は優に男の身長の二倍を超えている。

　歳としを経た強力な吸血鬼の眷獣は、最新鋭の主力戦車すら容易に破壊し、一夜にして街を焼き尽くすといわれている。男の目の前にいる眷獣が、そのような〝旧ふるき世代〟の吸血鬼の眷獣であるのは、間違いなかった。

　にもかかわらず、男の瞳ひとみには、怯おびえも迷いも浮かんでいなかった。分厚い唇くちびるの端はめくれ上がって、不敵な笑みの形を刻んでいる。

　担いでいた大剣を無造作に構えて、男が足を前に踏み出した。

　彼の全身から撒まき散ちらされた闘気が、ほとんど物理的な圧力と化して眷獣に叩たたきつけられる。

　その闘気に挑ちよう発はつされて、眷獣が猛たけ々だけしく咆ほう哮こうした。姿勢を低くして角つのを突き出し、男へと向かって突進する。助走距きよ離りは十分とはいえないが、もとより魔力の塊である眷獣が、現実世界の物理法則に縛しばられる道理もない。灼熱の巨体は魔力の奔ほん流りゆうに変わって、そのまま男を轢れき殺さつしようとする。

　生なま身みの人間に過ぎない男は、その圧倒的な熱と質量に為なすすべもなく蹂じゆう躙りんされる──戦闘を見ていた誰だれもが、そんな確信を抱いだいた瞬しゆん間かん、地下室内の空間が激しく軋きしんだ。

　魔力の奔流が歪いびつに揺らいで、眷獣が再び実体化する。禍まが々まがしい巨体は苦痛に引ひき攣つり、猛々しい咆哮にも隠しきれない苦く悶もんの響ひびきがあった。

　男が振るった大剣が眷獣の突撃を正面から受け止め、あろうことか眷獣の肉体にダメージを与えているのだ。いかなる物理攻撃も通用しない、魔力の塊であるはずの眷獣に。

「この程度か」

　喰くいしばる奥歯の隙すき間まから、男は落胆の息を洩もらした。青白い光を帯びた大剣を強引に振り下ろし、その勢いのまま逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げる。

　右肩を斬り裂かれた眷獣が、制御を失った魔力の炎を鮮血のように撒き散らした。たまらず仰のけ反ぞった眷けん獣じゆうの足元へと潜もぐりこみ、無防備な胴体目がけて、男は大たい剣けんを深々と突き立てる。

　手負いと化した眷獣が、爆ばく発はつ的てきな勢いで魔力を放出した。無差別に吹き荒れる炎と爆風が、演武台ステージの上を薙なぎ払い、張り巡らされた防御用の結界が悲鳴を上げる。

　だがその荒れ狂う炎の中で、男は平然と立っていた。眷獣の攻撃を籠こ手てに覆おおわれただけの生なま身みの拳こぶしで打ち落とし、青白く輝かがやく大剣で容よう赦しやない斬ざん撃げきを叩たたきこんでいく。そしてさらに拳による連打。魔術師ですらない生身の人間が、吸血鬼の眷獣を白はく兵へい戦せんで圧倒する。およそ現実離ばなれした光景に、演武台ステージを取り囲んでいた人々が声をなくす。

　やがて男の剣けんの一撃が、眷獣の心臓近くを深々と斬り裂いた。

　眩まばゆい火の粉こを撒まき散ちらしながら、眷獣の巨体が蜃しん気き楼ろうのように揺らいで消える。蓄積されたダメージが限界を超えて、実体化が維持できなくなったのだ。

　楕だ円えん形けいの演武台ステージは、戦せん闘とうの余波で、原形を留とどめないほどに破壊されていた。

　自然石を敷しき詰つめた床は白い蒸気を噴ふき上げ、過剰な負荷がかかった結界がチリチリと火花を散らしている。その結界の向こう側では、軍服を着た魔ま族ぞくが、荒い息をついていた。眷獣の宿やど主ぬしだった吸血鬼だ。

「どうした？　もう終わりか？」

　拍子抜けしたような口調で、男が尋ねる。しかし吸血鬼はうずくまったままなにも答えない。眷獣へのダメージが逆流して、彼を声も出せないほどに消耗させているのだ。

　ふと見れば、演武台ステージに結界を張っていた魔ま導どう技ぎ師したちも、同じように疲れ切った表情を浮かべていた。中にはすでに意識をなくしてしまった者もいる。

　だからといって、彼らを脆ぜい弱じやくと謗そしることはできないだろう。短時間とはいえ、眷獣の魔力を封じこめるほどの結界を展開できる魔導技師は、世界中探しても多くないのだ。むしろ生身で眷獣を撃退する男の戦闘能力が常識外れなのである。

「どうかご容赦を。これ以上は兵たちが保もちません」

　魔導技師たちの部隊長とおぼしき人物が、深々と男に頭を下げた。

「わかっておるわ。もう仕舞いだ。腕うで利ききの魔族傭よう兵へいと聞いていたが、これでは演習どころか、肩慣らしにもならんな。やはり、もう二、三人ばかり眷獣使いを雇っておくべきだったか」

　深々と息を吐きながら、男が大剣を鞘さやに収める。眷獣との白兵戦という無む謀ぼうな戦闘ですら、男にとっては、実戦感覚を取り戻すための、ちょっとした腕試しに過ぎなかったのだ。

「して、奴やつの正体はつかめたのか？」

　壊れた演武台ステージを降りながら、魔導技師の長おさに向かって男が訊きいた。

「はい。さすがに王宮内の者を懐かい柔じゆうすることは叶かないませんでしたが、他国の情報機関の協力がありまして、どうにか素す性じようを調べ上げることができました」

　部隊長は身に着けていたローブの下から、薄板スレート型の電子端末を取り出した。そこに映し出されていたのは、若い東洋人の顔写真だ。目ま深ぶかに被かぶったパーカーのせいで、少なからず不ふ穏おんな印象を受ける。色素の薄うすい前髪の隙すき間まからは、赤く輝かがやく瞳ひとみがのぞいていた。

「ですが、よろしいのですか、陛へい下か。本当に彼かの者ものを敵に回しても──」

「敵に回すのではない」

　部隊長の問いかけに、陛下と呼ばれた男が短く答える。

　そして男は、部隊長の手から電子端末を奪うばい取り、映し出された若者の顔を憎々しげに睨ねめつけた。隠かくし撮どりされた写真には、パーカーを被かぶった若者と、彼の隣となりに寄り添うように立つ小柄な少女が映っている。ギターケースを背負った黒髪の少女だ。ギリ、と男の奥歯が軋きしむ。

「奴やつを敵に回すのではない。殺すのだ。頭ず蓋がいをかち割り、四し肢しを引き裂き、二度と復活できないように聖光で焼き尽くして灰にしてくれる！」

　電子端末の画面に、亀き裂れつが走った。怒りに震ふるえる男の指が、デタラメな握あく力りよくで端末を握にぎり潰つぶしたのだ。派手にひび割れた画面の中で、それでも若者の顔はしつこく映っている。

「血に餓うえた凶悪な成り上がりの王──〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようをな！」

　激げつ昂こうした男が電子端末を力任せに粉砕し、今度こそ画面が完全に消えた。

　大たい剣けんを引きずるようにして歩き出す男の背中を、残された魔ま導どう技ぎ師したちは、ただ呆ぼう然ぜんと見送っていた。
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　アスファルトが反射する眩まばゆい陽光に目を細めながら、〝第だい四よん真しん祖そ〟暁あかつき古こ城じようは、海沿いの通学路を歩いていた。

　早朝とはいえ南国の陽ひ射ざしは強く、亜熱帯特有の湿った空気が汗ばんだ肌にまとわりついてくる。しかし古城の足取りは、意外にも軽やかだ。

「爽さわやかな朝だな。よく晴れてるし、今日も暑くなりそうだ。こんな日は気分まで明るくなるよな」

　目に染しみるほどに青く澄すみ切った空を眺ながめながら、晴れ晴れとした表情で呟つぶやく古城。

　普ふ段だんの彼からは想像もつかないその前向きな発言に、隣となりを歩いていた二人の少女がギョッとしたように立ち止まる。

「せ、先輩……？」

　露ろ骨こつに警けい戒かいした表情で、姫ひめ柊らぎ雪ゆき菜なが古城の横顔を見上げてきた。強力な魔ま術じゆつによる洗脳や、精神攻撃を疑っているような眼まな差ざしだ。

「暑くなりそうっていうか、今の時点でもう気温が三十度超えてるけどね」

　冷静なツッコミを入れてきたのは、古城の妹であるところの凪なぎ沙さである。今朝はめずらしく古城が寝坊しなかったせいで、たまたま同じ時間に家を出ることになったのだ。

　しかし古城は、あからさまに不審がる二人の反応にも特に表情を変えなかった。

「それにしても早起きは気持ちいいよな。清すが々すがしい気分だぜ」

「は、はあ。早起きというほど早起きというわけでもないですけど……」

　警戒の姿勢を崩さないまま、引ひき攣つった笑顔で答える雪菜。普段が遅刻ギリギリのせいで、相対的に早起きした気がするものの、実際のところはごく標準的な登校時刻である。

　凪沙は、薄気味悪いものを見るような視線を実の兄に向けてきて、

「ていうか、古城君、どうしちゃったの？　なにかあったの？　いつもは、もっと死にそうな顔してるのに。暑い～、とか、死ぬ～、とか、灰になる～、とか」

「それは仕方ねーだろ！　絃いと神がみ島じまの直射日光が吸血鬼にとってどんだけキツイと思ってんだ。日焼けっていうか、焼やけ焦こげるレベルだからな」

　古城は思わず素に戻って言い訳する。曲がりなりにも世界最強の吸血鬼である古城は、直射日光程度で死にはしないが、それでも一般人に比べれば陽射しが苦手なことには変わりない。

　凪沙は、そんな古城を呆あきれたように見返して嘆たん息そくする。

「それは古城君がちゃんと日焼け止めを塗らないからだよ。この島だと、普通の人間だって、紫外線対策せずに出歩いてたら、夜にはお風ふ呂ろに入れなくなるくらい日焼けするからね」

「そうですね。絃神島なら吸血鬼用の日焼け止めも普通に売ってますし」

　ようやくいつもの調子に戻った古こ城じようを見て、雪ゆき菜なが少し安心したように微笑ほほえんだ。

　絃いと神がみ島じまは〝魔ま族ぞく特とつ区く〟──人類と魔族の共存を目的としたモデル都市だ。ここで暮らす魔族のために、本土では入手が困難な特殊な商品も多く売られている。抜群の紫外線防御指数ＳＰＦを誇ほこる吸血鬼用の日焼け止めもそのひとつである。

「日焼け止めか……だけど、あれって独特の匂においがあるだろ。あの匂いが苦手なんだよな」

　古城が軽く顔をしかめて目を逸そらす。吸血鬼化して五感が鋭えい敏びんになったせいか、最近の古城は人工的な香料の臭においがあまり好きではない。

　しかし雪菜は、古城を気き遣づかうように微笑んで首を振り、

「最近は匂わない無香性の日焼け止めもありますよ。あまり匂いの強い製品は、どのみち学校では使えませんし」

「へー……じゃあ、姫ひめ柊らぎもそういうの使ってるのか？」

　驚おどろいたように眉まゆを上げながら、古城は雪菜の横顔を見つめた。自分の容姿に無む頓とん着ちやくな印象のある雪菜が、そんなふうに日焼けに気を遣っていることが意外だったのだ。

「はい。いちおう。その、紗さ矢や華かさんや師し家け様さまにうるさく言われるので──」

「なるほどな。そういやたしかに、肌、綺き麗れいだよな」

「そ、そうですか？」

　古城が顔を近づけながら雪菜の素肌をジッと観察し、雪菜が照れたように頰ほおを赤らめる。と、

「近い！　近いよ、古城君！　セクハラだよ！　雪菜ちゃんも照れてる場合じゃないから！」

　至近距きよ離りで雪菜を凝ぎよう視しする古城の脇わき腹ばらを、凪なぎ沙さが怒ったように殴りつけた。それほど力のこもった一撃ではなかったが、当たり所が悪かったのか、古城が息を詰まらせてうめく。

「ぐお……おま……本気で殴りすぎだろ……」

「それで結局、どうして今日はそんなにご機き嫌げんだったわけ？」

　乱暴に息を吐きながら、凪沙が古城に問いかけた。ああ、いや、と古城は頭をかいて、

「べつにご機嫌ってわけじゃないんだが、もうすぐゴールデンウィークだろ」

「え？　そんな理由？　それだけ？」

　凪沙が呆ぼう然ぜんと目を丸くした。雪菜も驚きで声をなくしている。

　そんな妹たちの反応に、古城は拗すねたように唇くちびるを歪ゆがめ、

「それだけでも俺おれにとっては大事なことなんだよ！　ようやく手に入れた念願の連休だからな。こないだの春休みも年末年始も、補習とか課題とか真祖大戦の後始末とかでことごとく潰つぶれて、死にそうな目に遭あってばかりだったし」

「あー……」

　懸けん命めいに力説する古城を眺ながめて、凪沙は哀あわれむように曖あい昧まいに微笑んだ。なぜか長期休暇のたびに担任教師に呼び出され、補修や課題に追い立てられていた兄の姿を思い出したのだろう。

「なにをするか、予定は立ててあるんですか？」

　いつになく優しげな表情で、雪ゆき菜なが古こ城じように訊きいてくる。古城は少し考えて首を振り、

「いや、べつに。とりあえず、時間を気にせず夜よ更ふかし朝寝坊が出来ればそれだけで──」

「旅行！　あたし、海外旅行に行きたい！」

　そんな古城の言葉を遮さえぎって、勢いよく主張したのは凪なぎ沙さだった。

　妹からの唐とう突とつな提案に、古城は疲れたような溜ため息いきを洩もらして、

「海外って……どこにそんな金があるんだ？」

「どこにって、普通に貯金だけど。たまに牙が城じよう君が帰ってきたときには、お小こ遣づかいくれるし」

「あのクソ親父おやじ……！　オレには土産みやげひとつ寄よ越こしたこともないくせに……！」

　思いがけない凪沙の言葉に、古城は激しく憤ふん慨がいする。古城たちの父親である暁あかつき牙城は考古学のフィールドワークと称して滅めつ多たに自宅に寄りつかないのだが、そのくせ娘のご機き嫌げん取とりだけはちゃっかり実行していたらしい。

「旅行、どこがいいかなあ。どうせなら涼しい場所がいいよねえ。雪とか流氷とか見たいし」

「いやだから、金がないんだって。それに今からじゃ予約も取れないだろ」

　陶とう然ぜんとした表情を浮かべる凪沙を、古城がやんわりと説得する。日本本土から遠く離はなれた絃いと神がみ島じまは、ただでさえ交通の便が悪いのだ。混み合う大型連休の直前に、都合よく航空券が買えるとは思えない。

「うー……流氷ぅー……」

　現実的な古城の指摘に、はっきり目に見えて落ちこむ凪沙。彼女はそれきり、どこか遠くを見つめたまま沈ちん黙もくする。

　古城はやれやれと根負けしたように肩をすくめて、

「わかった。旅行は夏休みまで待っててくれ。それまでにバイトして旅費を貯ためとくから」

「あ、うん。それはいいんだけど……それよりも、あの人、どこかで見たような気が……」

「え？」

　動きを止めた凪沙が見つめていたのは、彩さい海かい学がく園えんの正門の方角だった。

　登校中の生徒たちに混じって、一人だけ見慣れない制服を着た女子生徒の姿が見える。遠目にもくっきりと目立つ少女だった。

　すらりと背が高く、群を抜いてスタイルがいい。色素の薄うすい長い髪が、優美な顔立ちによく似合う。背負っている大型の楽器ケースのせいもあってか、どことなく良家のお嬢じよう様さまという印象を受けた。黙だまって立っているぶんには、だが。

「……煌きら坂さか？」

「紗さ矢や華かさん？」

　古城と雪菜が、彼女に気づいて困惑気味に足を止める。ほぼ同時に、紗矢華のほうも古城たちの姿を認めたようだった。反射的に駆け寄ろうとした動きを途中で無理やりキャンセルし、あくまでも何気ない振りを装って、古城たちのほうへと歩き出す。

　そんな紗さ矢や華かの不自然な行動を、古こ城じようは胡う乱ろんな目つきで眺ながめた。いつもの彼女なら、帰宅した飼い主にじゃれつく子犬のように、雪ゆき菜なに飛びついてくるはずなのだ。

「お、おはよう、暁あかつき古城。こんなところで会うなんて、偶然ね」

「いや、偶然もなにも、ここは俺おれの通学路なんだが」

　妙に緊きん張ちようした態度の紗矢華を、古城が怪け訝げんそうに見つめて言った。抱きつかれることを警けい戒かいしていた雪菜が、少し拍子抜けしたような表情を浮かべている。

「へ、へー……そうなの？　全然まったく気づかなかったわ」

　古城たちの疑惑の眼まな差ざしに気づいたらしく、どうにか無理やり誤ご魔ま化かそうとして、余計に不自然なことを言い出す紗矢華。もはや咎とがめる気力すら失って、古城はやる気のない目つきで彼女を見返した。

「なんで煌きら坂さかが絃いと神がみ島じまにいるんだよ？　誰だれかの護ご衛えい任務中なのか？」

「べ、べつにそういうわけじゃないんだけど」

　紗矢華がそう言って視線を泳がせる。噓うそをついているわけではないが、完全に真実を語っているわけでもない、という怪しげな態度だ。

「まさか、またどこかのテロリストあたりが絃神島に入りこんだんじゃないだろうな？」

　古城が声を潜ひそめて訊きいた。以前、紗矢華が彩さい海かい学がく園えんを訪れたのは、黒こく死し皇こう派はと呼ばれるテロ集団が絃神島で暗あん躍やくしていた時期だった。そのことを思い出したのだ。

「ううん。今のところそれは大丈夫」

　しかし紗矢華は、今度はきっぱりと否定する。古城はホッと胸を撫なで下ろし、

「そうか。じゃあ、そういうことで。またな、煌坂」

「ちょ……!?　待ちなさいよ、暁古城！　わざわざ会いに来てやったのに、なにその態度!?」

　自分の横をすり抜けて校門に向かおうとした古城を、紗矢華が慌あわてて捕まえた。

　古城はますます疑惑に満ちた視線を紗矢華に向けて、

「会いに来たって、俺に？　姫ひめ柊らぎに用があったんじゃないのか？」

「え!?　それは、その……もちろん雪菜にも会いたかったけど……」

　紗矢華が、チラチラと雪菜の反応をうかがいながら言葉を濁にごす。校門前のような人通りの多い場所でいつものように抱きついて甘えると、雪菜の迷惑になると思って、いちおう自制しているらしい。もっとも、こんなふうに紗矢華が学校前で待ち伏せしていた時点で人目を惹ひきつけまくっているのだから、今いま更さらという感想しか湧わかないが。

「だから気を遣つかって先に行くって言ってんのに」

　古城がうんざりした表情で、紗矢華の右手を振りほどく。

「ち、違うのよ！　そうじゃなくて、今日は暁古城に渡したいものがあって……」

　紗矢華が焦ったように早口で言い訳した。そのときになって古城は、紗矢華が、胸元でなにかを大切そうに握にぎりしめていたことに気づく。金色と青の箔はく押おしを施ほどこした豪華な封筒だ。

「なんだ？　手紙か……？」

　紗さ矢や華かの意外な行動目的に、古こ城じようが戸惑いながら訊きき返す。

　しかし紗矢華はすぐには答えない。本当に手紙を渡していいのかどうか、踏ん切りがつかずにいるらしい。

　そしてもじもじと沈ちん黙もくする紗矢華に代わって、声を上うわ擦ずらせたのは凪なぎ沙さだった。

「そ、それって、もしかしてラブレター……!?」

「え……!?」

　雪ゆき菜なが表情を凍りつかせて紗矢華を見る。その視線に射い竦すくめられたように紗矢華は青ざめて、

「な!?　ち、違っ……！」

「紗矢華さん……もしかして、本気で暁あかつき先輩のことを……？」

「違うの、雪菜！　本当に違うから！　そんなんじゃないから……！」

　封筒を握にぎりしめたまま、紗矢華が激しく首を振る。しかし雪菜の硬直は解けない。目を殊こと更さらに大きく見開いたまま、放心したように紗矢華を見つめている。

　そんな雪菜の視線に耐えかねたように、紗矢華はキッと古城に向き直り、

「どうしてくれるのよ、暁古城!?　あなたのせいで雪菜に誤解されたんだけど!?」

「おまえがさっきから怪しげな行動ばかりやってるせいじゃねーか！　つーか、ナチュラルに頸けい動どう脈みやくを圧迫してくるのはやめろ！　殺す気か!?」

　紗さ矢や華かに喉のどを潰つぶされそうになりながら、必死の抗議を続ける古こ城じよう。しかし紗矢華のほっそりとした指は、信じられない握あく力りよくで古城を絞め上げてくる。
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「うるさい！　死ね！　塵ちりに還かえれ！」

「還るか！」

「ちょ、ちょっと二人とも落ち着いて！　目立ってる！　すごく目立ってるから！　古城君も赤くなってる場合じゃなくて……！」

　あまりにも派手に人目を惹ひきつけていることにさすがに危機感を覚えたのか、凪なぎ沙さが古城と紗矢華の間に無理やり割って入ってきた。

「赤くなってるんじゃなくて……呼吸困難で頭に血が上のぼってんだ……よ！」

　なにか勘違いしているらしい凪沙の言葉を、古城は苦しげな声で律りち儀ぎに訂正する。

　一方、雪ゆき菜なは、動揺から立ち直れないまま、ぼそぼそと独ひとり言ごとを呟つぶやき続けて、

「手紙……紗矢華さんが……先輩に……」

「雪菜ちゃんもショック受けてないで手伝って！」

「とにかく、俺おれがその手紙を読めばいいのか？」

　どうにか紗矢華の右手を振りほどいた古城が、彼女の左手の封筒に手を伸ばす。と、

「な!?」

　紗矢華は古城を突き放すと、慌あわてて封筒を胸元に抱き寄せた。

「だ、駄だ目め！　こんな目立つ場所でこれを読もうなんて、なに考えてるの、暁あかつき古城……!?」

「目立ってんのはおまえのせいだろ！」

　あまりにも支し離り滅めつ裂れつな紗矢華の言動に、さすがの古城も苛いら立だちを隠せない。

　とはいえ、紗矢華も、さすがに自分が意味不明な行動をしているという自覚はあったらしい。彼女はしばし苦悩するような逡しゆん巡じゆんの表情を浮かべて、

「放課後！」

「は？」

「放課後、駅前の喫茶店に来て！　北口の緑の看板の！」

　人差し指を古城の鼻先に突きつけ、紗矢華は一方的にそう命令した。そして勢いよく古城に背中を向けると、そのまま逃げるように走り去っていく。

「あ、おい！　煌きら坂さか……！」

　古城が咄とつ嗟さに呼び止めようとするが、加速した紗矢華の姿はあっという間に遠ざかり、気づいたときにはもう見えなくなっていた。

　路上に取り残された古城たちを、登校中の生徒たちが興味深そうに遠巻きに眺ながめている。

　雪菜はいまだに困惑の表情で立ち尽くし、その間に凪沙はスマホを取り出して、ものすごい勢いでメッセージの入力を始めていた。おそらく浅あさ葱ぎに、今の出来事を報告するつもりなのだろう。その結果もたらされるであろう更さらなる揉もめ事ごとを予感して、古城は頼りなく息を吐く。

「なに考えてんだ、煌きら坂さかのやつ？」

　無駄によく晴れた蒼そう穹きゆうに向かって、誰だれにともなく呟つぶやく古こ城じよう。

　その問いかけに答えてくれる者は、もちろんどこにもいなかった。
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「煌坂紗さ矢や華かが古城に告白した……？」

　昼休み。魔ま族ぞく特とつ区く研究部こと、通称〝マゾ部〟の手狭な部室で、矢や瀬ぜ基もと樹きは、カレーパンを口にくわえたまま深刻な表情を浮かべていた。音響結界サウンドスケープと呼ばれる特殊能力によって彩さい海かい学がく園えんへの侵入者を常に監視している矢瀬だが、通学路上の出来事までは、さすがに把は握あくできなかったらしい。テーブルの向かい側に座った浅あさ葱ぎを睨にらんで、矢瀬は焦ったように身を乗り出し、

「本当か、おい？　そんな情報、聞いてないぞ？」

「告白したんじゃなくて、するかもって話なんだけど……なんであんたが焦ってるのよ？」

　単なる世間話、あるいは愚ぐ痴ちのつもりで矢瀬に情報を伝えた浅葱は、幼なじみの過敏な反応に戸惑いの声を出す。

「基樹には関係ない話でしょ？　それとも煌坂さんのこと、好きだったの？」

「そうじゃねえよ！　そうじゃねえけど、無関係じゃ済まねーだろ！」

　指先についた油をペーパーナプキンで拭ぬぐって、矢瀬がパック牛乳をズルズルと啜すすった。

　魔族特区研究部の部室は、特別教室棟校舎の三階だ。長いこと空き教室として閉鎖されていたせいで、いまだに少し埃っぽいし、エアコンも効いていないので蒸し暑い。それでも隠れて内緒話をするには最適の場所である。

　部屋にいるのは、今のところ矢瀬と浅葱の二人だけ。下級生である雪ゆき菜なや香か菅すが谷や雫しず梨りは、昼休みは滅めつ多たに顔を出さないし、噂うわさの当事者である古城は、ジャンケンに負けて自販機までジュースの買い出しに出かけたところである。

　浅葱は、豪華な三段重ねの弁当の二段目のおかずに箸はしを伸ばしながら、

「煌坂さんが好きなわけじゃないけど無関係でもない……好きなのは古城のほうってこと？」

　真顔で確認してきた浅葱の言葉に、矢瀬がゲホッと咳せきこんだ。

「どういう理屈だよ!?　全然違うわ、この恋愛音おん痴ち！　相手は獅し子し王おう機き関かんの現役の舞ま威い媛ひめだぞ。呪じゆ詛そと暗殺の専門家じゃねーか」

「だ、誰だれが……恋愛音痴か……！」

　浅葱が本気で傷ついた表情を浮かべて、握にぎっていた箸をへし折った。まだ弁当が半分ほど残っていたことを思い出し、一いつ瞬しゆん慌あわてたような表情を浮かべるが、サラダ用のフォークが残っていたのでどうにか事なきを得る。

「……要するに彼女は、獅子王機関の任務で古城に近づこうとしてるってこと？」

「可能性は高い、だろ？　いきなり暗殺ってことはないにしても、古こ城じようを手て懐なずけておいて連中の損にはならないからな」

　矢や瀬ぜが真顔で低く呟つぶやいた。浅あさ葱ぎは頰ほお杖づえを突きながら、そんな矢瀬を冷ややかに眺ながめる。

「……基もと樹き、あんた、本気でそう思ってる？」

「どういう意味だ？」

「理屈はともかく、彼女、そういう搦からめ手てが得意なタイプには見えないのよね。演技で告白とか恋愛とか、無理っぽくない？　古城のことをどう思ってるのか、顔や態度に出まくりだし」

「お、おう……他人のことはよくわかるんだな」

　意外にも的確な浅葱の分析に、矢瀬が本気で感心したように息を吐く。古城に対する感情がダダ洩もれなのは浅葱も同じだが、それについて無自覚なぶんギャップがでかい。

　そんなふうに侮あなどられている空気を察したのか、浅葱は眉まゆを逆さか立だてて、

「は？　なにが言いたいわけ？」

「いやべつに」

「だいたい古城の監視役なら、姫ひめ柊らぎさんがいるでしょ。今いま更さらなんで獅し子し王おう機き関かんが、あの子の立場を危うくするようなことをするのよ？」

「それはまあ、そうなんだよな。例の巨乳派議員は、こないだのスキャンダルで失脚したし」

　矢瀬が自問するように首を傾かしげて言った。矢瀬がぽろりと洩らした怪しい単語に、浅葱は鋭く目を細める。

「巨乳派？」

「あー……いや、なんでもない。だけど、煌きら坂さか紗さ矢や華かの行動が、獅子王機関の任務じゃないとしたら、いったいなにが目的なんだ？」

「それはつまり、そういうことなんじゃないの？」

　本気で悩み始めた矢瀬を眺ながめて、浅葱は呆あきれたように肩をすくめた。

「どういうことだよ？」

「彼女自身の意思ってことよ」

「……まさか、ガチ告白ってことか？」

　矢瀬がぽかんと口を開けて浅葱を見た。浅葱が不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを斜めにする。

「まさかもなにも、そう考えるのがいちばん自然でしょうが。今ドキ手紙なんか書く理由も、ほかに思いつかないし」

「おまえはそれでよかったのか？」

　恐る恐るといった態度で、矢瀬が遠回しに質問する。浅葱はそんな矢瀬を無感情に睨にらんで、

「いいとか悪いとか関係ないでしょ。邪じや魔まするわけにもいかないんだし」

「まー、なんにしても、とりあえず情報収集は必要だよな」

　ははは、と乾いた声で笑いながら、矢瀬が言い訳がましく呟いた。

「そうね。絃いと神がみ市し国こくの安全保障の問題だものね」

　浅あさ葱ぎも、自分自身に言い聞かせるような口調で同意する。

　古こ城じようが紗さ矢や華かと、放課後、駅前の喫茶店で待ち合わせしているという情報は、内通者スパイの凪なぎ沙さから入手済みである。紗矢華の思惑がなんであれ、きっちり見届けなければなるまい、と決意を新たにする浅葱と矢や瀬ぜであった。
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　その日の授業は、めずらしく大きなトラブルもなく終わった。

　大型連休直前ということで校内には少し浮うわついた空気が流れてはいたものの、授業そのものは滞とどこおりなく行われ、普ふ段だんと同じように放課後を迎える。

　少し予想外だったのは、登校前に校門の前で繰り広げられた騒さわぎについて、クラスメイトの誰だれ一人ひとりとして、古城を冷やかそうとしなかったことだ。だからといって、べつに彼らが古城に気を遣つかっていたわけではない。古城の目の前の席に座っている浅葱が、露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな空気を撒まき散ちらしていたのが原因だ。

　そんな浅葱は今、十メートルほどの相そう対たい距きよ離りを保ちながら、下校する古城と雪ゆき菜なのあとを、物陰に隠れつつ追いかけてきていた。浅葱のさらに背後には、眼鏡めがねをかけ、バンダナで顔の下半分を隠した矢瀬の姿もある。いちおう変装しているつもりらしい。

「なにやってんだ、あいつら……？」

　あからさまに怪しげな行動を続ける友人たちを振り返りながら、古城が眉まゆをひそめて呟つぶやいた。

「それは普通に気になるでしょ。古城君が告白される場面なんて、皆かい既き日につ食しよくより貴重なんだし。今後の参考のためにも、ちゃんと見ておかないと」

　古城の疑問に答えたのは、隣となりを歩いていた雪菜ではなく、さらにその隣にいた凪沙である。実の兄の行動を監視するという名目で、部活の練習を休んでついてきたのだ。

「なにがどう参考になるんだよ!?　そもそも煌きら坂さかは、手紙を渡したいって言ってただけだろ。なんで告白って話になるんだ？　なあ、姫ひめ柊らぎ」

　なにか言ってやってくれ、と古城は雪菜に声をかける。

　唐とう突とつに話を振られた雪菜は、驚おどろいたように肩を震ふるわせると、抑よく揚ようの乏しい機械的な声こわ音ねで、

「は、はい。その、紗さ矢や華かさんは綺き麗れいですし、優しいですし、意外に家庭的な一面もあって世話好きで、わたしにとっても大切な人なので、ですから紗矢華さんが本気ならわたしは……」

「ちょっと待て!?　いったいなんの話だ!?」

　虚うつろな瞳ひとみでよくわからないことを言い出した雪菜を、古城が不安な表情で見つめてうめく。

　逆に凪沙は、期待にうずうずしたような口調で、

「だって告白以外に考えられないでしょ!?　手紙だよ!?　ラヴレターのレターだよ!?」

「いや、ラブレターとただのレターは全然別物じゃねーか」

　なに言ってんだおまえ、と呆あきれ顔がおで妹を見つめる古こ城じよう。古城のそんな醒さめた態度を不満に思ったのか、凪なぎ沙さは小さく唇くちびるを尖とがらせて、

「古城君はなんで平然としてるわけ？　煌きら坂さかさんに本当に告白されたらどうするの？」

「そんなの考えるだけ無駄だって。煌坂は俺おれのこと嫌ってるからな。会うたび罵ば倒とうしてくるし、俺を刺し殺そうとしたり、斬きろうとしたり、斬ろうとしたり、絞め殺そうとしたり──」

　過去のあれこれを思い出し、ぐったりしたように溜ため息いきをつく古城。

　え、と驚おどろきで我に返った雪ゆき菜なが、びっくりしたように古城を見た。

「紗さ矢や華かさんが先輩を嫌ってるって……まだそんなこと思ってたんですか？」

「古城君はホントにこれだから……道理で余裕こいてたわけだよ……」

　それほど事情に詳しくないはずの凪沙までもが、古城に失望したような視線を向けてくる。

　年下の二人に非難がましい目つきで見られて古城は狼ろう狽ばいし、

「いやまあ、なんだかんだで何度も助けてもらってるし、悪いやつじゃないんだろうけどさ」

　とりあえずフォローの言葉を口にしてみた古城に、そういうことじゃない、と雪菜たちが落胆の息を吐く。

　凪沙はやれやれと気を取り直したように首を振り、

「でもまあ、告白の手段が手紙でよかったよね。その場で返事しなくても不自然じゃないし。古城君がパニクって変なことをやらかすことはなさそう」

「おまえは実の兄をなんだと思ってるんだ……」

　なにやら的まと外はずれな心配をしている凪沙を、古城が気け怠だるげに眺ながめて言い放つ。そして凪沙は、雪菜と、尾行中の浅あさ葱ぎを順番に一いち瞥べつすると、

「それに、ほら、雪菜ちゃんたちが対策を練る時間もあるだろうし」

「え？　わたし？」

　唐とう突とつに矛ほこ先さきを向けられた雪菜が、きょとんと驚いたように目を瞬またたいた。こっちも無自覚かあ、と凪沙がなぜか大げさに肩を落とす。

「俺はどっちかっていうと殺人予告とか果たし状とか、そっちのほうが心配なんだが──」

　普ふ段だんあまり縁のない恋愛話に浮かれているのか、落ち着きなく表情を変える凪沙から目を逸そらし、古城は不安そうに独ひとりごちた。

　ちょうど目的地であるモノレールの駅に近づき、紗矢華に指定された喫茶店が見えてきたところだった。古城たちもたまに利用するゴエティアという名のチェーン店だ。

　だが、煉れん瓦が作りの階段を上って、古城たちが店内に入ろうとしたとき、店の隣となりの路地のほうから、誰だれかの困ったような声が聞こえてくる。聞き覚えのある声だ。

「あの、すみません。通して欲しい──でした」

　声の主は、彩さい海かい学がく園えんの制服を着た小柄な女子生徒だった。美しい銀髪と碧へき眼がんの、現実離ばなれして綺き麗れいな少女だ。凪なぎ沙さたちの友人の叶かな瀬せ夏か音のんである。見慣れない男に行く手を塞ふさがれて、身動きが取れずにいるらしい。

「お時間取らせませんから、少しだけ話を聞かせてくださいよ。さっきの質問に答えてもらえれば、すぐに退散しますから、ね」

　作り物めいた安っぽい笑みを浮かべて、男が夏音に語りかける。シワのよったワイシャツ姿の、年齢のよくわからない男だった。安物のボールペンと手帳を握にぎり締しめ、シャツのポケットには小型のボイスレコーダーを突っこんでいる。

「なに、あれ？　夏カ音ノちゃんが絡からまれてるの？」

　凪沙がムッと表情を険しくした。反射的に飛び出して男に抗議しようとした彼女を、下がってろ、と古こ城じようは制止して、

「おい、あんた！　叶瀬になにをやってんだ!?」

　背後から古城に呼び止められた男は、少し苛いらついたような表情で振り向いた。しかし古城たちの制服に気づくと、彼はニイッと粘ねばっこく笑う。

「あれ、その制服……ね、きみたち、もしかして叶瀬さんの知り合いかな？」

「え？」

　やけに馴なれ馴なれしい男の態度に、古城は面めん喰くらって動きを止めた。その隙すきに男は、古城たちの目の前まで近づいて、

「ちょうどよかった。ちょっと教えて欲しいことがあるんだ。ああ、私はこういう者なんですけどね。デイリー・アステル、聞いたことありません？」

「……あんた、新聞記者なのか？」

　押しつけられた名刺を眺ながめて、古城がぎこちなく訊きき返かえす。男は目を細めてうなずくと、

「ジャーナリストってやつです。自称ですけどね」

「そのジャーナリストさんが、叶瀬にいったいなんの用だよ？」

　古城が刺とげ々とげしい目つきで、ジャーナリストを名乗る男を見た。

　デイリー・アステルは、北大西洋に浮かぶ島国〝北ほつ海かい帝てい国こく〟に本社を置く国際的な新聞社だ。全世界二十カ国以上で三百万部近くを発行しており、古城でも名前くらいは知っている。

　だが、あまり格調の高い新聞とはいえない。露出度の高い女性の写真や人種差別的な記事が多く、芸能人や政治家、王族などのスキャンダルを主に取り扱う大衆紙だ。

　男は薄うすら笑いを顔に張りつけたまま、ちらりと夏音に目を向けて、

「いやね、ちょっとした噂うわさ話ばなしの真相を確かめようと思いましてね。いろんな方に話を伺うかがっているんですよ」

「噂話？」

「アルディギアって王国をご存じです？　北欧の小さな国なんですが、魔ま導どう産業では世界的にもちょっと有名でしてね。観光地としても人気がありますね。森と湖、北のほうに行けばオーロラを見ることも出来ます。料理で有名なのはトナカイ肉のシチューとニシンの酢す漬づけ、あとはベリーのパイあたりですかね」

「えーと……なんの話だっけ？」

　唐とう突とつにジャーナリストから旅行会社の回し者へと変へん貌ぼうした男を、古こ城じようはたじろぎながら見返した。しかし男はにこやかに微笑ほほえみ、

「ついでに言うと、美人が多いことでも知られてますね。特に今の第一王女──ラ・フォリア殿でん下かは、美の女神フレイヤの再来とまでいわれているそうですよ」

　そう言って彼は、ゆっくりと視線を巡らせた。雪ゆき菜な、凪なぎ沙さと順番に見回し、最後に夏か音のんに目を留める。

「ああ、失礼。お嬢じようさん方もとてもお綺き麗れいだと思いますよ。特に叶かな瀬せ夏音さん──あなたは、ラ・フォリア王女にそっくりだ。まるで他人とは思えないほどにね」

「あんた……」

　古城は声を低く震ふるわせた。男が夏音につきまとっていた理由にようやく気づいたのだ。

「ええ、噂うわさというのは、そのラ・フォリア王女とも関係のある話でしてね。実は王女の祖父、つまり先代のアルディギア国王が、国外から来た女性との間に、隠し子を設けていたという言説が、まことしやかに流れているのですよ。主に王宮関係者の間でね」

　悪意に満ちた空くう虚きよな笑みを浮かべて、記者の男は一方的に話し続ける。

「もしそれが事実だとすれば、実に大変なスキャンダルだ。ジャーナリストとしては、放っておくわけにはいきませんね。アルディギア国民のためにも真実を明らかにする必要がある。ね、そうは思いませんか？」

「あんたがスクープ記事を売りたいだけだろ。余所よその家庭の事情はほっといてやれよ」

　古城が男を睨にらんで言った。記者は平然と首を振り、ボイスレコーダーのスイッチを入れる。

「いえ、残念ながら、これは政治的な問題でもあるのですよね。ええ、ところで叶瀬夏音さん。あなたのお母様は十六年前まで、アルディギアの王宮で働いておられたとか？　そのあたりのお話を、ぜひ詳しく聞かせて欲しいんですよ」

「私は、知りませんでした。お母様のことは、なにも」

　それまで沈ちん黙もくしていた夏音が、静かに澄すんだ声で告げる。

　ふむ、と記者はわざとらしく驚おどろいた表情を浮かべて、

「では、お父上のことはどうです？　あなたの養父の叶瀬賢けん生せい氏は元アルディギアの宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師しだ。その彼が昨年、この島で重大な犯罪事件を引き起こし、人工島管理公社に軟なん禁きんされているという噂もあるんですがね──」

「おまえ、いい加減に──」

　夏音を追い詰めようとする記者の胸ぐらを、古城が乱暴につかもうとする。

　だが、その古城の腕は、背後から伸びてきた矢や瀬ぜの手に途中でつかみ止められた。

「やめとけ、古こ城じよう」

「そうやって関係者を挑ちよう発はつして、暴力を振るわせるのがこいつの目的よ。見え透いた手口だわ」

　こそこそと隠れて古城たちを尾行していたはずの浅あさ葱ぎが、いつの間にか近くに来て、冷ややかな目つきで記者の男を睨にらんでいる。

　奸かん計けいをあっさり見破られた記者が、腹立たしげに舌打ちした。

　しかし粘着質のにやけた笑みはそのままだ。殺気立つ古城たちを悪びれることなく眺ながめて、記者はなおも挑発的な言葉を口にしようとした。

　だが、その前に、場違いにのんびりとした声が、意外な方向から聞こえてくる。

「おや、夏か音のん様？　このような場所で、なにか揉もめ事ごとでしょうか？」

　声の主は、灰色の髪をした恰かつ幅ぷくのいい外国人の男だった。年齢はおそらく四十歳前後。仕立てのいい茶色のスーツを着て、高価そうな靴を履はいている。服装だけなら、有能なビジネスマンという雰ふん囲い気きだが、眼鏡めがねの下の瞳ひとみは理知的でどこか冷ややかだ。

「誰だれだ、あんた？」

　記者が、ぞんざいな口調で茶色のスーツの男に訊きく。

　スーツの男は事務的な態度で一礼し、夏音を庇かばうように彼女の前に出た。

「失礼。私、弁護士のヒュルト・ガーディエと申します。アルディギア王国のラハテラ本社で顧こ問もん弁べん護ご士しをしております」

「……ラハテラ？　あのハイテク企業の？」

　記者が驚おどろいたように眉まゆを寄せた。

　洗練されたデザインの電子機器で知られるラハテラ社は、北欧有数の巨大企業だ。高品質な魔ま導どう部品を供給することで知られており、高級なパソコンやスマートフォンのパッケージには、ラハテラ製の部品を使っていることが誇ほこらしげに書かれている。

「な、なんでラハテラの顧問弁護士がこんなところにいるんだ!?」

　どことなく怯ひるんだような口調で記者が叫んだ。弁護士は、そんな相手の反応を、むしろ怪け訝げんそうに眺めて、

「遺産相続に関かかわる協議のためですが？」

「遺産相続？」

「はい。入院中の前会長が死去なされた場合、孫娘である夏音様には、ラハテラ社の株式の五パーセントが譲じよう渡とされることになりますので、その手続きの準備などを」

「ま、待ってくれ。すると、叶かな瀬せ夏音の本当の父親というのは──」

　記者が愕がく然ぜんとしたように弁護士に詰め寄る。弁護士は厳おごそかにうなずいた。

「はい。ラハテラ家現当主の弟おとうと君ぎみであるシグル・ラハテラ様になります。残念ながら結婚は叶かないませんでしたが、夏音様の母君がアルディギア王国に滞在中、お二人は恋仲でいらしたと」

「しょ……証拠はあるのか……あ、いや。いい。わかった」

　弁護士を問とい質ただそうとして、記者は、すぐに思い直したようにかぶりを振った。

　ラハテラ側の言い分が真実であるかどうかは、もはや問題ではないのだ。

　巨大企業であるラハテラ社は、世界中の新聞雑誌や報道機関に強い影えい響きよう力りよくを持っている。その会長の一族が孫娘の存在を認めたのなら、その決定を覆くつがえすことなど出来るはずがない。

　ただでさえ信用のない三流ゴシップ紙であるデイリー・アステルが、彼らに逆らってアルディギア王室のスキャンダルを主張したところで、誰だれも見向きもしないだろう。下手へたをすれば裁判沙ざ汰たになって、一生かかっても払い切れない賠ばい償しよう金きんを抱かかえる羽目になる。

　さすがにそこまでのリスクを冒おかす勇気はなかったのだろう。記者はがっくりとうなだれて、駅のほうへと立ち去っていく。負け犬という言葉を体現したような、哀あわれを誘う姿だった。

「ふー……なんとか乗り切りましたね」

　弁護士が、長々と溜ため息いきをつきながら、額ひたいの汗を拭ぬぐうような仕草をする。

　古こ城じようたちはそんな弁護士に、疑念と困惑の混じった表情を向けた。

　夏か音のんがアルディギアの王族という話は、古城が知る限り真実だ。彼女がラハテラ社前会長の孫娘だったという話は、これまで聞いたことがない。

「ガーディエさん、だっけ？　今の話、本当なのか？」

「いえ。もちろん作り話です。正確には、王族としての暮らしを望まれないという王おう妹まい殿でん下かのために、王家が用意した偽装情報カバーストーリーであります」

　恰かつ幅ぷくのいい外国人の弁護士は、そう言って朗ほがらかに笑ってみせた。あまりにもあっさりした彼の種明かしに、古城たちは逆に当惑する。

「自分であります、第だい四よん真しん祖そ殿」

　弁護士は愉快そうに微笑ほほえみながら、眼鏡めがねを外す。

　その瞬しゆん間かん、彼の輪りん郭かくが歪ゆがんだ。全身が波打つように揺らいで、別人の姿へと変化する。

　銀髪を軍人風に短く切きり揃そろえた長身の女性だ。実直そうな顔立ちをしているが、身に着けている軍服はノースリーブに改造されて、スカートの両サイドにも深いスリットが入っている。

　防ぼう刃じん繊せん維いを編みこんだ黒いタイツとアンダーウェアのせいもあって、その姿は忍者を連想させた。ふざけたコスプレにしか見えないが、しかし本人の表情は大おお真ま面じ目めだ。

「ユ、ユスティナさん？」

　古城は呆ぼう然ぜんと目を瞬またたきながら、夏音の護ご衛えいとして派遣されている女おんな騎き士しの名前を呼ぶ。

「幻げん術じゆつ……いえ、偽装魔術デイスガイズですね」

　雪ゆき菜なが冷静に指摘した。おそらく名前から察するに、魔ま術じゆつによって一時的に外見を変化させる潜せん入にゆう工作用の術式なのだろう。単に目撃者を錯さつ覚かくさせるだけの幻術と違って、監視カメラなどの映像機器をも欺ぎ瞞まんする効果があるはずだ。

　アルディギア王国の要よう撃げき騎き士しは、さすがです、と雪菜に賛さん嘆たんの表情でうなずき、

「御ぎよ意い。王おう妹まい殿でん下かの護ご衛えいが自分の任務でありますので。マスコミへの対策も抜かりはありません。なんといっても変装は忍者の十八番おはこでありますからな、忍ニン！」

「いや、変装というか、魔ま術じゆつだよな」

　そもそもあんたは忍者じゃなくて騎き士しだろ、と無ぶ粋すいに指摘する古こ城じよう。とはいえ、ユスティナの魔術のおかげで、傍はた迷めい惑わくな自称ジャーナリストを追い払うことが出来たのも事実だ。彼女は常つね日ひ頃ごろからこんなふうに、夏か音のんを陰かげ日向ひなたに護衛し続けているのだろう。

「そういえば夏カ音ノちゃんが駅前こつちに来るのはめずらしいよね。なにか用事だったの？」

　記者が立ち去ったことで緊きん張ちようから解放された凪なぎ沙さが、表情を明るくして夏音に問いかける。

「はい。あの、今日は待ち合わせがありました」

　夏音が、いつもの穏おだやかな笑顔で答えようとした。その夏音の言葉をかき消したのは、古城たちの背後から突然聞こえてきたキンキンとした怒ど鳴なり声ごえだ。

「──暁あかつき古城！　遅い！　いい加減、待ちくたびれたんだけど！」

「き、煌きら坂さか？」

　ふと見れば、肩を怒いからせた紗さ矢や華かが、妙に疲れたような表情で古城を睨にらんでいた。

　おそらく彼女は喫茶店の中から、古城たちが店の前に辿たどり着つくところを見ていたのだろう。それなのに、どれだけ待っても古城たちが店内に入ってこないので、痺しびれを切らして店を飛び出してきたらしい。

　しかし勢いで怒鳴ってはみたものの、予想外に多くの人間がその場にいたことに気づいて、紗矢華は硬直。やっちまった、という表情のまま硬直し、見る間に頰ほおを赤くする。

　そんな紗矢華を気き遣づかうように、夏音がぺこりと頭を下げて、

「お待たせしてすみませんでした」

「あ……か、叶かな瀬せさんも来てくれてありがとう。じゃあ、これで全員揃そろったわね」

　紗矢華はバツの悪そうな顔でそう言うと、くるりと回れ右して、元いた喫茶店のほうへと逃げこむように入っていった。
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　居心地の良さを重視した高級感のある家具や店内のデザインが、ゴエティアコーヒーの売りだった。

　案内された四人用のテーブルに、紗矢華と雪ゆき菜な、古城と夏音という組み合わせで着席する。

　そのすぐ隣となりの席には凪沙と、もはや尾行を隠そうともしなくなった浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜが座った。

　いつの間にか姿を消していたのは、夏音の護衛役のユスティナだ。といっても、どこかに隠れて、夏音を護衛しているのは間違いない。夏音本人が気にしていないからいいようなものの、ここまで来ると、もはや護ご衛えいというよりもストーカーに近いのではないか、と微妙な気持ちになる古こ城じようであった。

「ラ・フォリアからの親しん書しよ？」

　注文した飲み物を受け取ったところで、紗さ矢や華かが例の封筒を差し出してくる。

　間近で見ると、思っていたよりもはるかに仰ぎよう々ぎようしい封書だった。箔はく押おしに使われているのは本物の純金で、開け口には封蠟シーリングが施ほどこされている。刻まれた印いん璽じは、見覚えのあるアルディギア王家の紋だ。

「本当に暁あかつき先輩宛あてのラブレターじゃなかったんですか？」

　雪ゆき菜なが意外さと安あん堵どを滲にじませた声で訊きく。紗矢華は、ぐっと息を吞のむような沈ちん黙もくを挟はさんで、

「当たり前でしょ！　なんで私がこんな男にラブレターなんか……」

「……今の顔は、その手があったか、って反応よね」

　浅あさ葱ぎがぼそりと紗矢華の表情を解説し、紗矢華がまるで図星を指されたかのように狼狽うろたえる。

「ち、違うわよ！　ていうか、どうしてこんなに部外者がいるの？　雪菜は監視役だからいいとして、凪なぎ沙ささんとか藍あい羽ば浅葱とか、あと、そこの男は関係ないでしょ！」

「まあ、そう堅いこと言うなよ。初対面ってわけでもないんだし。情報交換しといたほうが、お互いなにかと便利だろ」

　そこの男呼ばわりされた矢や瀬ぜが、皮肉っぽく右目を眇すがめて笑う。

　紗矢華はなにか反論しようと口を開きかけ、やがて諦あきらめたように息を吐き出した。

「まあいいわ。とりあえず王女からの親書、たしかに渡したからね」

「正直あんまり受け取りたくねえなあ」

　古城は渋々と手紙を手に取って、封を切る。中から出てきたのは、手触りだけで上質とわかる便びん箋せんにしたためられた書状だ。三つ折りにされた便箋を広げて、古城はすぐに顔をしかめた。

「……って、これ、英語か。悪い、姫ひめ柊らぎ。なんて書いてあるんだ？」

「すみません。拝見します」

　対面に座る雪菜に古城が顔を寄せ、雪菜が古城の手の中にある便箋をのぞきこむ。本人たちは無自覚だが、結果的にぴったりと肩を寄せ合うような形である。

　それを見た紗矢華があんぐりと口を開け、仲なか睦むつまじげな古城と雪菜の様子に夏か音のんは満足げだ。

「本当にラ・フォリア王女から先輩宛ての手紙ですね。〝我が祖国アルディギアの友人たる夜の王国ドミニオン絃いと神がみ市し国こくの王、親愛なる暁古城陛へい下かへ〟」

「ゆ、雪菜……？　いくらなんでもちょっと近すぎるんじゃないの、二人とも……!?」

　古城に密着する雪菜をおろおろと眺ながめて、紗矢華がやんわりと注意を促す。

　しかし雪菜と古城は、なにを言っているのだろう、と怪け訝げんな表情で紗矢華を見返し、

「え？　でも、王女からの親書を翻ほん訳やくしないと──」

「おまえが持ってきた手紙じゃねーか」

「で、でも、そんな密着して……って、いいの、これ!?」

　どことなく涙目になった紗さ矢や華かが、浅あさ葱ぎたちのほうを向いて不安そうに訊きいた。

　浅葱は、投げやりな表情でひらひらと手を振り、

「あー……まあ、本人たちに自覚がないうちはいいんじゃないの？」

「これくらいはいつものことだから」

　凪なぎ沙さも生なま温あたたかい微笑ほほえみを浮かべて言う。

「そうなの!?　本当にいいの!?　この状況に慣れてしまう自分が不安なんだけど……!?」

　弱々しい声で呟つぶやきながら、心配そうに雪ゆき菜なたちを見つめる紗矢華。

　その間も雪菜は、淀よどみなくラ・フォリアからの親しん書しよの翻ほん訳やくを続けていた。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎである彼女は、様々な任務に対応するために、呪じゆ術じゆつの知識だけでなく、高卒程度の学力を身につけているという。特に重要度の高い語学力に関しては、おそらくそれ以上の実力があるのだろう。そのぶん、たまに一般常識や、日常的な知識が欠落していたりするのだが。

「〝来る来月一日より、我がアルディギア王国では戦せん王おう領りよう域いきとの平和条約締てい結けつ四十周年を祝し、王都ヴェルテレースにおいて記念式典を開かい催さいする予定。ついてはその式典の期間、御おん身みを我が王国に招待いたしたく──〟」

「招待……って、俺おれにアルディギアまで来いって言ってんのか？」

　雪菜の翻訳を聞いていた古こ城じようが、彼女の言葉を遮さえぎって訊き返した。

　抹茶ラテのホイップクリームを舐なめていた凪沙が、テーブルを叩たたいて勢いよく立ち上がり、

「それってつまり、海外旅行ってこと……!?」

「いや、そんないいもんじゃねーだろ。あのラ・フォリアの招待だぞ」

　古城が苦い表情を浮かべて言う。世間的には慈じ母ぼか聖女の如ごとく崇あがめられているラ・フォリアだが、その実、腹黒い策さく謀ぼう家かである彼女のことが、古城は正直かなり苦手だ。

「来月一日ということは、ちょうどゴールデンウィーク期間ですね。どうしますか、先輩？」

　そんな古城の心情を知ってか知らずか、雪菜が真ま面じ目めな口調で確認してくる。

「どうもこうも、行くわけないだろ。面倒くせぇ」

　古城は一いつ瞬しゆんも迷わず即答した。その言葉に動揺したのは凪沙だ。

「ええっ!?　どうして!?　アルディギアだよ!?　雪と氷河とフィヨルドとオーロラだよ!?」

「だから観光に行くんじゃないんだって。あの腹黒王女、絶対なにか企たくらんでるだろ……！」

「いちおう絃いと神がみ市し国こくとしては、貴重な友好国と親交を深めておいて欲しい気はするけどな。それはそれで日本政府との調整がややこしくなりそうだが」

　濃いエスプレッソをひと息であおりながら、矢や瀬ぜが言う。

　浅葱は、なるほどね、と納得したようにうなずいて、

「結局、煌きら坂さかさんはラ・フォリア王女の依頼で動いてたってこと？　獅子王機関の思惑でも、ガチ告白が目的でもなくて。道理で動機が読めなかったわけだわ」

「ガ、ガチ告白……!?　だからどうしてそういう話になるわけ!?」

　紗さ矢や華かが、わたわたと慌あわてふためきながら言い返す。

　苦笑混じりにそれを眺ながめていた矢や瀬ぜは、ふと真顔になって紗矢華を見た。

「でも、あの王女様、なんであんたに依頼したんだ？　王女からの親しん書しよの配達なんて、獅し子し王おう機き関かんの管かん轄かつじゃないだろ？」

「それは──獅子王機関が動かざるを得ない理由があったのよ」

　紗矢華が表情を引き締めながら答える。

　そのとき手紙を読んでいた雪ゆき菜なが、おや、と訝いぶかしげに眉まゆを上げた。

「あの、暁あかつき先輩」

「なんだ？」

「ラ・フォリア王女から送られてきたのは、手紙だけではないみたいです」

　雪菜が封筒の中をのぞきこみ、中にあったもうひとつの小さな封筒を取り出した。そちらの中身は便びん箋せんではなく、細こま々ごまとした英数字が印刷されたチケットだ。

「これは、航空券か？　なんで、三組あるんだ？」

　封筒の中身を確認して、古こ城じようが眉み間けんにしわを寄せる。雪菜はその古城と顔を見合わせて、

「搭とう乗じよう者しや名めいは、先輩とわたしと……夏カ音ノちゃん？」

「叶かな瀬せも一緒に連れてこいってことか……？」

　戸惑う古城たちを見つめながら、紗矢華は短い溜ため息いきをついた。

　そして自分の正面に座る夏か音のんに向き直る。

「ラ・フォリア王女の本当の目的は、叶瀬夏音さん──あなたなのよ」

「私……でした？」

　ほんの刹せつ那な、怯おびえたように瞳ひとみを揺らす夏音に気づいて、紗矢華は大急ぎで首を振った。

「あ、べつに政治的に利用しようというわけではなくて、王女はあなたを、あなたの本当のお父上であるアルディギアの前国王と、対面させてあげたいとお考えなの。前国王はご高齢で、公務もあって、絃いと神がみ島じまに来ることができないから」

　あ、と夏音が吐息のような小さな声を洩もらす。

「そうか。叶瀬は本当の親父おやじさんと、まだ会ったことがないんだよな」

　古城はそう言って夏音の横顔を見た。話を聞く夏音の表情は穏おだやかで、静かに凪ないだような碧あおい瞳からは、彼女の心情はなにも読み取れない。

「もちろん叶瀬さんの存在が公おおやけになったら騒そう動どうになるから、大っぴらに招待することはできないけど、記念式典の時期には世界中から来らい賓ひんや観光客が集まるし、人々の関心もそっちに向いてるから多少は安全というか──」

「むしろこの機会を逃のがしたら、次はいつ会えるかわからないって感じだな」

「ええ、そう。ただ、その場合、ひとつ問題があるの」

　古城の発言に同意して、紗矢華はその場にいる全員をゆっくりと見回した。

「叶かな瀬せさんのアルディギア訪問は、あくまでも非公式の私的な旅行という形になるから、警けい察さつの護ご衛えいがつけられないのよ。王女が個人的に動かせるのは聖せい環かん騎き士し団だんの騎士だけだし、彼らは彼らで記念式典警護の任務があるから、それほど多くの人数は割さけないし」

「叶瀬ちゃんの警護は、手て薄うすにならざるを得ないってわけか」

　ふん、と矢や瀬ぜが小さく鼻を鳴らした。人工島管理公社の理事を務める矢瀬は、どちらかといえば護衛を手配する側の立場の人間だ。それだけに、この手の話に関しては理解が早い。

　だが、その矢瀬も、紗さ矢や華かの次の言葉には表情を硬くした。

「そして記念式典では、高確率でテロリストの襲しゆう撃げきがあることが予想されている」

「は？　予想されてる？」

「テロが起きるのが、わかっているということですか？」

　古こ城じようと雪ゆき菜なが、ほとんど同時に訊きき返す。夏か音のんの瞳ひとみにも驚おどろきが浮かんだ。

　紗矢華は硬い表情のままうなずいて、

「〝魔ま族ぞく特とつ区く〟で暮らしてると実感が湧わかないかもしれないけど、この世界には人類と魔族の共存を望まない連中がわんさかいるのよ。人類側にも、魔族側にもね。彼らが、こんな大々的な式典を見逃してくれるとは思えないわ」

「連中にしてみれば、アルディギアと戦せん王おう領りよう域いきの平和条約は邪じや魔までしかないわけか」

　古城は過去に絃いと神がみ島じまで起きた、いくつかの事件を思い出していた。

　魔族を悪あしき者ものとして蔑さげすむ人間側の聖職者。獣じゆう人じん優位主義を唱えるテロリスト集団。争いを望む彼ら双方にとっての障害が、人類と魔族の共存を謳うたう〝聖せい域いき条約〟だ。

　第だい一いち真しん祖そ〝忘却の戦王ロストウオーロード〟が提唱し、多国間で締てい結けつされたその盟約によって、長きにわたる人類と魔族の戦争は終わりを迎えた。アルディギアと戦王領域との平和条約は、いわばその象徴といえるだろう。

　だからこそ、聖域条約を憎む多くの組織や集団が、記念式典を狙ねらってくることも容易に想像できた。彼らの攻撃に一般人が巻きこまれる可能性も低くない。この時期にアルディギアを訪問するということは、そのような危険の中に飛びこんでいくということでもあるのだ。

「さらに悪いことにアルディギアの王宮内にも、叶瀬さんの存在を快く思わない勢力がいないとは言い切れない。王位継承権を持たないとはいえ、叶瀬さんが女王陛へい下かの異母妹なのは事実なんだし、自分の立場がおびやかされるのではないかと不安に思う人々もいるでしょうね」

　紗矢華が真剣な声こわ音ねで告げた。夏音を脅おどかしているわけではなく、客観的な事実を告げているのだ。

「最悪、暗殺される可能性もある、ってこと？」

　浅あさ葱ぎがずばりと端たん的てきに指摘した。夏音がビクッと肩を震ふるわせる。

「そこまで直接的な行動にでる可能性は高くないけど、楽観することはできないわ」

　紗矢華が重々しくうなずいた。すっかりぬるくなってしまったアイスコーヒーを、彼女は、苦そうな表情で一口啜すする。

「だからラ・フォリアは獅し子し王おう機き関かんに──というか、煌きら坂さかにこの仕事を依頼したわけか」

　ようやく納得した、という風に古こ城じようが目を閉じた。

　獅子王機関の役割は、大規模魔ま導どうテロを防ぐための情報収集と謀ぼう略りやく工作。そして紗さ矢や華かは、暗殺の阻そ止しと要人警けい護ごを得意とする舞ま威い媛ひめである。おまけにラ・フォリアとも個人的な親交が深く、夏か音のんの事情もよく知っている。夏音の警護には最適の人選だといえるだろう。

「今回の式典には日本政府の要人も大勢参加することになってるから、獅子王機関はもともとアルディギア政府と協力体制にあったのよ。とはいえ、獅子王機関ウチも人材が余ってるわけじゃないから、私がずっと叶かな瀬せさんを護衛していられるとは限らないし」

「ちょっと待て。じゃあ、ラ・フォリアが俺おれに航空チケットを送ってきたのは──」

　古城が勢いよく目を見開いて、王女から送られてきた手紙を睨にらむ。

　雪ゆき菜なは固い表情でうなずくと、手紙の続きを読み上げた。

「〝ゆえに、古城。わたくしの大切な家族である夏音の身辺警護を、あなたと雪菜にお願いしたいと思います。ラ・フォリア・リハヴァインより愛をこめて──〟」

「う……」

　古城は言葉をなくして固まった。ラ・フォリアが張り巡らせた策さく謀ぼうに、自分が完全に嵌はめられたことに気づいたのだ。

　第だい四よん真しん祖そとして、平和記念式典とやらに出席することは拒めても、夏音の護衛は断れない。

　アルディギア王家特有の強大な霊れい力りよくを持つとはいえ、夏音自身はなんの戦せん闘とう訓練も受けていない魔術の素人しろうとなのだ。テロや暗殺の危険があるアルディギアに、そんな彼女をたった一人で送りこむのはさすがに不安過ぎる。

「……要するに古城君が呼ばれたのは夏カ音ノちゃんのついでってこと？」

　動揺する古城に追い打ちをかけるように凪なぎ沙さが訊きいてきた。

　そうだな、と矢や瀬ぜは無責任にうなずいて、

「まあ、ある意味、適任ではあるよな。世界最強の吸血鬼が護衛についてる相手を襲おそおうとは、普通は考えないだろうし。しかも実質、タダでこき使えるわけだし」

「とりあえず、弾丸たまよけにはピッタリよね。殺されても死なないし」

　浅あさ葱ぎが突き放すように冷たく言った。

「おまえらな……」

　古城はぐぐ、と悔しげに唸うなって、まあいいや、と観念したように息を吐き出した。

「だけど叶瀬はどうなんだ？　命の危険があるってわかってて、それでもアルディギアに行く気はあるのか？」

　真剣な目つきで見つめてくる古城に、夏音はいつもと同じ穏おだやかな微笑を向けた。

「私にとって、本当のお父さんは、叶瀬のお父さんだけでした」

　彼女の何気ないその言葉に、古こ城じようたちはハッとする。

　孤児として修道院で育った夏か音のんを、とある事件をきっかけに引き取ったのが、彼女の養父である叶かな瀬せ賢けん生せいだ。

　しかし賢生は、普通の意味では、決していい父親とはいえなかった。なにしろ彼は、夏音を被験体として、アルディギア王家に伝わる〝模も造ぞう天てん使し〟の魔ま術じゆつを試そうとした人物なのだ。

　それでも、賢生が彼なりに夏音に愛情を注いでいたのは事実だった。だから夏音は今でも賢生を自分の父親だと認めているのだ。

　だがそれは、アルディギアの前国王を、自分の父親とは思っていない、ということでもある。

　事実、夏音はアルディギアで暮らすことを拒んでいたし、王族としての財産や権利もすべて放ほう棄きしている。今さら実の娘だと、前国王に認めてもらいたいという気持ちはないのだろう。

　沈ちん黙もくする古城たちを見つめて、でも、と夏音は少し照れたように微笑する。

「お母さんが好きになった方には会ってみたいと思いました。私はお母さんのことをなにも知らないから──」

「夏カ音ノちゃん……！」

　凪なぎ沙さが立ち上がって夏音を背後から抱きしめた。自分の感情を滅めつ多たに表に出さない夏音が、本音を聞かせてくれたことに感動したらしい。

[image: ]

「わかった。そういうことなら、俺おれも一緒にアルディギアまでつき合うぜ」

　古こ城じようが、すっきりとした表情を浮かべて夏か音のんに告げる。ラ・フォリアの思いどおりになるのは癪しやくだが、今回だけは彼女の策略に乗せられておこうと思う。

「いいえ、先輩。わたしたちも一緒に、です」

　困ったようにはにかむ夏音を見つめて、雪ゆき菜なも満足そうに微笑ほほえんだ。

　王女からの依頼を果たせたことで紗さ矢や華かは安あん堵どの表情を浮かべ、矢や瀬ぜは、古城の出国に伴う面倒な手続きを思って頭を抱える。

　そして浅あさ葱ぎは、どことなく不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえを突きながら、なにか企たくらんでいるような表情を浮かべていた。
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　アルディギア王室の私室付き秘書官であるトリーネ・ハルデンは、時代錯さく誤ごなコルセットドレスを着て、王宮の長い廊ろう下かを歩いていた。執務をほったらかして失しつ踪そうした第一王女を捜していたのだ。

　知性と慈じ愛あいに満ちた優雅な王女として、世界中で絶大な人気を誇るラ・フォリア・リハヴァインだが、間近で接する彼女の印象は世間の評判とは違っている。

　見映えの良さは写真以上だし、人当たりも決して悪くないのだが、得え体たいの知れない恐こわさがあるのだ。威厳やカリスマ性というよりは、もっと底の見えない恐ろしいものだ。

　ラ・フォリアの性しよう根ねが邪じや悪あくというわけではない。だからこそ余計に不安をそそる。

　女神の如ごとき善ぜん性せいと悪あく魔まの狡こう知ち。その矛盾がナチュラルに同居している彼女は、なにを考えているのか、常人にはまったく理解できない。

　それを本能的に感じているのだろう。彼女の気まぐれと奸かん計けいに振り回されながらも、王宮で働く女官たちがラ・フォリアを悪く言うことは決してなかった。王宮では比較的新参者のトリーネだが、あの腹黒王女の恐さは身に沁しみてよくわかっている。

「ラ・フォリア様、こちらにおいででしたか」

　薄うす暗ぐらい書斎の奥に銀髪の王女の姿を見つけて、トリーネは声に安堵を滲にじませた。

　博物館を思わせる広大な書斎は、ラ・フォリアの祖父である前国王、ガイヤルド・リハヴァインの執務室だった。ガイヤルドが退位し、公務の第一線を退いたことで使われなくなったこの部屋を、ラ・フォリアは好んで訪れていた。彼女の目当ては、この部屋に収蔵されているガイヤルドの蔵書や蒐集品コレクシヨンである。

「あの……ラ・フォリア様？　これは……？」

　机の上に積み上げられた埃ほこりまみれの奇妙な小道具に気づいて、トリーネが訊きいた。

　ラ・フォリアは、革張りの肘ひじ掛かけ椅い子すにゆったりともたれたまま、小道具のひとつを手に取った。黄金の鞘さやに収められたナイフだ。

「お祖じ父い様さまの書斎で見つけたアンティークの魔ま具ぐです。置きっ放しになっていたようですので、わたくしが整理して差し上げようと」

「あの、もしや、それは置きっ放しになっていたのではなく、封印されていたのでは……？」

　トリーネが怯おびえたような声で指摘する。

　王女が握にぎるナイフの柄つかには、警けい告こくの言葉を書き記したテープが何枚も貼はりつけられていた。まともな感性の持ち主ならば、決して触ろうとは思わない代しろ物ものだ。

　しかしラ・フォリアは平然とナイフを抜き放って微笑ほほえみ、

「些さ末まつな認識の相違です。気にすることはありません……あら……」

　王女の言葉が終わる前に、彼女の手の中からなにかが飛び出した。ズダン、という不吉な轟ごう音おんとともに、銀光がトリーネの背後の扉に突き刺さる。

「ひっ!?」

　切断されたトリーネの髪が数条ハラハラと宙に舞い、彼女は遅れて息を吞のんだ。

　ふと見れば、トリーネの首筋からわずか数センチの場所に、銀色の刃やいばが突き刺さっている。バネ仕掛けで射しや出しゆつされたナイフの刀身ブレードが、トリーネをかすめて飛んで来たのだ。

「ラ……ラ・フォリア様……！」

「なるほど、魔術によって起動する弾道バリステイツクナイフでしたか。安全ピンが経年劣化で折れていたようですね」

　柄だけになったナイフを眺ながめて、ラ・フォリアが感心したように呟つぶやいた。

　主に暗殺や奇き襲しゆう用に使われる射出式ナイフ。ガイヤルド前国王が趣味で集めたこの手の怪しげな道具が、ラ・フォリアの大のお気に入りなのだ。やはり計り知れない恐ろしい王女ヒトだ、とトリーネはあらためて実感する。

「ところで、ミス・ハルデン」

「は、はい！」

「なにかわたくしに用があったのでは？」

　ナイフを放り捨て、新しい小道具を物色しながら、ラ・フォリアが訊きいた。

　トリーネは、額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐいながら姿勢を正す。

「そ、そうでした。ラ・フォリア様、獅し子し王おう機き関かんの煌きら坂さか様よりご連絡です」

「紗さ矢や華かから？」

　ラ・フォリアが、すべてを見透かすような美しい瞳ひとみを向けてくる。

　わけもなく緊きん張ちようを覚えながら、トリーネは小さくうなずいて、

「はい。〝暁あかつきの王と剣つるぎの巫女みこは、天使とともに翼つばさに乗る〟──と」

「そうですか。万事順調のようですね」

　古い護ご身しん用の小型拳けん銃じゆうを手の中で弄びながら、ラ・フォリアは華やかに笑った。

「アスコラ基地のヴェルネラ司令に連絡を。計画をフェイズⅡに移行してください、と」

「はい、直ただちに。ですが、あの──」

　トリーネは慇いん懃ぎんにうなずいて、少し逡しゆん巡じゆんするように王女を見た。ためらいがちに怖おず怖おずと言葉を続ける。

「あの、この件は陛へい下かにはお伝えしなくてもよろしいので？」

「お父様に？」

　ラ・フォリアが少し意外そうな表情でトリーネを見返した。ふむ、と王女は思案するように目を伏せ、溜ため息いきをついた。

「そうですね。客人ゲストの到着前に妨害されては困りますから、対応が間に合わないギリギリのタイミングで、それとなく情報を流してあげましょうか」

「は、はい」

　どんな表情を浮かべればいいかわからず、トリーネは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

　そんなトリーネの足あし下もとの絨じゆう毯たんが弾はじけ、一いつ瞬しゆん遅れて銃声が鳴った。ラ・フォリアが弄いじっていた拳けん銃じゆうが突然暴発したのだ。あら、と他人ひと事ごとのように首を傾かしげて、ちらりと可愛かわいらしく舌を出すラ・フォリア。トリーネは背筋を逆さか立だたせながら、逃げるように書斎を飛び出した。

「さて、わたくしも歓迎の準備をしましょうか」

　遠ざかる秘書官の足音を聞きながら、ラ・フォリアは長い銀髪を払って立ち上がる。

　そのまま彼女は書斎の窓に近づき、厚いベルベットのカーテンを開けた。窓の外に広がっているのは、アルディギアの王都ヴェルテレースの風景だ。

　氷河の浸しん蝕しよくで生み出されたフィヨルドの入り江と湖。近代的な高層ビルと伝統的な建造物が同居する美しい街並み。街路には多くの観光客があふれ、市街中心部の広場には大規模な舞台の設置が進んでいる。間もなく開かい催さいされる平和記念式典の準備が行われているのだ。

　数日後には世界各国からの来らい賓ひんも次々に訪れることになるだろう。

「さて、ここまではこちらの思惑どおり。期待していますよ、古こ城じよう」

　澄すみきった春の青空を見上げて、ラ・フォリアは微笑む。その空と同じ色の瞳ひとみには、王女の重責が生み出す深い憂うれいの翳かげりと、年相応の悪戯いたずらっぽい輝かがやきが宿っていた。
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　人口六十万人にも満たない絃いと神がみ島じまだが、発着する航空機の数は意外に多く、世界四十都市に向けて毎週二百便近い直行便を送り出している。

　それは絃神島が世界でもいまだ数少ない〝魔ま族ぞく特とつ区く〟であるからだ。

　魔族の細胞組織や身体器官を研究し、そこから得られた新素材や新薬など、〝魔族特区〟でしか手に入らない特別な情報や研究成果。それらを求めて世界中から多くの人々が訪れ、再び旅立っていくのである。

　そんな海外直行便の中の一便──アルディギア航空ヴェルテレース行きＡＧ４１３便は、絃神中央空港の滑かつ走そう路ろで、離り陸りく前の最終チェックを行っていた。

　百六十人ほどの乗客は、すでに搭とう乗じようを終えて席に着いている。

　大型連休ゴールデンウイーク期間ということで、機内はほぼ満席だ。家族連れや学生の姿も目立つ。そのせいか普ふ段だんに比べて騒そう々ぞうしい乗客が多かった。

　中でもひときわ騒さわがしい集団が、エコノミークラスの中央あたりに座っている。

「なにこれ、美味おいしい！」

　空港売店で買ったばかりの菓子を頰ほお張ばって、浅あさ葱ぎが感かん嘆たんの声を上げた。彼女の膝ひざの上には、大量の絃神島みやげが所狭しと積み上げられている。

「絃神サブレーのからあげ味、やっぱりもうひと箱買っとくべきだったわ。でも空港内でしか買えない魔族特区〝闇やみ〟ショコラと、定番の吸血鬼風ブラッドオレンジゼリーを買わないわけにはいかないし。あ、この第だい四よん真しん祖そ焼きも意外にありかも」

　新たな菓子を開封しては、それらを次々に平たいらげていく浅葱。端たん整せいで華やかな外見からはあまり想像できないが、浅葱はかなりの大おお喰ぐいなのだ。マニアックで的確な彼女のグルメレポートは、ＳＮＳでも評価が高いといわれている。

　一方、浅葱の左ひだり隣どなりに座っていた矢や瀬ぜは、通路を行き交う女性キャビンアテンダントの服装を、いつになく真剣な眼まな差ざしで見つめて、

「しかし話には聞いてたが、アルディギア航空の客室乗務員って、本当に美形揃ぞろいなんだな。しかもあのエロいと評判の新制服。清せい楚そな中にそこはかとなく漂ただよう大人の色気。新しい性せい癖へきに目覚めそうだぜ。なあ、古こ城じよう」

「いや、俺おれに同意を求めんな。たしかに制服はＳＦっぽくて恰かつ好こういいと思うけど」

「へえ、古城はああいうのが好きなんだ？」

「真剣に働いている人たちを、いやらしい目で見るのはどうかと思います」

「俺は制服が恰好いいって言っただけだろ!?」

　両隣の浅葱と雪ゆき菜なから冷たい視線を向けられて、古城が憤ふん激げきする。

　そのころ通路を挟はさんだ窓側の席では、凪なぎ沙さが、座席に設置された機内エンターテインメントシステムのタッチパネルに触れながら歓かん声せいを上げていた。

「この映画、日本でまだ公開されてないやつだよ！　観みたかったやつなんだ。愉たのしみ……わ!?　機内食、二回も出るの!?　ソフトドリンクも無料で飲み放題なんだよね。悩むよねえ。『魚にするべきか、肉にするべきか、それが問題だ』ウィリアム・シェイクスピア」

「シェイクスピアは絶対そんなこと言ってねえだろ」

　凪沙の独ひとり言ごとに思わず本気のツッコミを入れて、古こ城じようはうんざりと頭を抱えた。ちなみに座席は古城の左側に浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜ、右側に雪ゆき菜な、そして凪沙と夏か音のんの順番である。

「そんなことより、なんでおまえらがいるんだよ？　アルディギア行きの飛行機だぞ？」

　睨にらみつけてくる実の兄から、凪沙は白しら々じらしく目を逸そらす。

「なんのことですかー？　あたしたち、ただの旅行者なんですけどー？」

「はあ……？　旅行者？」

「旅費だって自腹だし、飛行機の予約もホテルの手配も、全部自分たちでやったんだからね。深み森もりちゃんの許可ももらったし、古城君に文句を言われる筋合いはないですー」

「ぐ……」

　凪沙の理屈に反論できずに、古城は悔しげなうめきを洩もらした。保護者ははおやの承しよう諾だくを取り付けているとまで言われてしまっては、もはや古城に妹を止めるすべはない。

「私は嬉うれしいかも、でした。凪沙ちゃんが一緒にいてくれて」

　睨み合う古城と凪沙に気を遣つかったのか、夏音が怖おず怖おずと口を挟んでくる。

　凪沙は勝ち誇ったように表情を明るくして、

「本当!?　よかったー。ほら、古城君、聞いた？　聞いた？　夏音ちゃん、飛行機に乗るのは、ほとんど初めてなんだよね」

「はい。前に乗ったのは赤ん坊のときでした」

「ふっふっふ。わかんないことがあったら、なんでも聞いてくれたまえ。って、あたしも実は国際線に乗るのは小学生以来なんだけど」

　得意げに胸を張る妹の横顔を眺ながめて、古城は弱々しく溜ため息いきをついた。

　そして古城は、左側の矢瀬へと向き直る。ゴールデンウィーク直前のわずかな時間で凪沙が新しいパスポートと観光ビザを手に入れたこと。そして古城たちが乗る予定の飛行機に、ちょうど凪沙たちのぶんの空席が出たこと。あまりにも都合の良すぎる偶然だった。背後で何者かの意思が働いているとしか思えない。

「おい、矢瀬。この状況を仕組んだのはおまえか？」

「待て、落ち着け。最初に言い出したのは浅葱だ。俺おれはいちおう止めたんだからな」

　矢瀬が引ひき攣つった笑顔で首を振る。対する浅葱は素知らぬ顔で菓子を口に運んでいる。

「結局おまえもついてきてるじゃねーか！　それよりなんで凪沙を連れてきた!?」

「違う違う、逆だって。本当だったら浅あさ葱ぎと凪なぎ沙さちゃんは、おまえらを驚おどろかすために一日早くアルディギア入りする予定だったんだよ。それを、なんとか同じ飛行機に乗るように説得してやったんだって。どうせなら目の届くところに置いといたほうが安心だろ？」

「説得するんだったら、アルディギア旅行そのものをやめさせろよ！」

「すまん。それは無理だった。もともと俺おれもアルディギアに行くつもりだったし」

「やっぱりおまえの差し金じゃねーか！」

「いつまでも細かいことを気にしてないで。ほら、第だい四よん真しん祖そ焼き、１コあげるから機き嫌げん直しなさいよ」

「べつに腹が減って不機嫌になってるわけじゃねーよ！」

　強烈な脱力感に襲おそわれて、古こ城じようはぐったりと座席に身体からだを沈ませた。

　とはいえ、古城があまり強く文句を言えないのは、矢や瀬ぜや浅葱が面白半分でついてきたわけではないと理解しているからだ。夜の帝国ドミニオンの領主としてアルディギアという見知らぬ土地を訪れる古城のサポートが、矢瀬たちの本当の目的なのである。

　凪沙は凪沙で、友人である夏か音のんのことが心配でついてきたのだろう。ただの海外旅行だと言い張っているのは、夏音に負担をかけないための口実だ。夏音も、それに気づいているから、一緒にいてくれて嬉うれしいと言ったのだ。そんな彼女たちの気持ちに気づいてしまうと、古城としても、無む下げに追い返すわけにもいかないのだった。

「そういや煌きら坂さかちゃんは？　古城たちとは一緒じゃないのか？」

　矢瀬がそう言って不思議そうに周囲を見回した。アルディギアからの招待状を運んできた張本人である紗さ矢や華かの姿は、なぜか機内に見当たらない。

「煌坂は先に現地入りして準備するみたいなことを言ってたな。俺たちの宿泊先の下見とか、移動ルートの確認とか」

「さすがは獅し子し王おう機き関かんの攻こう魔ま師し、そういう段取りはしっかりしてんな」

　ほほう、と矢瀬が感心したように唸うなる。

　そういやそうだな、と古城も認めた。溺でき愛あいしている雪ゆき菜なのことになるとすぐに取り乱す印象のある紗矢華だが、実はああ見えて獅子王機関の中でもエリートだったりするらしい。呪じゆ術じゆつや暗殺に関する知識はいうに及ばず、高い戦せん闘とう能力を持ち、外国語にも堪たん能のう。社交界におけるマナーも身に着けていたりする。ラ・フォリアが親しん書しよを託すのも納得の優秀さだ。

「で、もう一人の獅子王機関の攻魔師さんは大丈夫なの？」

　唇くちびるについたクリームを指先で拭ぬぐいながら、浅葱が何気なく訊きいてきた。

　あー、と古城は顔をしかめながら、妙に口数の少ない雪菜に目を向ける。

「姫ひめ柊らぎ、大丈夫か？　なんか顔色が冷凍保存された宇宙飛行士みたいになってるんだが──」

「大丈夫です。わたしは大丈夫です。なにも問題ありません」

　雪菜が表情を強こわ張ばらせたまま、抑よく揚ようの乏しい機械めいた口調で答えてきた。

「べつに飛行機に乗るのが恐こわいとか、そんなことはありませんから。機械の塊かたまりが空を飛ぶ原理もちゃんと理解してますから。クッタ・ジュコフスキーの定理の流体の循じゆん環かん[image: ]ガンマがマグヌス効果してベルヌーイですから……」

「お、おう……」

　意味不明な言葉を呪じゆ文もんのように唱え始めた雪ゆき菜なを、古こ城じようは心配そうな表情で眺めた。本人は頑かたくなに認めようとしないが、雪菜は以前から飛行機が苦手なのだった。機械に乗って空を飛ぶということに、本能的な不安を感じているらしい。そのくせ妙に強がって、平静を装おうとするのがいろいろ面倒くさい。それでも雪菜を励ますつもりで、古城は努めて気安く笑い、

「まあ、直行便でも片道十二時間近くかかるからな。遠いよな」

「じゅ……十二時間……」

　雪菜が血ちの気けの引いた顔で硬直する。

　小刻みに震ふるえる雪菜の指先を見かねて、古城はその上にそっと手を置いた。雪菜の手の冷たさに気づいて軽く絶句する。雪菜は驚おどろいたようにそんな古城を見返して、

「せ、先輩？」

「恐いなら、あんま無理するなよな。落ち着くまでは一緒についててやるから」

　前にも似たようなことがあったな、と思い出しながら古城は照れたように苦笑した。雪菜は思いがけない強い力で古城の手を握にぎり返し、すがるような視線を古城に向けてくる。

[image: ]

「飛行機を降りるまで、絶対、放さないでくださいね。約束ですよ」

「降りるまでって、いや、だから片道十二時間──」

　追い詰められたように真剣な雪ゆき菜なの瞳ひとみに、古こ城じようは怯ひるみながら言い訳しようとした。が、雪菜はますます指に力をこめて、

「約束しましたから！　べつに恐こわくはないですけど！　恐くはないですけど！」

2

　絃いと神がみ島じまとアルディギア王都ヴェルテレースの時差は七時間。絃神島の時計のほうが、七時間進んでいることになる。そのせいで、午前中に絃神島を出た飛行機が十二時間かけて飛んでも、アルディギアに到着するのはその日の昼間という、いささか不思議なことになっていた。

　昼間が長くなる西回りのフライトのほうが、時差ボケの症状が軽くて済むといわれているが、延々と真っ昼間が続くという環境は吸血鬼である古城にとっては案外つらい。

　恐怖と緊きん張ちようで消耗したのか、雪菜は古城の右手をがっちりとホールドしたまま眠ってしまい、食べ疲れた浅あさ葱ぎも古城の肩に頭を預けて寝息を立てている。

　二人に挟はさまれて身動きできないまま、退屈を持て余して微睡まどろんでいた古城は、凪なぎ沙さたちの歓かん声せいで目を覚ました。

「わ、雪だ！　雪だよ、夏カ音ノちゃん！」

「はい。綺き麗れいでした」

　飛行機の窓に顔を寄せ、凪沙と夏か音のんが幼い子どものようにはしゃいでいる。亜熱帯の絃神島で暮らす彼女たちにとって、雪と氷に覆おおわれた大地は恐ろしく貴重な風景なのだ。この時期のアルディギアの平均最低気温は、比較的温暖な王都ヴェルテレースでも摂せつ氏し零れい度どから四度ほど。標高の高い内陸部にいけば、いまだ吹雪ふぶく日も少なくないらしい。

「もう着いたのか、意外に早く感じるな」

　愛用のごついヘッドフォンを外しながら、矢や瀬ぜが言う。

「んー……時差のせいじゃない？　せっかく気持ちよく寝てたのに」

　浅あさ葱ぎも、大きく背伸びをしながら目を開けた。ようやく左腕を自由に動かせるようになった古城は、右みぎ隣どなりに座る雪菜に視線を向けて、

「姫ひめ柊らぎ、もうすぐ着陸だってさ。よかったな」

「いえ、落ち着いてください、先輩。まだです。魔まの十一分間といって、航空機の重大事故は離り陸りく直後の三分間と着陸直前の八分間に集中して発生してるんです。つまりこれから先がいちばん危険な時間帯ということです。航空機メーカーの調査によれば、着陸時の事故確率は離陸時の三倍ともいわれてて、特にこの気象条件だと雪や突風などの悪天候による影えい響きようも──」

「ちょっ……おい、やめろ。そういう不吉なことを飛行機の中で言うんじゃねえ……！」

「あ……」

　古こ城じように口を塞ふさがれて、雪ゆき菜ながハッと我に返る。ふと気づけば周囲の乗客たちが、一いち様ように不安そうな表情を浮かべて古城たちを睨にらみつけていた。

「……すみません。失礼しました」

　かろうじて冷静さを取り戻した雪菜が、しゅんと肩を落としてうなだれる。

　そんなめずらしい雪菜の失態を、浅あさ葱ぎは興味深そうに眺ながめながら肩をすくめて、

「まあでも、あれよね。どっちかっていうと世間的には、飛行機事故より、第だい四よん真しん祖そのほうがよっぽど恐れられてるのにね。こんなところで古城の正体がバレたら間違いなくパニックよ」

「頼むからそういう余計なことを言い出すのはやめろ」

　古城が顔をしかめて浅葱をたしなめた。

　世間一般に信じられている第四真祖のイメージは、殺さつ戮りくと破壊を司つかさどる災さい厄やくの化け身しん、世界の理ことわりから外れた冷れい酷こく非情な吸血鬼というようなロクでもないものである。そしてそれが、あながち的外れではない、というのが厄やつ介かいなところだ。

　古城がうっかり自分の眷けん獣じゆうを暴走させようものなら、こんな民間旅客機など、瞬まばたきする間まに木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んでしまうだろう。

「吸血鬼の真祖ってのは、どっちかっていうと大量破壊兵器とか自然災害とかのカテゴリーだからな。そういうのを平気で自分の国に呼び寄せるアルディギアの姫様も、神経が図太いっていうか、並の度胸じゃないっていうか」

　矢や瀬ぜが、感心しているのか呆あきれているのか、よくわからない口調で言った。

　まあね、と浅葱も消極的に同意して、

「そういえば、入国審査とかって大丈夫なの？　見る人が見れば、あんたが人間じゃないって、すぐにわかりそうなものだけど」

「よくわからんが、そのあたりはラ・フォリアが手を回してくれてるんじゃないのか？　そもそもあいつが送ってきた航空券なんだし」

「だといいけど」

　浅葱が不信感を滲にじませた表情でそう呟つぶやく。アルディギアまで無理やりついてきたことといい、ラ・フォリアのことを、おそらくもっとも警けい戒かいしているのは浅葱だろう。

　実際のところ、彼女たち二人は、三カ月前の真祖大戦で半ば敵同士として顔を合わせた間柄だったりする。そんな浅葱がラ・フォリアを恐れるのは、ある意味、自然な反応だ。

　古城たちを乗せた飛行機は、ゆっくりと高度を下げ始めていた。シートベルト着用のサインが点灯し、機内モニタには地上の様子が映し出される。

「あれ？」

　モニタの映像を眺ながめていた矢瀬が、少し驚おどろいたように眉まゆを寄せた。古城の右手を握にぎったままの雪菜が、ビクッと怯おびえたように身を竦すくませる。

　古こ城じようは物ぶつ騒そうな声を洩もらした友人を怪け訝げんそうに眺ながめて、

「どうした、矢や瀬ぜ？」

「いや、なんか行き先、違くね？　ヴェルテレース空港を通り過ぎた気がするんだが」

　矢瀬は振り返るような仕草をするが、もちろん機内から背後の景色が見えるはずもない。

「滑かつ走そう路ろを変更したんじゃないの？　風向きかなにかの関係で」

　浅あさ葱ぎが冷静に指摘した。複数の滑走路を持つ空港では、風向きに応じてそれらを使い分けるのは、ごく当たり前に行われていることだ。

　しかし矢瀬は険しい表情のまま首を振り、

「いや、普通に着陸態勢に入ってるだろ、これ」

　その直後、ゴン、という鈍い振動を古城も感じた。飛行機の機体が、格納されていた着陸脚ランデイングギアを降ろした音だ。その音に過敏に反応して、雪ゆき菜ながビクビクと肩を震ふるわせる。

「この方角って、アスコラ空軍基地？」

　浅葱が機内冊さつ子しの地図を広げて確認した。

　王都ヴェルテレースから、直線距きよ離りで二十キロほど離はなれた郊外に、アルディギア空軍の基地がある。古城たちを乗せた飛行機は、なぜかその基地へと向かっているらしい。

「空軍基地って……なんでそんなところに……？」

　古城が首を傾かしげて訊きいた。もちろん空軍基地にも着陸可能な滑走路はあるのだろうが、民間の旅客機が特に理由もなくそんなところに降りるとは思えない。

「ヴェルテレース空港で、なにかトラブルでも発生したとか？」

　浅葱が剣けん吞のんな仮説を口にする。しかし状況を説明する機長からのアナウンスが始まる気配はなかった。完全に怯おびえきってしまった雪菜は、もはや恐怖で声も出せずにいる。と、

「見て、古城君！　戦せん闘とう機き！」

　飛行機の窓をのぞきこみながら、凪なぎ沙さが無む邪じや気きな声を出す。姿が見えたのはほんの一いつ瞬しゆんだが、たしかに戦闘機らしき流りゆう麗れいな機き影えいが、古城たちの真横を飛んでいた。

　単にすれ違っただけではない。明らかに古城たちの飛行機を護ご衛えい、あるいは監視しているという飛び方だ。

「アルディギアのエスコート機か？　国こく賓ひん待遇なら随ずい伴はん機きがあってもおかしくはないが……」

　矢瀬がいつになく真剣な表情で悩み始める。とはいえ、いくら考えたところで、単なる乗客に過ぎない古城たちに、なにが出来るわけでもない。意味もなく緊きん張ちようする古城たちを無視して、飛行機は空軍基地の滑走路へと舞い降りていく。

「とりあえず、普通に着陸するみたいね」

　浅葱が、少しホッとしたような口調で言った。

　突き上げるような軽い衝しよう撃げきとともに、飛行機が滑走路に接触する。逆推力装置が轟ごう音おんとともに燃焼ガスを噴ふん射しやし、機体を急減速させた。地上に降りた安あん堵どのせいか、雪菜はうっすら涙目になっていた。古こ城じようの右手をがっちりと握にぎったまま、頼りない溜ため息いきをそっと吐く。

　着陸を終えた飛行機は、そのまま誘ゆう導どう路ろを通って駐ちゆう機きスポットへと向かうはずだった。しかしなぜか機体は減速を続け、やがて滑かつ走そう路ろのド真ん中に停止する。

　ここに来てほかの乗客たちも、はっきりと異変に気づいたらしい。機内が人々の声で騒そう然ぜんとなり、客室乗務員たちも表情に不安を滲にじませる。しかしこの期ごに及んでも、機長からはなんの説明もない。何人かの気の短い乗客が立ち上がり、近くにいた乗務員に詰め寄ろうとした。

　まさにその瞬しゆん間かん、爆ばく発はつにも似た衝しよう撃げきとともに、機体の非常脱出口が突然開く。

「な、なんだ!?」

　まったく予想しなかった展開に、古城たちは身動きもできずに固まった。

　開放された脱出口からは、黒い戦せん闘とう服ふくに身を包んだ集団が一斉に雪崩なだれこんでくる。彼らが構えているのは屋内戦闘向けに小型化された短機関銃サブマシンガンだ。連れん携けいのとれた組織的な動きで散開し、彼らはあっという間に機内を制圧する。

「なんだ、こいつら……!?」

　ようやく驚おどろきから立ち直った古城が、警けい戒かいしながら黒ずくめの集団を睨にらみつけた。

　集団の中のリーダーとおぼしき男が、英語で乗客に警告を発する。少なくとも乗客にすぐさま危害を加えるつもりはないらしい。

「彼らは、アルディギア軍の特殊部隊みたいです」

　囁ささやくような小声で、雪ゆき菜なが古城に耳打ちしてくる。その言葉に古城は驚いた。

「軍の特殊部隊？」

「全員、頭を下げて動くな、と言ってます。機内にテロの実行犯が乗りこんでいたみたいで」

「テロの実行犯……って、え!?」

　古城はギョッとして周囲を見回した。自分たちがテロリストと同じ飛行機に乗り合わせていたという事実に、今いま更さらのように衝撃を受ける。航空機テロの危険があるということならば、この飛行機が空軍基地に降りたのも納得だ。

　しかしこうして特殊部隊が機内を制圧したということは、ハイジャックなどの最悪の状況は、未然に防がれたということなのだろう。あとは彼らが、テロリストたちを発見して、拘こう束そくしてくれるのを待つだけだ。

　黒いフェイスガードを装着した兵士たちが、古城たちのほうへと近づいてくる。乗客を一人ずつ確認して、テロリストを捜さがしているらしい。

　その姿を頼もしく思いながら、古城が彼らを見つめていると、偶然、その中の一人と目が合った。その瞬間、兵士が唐とう突とつに大声で怒ど鳴なる。

「目標確認タンゴ！」

「え……？」

　目の前に突きつけられた短機関銃サブマシンガンの銃口を、古城はぽかんと間の抜けた表情で見つめた。未来視ができるはずの雪ゆき菜なでさえ、完全に意表を衝つかれて反応できずにいる。

「ちょっ!?　あんたたち、いったいなにを──」

　反射的に腰を浮かせて抗議しようとした浅あさ葱ぎも、ほかの兵士から銃を向けられて、慌あわてて両手を上げた。それから何秒も経たたないうちに、古こ城じようたちは完全に特殊部隊に包囲される。

「目標を確保ターゲツト・ニユートラライズド！」

「せ、先輩……!?」

「こ、古城!?」

「ちょっと待て、俺おれはハイジャック犯なんかじゃなくて──痛いってえ！」

　必死に無実を訴えようとした古城は、傍そばにいた兵士に謎なぞの関節技をかけられて悲鳴を上げた。

「情報のあった東洋人のテロリスト六名を拘こう束そく。これより機外に連行する」

　特殊部隊のリーダーが、無線で状況の報告を始めた。おそらくこの飛行機そのものが軍の大部隊に完全に包囲されているのだろう。

「六名って、あたしたちも入ってるの!?」

　凪なぎ沙さが、夏か音のんを見つめて不安そうに訊きく。わからない、と唇くちびるを嚙かんで首を振る夏音。

「待ってくれ、これはなんかの間違っふがふふ！」

　関節を極きめられたまま、なおも抗議しようとする古城だが、その口が突然誰だれかに塞ふさがれた。

　特殊部隊の兵士の一人が、黒い防ぼう刃じん繊せん維いの手袋越しに、古城の唇くちびるを押さえている。ほかの隊員たちに比べると、ほっそりとした体型の女性兵士だ。

「駄だ目めですよ、古城。少しいい子にしていてください」

　女性兵士が仮面のようなフェイスガードをずらすと、氷河を連想させる碧あおい瞳ひとみと、輝かがやくような美貌が現れる。その女性兵士の正体に気づいて、古城は息を吞のんだ。

「おまえ……！」

「ようこそアルディギアへ、古城。愉たのしんでいってくださいね」

　澄ました口調で古城の耳元に囁ささやきながら、美貌のアルディギア王国第一王女は、ふふっ、と悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。
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「初めて訪れたアルディギアの感想はいかがですか？」

　上じよう機き嫌げんでにこにこと微笑みながら、ラ・フォリアが古城たちに訊いてくる。

　彼女はすでに戦せん闘とう服ふくを脱いで、私服に着替えていた。軍隊の儀ぎ礼れい服ふくに似たブレザーと、ミニスカートに編み上げのブーツ。王女らしい威厳と華やかさを感じさせる服装だ。

「いかがもなにも、到着するなり囚しゆう人じん護ご送そう車しやに乗せられて、大喜びするとでも思ってんのか!?　どういうことだよ!?」

　護ご送そう車しやのベンチシートに座らされたまま、古こ城じようがラ・フォリアを睨にらみつける。

　古城たちがテロリストとして拘こう束そくされて、手て錠じように目隠し状態のまま飛行機から連れ出されたのは、ほんの三十分ほど前のことである。そのまま護送車に乗せられて空軍基地を出発し、行き先も知らされないまま高速道路を移動しているところだ。

　ひたすらに頑丈さだけを追求した囚人護送車の乗り心地は、控え目にいっても最悪だった。鉄てつ格ごう子しと金かな網あみに覆おおわれた窓は狭く、目隠しを外されたところで、外の景色を眺ながめることもままならない。

　しかしラ・フォリアは悪びれることもなく笑って首を振り、

「空港で待ち構えていたであろうマスコミや各国の情報機関の目を欺あざむくには、仕方なかったのです。世界最強の吸血鬼であるあなたを、通常の手続きで入国させるわけにはいきませんから」

「それはわかるけど、ほかにもなにか方法があるだろ!?　人をテロリスト扱いしなくても！」

「あえて派手な事件を引き起こすことで、第だい四よん真しん祖その密入国から人々の目を逸そらすという我々の周到な作戦なのです」

「べつに俺おれは密入国するつもりはなかったんだが……」

　古城がふて腐くされたような表情で頰ほお杖づえを突く。

　ラ・フォリアは、おや、と首を傾かしげて、ビニール袋に詰めた粉末を取り出した。

「それとも、この白い粉をこっそりあなたの荷物に忍びこませて、麻薬密輸の容疑で逮たい捕ほする、というシナリオのほうがお好みでしたか？」

「好みじゃねえよ！　どっちにしても犯罪者扱いかよ！　ほかにもっと穏おん便びんな方法がいくらでもあるだろ!?」

　背筋に冷たいものを感じながら、古城はラ・フォリアを怒ど鳴なりつけた。この腹黒王女の口から聞かされると、冗談が冗談に聞こえない。軍の特殊部隊を飛行機に突入させたのも、どうせそのほうが面白そうだから、という程度のカジュアルな動機に違いなかった。

　こんな危険人物に第一位の王位継承権を与えていいのかと、古城は他人ひと事ごとながら、アルディギアの将来に不安を抱く。

「ともあれ、わたくしの招きに応じてくださったこと、感謝します。ありがとう、古城」

　淑しとやかな猫かぶりモードに戻ったラ・フォリアが、優雅な態度で一礼した。

　彼女の豹ひよう変へんぶりに啞あ然ぜんとしながら、古城は苦笑して首を振る。

「礼なら、叶かな瀬せに言ってやってくれ。俺と姫ひめ柊らぎは叶瀬の護ご衛えいのつもりで来ただけだから」

「そうですね。よく来てくれました、夏か音のん」

　古城の言葉にうなずいて、ラ・フォリアが年下の叔母おばへと向き直った。

　夏音は控え目な微笑ほほえみを浮かべて、ラ・フォリアに丁てい寧ねいに頭を下げる。

「お招きありがとうございました、王女殿でん下か」

「──違います」

「え？」

「ラ・フォリアちゃん、ですよ。夏か音のん」

　なぜか拗すねたように唇くちびるを尖とがらせて、ラ・フォリアが夏音をじっと睨にらんだ。

　夏音は困惑して目を瞬またたく。

「……？」

「血縁上、わたくしはあなたの姪めいなのですから、それらしく呼んでいただかないと」

　自分の腰に手を当てて、ラ・フォリアが真ま面じ目めな口調で言った。

　夏音は戸惑いながらもうなずいて、

「……ラ・フォリアちゃん？」

「よく出来ました」

　美貌の王女が華やかに微笑ほほえんだ。

　圧倒的な威厳で人々を魅み了りようするラ・フォリアと、優しく儚はかなげな印象の夏音。まとう雰ふん囲い気きは正反対だが、こうして間近で見比べると、やはり二人の顔立ちはよく似ている。

「あの、あたしたちも一緒についてきちゃってよかったんでしょうか？」

　夏音の隣となりに座っていた凪なぎ沙さが、恐る恐る挙手してラ・フォリアに訊きいた。

　王女はにこやかに微笑んでうなずき、

「もちろんです、凪沙。古こ城じようの妹ということは、近い将来、わたくの義妹いもうとになるということでもありますから」

「は、はあ……」

　きっぱりと断言するラ・フォリアに、なし崩くずし的に言いくるめられてうなずく凪沙。

　ちょっと待て、と古こ城じようが慌あわてて横から口を挟はさむ。

「いや、納得するところじゃねーだろ、そこは。おかしいだろ。勝手に決めんな」

「雪ゆき菜なのことなら心配は要りません。聞くところによれば、第だい二に真しん祖その夜の帝国ドミニオン〝滅ほろびの王朝〟では、一夫多妻制が認められているとのこと。あなたがそれに倣ならいたいということであれば、わたくしにも異論はありません。雪菜もそれでよろしいですね？」

「え!?　わ、わたしですか……!?」

　唐とう突とつに同意を求められて雪菜が答えに詰まる。

「問題点はそこじゃないだろ!?　なんであんたが当然結婚するみたいな流れになってんだ!?」

「あなた方も歓かん迎げいします、絃いと神がみ島じま人工島管理公社上級理事、矢や瀬ぜ基もと樹き。そしてカインの巫女みこ、藍あい羽ば浅あさ葱ぎ。また、お目にかかれましたね」

　古城の反論をさらりと聞き流して、ラ・フォリアは矢瀬たちに呼びかけた。

「どうも、真祖大戦ではお世話になりまして」

　浅葱が、気まずげな愛あい想そ笑わらいを浮かべて挨あい拶さつする。

　矢瀬はどこからともなく献けん上じよう品ひんを取り出して、王女の前に差し出した。工業用のファイルに収められた図面と、豪華な装そう幀ていの分厚い冊さつ子しだ。

「つまらないものですけど、これを殿でん下かに。絃いと神がみ市し国こくからの贈り物ってことで」

「これは……叶かな瀬せ賢けん生せいが開発した、擬似聖剣ヴエルンド・システムの発展術式ですね」

　ファイルを広げたラ・フォリアが、図面を眺ながめて目を細めた。

　擬似聖剣ヴエルンド・システムとは、アルディギア聖せい環かん騎き士し団だんが誇ほこる強力な対たい魔ま族ぞく用術式だ。かつてアルディギアの宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師しの地位にあった夏か音のんの養父、叶瀬賢生は、その擬似聖剣ヴエルンド・システムの強化策を編み出し、王女に託したらしい。

「絃神市国からの友好の証あかし、たしかに受け取りました。この術式が実用化されれば、我が国にとっては計り知れない利益となりましょう。さっそく宮廷魔導技師たちに解かい析せきさせます。それで、こちらは……？」

　矢や瀬ぜからのもうひとつの贈り物である冊子を広げて、ラ・フォリアは、まあ、と驚おどろきに目を見開いた。常に冷静沈着な彼女が、これほど素直に感情を表に出すのはめずらしいことだ。

　その事実に思わず興味を惹ひかれて、古こ城じようが矢瀬に問いかける。

「なんだ、あれ？」

「ああ。古城オマエの中学時代からの写真を寄せ集めたアルバムだが……」

　なぜか得意げに答えてくる矢瀬を、古城は呆ぼう然ぜんと見返した。

　授業中に欠伸あくびする古城。部活中の古城。シャワーシーンと寝顔。そして十二番目のアヴローラと仲なか睦むつまじく並んでいる古城──ラ・フォリアは、子どものようにキラキラと目を輝かがやかせて、それらの写真に見入っている。

「おまえっ！　なに勝手に人の写真を土産みやげにしてんだ!?　だいたいなんでアルバム一冊ぶんも俺おれの写真を持ってんだよ!?　どこで集めた!?」

「いや、それは浅あさ葱ぎに頼まれて隠かくし撮どりしたやつが──」

　古城に胸ぐらをつかまれた矢瀬が、浅葱に横から鳩尾みぞおちを殴られて、ぐお、と息を詰まらせた。

　ラ・フォリアは、受け取ったアルバムを大事そうに胸に抱きしめて、

「感謝します、基もと樹き。わたくしにとっては、なによりのプレゼントです。あなたは頼りになる人ですね」

「これはどうも、恐縮の至り」

　身体からだを折り曲げて苦く悶もんの表情を浮かべながら、どうにか王女の賛辞に応こたえる矢瀬。

　やれやれ、と古城は護ご送そう車しやの車体に背中を預けた。

「で、俺たちはどこに向かってるんだ？」

「王都郊外の城館カントリーハウスです。わたくしの祖父──アルディギア前国王ガイヤルド・リハヴァインの現在の住居でもあります」

　意外にも勿もつ体たいぶることなく、ラ・フォリアはあっさり口を割った。

　凪なぎ沙さがなにかに気づいたようにハッと顔を上げる。

「アルディギアの前の王様？　それって、もしかして夏カ音ノちゃんのお父さんですか？」

「ええ。あの方に会ってもらうために、夏か音のんをアルディギアに招いたのですから」

　銀髪の王女は笑いながらうなずいて、沈ちん黙もくする夏音に優しい眼まな差ざしを向けた。

　そのとき護ご送そう車しやの奥に控えていた護ご衛えいの女おんな騎き士しが、音もなく立ち上がってラ・フォリアに近づいた。どこか緊きん張ちようしたような表情を浮かべながら、囁ささやくような小声で王女に告げる。

「失礼します、殿でん下か。ミュゼット太たい后こう様から緊急のご連絡が」

「……お祖母ばあ様さまから？」

　ラ・フォリアが少し驚おどろいたように眉まゆを上げた。

　太后とは先王の王妃のこと。ラ・フォリアにとっては祖母にあたる人物だ。

　逆にその太后にとって、夏音は、自分の夫が浮気相手との間にもうけた子どもということになる。当然、太后が夏音にいい感情を抱いだいているはずもない。

　そのあたりの事情を察しているのか、女騎士は不安げに報告を続けた。

「王おう妹まい様の訪問先を、テノティア離り宮きゆうに変更したいとのことです」

「テノティアに？」

「はい。それから殿下には、至急、宮殿に戻られたしと」

「わたくしと夏音を引ひき離はなすつもりですか……それにしてもテノティアとは」

　物もの憂うげに目を伏せながら、ラ・フォリアが表情を硬くする。どんなときも余裕を漂ただよわせている彼女らしからぬ反応だ。

「なにか問題のある場所なのか？」

　ラ・フォリアを気き遣づかって、古こ城じようが訊きいた。

　銀髪の王女は、苦悩するように儚はかなく微笑ほほえんだ。

「王妃となったお祖母様が、かつての恋こい敵がたきだった女性や、お祖じ父い様さまの愛人を幽ゆう閉へいした宮殿です。彼女たちは死ぬまで離宮の外に出ることが許されませんでした」

「幽閉した？　そこに叶かな瀬せを連れてけって言ってんのか？」

　古城たちの表情にも一様に緊張が走った。

　夫の浮気相手をことごとく幽閉した嫉しつ妬と深い太后。その女性が、夫の愛人の娘との面会場所に、復ふく讐しゆうの舞台となった離宮を指定してきたのだ。そこに物ぶつ騒そうな思惑を感じるのは当然だろう。

「不安ではありますが、お祖母様の命令では逆らえませんね。あの方は本当に狡こう猾かつで恐ろしい方ですから」

　諦あきらめと無力感を滲にじませて、ラ・フォリアが頼りなく首を振る。

　古城は胸が苦しくなるような不安を覚えた。ラ・フォリアほどの策略家ですら恐れる相手が、夏音に悪意を持っているという可能性に、恐怖を感じずにはいられない。

「聞いてのとおりです、夏音。あなたに同行することができなくなってしまいました。どうかくれぐれも気をつけて」

　ラ・フォリアが夏か音のんの手を握にぎり、祈るような口調でそう告げた。

　夏音は静かにうなずいて、見る者を安心させるような、柔らかな微笑ほほえみを浮かべてみせる。

「大丈夫。ありがとうでした、ラ・フォリアちゃん」
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　古こ城じようたちを乗せた護ご送そう車しやがテノティア離り宮きゆうに着いたのは、夕暮れ近くのことだった。

　森林と丘きゆう陵りように囲まれた、閑かん静せいというよりも、周囲にほとんどなにもない場所だ。離宮という言葉の印象とは裏腹に建物は小さく、せいぜい豪華な別荘にしか見えない。

「これが、先王の愛人を幽ゆう閉へいしてた離宮？　なんだっけか、へのへの、みたいな名前の……」

「テノティアですね。アルディギアの王都近くにそういう名前の湖があったはずです」

　建物を見上げる古城の呟つぶやきを、雪ゆき菜ながさり気なくフォローする。飛行機を降りてもしばらくの間は疲れを引きずっていた彼女だが、ようやく普ふ段だんの調子が戻って来たらしい。

「じゃあ、あれがその湖かな？」

　凪なぎ沙さが背伸びしながら指摘した。森に隠かくれてよく見えないが、離宮の裏手はどうやら大きな湖になっているらしい。

　こぢんまりとした屋や敷しきと、残雪に覆おおわれた暗い森。そして人ひと気けのない湖。不気味とまではいわないが、寒々しい印象は拭ぬぐえない。愛人や恋こい敵がたきの幽閉に使われていたという噂うわさも、がぜん真実味を帯びてくる。

「離宮ってわりには、コンパクトっつーか、質しつ実じつ剛ごう健けんつうか、地味な建物だな」

　屋敷の玄関に辿たどり着ついたところで、誰だれもがあえて触れようとしなかった話題を、矢や瀬ぜがぽろりと口にした。そんな矢瀬の死角から、ぼそり、と陰気な声が聞こえてくる。

「地味な建物で申し訳ありません」

「うおっ!?」

　矢瀬が仰のけ反ぞるようにして振り向いた。彼の視線の先に気配もなく立っていたのは、使用人の制服に身を包んだ初老の女性だった。おそらく年齢は六十歳前後。見るからに有能な雰ふん囲い気きの持ち主だが、気難しげで近寄りがたい印象がある。彼女がこの屋敷の侍じ女じよ頭がしらなのだろう。

「いや、地味なのが悪いってことじゃなくてですね。むしろ落ち着くというか、ジャパニーズ・ワビサビに通じるものを感じて、俺おれ的には評価高いというか」

「なに失礼なこと言ってんのよあんたは！　非常識でしょうが！」

　慌あわてて言い訳を始めた矢瀬の後頭部を、浅あさ葱ぎがひっぱたいてそのまま謝罪させた。

「だから褒ほめてるつもりだって言ってんじゃねーか」

　深々と頭を下げながら、矢瀬が情けない声で釈明する。侍女頭は無表情に一礼すると、重そうな木の扉を開けて、古城たちを屋敷の中へと案内した。

　外観から予想したとおり、屋や敷しきの中は、決して広大でも格別に豪華でもなかった。それでもさすがに離り宮きゆうと呼ばれるだけあって、建物の作りはゆったりとしている。

　大理石の床は丹念に磨き上げられて艶つややかに輝かがやき、木材は長い歳月を経て美しい飴あめ色いろに変色していた。初めて訪れたにもかかわらず、懐なつかしさと温ぬくもりを感じさせる不思議な建物だ。

「こちらのお部屋を、ご自由にお使いください。バスルームは右手奥。ベッドルームは左右に二部屋ずつございます。ほかに御ご用ようがございましたら、なんなりとお命じくださいませ」

「すみません、ありがとうございます」

　愛あい想そ良く笑って礼を言う古こ城じように、侍じ女じよ頭がしらは少し戸惑ったような表情を浮かべた。

　階級社会の欧州で暮らす彼女には、領主でありながら気安く感謝を口にする古城の態度が、奇妙なものに思えたのかもしれなかった。本来なら旅行者である古城がこちらの流儀マナーに合わせるべきなのだろうが、世話になって礼のひとつも言わないのは古城のほうが落ち着かない。だから、侍女頭の戸惑いには気づかなかったことにする。

　古城たちが部屋に入ると同時に、侍女頭の若い部下たちが、次々に荷物を運びこんできた。飛行機に乗るときに航空会社に預けた、古城たちのスーツケースだった。

　空軍基地に降りた飛行機の中から、ラ・フォリアの部下が回収して、届けておいてくれたらしい。このあたりの手際の良さは、策略家であるラ・フォリアの面めん目もく躍やく如じよといったところだ。

　荷物を運んできた侍女たちは、そのまま部屋に残って壁かべ際ぎわで待機する。古城たちの言いつけを待っている、というよりは、監視している、という雰ふん囲い気きだ。彼女たちのピリピリとした雰囲気に、古城は、ここが敵地であることを思い出す。

　せめてもの救いは監視対象である夏か音のん本人が、平然と彼女たちを受け入れていることだろう。

　王族の地位をすでに辞退している夏音には、先王に対する余計な期待も下心もない。彼女がこれほど落ち着いていられるのは、おそらくそのせいだ。だがそんな夏音の余裕は、見る者によっては不気味に感じられるかもしれない、とも思う。

「制服持ってきといてよかったね。これって正装になるんだよね？」

　張り詰めた空気を和なごませようとしたのか、凪なぎ沙さがいつもどおりの明るい口調で言った。彼女がスーツケースから取り出したのは、彩さい海かい学がく園えんの冬の制服だ。

「そうね。正式な外交の場ってわけでもないんだし、たぶん問題ないんじゃないかな」

　凪沙の質問に、浅あさ葱ぎも努めて朗らかに答える。学生や警けい官かんなどの制服は、社交の場では正装と見なされる。そのあたりの事情はアルディギアでも同じはずだ。

「まさか、王様に会う日が来るなんて思ってなかったよ」

　制服のシャツのシワを気にしながら、凪沙が少し緊きん張ちようしたように笑う。

「あなたのお兄さんも、王様みたいなものなんだけどね」

　浅葱が苦笑を浮かべながら、ギリギリ凪沙に聞こえないくらいの小声で呟つぶやいた。

　着替えの服を広げ始めた彼女たちに遠慮して、古城は部屋を出て行こうとする。

　侍女の一人が、同僚たちの目を盗むようにして夏か音のんに歩み寄ったのは、その直後だった。

「失礼いたします。夏音様でいらっしゃいますか？」

　声を潜ひそめて、侍女が尋ねる。発音はややぎこちないが、聞き取りやすい日本語だ。

　彼女の年齢は四十歳前後だろうか。金髪の美しい女性だが、表情は陰気で、なにかに怯おびえているような気配がある。

「はい、私でした。叶かな瀬せ夏音です」

　夏音は微笑ほほえんで深々と頭を下げた。金髪の侍女が、驚おどろいたように首を振る。

「お顔を上げてください、夏音様。王おう妹まい殿でん下かが私ごときに低てい頭とうなさるなど、そんな恐れ多い」

「なにか私に御ご用ようがおありでしたか？」

　恐縮する侍女に、夏音が訊きいた。はい、と侍女はうなずいて、意を決したように口を開く。

「不ふ敬けいを承知で申し上げます。夏音様、どうぞここからお逃げになってください」

「逃げる？」

　夏音が不思議そうに小首を傾かしげた。彼女たちの会話を聞いていた古こ城じようが、隣となりにいる雪ゆき菜なと、警けい戒かいしたように顔を見合わせる。

　金髪の侍女は、短い沈ちん黙もくを挟はさんだあと、恐怖に抗あらがうように両手を握にぎり締しめ、

「はい。太たい后こう様は聡そう明めいで機知に富む御お方かたですが、冷れい酷こくな気性の持ち主であらせられます。先王様の浮気相手に対して、太后様がこれまでに行った仕打ちをご存じでしょうか？　それらは、口に出すのもはばかられるほどに血なまぐさく凄せい惨さんなものでございました」

　自分自身の言葉におののいたように、侍女は肩を震ふるわせた。かすれた声で彼女は続ける。

「このテノティア宮きゆうは、そのために使われていた建物でございます。先王様とほかの女性の娘である夏音様を、太后様は決してお許しにはならないでしょう。お命の危険もございます。どうか、太后様のお怒りに触れる前に、この国から出しゆつ立たつなさってくださいませ」

「どうして私にそれを教えてくれましたか？」

　夏音は金髪の侍女を見つめて、優しく訊いた。

　侍女は、無言で制服の袖そで口ぐちのカフリンクスを外し、肘ひじの近くまで袖をまくった。

　彼女の肌に刻まれていたのは、焼やけ爛ただれたような深い傷跡だ。ただの事故による傷ではない。至し近きん距きよ離りから撃ちこまれた銃弾の痕あとである。

「私は十七年前に琴音様に命を救われたことがございます。宮きゆう廷てい治ち癒ゆ術じゆつ士しであった琴こと音ね様は、事故で重傷を負った私を、命いのち懸がけで治癒してくださいました。そのご恩に報えればと」

　琴音という名を侍女が口にしたとき、夏音の表情に初めて驚きが浮かんだ。それが夏音の母親の名前なのだと、古城は気づく。

「あなたのお話が聞けて、この国に来た甲か斐いがありました」

　夏音がいつものおっとりとした口調で告げた。その口元に浮かんでいたのは、満足そうな微笑みだ。そして彼女は、なぜか妙に納得したようにうなずいて、

「太たい后こう様は、先王様のことがとてもお好きなのですね」

「はい？」

　どこかズレた夏か音のんの反応に、金髪の侍女が間抜けな声を出す。

　しかし夏音は、太后に同情したように哀かなしげに目を伏せた。

「好きな人が、ほかの人のことを好きになったら、きっと悲しいです。その気持ちは、私にもわかる気がしました」

「あ、いえ、そういう話ではなくてですね」

　金髪の侍女は、途方に暮れたような表情を浮かべた。さすがに夏音のこの反応は、彼女の想定外だったらしい。

「私が太后様に嫌われるのは当然でした。だから、この国に来るつもりはありませんでした」

　夏音は淡々とした口調でそう言って、はにかむように微笑ほほえんだ。

「でも、もし出来ることなら、母に代わって先王様にお伝えしたいことがありました。だから、今はまだ帰れません」

「夏音様……あなたは……」

　侍女が驚おどろいたように目を大きくして夏音を見つめる。自分が疎うとまれていることを知りながら、夏音がアルディギアを訪れた理由を、彼女もようやく理解したのだ。

　驚いていたのは、古こ城じようも同じだった。言葉少なな夏音の真意に、初めて触れることが出来た気がした。

「心配しなくても、叶かな瀬せのことは俺おれたちが護まもるよ」

　金髪の侍女を安心させるように、古城はそう言って彼女に笑いかけた。

「はい。わたしたちはそのために来ましたから」

　雪ゆき菜なも夏音の隣となりに立って、力強くうなずく。

「それに、ここで叶瀬さんが逃げ出したら、太后様の企たくらみを密告ちくったあなたにお咎とがめがあるかもしれないでしょ」

　持ってきた服の整理をしながら、浅あさ葱ぎが何気ない口調で言った。彼女もしっかり夏音たちの会話を聞いていたらしい。

「で、ですが──」

　金髪の侍女が、困惑したように言いい淀よどむ。アルディギア太后の恐ろしさを伝えようとして、言葉にできないもどかしさを感じているような表情だ。

　古城は、そんな侍女を眺ながめて、少し困ったように頭をかいた。

「それに、テノティア宮きゆうだったか、この建物……言うほどそんな恐ろしい場所とは、思えないんだよな。どっちかというと叶瀬のこと、きちんと歓かん迎げいされてる気がするんだが」

「え……いえ、そんなはずは……」

「でもほら、この部屋もすごい眺めだし。本当に憎んでる相手をこんなところに閉じこめたりするかな。なんていうか、贅ぜい沢たくすぎるだろ」

　そう言って古こ城じようは、部屋の窓へと目を向けた。

　刻ときは夕暮れ。部屋の正面の窓には、黄金こがね色いろの異国の夕焼けと、それを映す凪ないだ湖が広がっている。視界の左右には氷河によって削り取られた荘そう厳ごんな断だん崖がい。目に映るものすべてが宝石のような凄すさまじい絶景だ。

「そうそう、感動的な景色だよね。この建物も、童話から抜け出てきたみたいだし」

　凪なぎ沙さが部屋の中を見回して、うっとりとしたように呟つぶやいた。

「家具や絨じゆう毯たんも、全部アンティークの一点物だしね。お金積んだから買えるってものじゃないでしょ。揃そろえるのにどんだけ手間がかかってんのかと」

　近くにあった椅い子すの肘ひじ掛かけを撫なでながら、浅あさ葱ぎが賞賛と呆あきれの入り混じった溜ため息いきをつく。

「本当にお逃げにならなくてよろしいのですか？」

　妙に好意的な古城たちの反応に、侍女は気が抜けたような声を洩もらした。

「ごめんなさい、でした」

　夏か音のんは、ひどく申し訳なさそうな表情になって侍女に深々とお辞じ儀ぎした。

5

　午後八時。着替えを終えた古城たちは、侍じ女じよ頭がしらに呼ばれて、離り宮きゆうの食堂へと移動する。

　夏音と凪沙はともに制服。古城と矢や瀬ぜは借り物のディナージャケットを着ている。浅葱の衣装は、彼女のお気に入りである浅葱色ターコイズの華か麗れいなイブニングドレスだ。

　しかしこの場で誰だれよりも目立っていたのは雪ゆき菜なだった。なぜなら彼女が着ていたのは、男性用のフロックコートだったからだ。

「はー……雪菜ちゃん、恰かつ好こういい」

　雪菜と腕を組んで歩きながら、凪沙が陶とう酔すいしたような表情で呟いた。

「ごめんね、凪沙ちゃん。エスコート役がわたしなんかで」

　照れたようにうつむきながら雪菜が首を振る。

　そもそもの発ほつ端たんは、晩ばん餐さんの席では男性が女性をエスコートするように、という侍女頭からの指示だった。主しゆ賓ひんである古城が、同じく主賓である夏音をエスコートするのは当然として、問題は残る男子と女子の数が合わないことだ。

　結局、浅葱は、幼なじみである矢瀬とペアを組むことを渋々承しよう諾だくし、余った二人は背の高さを厳正に競い合った結果、わずか二センチの差で雪菜が男性役を務めることになったのだった。

　しかし当初の不安とは裏腹に、男装して髪を結んだ雪菜は思いのほか凜り々りしく、あまりの美少年ぶりに、着替えを手伝った侍女たちですら言葉を失うような始末であった。

「ううん、古こ城じよう君なんかより全然いいよ。むしろ結婚したいくらいだよ」

「結婚……は、さすがに、ちょっとどうかな……」

　本気で力説してくる凪なぎ沙さに、雪ゆき菜なは、たじろぎながら強こわ張ばった笑みを浮かべた。
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　それを眺ながめて古城が呆あきれていると、矢や瀬ぜが不意に声をかけてくる。

「なあ、古城。さっきの女、どう思った？」

「さっきの女って、叶かな瀬せに話しかけてきた金髪の人か？」

　いちおう確認しながら、古城は矢瀬を見返した。

「どうって、ちょっと年上過ぎるかな。たしかに年齢の割には綺き麗れいな人だったけど。つーか、矢瀬。おまえ、いくら年上好きだからって、さすがに守備範囲広すぎないか？」

「なんで色いろ恋こい沙ざ汰たの話だと思った!?」

　ゲホゲホと激しく噎むせながら矢瀬が怒ど鳴なり返してくる。

「そうじゃねえよ！　あの女、実は俺おれたちを騙だまそうとしてたんじゃないかって話だよ！」

「騙す？」

「ああ。あのまま叶瀬ちゃんが先王に会わずに逃げ帰ってたらどうなってたと思う？　謁えつ見けんをセッティングしたラ・フォリア王女の面子メンツは丸まる潰つぶれ。アルディギアと絃いと神がみ市し国こくと、ついでに日本政府の関係悪化は避けられない、だろ？　下手へたすりゃ三日後の記念式典にも影えい響きようが出る」

「彼女が記念式典を妨害する勢力のスパイかも知れないということですか？」

　聞き捨てならない、というふうに雪ゆき菜なが会話に加わってくる。

「使用人に化けて離り宮きゆうに入りこむような危険を冒おかしたわりには、回りくどいやり方ね？」

　浅あさ葱ぎが訝いぶかしげな口調で指摘した。矢や瀬ぜも、やや自信なさそうに唇を曲げて、

「そのぶん失敗したときのリスクも最小限で済むだろ」

「仮にあの人がスパイだったとしても、叶かな瀬せの説得に失敗したんだから問題ないだろ。彼女が本気で叶瀬のことを心配してた可能性のほうが高いんだし」

　古こ城じようが突き放すような口調で言う。矢瀬の疑念ももっともだが、彼女の正体を確かめる方法がない以上、心配しても無駄だと感じたのだ。

　矢瀬は、重苦しい表情で古城の主張にうなずいて、

「仮にあの人の言葉が真実だった場合、今度は太たい后こうの謀ぼう略りやくのほうを心配しなきゃならないんだけどな。さすがにいきなり実力行使に出てくることはないと思うが」

「それはわたしたちがなんとかします。本当は紗さ矢や華かさんがここにいてくれたら、心強かったんですけど」

　そう言って雪菜は唇くちびるを結んだ。呪じ詛そと暗殺の知識を持つ紗矢華と違って、雪菜の専門分野はあくまでも魔ま族ぞくとの直接戦せん闘とうだ。太后が本気で暗殺を仕掛けて来たら、剣けん巫なぎの未来視の能力をもってしても、完全に防ぎきれるという保証はない。

「それは向こうも承知してるのかもな。煌きら坂さかちゃんと俺おれたちを合流させないつもりで、謁えつ見けんの場所をこの離宮に変更したのかもしれないし」

　矢瀬が不吉な仮説を口にした。雪菜も最悪の事態を想定して表情を引き締める。

「できれば戦闘は避けたいですね。対魔族戦闘の実績と経験では、アルディギア聖せい環かん騎き士し団だんは間違いなく世界最高クラスですから」

「戦せん王おう領りよう域いきとの戦闘の最前線にいた連中だからな」と矢瀬。「今でも小規模な武力衝しよう突とつは年に何度か起きてるみたいだし。第だい四よん真しん祖そが相手だからってビビるような連中じゃないだろうな」

「それでも武力衝突のほうがまだマシかもね。むしろ搦からめ手てでこられたほうが厄やつ介かいだわ。相手は世界各国の首脳陣から〝狡こう知ちの女神〟の異い名みようで恐れられてる策略家よ。騙だまし合あいでどうにかなる相手じゃないから」

　普ふ段だんは異様に負けず嫌いの浅葱が、めずらしく気弱な口調で言う。しかし、浅葱が警けい戒かいする気持ちは古城にもよくわかった。

「なにしろ、あのラ・フォリアの祖母さんだもんな」

　古城は顔をしかめてしみじみと呟つぶやいた。あの腹黒王女が、恐ろしい、と形容するアルディギア太后が相手なのだ。どれだけ警戒しても警戒し過ぎるということはないだろう。

　謁見の会場である食堂が近づいてくるにつれ、古城たちの表情が深刻さを増していく。と、

「もう！」

　凪なぎ沙さが荒っぽく息を吐き、突然、古こ城じようの足を踏みつけた。浅あさ葱ぎのハイヒールとは違って凪沙の靴はただのローファーだが、それでも油断していただけに、かなりの激痛が走る。

「痛いって!?　凪沙、おまえ、なにを────！」

　たまらず悲鳴を上げて文句をまくし立てようとした古城だが、凪沙の膨ふくれっ面つらの理由に気づいて、喉のどまで出かかった怒ど声せいを吞のみこんだ。凪沙の隣となりを歩いていた夏か音のんが、困ったように目を伏せていたからだ。

「ああ……悪い、叶かな瀬せ。不安にさせるようなことを言ったな」

　バツの悪い表情を浮かべて、古城が夏音に謝罪した。

「いえ、大丈夫でした。心配してもらえて嬉うれしいです」

　夏音が笑いながら首を振る。

　そのとき古城たちを案内していた侍じ女じよ頭がしらが、長い廊ろう下かの途中で足を止めた。火の点ついた燭しよく台だいを持ったまま彼女はゆっくりと振り返り、目の前にある大きな扉を指し示す。

「こちらが晩ばん餐さんの会場になります。先王様ご夫妻は、すでにお待ちになっておられますので、皆様、どうぞそのままお進みください」

　侍女頭がそう告げると、扉がゆっくりと音もなく開いた。

　古城は気合いを入れるように自分の頰ほおをはたいて、夏音の隣となりに移動した。

「じゃあ行くか、叶瀬」

「はい、お兄さん。ふつつかものですが」

「いやだから、それはちょっと違うって」

　深々と頭を下げてくる夏音に古城は苦笑した。お陰かげで緊きん張ちようがほぐれた気がした。

　食堂の中は暗かった。

　テーブルに置かれた十数本の蠟ろう燭そくだけが、唯一の照明だったからだ。

　しかし古城は、それを不満には感じなかった。

　食堂の壁と天井の一部が透きとおったガラス張りになっており、そこから銀色の月明かりが降りそそいでいる。月光は湖の水面にも反射して、その明るさを増していた。

　空に散らばる無数の星々。湖面の細波さざなみが生み出す光の乱舞。

　離り宮きゆうの設計者によって生み出された、見事に幻想的な風景だ。

　無表情な侍女頭に見送られ、古城と夏音、矢や瀬ぜと浅葱、雪ゆき菜なと凪沙の順番で、食堂の中へと入っていく。そこで待っているはずの先王と太たい后こうの姿を探して、古城は部屋を見回した。

　決して油断したつもりはなかった。だがそれでも、古城は驚おどろきを隠せなかった。

「え……？」

　一いつ瞬しゆん、なにが起きたのかわからず、古城は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　危害を加えられたわけではない。晩餐の主催者たちは、ただ普通に座っていただけだ。

　長いテーブルの中央にいるのは老ろう齢れいの男性。ややほっそりとした、気品のある顔立ちをしている。目め尻じりや頰ほおには深い皺しわが刻まれているが、若いころは相当な美形だったはずだ。

　鮮やかな銀髪と碧へき眼がんは、アルディギア王家の特徴だろうか。彼がアルディギアの先代国王、すなわち夏か音のんの父なのだろう。

　しかし彼の口元は、なぜか犯罪者を拘こう束そくするための黒いマスクで覆おおわれ、その全身は荒あら縄なわで椅い子すに縛しばりつけられていた。前国王というよりは、取り調べ中の連続殺人犯としか思えない。

　そんな前国王の左ひだり隣どなりにいるのは、途中で古こ城じようたちと別れたはずのラ・フォリアだった。動揺している古城たちを眺ながめて、彼女はいつもの悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべている。

　そして前国王の右隣に座っていたのは、ほっそりと美しい金髪の女性だった。見覚えのある顔立ちだ。ほんの数時間前に古城たちの前に現れて、夏音に、逃げろ、と忠告した侍女である。

　その金髪の侍女が、豪ごう奢しやなローブ・デコルテに身を包み、晩ばん餐さんの席に座っている。

　古城には、もはやどこからつっこめばいいのかわからない。それは矢や瀬ぜや浅あさ葱ぎたちも同様だ。

　だがそんな中でも、夏音だけは、まったく動じていなかった。

「先王陛へい下かでいらっしゃいますか。お招きにあずかり参上いたしました。叶かな瀬せ夏音でした」

　いつもと変わらない穏おだやかな口調で、夏音が、縛り上げられた前国王に挨あい拶さつする。

　満足そうに目を細め、それにうなずいたのは金髪の女性だった。前国王は涙目になりながら、もごもごとなにかを必死に訴えている。

「暁あかつき古城です。えと、なんで、先王様が縛られてるんですかね？」

　前国王の惨さん状じようを見るに見かねて、古城が訊きいた。

「わたくしは噓うそをつきません。伝えたはずですよ。アルディギアの太たい后こうは冷れい酷こくな気性の持ち主だと」

　金髪の女性が平然と告げる。口調は厳おごそかだが、彼女の瞳ひとみに浮かんでいるのは、ラ・フォリアのものによく似た悪戯っぽい輝かがやきだ。

「この期ごに及んで娘に会うのを恐こわがって、逃げ出そうとしたので拘束したまでのことです。まったく男という生き物は、肝心なときに頼りにならないのですから」

　金髪の女性はそう言って、冷淡な視線を前国王に向けた。前国王は、口を塞ふさがれたまま、ふごふごと言い訳しようとするが、彼女はひと睨にらみでそれを黙だまらせる。

「なにか文句がありますか？　まったく、過去の自分の行いに胸を張って向き合えないなんて、それがかつての王のやることですか。情けないったら」

　前国王ががっくりとうなだれるのを確認して、女性は、さて、と古城たちに向き直った。

　さすがにここまで来れば、古城たちも彼女の正体に気づいていた。ラ・フォリアに勝まさるとも劣らぬ知略。圧倒的な威厳とカリスマ性。実際の彼女の年齢より二十歳近く若く見えるせいで混乱したが、前国王をここまで蔑ないがしろに扱える人物がほかにいるはずもない。

「極東〝暁あかつきの帝国〟の王、第だい四よん真しん祖そ、暁古城陛下。そして絃いと神がみ市し国こくからの客人の方々。アルディギア太たい后こうミュゼット・リハヴァイン、皆様の来訪を心より歓かん迎げいします」

　金髪の侍女──否いな、アルディギア王国の太たい后こうが、立ち上がって流りゆう麗れいに一礼した。その瞬しゆん間かん、薄うす暗ぐらい食堂の中が、光に包まれたような錯さつ覚かくを覚える──そんな華やかな仕草だった。とても六十歳近い老人の姿とは思えない。

「こちらこそ、お招きありがとうございます。なんか、大勢で押しかけてすみません」

　古こ城じようも慌あわてて頭を下げた。あれほど警けい戒かいしていたにもかかわらず、完全に主導権を握にぎられてしまっている。太后の目には今の古城たちは、隙すきだらけに映っていることだろう。

　しかし太后は、意外なほど打ち解けた表情で古城たちを見た。

「わたくしたちはすでに隠いん居きよの身。気を遣つかっていただく必要はありません。どうか、ご自宅にいるつもりでくつろいでくださいな」

「あ、はあ……あの、さっき叶かな瀬せに言ったことは……」

　侍女に化けて夏か音のんを追い返そうとした太后の真意を、古城は困惑しながら問とい質ただす。

　太后は微笑ほほえみながら首を振り、

「あなた方の本性を見極めるために、欺あざむくような真似まねをしてしまいました。非礼を働いたこと、お詫わびします」

「本性を……見極める？」

「上うわ辺べの態度を取とり繕つくろうことなど、宮きゆう廷ていで暮らす者にとっては出来て当たり前のこと。なんの参考にもなりません。人の本性は、気心の知れた者同士でいるとき、あるいは目下の人間と接する態度に表れます」

　太后はそう言って、血も凍るような美しい微笑みを浮かべてみせた。

　彼女の隣となりで縛しばられたままの前国王が、恐怖で全身を硬直させる気配がある。

「わたくしは噓うそをつきません。先王陛へい下かの愛人たちに凄せい惨さんな復ふく讐しゆうをしたというのも事実です。王の寵ちよう愛あいをいいことに、国政や人事に口を出し、私腹を肥こやし、アルディギアの国益を損なう愚おろか者ものたちを、わたくしは決して許しません」

　ですが、と太后は微笑んで、慈いつくしむような視線を夏音に向けた。

「琴こと音ねは、そのような者たちとは違いました。夏音、あなたも」

「え？」

　夏音が不思議そうに太后を見る。太后が、まるで親しい友人に呼びかけるように、夏音の母の名を口にしたからだ。

「この愚ぐ王おうの子を身ごもった琴音は、彼の立場を護まもるためにひっそりとこの国を去りました。そして夏音、あなたも王族としての立場や財産を望まないと言う。それがあなたの本心だと、わたくしにはわかります。あなたが、我が身可愛かわいさに、わたくしから逃げ出すような者ならば、いかなる手段を用いてでも抹まつ殺さつするつもりでいたのですけれど」

　太后がさらりと恐ろしい言葉を口にする。それでも夏音は表情を変えなかった。

「私はただ先王陛下にお礼を言いたかっただけでした」

　縛しばられたままの前国王を見つめて、夏か音のんが告げた。

「お礼？」

　太たい后こうが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。古こ城じようたちも驚おどろいて夏音を見た。

「はい。院長様──ニーナ・アデラード様から聞きました。私が育った修道院は、先王様が、亡くなった私の母のために建ててくださったのだと」

「ニーナ・アデラード？　錬れん金きん術じゆつ師しの……？」

　太后の瞳ひとみに驚きが浮いた。齢よわい二百七十歳を超える古いにしえの大錬金術師ニーナ・アデラードの名は、彼女の耳にも届いていたらしい。もっとも太后の驚きの何割かは、どこでそんな女と知り合ったのか、という前国王に向けられたものでもあるようだ。

「そのおかげで私はたくさんの兄や姉に恵まれました。修道院はなくなってしまいましたけど、その前に巣立っていった人たちはたくさんいました。彼らに代わって、お礼を言いに来ました。ありがとうございました」

　深々と頭を下げた夏音を、その場にいた全員が呆ぼう然ぜんと見つめた。

　夏音が育ったアデラード修道院は、〝賢者の霊血ワイズマンズ・ブラツド〟の事件で崩ほう壊かいし、そこで暮らしていた人々も大勢死んでいる。しかし夏音の言うとおり、修道院の存在で救われた人々もたしかに存在したのだ。結果的に前国王によって救われた人々が。

「それだけ……なのですか？」

　太后がかすかに声を震ふるわせた。彼女の驚きは、今度こそ純粋に夏音へと向けられていた。

「たったそれだけのことを伝えるために、あなたはアルディギアに来たのですか？　暗殺されるかも知れないのに？」

「自分で決めたことでした」

　夏音は迷いなくうなずいた。そして彼女は頰ほおをうっすらと赤く染めながら、隣となりにいる古城の横顔を見上げる。

「それにお兄さんや雪ゆき菜なちゃんたちが一緒にいてくれたから」

「え？」

　唐とう突とつな夏音の発言に、古城が逆に戸惑った。

　夏音を護まもる、などと大おお見み得えを切ったものの、実際には古城は彼女のために、ほとんどなにもしていないのだ。なのに、こんなふうに素直に感謝されると、逆に恥ずかしくなってしまう。

　しかし太后は、なぜか腑ふに落ちたという表情で、夏音の言葉にうなずいた。そして彼女は、不意に口調を変えて古城に呼びかける。

「第だい四よん真しん祖そ、あなたは、この離り宮きゆうから見える景色を贅ぜい沢たくだと言ってくれましたね」

「あ、ええ。はい」

　古城は再び緊きん張ちようを覚えながら首肯した。特に悪口を言ったつもりはないのだが、もしかして太后の逆げき鱗りんに触れてしまったのではないかと不安になる。

「この離り宮きゆうは、もともと国外からの要人をもてなすための迎げい賓ひん館かんとして造られた建物です」

　太たい后こうが静かに微笑ほほえんで告げた。突然の種明かしに、古こ城じようが目を丸くする。

「迎賓館？　やっぱり愛人を幽ゆう閉へいする施設なんかじゃなかったのか」

「ええ。わたくしたちにとって本当に大切な友人しか、ここに招くことはありませんが」

「あ……」

　古城はふと、テノティア離宮の名前を聞いたときの、ラ・フォリアの意外そうな反応を思い出していた。あれは不安に怯おびえていたのではなかった。太后が、本当に大切な友人しか招かないはずのこの離宮に、夏か音のんを招待した──その事実に驚おどろいていたのだ。

「今こそ魔ま導どう産業の発達で裕福になりましたが、長く戦乱に明け暮れていたアルディギアは、本来とても貧しい国でした。この景色は、そんなわたくしたちが用意できる精一杯のもてなしだったのです。ここにある家具も、わたくし自らひとつひとつ選んで揃そろえたものなのですよ」

　凪なぎ沙さと浅あさ葱ぎを順番に見回しながら、太后は満足げに笑ってみせる。

「その真意に気づいてくれる人々は決して多くありませんでしたが……ですが、そう、四十年前に、暁あかつき古城、あなたと同じ言葉をわたくしに伝えてくれた方がいました」

「……四十年前？」

「第一の夜の帝国ドミニオン、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の領主です」

「〝忘却の戦王ロストウオーロード〟……第だい一いち真しん祖そか……！」

　古城は太后の言葉に息を吞のんだ。アルディギア王国と〝戦王領域〟が、永きにわたる戦争を終わらせ、平和条約を締てい結けつした年──それが四十年前だったはずだ。

　当時のミュゼット・リハヴァインは、アルディギアの王妃として、夫とともに第一真祖との交渉に臨んだのだろう。おそらくは、古城たちが今いるこの離宮で。

　古城がいまだ見知らぬ第一の真祖。〝聖せい域いき条じよう約やく〟成立の立たて役やく者しや。その吸血鬼じんぶつが、自分と同じ感想を口にした、という事実に、古城は複雑な気分になる。

「ふふっ、やはりあなたは真祖の器うつわなのかもしれませんね。ラ・フォリアの見る目は、確かだったということでしょうか。さすがは我が孫と言っておきましょう」

　老ろう獪かいなかつてのアルディギア王妃が、そう言ってラ・フォリアに意味ありげな視線を向ける。

「当然です、太后陛へい下か」

　ラ・フォリアは澄すました口調で言って微笑んだ。祖母と孫の何気ない会話にもかかわらず、古城はなぜか背筋が冷たくなるような感覚に襲おそわれる。彼女たち二人が、今の短いやりとりの裏で交わした無数の駆け引きの存在に、なんとなく気づいてしまったからだ。

「この傷を、先ほどもお目にかけましたね」

　太后が左の長手袋をずらして、その下の傷跡を全員に晒さらした。

「これは十七年前の暗殺未み遂すい事件の傷です。暗殺者に撃ちこまれた弾丸は、二発ありました。残るもう一発は、ここに」

　そう言って太たい后こうは、自らの胸の中央を指し示す。まさに彼女の心臓がある位置だ。

　太后の凄せい絶ぜつな告白に、古こ城じようたちは声も出せなかった。どれだけの知ち略りやくを誇ほころうとも、彼女は生身の人間なのだ。心臓を撃ち抜かれて生きていられるはずがない。外科手術や魔ま術じゆつ治療で、どうにかできる負傷ではないのだ。そう、並の魔術治療では──

「普通なら助かる傷ではありませんでした。ですが、瀕ひん死しの重傷を負ったわたくしを、叶かな瀬せ琴こと音ねは、自分の寿命を削るような術式を使って治療してくれました。わたくしがそのまま命を落とせば、自分が次の王妃になれたかもしれないのに」

　アルディギアの太后が、恋こい敵がたきの娘であるはずの夏か音のんへと、慈じ愛あいに満ちた眼まな差ざしを向けた。

「叶瀬夏音、わたくしは、琴音とあなたに返しきれないほどの恩義があります。アルディギア王国太后の名誉と、わたくし自身の誇ほこりにかけて、その恩に報いると誓いましょう」

「お祖母様、それは──」

　ラ・フォリアが瞳ひとみを輝かがやかせて太后に尋ねる。

「ええ。たとえ血のつながりがなくても、夏音、あなたがわたくしの娘だと認めます。あなたは正統なアルディギア王家の一族、わたくしたちの大切な家族です」

　太后が厳おごそかに断言した。思いがけない彼女の言葉に、夏音は困惑したように、それでも少しだけ嬉うれしそうに口元を綻ほころばせる。

　ラ・フォリアは表情を変えないまま、小さく息を吐いた。安あん堵どの吐息だ。

　そのとき初めて古城は気づいた。すべてはラ・フォリアの策略だったのだ。

　夏音をアルディギアに呼び寄せて、ミュゼット太后に引き合わせること。

　そして、太后自身に夏音を王族の一員と認めさせること。前国王の王妃という絶対的な後うしろ盾だてを、年下の叔母おばである夏音に与えるための策略だ。

　もちろん太后が夏音のことを認めなければそれまでだった。だが、おそらくラ・フォリアは、祖母が夏音を気に入ると確信していたのだろう。そしてミュゼット太后も、自分が利用されていることを知りながら、あえて孫娘の思惑に乗った形跡がある。

　元もと宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師しの養女にして、第だい四よん真しん祖その妹の親友。そして自らも強力な霊れい能のう力りよく者しやである叶瀬夏音という少女を、王族の一員として正式に迎え入れることは、アルディギア王国にとって極めて有益だからだ。

　だがそれでも、まあいいか、と古城は思った。

　王家の後ろ盾を得るのは、夏音にとって決して不利益なことではないし、なによりも夏音に対する太后の愛情が、打算だけのものとは思えなかったからだ。

「すっかり話が長くなってしまいましたね。さあ、お食事を始めましょうか」

　古城のそんな迷いを見抜いたように、太后が愉ゆ快かいそうに笑って呼びかけてくる。

　勧められるままに席に着き、古城はそこで重大な問題に気づいた。誰だれも言い出さないので、どうしたものかと迷ったが、潤うるんだ瞳ひとみで正面から見つめられて、やれやれと仕方なく口を開く。

「あの、それはいいんですけど、そろそろ先王さんは解放してあげてもいいんじゃないかと」

「あら……」

　存在を完かん璧ぺきに忘れていた、と言わんばかりに、太たい后こうが拘こう束そくされた夫に目を向けた。

　身動きのとれない前国王が怯おびえた子犬のように妻から目を逸そらし、古こ城じように救いを求めてくる。

「第だい四よん真しん祖そもああ仰おつしやっていることですし、夏か音のんもいい子ですから、今回は特別に許して差し上げますけれど、わかっていますわね？　次にまた、べつの愛人や隠し子が出てきたときには、こんなものでは済みませんよ。そういえば見つかった愛人の数だけ指をへし折る約束でしたね。今度は左手の人差し指の番でしたかしら……？　あらあら、せっかくの晩ばん餐さんなのにフォークが持てなくなってしまいますね、うふふふふ」

「ふごーっ……ふごーっ……！」

　怯える前国王の耳元で、太后は愉たのしそうに微笑ほほえみ続けている。

　懲こりずに浮気を繰り返す夫と、きっちり復ふく讐しゆうを果たす妻。もしかしてお似合いのカップルなのかもしれないと、古城は妙に感かん慨がい深い気分になる。と、

「なんか、将来の古城を見てるみたいよね」

　浅あさ葱ぎが唐とう突とつにぼそりと呟つぶやいた。矢や瀬ぜも深々とうなずいて同意する。

「だな。まあ、それくらい図太くなきゃ、国王なんてやってられないのかもしれねーけど」

「は……!?　ちょっと待て。俺おれがいったいなにをした!?」

　いきなり身に覚えのないことで責められて、激しく混乱する古城。

　凪なぎ沙さが、やれやれと呆あきれたように嘆たん息そくし、

「そういう自覚のないところだよ。ね、雪ゆき菜なちゃん」

「そうですね。たしかに、わたしの監視が甘かった部分はあるかも」

　雪菜が真顔で反省の言葉を口にする。なまじ生き真ま面じ目めな雪菜のことだから、太后の態度を見習う、などと突然言い出しそうで恐ろしい。

「安心してください、古城。わたくしはお祖母ばあ様さまよりは多少は寛かん容ようですよ」

「ふむ。夏音には今のうちに、浮気男の対処法を教えておいたほうがいいかもしれませんね。安心してください。だてに四十年以上も、この先王おとこと連れ添ってはいませんから」

「よ、よろしくお願いしました」

　ついにはアルディギア王家の関係者までもが、口々に好き勝手なことを言い始める。

　なぜか古城を哀あわれむような眼まな差ざしで見ているのは、拘束されたままの前国王だ。

　その間に、給仕たちが次々に食事を運んで来る。美食で有名なアルディギア料理だけあって、どれもが趣向を凝こらした手の込んだ料理ばかりだ。しかし今の古城には、落ち着いてそれを味わえる気がしなかった。

「勘弁してくれ」

　ガラス越しの美しい星空を見上げて、古城は独ひとり言ごとのように小さく呟く。

　湖に反射した月光が、そんな彼らの横顔を優しく照らしていた。
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　煌きら坂さか紗さ矢や華かがテノティア離り宮きゆうに辿たどり着ついたのは、午後十一時を過ぎてからのことだった。

　日本大使館とアルディギア警けい察さつの依頼を受けて、三日後に予定されている記念式典の警備に協力してきたのだ。主に呪じゆ術じゆつ的な観点から、狙そ撃げきポイントの割り出しや、テロリストの潜せん伏ぷく場ば所しよを予測。そのうち何カ所かを実際に訪れ、途中で本物のテロリスト二組と遭そう遇ぐうし、戦せん闘とうの末、彼らを逮たい捕ほした。そんな過か酷こくな一日を終えて、ようやく雪ゆき菜なと合流するために離宮までやってきたのだった。

「こちらのお部屋でございます」

　雪菜の居場所を尋ねた紗矢華を、愛あい想その乏しい侍じ女じよ頭がしらが部屋まで案内してくれる。

　来らい賓ひん用の続き部屋スイートだ。決して広大とはいうわけではないが、十分以上に上質で快適な部屋だった。複数用意された寝室のひとつを、雪菜が使っているらしい。

「ありがとう。遅い時間にごめんなさいね」

　礼を言う紗矢華に無言のままうなずいて、侍女頭は控ひかえ室しつへと戻っていく。

　侍女頭に教わった寝室のドアをノックして、紗矢華は部屋の中をのぞきこんだ。ベッド脇わきの椅い子すに座った小柄な少女の姿を認めて、思わず口元に笑みをこぼす。

「雪菜！」

「……紗矢華さん？　任務おしごとはもう終わったんですか？」

　振り返った雪菜が、紗矢華に笑いかけてくる。

　美しくも愛らしいその笑顔に、紗矢華は胸の高鳴りを覚えた。

　帰き還かんした自分を雪菜が部屋で出迎えてくれるという状況に、高たか神がみの杜もりにいたころを思い出す。

　獅し子し王おう機き関かんの訓練生時代、紗矢華と雪菜は寮のルームメイトだったのだ。雪菜と同じ部屋で眠って、同じ部屋で目覚める。紗矢華の一生における最高の時期だ。

　紗矢華は背負っていたベースギター用のギグケースを降ろすと、不意に姿勢を正して雪菜を見た。そして硬い口調で告げる。

「獅子王機関外がい事じ第三課、煌坂主査です。これより機き動どう攻こう魔ま隊たい、姫ひめ柊らぎ主査補に七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーの引き渡しを行います」

「き、機動攻魔隊、姫柊主査補、七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを受領します」

　雪菜も立ち上がって背筋を伸ばす。その雪菜に紗矢華は、銀色の槍が収納されたギグケースを手渡した。

　獅子王機関の秘ひ奥おう兵器である七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーを、民間航空会社であるアルディギア航空の飛行機に預けることはできない。だからといって、明らかに凶器である槍を、手荷物として機内に持ちこめるはずもない。

　一方で、日本大使館臨時職員の肩書きを与えられた紗さ矢や華かは、外交官特権によって、自由にアルディギアに武器を持ちこめる。そこで紗矢華が雪ゆき菜なの代理として、〝雪せつ霞か狼ろう〟をアルディギアまで運んできたのだった。もちろん紗矢華自身の愛剣、〝煌こう華か麟りん〟も一緒だ。

「ありがとうございます、紗矢華さん」

　久々に〝雪霞狼〟を手にした雪菜が、どこか安心したように微笑ほほえんで頭を下げた。

　それを見た紗矢華も表情を緩ゆるめて、今にも抱きつきそうな勢いで雪菜に顔を近づける。

「よかった、雪菜、ようやく会えた。大丈夫？　風邪かぜとか引いてない？　あの馬ば鹿かでスケベで変態エロ真しん祖その暁あかつき古こ城じようにいやらしいことされなかった？」

「え、ええ。まあ、今のところは」

「はー……疲れた。聞いて、雪菜。大変だったの。昨日から連続で七つも会議に駆かり出されて、道案内とか通訳とか偉い人の護ご衛えいとか。暗殺の対策で呼んだんなら、警けい備びのチェックだけやらせてよー。おまけにアルディギア軍の警備責任者が男だし、外務省の担当者も男だし、大臣の秘書も男だし、あいつら全員キモい臭くさいうざい！」

　溜ためこんだ不満をここぞとばかりに、雪菜に向かってぶちまける紗矢華。呪じゆ詛そと暗殺の専門家である紗矢華に、セクハラ行為を働く命知らずの職員はさすがにいない。とはいえ、男嫌いの紗矢華にとって、Ｙ染色体を持つ生物と同じ空間にいるということ自体がストレスなのだ。

「それは、あの、お疲れ様でした」

　雪菜がねぎらいの言葉を口にする。

　どことなく他た人にん行ぎよう儀ぎな彼女の態度に、紗矢華は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。靴を脱ぎ捨ててベッドの上に転がり、だだっ子のようにジタバタと脚を振り回す。

「やだやだ。そんなんじゃなくて、もっと褒ほめて！　いつもみたいに、よしよしして！」

「え!?　でも、あの……！」

　雪菜が困り顔で部屋の中を見回した。しかし紗矢華はくじけない。高たか神がみの杜もりにいたころの紗矢華は、つらい訓練を終えたあと、いつもこうやって雪菜に甘やかしてもらっていたのだ。これはいわばルームメイトである紗矢華の特権なのである。

「やってー！　なぐさめてー！　でないと、もう働けないー！　疲れたー！」

「え……えー……あー……頑張りましたね。偉いです」

　諦あきらめたように溜ため息いきをついて、雪菜が紗矢華の頭を撫なでる。紗矢華は幼女のような隙すきだらけの笑みを浮かべると、ここぞとばかりに雪菜の太ふと腿ももにしがみつき、

「えへへー。うん、紗矢華、頑張ったの。おかげで明日からは雪菜と一緒にいられるのー」

「そ、そうなんですか。あの、でも、紗矢華さん、そろそろ離はなれたほうがいいかも……」

「いや！　これよ、これ。この雪菜の素肌の感触に癒いやされる……わ……」

　無防備な姿で雪菜に甘えていた紗矢華は、がたん、という唐とう突とつな物音に、ギョッと目を見開いて顔を上げた。寝室の奥のドアが開き、そこに立っていたのは古城だった。トイレから出てきた直後のように、濡ぬれた手をタオルで拭ふいている。

「あ……あ……暁あかつき古こ城じよう……!?」

「う、うっす」

　どこかバツの悪そうな表情で、古城がぎこちなく挨あい拶さつを返してくる。見てはいけないものを見てしまって、どう対応するべきか迷っている、という顔だ。

　紗さ矢や華かは震ふるえる指で古城を指さして、

「ど、どうしてあなたが雪ゆき菜なの部屋にいる……の？」

「いや、ここ、姫ひめ柊らぎのじゃなくて、俺おれの部屋だから」

　動揺する紗矢華を刺激しないように、やんわりと訂正してくる古城。紗矢華は憤ふん然ぜんと眉まゆを吊り上げて、

「は!?　屋や敷しきの人に雪菜の部屋はどこか聞いたら、ここにいるって言われたんだけど!?」

「姫柊はいるだろ、ちゃんとここに」

「凪なぎ沙さちゃんと夏カ音ノちゃんが先に寝てしまったので、こちらの部屋にお邪じや魔ましてたんです。明日の予定を先輩方と話し合おうと思って」

　そう言って雪菜は、読みかけの本を掲かかげてみせた。本の題名は『地球のうろつき方・アルディギア王国版』──旅行者向けの有名なガイドブックである。

「あ……暁古城……あの、もしかして聞いてたの？　さっきの……？」

　ようやく状況を把は握あくした紗矢華が、頼りない口調で確認してくる。

　古城は少し沈ちん黙もくしたあと、誤ご魔ま化かすのを諦あきらめたようにうなずいて、

「さっきのって、姫柊に甘えてたやつか？　もっと褒ほめてー、とか、よしよししてー、とか」

「ち、違うし！」紗矢華が勢いよく上体を起こして叫んだ。

「は？」と古城が紗矢華を見返す。

「あれは、ただの冗談なんだけど！　先輩である私が、雪菜に甘えたりするわけないでしょ!?　たまたまそういう演技をしてみただけなんだけど！」

「いやでも、いつもやってもらってるっぽいことを言ってた気が……」

　必死に言い訳を続ける紗矢華を、思わず怪け訝げんそうに見返す古城。

　紗矢華は、ぐ、と言葉を詰まらせ、うつむいて小さく震え始めた。

「ふ……ふふふふふ……」

「き、煌きら坂さか？」

　くぐもった笑い声を洩もらす紗矢華を、古城が不安そうにのぞきこむ。

　そんな古城の視界の隅すみで、一条の銀光が閃ひらめいた。ベッドから音もなく跳はね起きた紗矢華が、荷物の中から、銀色の長ちよう剣けんを引き抜いたのだ。

「死ねえええっ！」

「うおおおおっ!?」

　心臓目がけて突き出された紗さ矢や華かの剣を、古こ城じようは仰け反って紙かみ一ひと重えで回避する。本気の殺意がこめられた紗矢華の攻撃に、古城は頰ほおを引ひき攣つらせて、

「ちょっ……おまえ、ふざけんな！　今、なんか空間切断術式みたいなのが発動してただろ!?　殺す気か!?」

「お、落ち着いてください！　紗矢華さん！」

　慌あわてて制止しようとする雪ゆき菜なの両手を、紗矢華が乱暴に振りほどいた。古城を睨にらみつける紗矢華の瞳ひとみは、追い詰められた獣けもののような絶望の輝かがやきを放っている。

「止めないで、雪菜！　この男が死ねば、私たちの恥ずかしい秘密を知る者はいなくなる！　私たちが幸せになるには仕方ないの！」

「そんなわけのわからん理由で殺されてたまるか！　そもそもおまえが姫ひめ柊らぎに甘えてるのは、今に始まった話じゃねーだろ！」

「そ、そんなことないんだけど！　ないんだけど！」

　動揺する紗矢華の隙すきを衝ついて、雪菜が〝煌こう華か麟りん〟を奪うばい取る。武器を失った紗矢華は、しかし一いつ瞬しゆんも怯ひるむことなく、古城の顔面を目がけて指を突き出した。

　その指先が自分の眼球を狙ねらっていることに気づいて、古城は戦せん慄りつしながら背後に飛とび退すさる。暗殺のエキスパートである紗矢華は、たとえ素す手ででも恐るべき戦せん闘とう能力を持っているのだ。

「あ、あの、わたしはいいと思います。そういう紗矢華さんも、可愛かわいくて」

　剣を取り返そうとする紗矢華から距きよ離りを取りながら、雪菜が懸けん命めいの説得を続ける。紗矢華は、ゆらり、と虚うつろな微笑を浮かべて、

「ありがとう、雪菜。あとはこの男を殺すだけで、私たち、幸せになれるわね」

「どういう理屈だ!?」

　古城がたまらず絶叫した。今の紗矢華はたまりまくったストレスと羞しゆう恥ちで、完全に我を失っている。説得が通じる状況ではない。

　そのとき、紗矢華の背後でドアが開いた。カチャカチャと氷入れアイスペールを鳴らしながら部屋に入ってきたのは、矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎだ。

「ただいまー。屋や敷しきのメイドさんに頼んで飲み物とグラス、もらってきたぜ。あと氷も」

「あれ、煌きら坂さかさん？　いつ、こっちに着いたの……って、なにやってんの!?」

　夜食代わりの飲み物を受け取りに出かけていた浅葱たちは、室内で吹き荒れていた暴力の嵐あらしに、呆ぼう然ぜんと目を丸くする。

「いや、煌坂が姫柊に頭を撫なでてもらってるところを見てしまって──」

　予期せぬ部外者の乱入に紗矢華が硬直し、その間に状況を説明する古城。

「言うな────っ！」

　ハッと我に返った紗矢華は傍そばにあった枕まくらを拾い上げ、古城の顔面目がけて、それを全力で叩たたきつけた。
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「ああくそ、痛いってーな。あそこまで怒ることないだろ、煌きら坂さかのやつ」

　半ば逃げ出すような形で寝室の外に出た古こ城じようは、離り宮きゆうの庭園を散策していた。逆上した紗さ矢や華かが落ち着くまで顔を合わせないようにして、ほとぼりを冷まそうと思ったのだ。

　遅めの春を迎えつつある離宮の庭園は美しかった。

　夜風が木々の枝を静かに揺らし、眠りについた花か壇だんの花たちを銀色の月光が照らしている。

　荘そう厳ごんな回かい廊ろうに似た薔薇ばらの植えこみは、湖のほとりまで続いていた。

　細波さざなみが打ち寄せる夜の湖面は、まるで純銀の絨じゆう毯たんのようだ。

　その幻想的な光景を背にして、ほっそりとした人影が佇たたずんでいる。

　絵画の中から抜け出してきたような、現実離ばなれした美貌の少女だった。

　銀色の長い髪、白い肌。神話の女神を連想させる美しい横顔。薄うすいネグリジェの裾すそを風に遊ばせながら、少女は月を見上げている。

「ラ・フォリア……？」

　古城は声をかけることもできずに、彼女の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　そんな古城の視線に気づいたかのように、王女がゆっくりと振り返る。

　その瞬しゆん間かん、強い風が吹いた。

　バラの花はな弁びらが雪のように舞い上がり、古城の視界を一瞬奪うばう。

　前髪に貼はりついた花弁を払いのけ、古城が再び視線を戻したときには、湖を眺ながめていたはずのラ・フォリアは、幻のように消えていた。

「あいつ……どこに……？」

　なにが起きたのか理解できずに、古城は慌あわてて周囲を見回した。

　その古城の耳元に、不意に誰だれかが呼びかけてくる。

「誰をお探しですか、古城？」

「どわ!?」

　驚おどろいて振り返った古城が見たのは、両手を背中に組んで笑っているラ・フォリアの姿だった。明るく降りそそぐ月光の下した、ネグリジェ姿の銀髪の王女が、幼い弟に教え諭さとすように首を振る。前まえ屈かがみになった彼女の襟えり元もとから、意外なほど豊かな胸の膨ふくらみがのぞいている。

「だめですよ、古城。のぞき見なんて」

「悪い。たまたま通りかかったら、そこに立ってるのを見かけたら、それで──」

　古城は正直に謝罪した。わずかな時間とはいえ、遠目にラ・フォリアを見つめていたのは事実だったからだ。しかし曖あい昧まいに語尾を濁にごした古城を見返し、王女は悪戯いたずらっぽく目を細める。

「それで？　わたくしに見とれてしまいましたか？」

「まあな」

　古こ城じようは苦笑してうなずいた。あの幻想的な王女の姿に目を奪うばわれてしまうのが、恥ずかしいことだとは思わない。とはいえ、古城がラ・フォリアを見つめていたのは、単に綺き麗れいだったからというだけではなかった。

「ああ、いや。なんか寒そうだったから。大丈夫なのか、そんな薄うす着ぎで？」

「わたくしには精せい霊れいの加か護ごがありますから」

　そう言って王女は、ひんやりとした夜の空気の中で両手を広げてみせた。

　四月の終わりとはいえ、アルディギアの夜は日本の真冬並みに冷える。しかし全身をほのかな光で覆おおったラ・フォリアが、寒さを感じている様子はなかった。

　代々強い霊能力を持って生まれてくるアルディギア王族の女子の中でも、彼女は特に強大な力を持っているという。そんなラ・フォリアが身体からだに宿した精霊たちが、彼女を低温の外気から護まもっているのだ。王女がまとっている神こう々ごうしい気配は、その影えい響きようでもあるのだろう。

「ですから、古城。あなたが望むなら、ここでわたくしのすべてを見せても構いませんよ」

　なるほど、と感心したようにうなずく古城を見上げて、ラ・フォリアが、ふふっ、と挑ちよう発はつ的な含み笑いを洩もらす。

　しかし古城は、ネグリジェの襟えり元もとに指を掛ける王女を呆あきれ顔がおで眺ながめて、

「それは、噓うそだろ」妙に落ち着いた口調でそう言った。「あんたは誰だれにも、自分の本心を見せたりなんかしない、だろ？」

「あら？」

　ラ・フォリアが面白そうに眉まゆを上げる。古城は気け怠だるい溜ため息いき混じりに目を眇すがめ、

「叶かな瀬せが暗殺されるという話も、噓だったんじゃないのか？　太たい后こうさんは最初から叶瀬を狙ねらってなんかいなかったんだろ？」

「そうですね。過去の浮気の責めを負うべきなのはお祖じ父い様さまであって、夏か音のんにはなんの罪もありません。お祖母ばあ様さまがそう判断するのはわかっていました。彼女は公正な方ですから」

　ラ・フォリアはあっさりと古城の指摘を事実だと認めた。

　やっぱりか、と古城は半はん眼がんでラ・フォリアを睨にらんで、

「ましてやほかの王族に叶瀬を狙う理由はないよな。王位継けい承しよう権けんを持たない叶瀬を暗殺しても、自分の立場が危うくなるばかりでメリットがなにもない」

「ええ。それに、そもそも王家の客人に危害を及ぼすような愚おろかな輩やからを、わたしやお祖母様が、野放しにしておくと思いますか？」

　非難混じりの古城の追及に、ラ・フォリアはむしろ愉たのしそうに反問してくる。

「もっともお祖母様が夏音を気に入るかどうかは、私にもわかりませんでした。ですが、その心配は杞き憂ゆうだったようですね。あんなに上じよう機き嫌げんなお祖母様は初めて見ました」

「上機嫌だったのか、あれは」

　古こ城じようは驚おどろいて訊きき返した。

　強烈な威い厳げんとカリスマのせいで、おっかないという印象しかなかったミュゼット太たい后こうだが、言われてみれば夏か音のんを見つめる彼女の瞳ひとみは、少しだけ優しかったような気もする。

「まあいいや。それで？　そんな噓うそをついてまで、俺おれたちをアルディギアに呼び寄せた本当の理由はなんだったんだ？」

　古城が苦い表情を浮かべてラ・フォリアを睨にらんだ。夏音の命を狙ねらっている者など、最初からいなかったのだとしたら、古城たちが彼女を護ご衛えいする理由もなくなる。ラ・フォリアの噓は、古城たちをこの国に連れてくるための口実だったと考えたほうが自然だ。

　しかし王女は、いいえ、とめずらしく真ま面じ目めな態度で首を振った。

「夏音を護衛して欲しいというのは、わたくしたちの本音です。たとえ暗殺の危険がなかったとしても、突発的なテロが起きる可能性は排除できません。だからこそ、古城、あなただけでなく、雪ゆき菜なや紗さ矢や華かにも一緒に来てもらったのです」

「そういや、もともとそういう話だったか」

「浅あさ葱ぎがあなたについて来るのも、わたくしの想定内でした。基もと樹きや凪なぎ沙さまで一緒だったのは、さすがに予想していませんでしたけれど」

　自分の計算の甘さを反省するように、ラ・フォリアは苦笑した。

「ですが、たしかに、夏音の護衛だけが目的のすべてではありません。あなたをアルディギアに呼んだもうひとつの理由は、わたくし自身の望みを叶かなえてもらうためです」

「ラ・フォリアの望み？」

「はい。さやかな、本当にささやかな個人的な願い事です。たぶん明日になれば、あなたにもわかります。それまでは内緒ということで」

「誰だれかを危険に晒さらすようなヤバい頼み事じゃないんだよな？」

　王女の瞳ひとみを見据えて、古城が訊く。

　古城一人が面倒に巻きこまれるだけなら諦あきらめもつく。ラ・フォリアにはそれだけの借りがあるからだ。だが、雪ゆき菜なたちを傷つけるような依頼には、たとえ彼女の願いでも従えない。それだけは絶対に譲ゆずれない一線だった。

「ええ、誓ちかって。絃いと神がみ島じまの人々を巻きこむようなこともありません」

　古城の決意を見み透すかしたように、ラ・フォリアがきっぱりと言い切った。その言葉を古城は素直に信頼した。ラ・フォリアは策略家だが、こんな場面で噓はつかない。真実の言葉こそが自分の最大の武器だと、誰よりも理解しているからだ。

「そういうことなら文句はねーよ。明日まで待ってればいいんだな」

　はい、とラ・フォリアは笑ってうなずいた。古城の隣となりに歩み出た王女が、夜の湖をゆっくりと見回す。そして彼女は懐なつかしげに微笑ほほえみ、

「覚えていますか、古城。あなたと最初に出会った場所も、こんな湖のほとりでしたね」

「メイガスクラフトが実験に使ってた無人島か。たしか俺おれと姫ひめ柊らぎが機械人形オートマタに襲おそわれたのを助けてくれたんだよな？」

「あら？　あなたとは、その前に一度会っているはずですよ」

「え？」

「わたくしが沐もく浴よくをしていたところを、のぞいていたではありませんか」

　訝いぶかしげに訊きき返かえす古こ城じようを見上げて、ラ・フォリアがクスクスと笑い出した。

　ゴホッと古城は激しくむせ返る。脳裏に閃せん光こうのように甦よみがえったのは、誰だれもいない湖で身体からだを洗い清めていた王女の白い裸身だった。

「のぞっ……!?　いや、違うんだ、あのときは姫柊のことを探してたら水音が聞こえてきて、気になって見てみたら、偶然──」

「それで？」

　銀髪の王女が面白そうに古城を見上げてくる。古城がうっかり沐浴中の彼女と遭そう遇ぐうしてしまったことに、ラ・フォリアはしっかり気づいていたらしい。

「いや、見とれてしまったというか……仕方ないだろ！　あの状況で、あんたみたいなのが、水浴びしてるなんて想像できるかよ！」

　本人に面と向かっては言えないが、あのとき古城は、本気で自分が天女を見ているのかと思ってしまったのだ。王女の第一印象は古城にとって、それほどまでに鮮烈なものだった。

「責任は取ってくださいね」

　動揺する古城の内心を正確に読み取ったように、ラ・フォリアが美しく笑って言う。

「え……!?」

　どこか意味深な王女の言葉に、古城は表情を強こわ張ばらせた。

　月が翳かげったのは、その直後だった。

　銀色に輝かがやいていた湖を、黒い影が覆おおっていく。

　古城たちの頭上。雲のない美しい星空を、なにかがゆっくりと横切っていた。高度数千メートルの上空を悠ゆう然ぜんと航行する巨大な船だ。灰色の装そう甲こうに包まれた巨大な飛行船だった。

　比較対象のない空に浮かんでいても、その異様な大きさははっきりとわかる。

　安あん定てい翼よくを含む全幅は一般的な民間旅客機の軽く四、五倍はあるだろう。鋼こう鉄てつ製の双子のサメを二体連結したような、双そう胴どうの装甲飛行船である。

「なんだ、あれは……？」

　空を渡る巨大飛行船の姿に禍まが々まがしさを感じて、古城はうめいた。

「ビフレスト級飛行戦せん艦かん一番艦〝ビフレスト〟──我がアルディギア王国が誇ほこる最新鋭の超大型装甲飛行船です。示じ威い行動を兼ねて、戦せん王おう領りよう域いきからの来らい賓ひんを護ご衛えいしてきたのでしょう」

　ラ・フォリアが静かに告げてくる。物もの憂うげな彼女の横顔には、不吉な未来を予言するような、かすかな苦悩が滲にじんでいた。

「我が国を狙ねらうテロリストたちが、あれを見て萎い縮しゆくしてくれればいいのですが──」
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　翌朝の空はよく晴れていた。古こ城じようたちはラ・フォリアの案内で離り宮きゆうを出て、アルディギアの王都ヴェルテレースへと向かう。目当ては王都の観光だ。

　王都の市街と郊外を隔へだてる橋のたもとで古城たちは車を降り、銀色の路面電車トラムに乗り換える。歩行者を優先し、自家用車の乗り入れが制限されているヴェルテレースでは、路面電車トラムが重要な交通手段になっているのだった。もちろん古城たちに不満はない。囚しゆう人じん護ご送そう車しやで運ばれることに比べれば、路面電車トラムのほうが何倍もマシだ。

「これがアルディギア王国の首都か。綺き麗れいな街だな」

　車窓から見える王都の景色を眺ながめて、古城はシンプルな感想を口にした。

　四方を海と運河に囲まれたヴェルテレースは、小さな街だ。街の端から端まで、徒歩でも、半日とかからず横断できるだろう。

　街並みや建物は機能的で、街全体がアールヌーヴォー期の工芸品を見ているような風ふ情ぜいがある。市街地には緑地や公園が多く、複雑な水辺の風景と相あいまって、〝バルト海の女神〟という愛称に相応ふさわしい瀟しよう洒しやな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

「この都市まちは、魔ま族ぞくとの戦争で何度も大きな被害を受け、市街の大部分を焼失しているのです。今のヴェルテレースは、二十世紀に入ってから、ランデによって再建されました」

　フード付きのポンチョと眼鏡めがねで変装した銀髪の王女が、自ら古城たちに解説してくれる。間違いなくこの国でいちばん豪華な観光ガイドだろう。

「ランデ？　誰だれだ？」

　ラ・フォリアが口にした人物について、古城が訊きく。

「バルタザール・ランデ。有名な魔ま導どう建築家だな。ついでに言うと絃いと神がみ千せん羅らの師匠でもある」

　答えたのは、王女ではなく矢や瀬ぜだった。古城は驚おどろいて矢瀬を見る。

「絃神千羅って、絃神島を設計したアイツか……！」

　技術的に不可能とされていた海上の〝魔族特区〟──巨大人工島〝絃神島〟を設計した天才魔導建築家、絃神千羅。

　絃神島という地名自体、彼のその偉業を称たたえて決定されたものだ。

　しかし古城たちは、絃神千羅の恐るべき一面をすでに知っていた。彼は、人工島ギガフロートを支える要石キーストーンとして聖人の遺体を建材に使い、自らの孫である絃神冥めい駕がを僵屍鬼キヨウシキとして甦よみがえらせた。それどころか、偉業とされる絃神島そのものが、〝聖せい殲せん〟という禁断の魔術を実行するための、巨大な魔ま具ぐとして造られたものだった。

　その恐るべき魔導建築家の師匠こそが、この美しい王都の生みの親ということになる。

　思いがけない奇妙な縁に、古こ城じようたちは呆ぼう然ぜんと王都の市街を見回した。

「じゃあヴェルテレースと絃いと神がみ島じまは、姉妹みたいなものってこと？」と浅あさ葱ぎ。

「姉妹都市ってのはそういう意味じゃなかった気がするが、まあ同じ一門の作品ではあるな」

　幼なじみの疑問に、矢や瀬ぜがうなずく。ふーん、と浅葱はスマホに映した街の地図を眺ながめた。

「言われてみれば、どことなく雰ふん囲い気き似てるわよね」

「絃神千せん羅らが、絃神島を設計するときに参考にしたんだろ」

　素っ気ない口調で矢瀬が言う。

　古来から貿易の要よう衝しようとして知られたヴェルテレースも、龍りゆう脈みやくの上に造られた都市だ。天然の地形と人工島の違いこそあれ、龍脈がもたらす膨ぼう大だいな力を制御する技術に共通点は多い。絃神島の設計が、ヴェルテレースの影えい響きようを受けている可能性は高かった。

「それにしてもすごい賑にぎわいだねえ。これ、みんな明後日あさつての記念式典を見に来たんだよね？」

「迷子になってしまいそうでした」

　停留所に着いた路面電車トラムを降りて、凪なぎ沙さと夏か音のんがのんびりとした感想を洩もらす。

　古城たちが降りた停留所は、ナカリス通りと呼ばれる大きな街路の入り口だ。アルディギアを代表するファッションブランドや魔ま導どう機器の量販店が建ち並ぶ、市内有数の繁華街である。

　道沿いに、食品や生花やアクセサリーなどの様々な店が軒のきを連ね、それらを目当てに大勢の市民が訪れている。外国人観光客の姿も多い。

　ただでさえ賑やかなその街路は、明後日の平和記念式典を控えて、お祭り前日のような活気に溢あふれた雰ふん囲い気きに包まれていた。夏音が言うとおり、油断するとすぐにはぐれてしまいそうだ。

「ナカリス通りのマーケットを見学して、中央駅前の元げん老ろう院いん広場に行きましょう。記念式典の会場にもなっていますし、アルディギア政府宮殿やヴェルテレース大聖堂もすぐ近くです」

　観光客向けの道路標識を指さして、ラ・フォリアがおすすめルートを教えてくれる。やけに慣れた王女の様子に、紗さ矢や華かが表情を硬くした。

「あの、王女？　王都を案内していただけるのはありがたいんですけど、こんなふうに街中を出歩いて大丈夫なんですか？」

「護ご衛えいなら、紗矢華、あなたがいるではありませんか」

　心配そうに眉まゆをひそめる紗矢華を、ラ・フォリアが愉快そうに見返した。

　紗矢華はますます表情を暗くして、

「いえ、その、暗殺者が相手なら私がなんとかしますけど、もし一般人に気づかれたりしたらどうするんですか？　大おお騒さわぎになる気がするんですけど」

「心配は無用です。堂々としていれば、かえって気づかれないものですよ。このとおり変装も完かん璧ぺきですし」

「完璧……ですか……」

　眼鏡めがねをかけただけの王女を眺ながめて、紗矢華は情けない顔をした。その程度の変装では、ラ・フォリアの美貌を覆おおい隠かくすにはまったく足りていない。民衆の間に熱狂的な人気を誇ほこる王女が街を出歩いていることに気づかれたら、高確率で巨大なパニックが起きる。さすがの紗さ矢や華かも、一斉に押し寄せてくる大群衆から王女を護まもりきる自信はないのだろう。

　一方のラ・フォリアは余裕の表情だ。おそらく彼女は、普ふ段だんからこんなふうにお忍びで街を出歩いているのだ。護ご衛えいの騎き士したちの苦労を想像したのか、どんよりした表情を浮かべる紗矢華に、古こ城じようは少し同情する。

　市場マーケツトと呼ばれている地区に入ると、あちこちから香ばしい匂においが漂ただよってきた。路上に、様々な料理の屋台が出ているのだ。

　魚介類や野菜のグリル。サンドウィッチやスープ。ミートボールやソーセージ。古城たちの知らない料理もたくさんある。

「さすが美食の国よね。屋台のお料理がめちゃめちゃ美味おいしそう」

「え!?」

「まだ喰くうのか!?」

　さっそく料理に反応した浅あさ葱ぎを、古城と矢や瀬ぜが驚おどろいて見つめる。なにしろ古城たちはテノティア離り宮きゆうで、豪華な朝食を済ませてきたばかりなのだ。

「なによ。せっかくアルディギアまで来たんだし、食べなきゃ損でしょ」

　しかし浅葱はそう言って、さっそく手近な屋台へと近づいていった。王都観光を満まん喫きつするという意味では、たしかに正しい態度なのかもしれない。

「ほら、古城君も行こうよ」

「あ、ああ」

　凪なぎ沙さに押されて、古城も屋台のカラフルな看板を眺ながめ始める。ぼんやりと立ち尽くしている雪ゆき菜なに気づいたのは、そのときだ。

「雪菜ちゃん？　どうかしましたか？」

　夏か音のんが目め敏ざとく雪菜の異変に気づいて声をかける。

　ハッと我に返った雪菜は、ううん、と少し照れたように首を振り、

「たいしたことじゃないんだけど、ああいう衣装を着てる人をよく見かけるなと思って」

「衣装でした？」と夏音が雪菜が見ている方角に目を向け、

「本当だ。なんだろ、可愛かわいい……すごく可愛い……！」凪沙が感動したように吐息を洩もらす。

　雪菜たちが見つめていたのは、アルディギアの市民が着ているカラフルな民族衣装だった。

　鮮やかな原色のフェルト生地で織られたワンピースの上着と、細やかな刺し繡しゆうを施ほどこした帽子。スカートの裾すそにはたっぷりとプリーツが入って、肩に羽は織おったストールは無数の紐ひも飾かざりで彩いろどられている。暖かな防寒着でありながら、ドレスのような装飾性を持つ、とにかく可愛らしい服装だった。雪菜が興味を惹ひかれるのも無理はない。

「アルディギア北部地方の民族衣装です。本来は出身地ごとに、着用する衣装に細かな決まりがあるのですけれど──」

　ラ・フォリアはそう言いながら、近くの建物へと入っていった。

　民族衣装を着た人々が多く集まっている、観光案内所のような建物だ。

　建物の軒のき先さきには、伝統工芸品とおぼしきバッグやアクセサリーが並べられている。どれも細やかで美しく、手作りの温ぬくもりを感じさせる品だった。

　やがてラ・フォリアは、案内所の女性スタッフを連れて戻ってくる。王女が彼女に雪ゆき菜なたちを紹介すると、女性スタッフはにこやかにうなずいた。

「遠い異国から着た可愛かわいらしいお嬢じようさんたちのために、特別に衣装を貸してくださるそうです」

「え!?　いいんですか!?　やったあ！」

　ラ・フォリアの言葉に凪なぎ沙さが歓かん声せいを上げる。

「せっかく紹介してくれたんだし、お願いしよ。ね、夏カ音ノちゃん。雪菜ちゃんも！」

「はい」

「で、でも、わたしは……」

　夏か音のんが微笑ほほえみながらうなずいて、雪菜は逡しゆん巡じゆんしたように古こ城じように目を向けた。民族衣装に着替えている間、古城の監視が疎おろそかになることを気にしているのだ。

　そんな雪菜に、紗さ矢や華かがいつになく晴れやかな表情で笑いかける。

「大丈夫よ、雪菜。暁あかつき古城のことは、私がしっかり監視しておくから。なんだったら息の根を止めておくから、心配しないで！」

「やめろ！　俺おれが不安になるわ！　昨日のことをまだ根に持ってんのかよ!?」

「言うなああっ！」

　抗議する古城の首筋へと、本気で手しゆ刀とうを叩たたきこもうとする紗矢華。昨晩、古城の前でやらかしてしまった失態を、いまだに引きずっているらしい。

　ギスギスと睨にらみ合う古城たちを心配そうに振り返りながらも、雪菜は凪沙に背中を押されて、観光案内所に入っていく。

　彼女たちが着替えを終えて出てきたのは、それから十分ほど経たってからのことだった。

　雪菜と凪沙、そして夏音の三人が身に着けていたのは、それぞれ色違いの民族衣装だ。

　目が覚めるような鮮やかな青地のワンピースに、赤や黄色などの糸を使った複雑な刺し繡しゆう。小柄な体つきと相あいまって、衣装に身を包んだ雪菜たちは、絵本から抜け出してきた妖よう精せいのように見えた。賑にぎやかなマーケットの人ひと混ごみの中でも、小柄な三人の姿はひときわ目立っている。

「どうかなあ、古城君？　可愛い？　可愛い？」

　凪沙が、期待に満ちた瞳ひとみで古城を見上げて訊きいた。

「おお、似合うなあ。なあ、古城」

　古城が感想を告げる前に、賞賛の言葉を口にする矢や瀬ぜ。たしかに、と古城はうなずいて、

「ああ、そうだな。なんていうか、置物みたいだ」

「は？　置物？」

　望んでいた言葉とはかけ離はなれた古こ城じようの評価に、凪なぎ沙さがむうっと唇くちびるを尖とがらせる。

　馬ば鹿か、と浅あさ葱ぎが、慌あわてて古城の脇わき腹ばらを肘ひじでつつき、

「それを言うなら、人形みたい、でしょ」

「そう、それ」

　おざなりに訂正する古城を睨にらんで、凪沙は諦あきらめたように溜ため息いきをついた。古城的には精いっぱい褒ほめたつもりだったのだが、どうして妹が不ふ機き嫌げんになるのかわからない。一方、

「か、可愛かわいい……！　天使！　天使はここにいたのね！」

　素っ気ない反応を見せる古城とは裏腹に、大興奮していたのは紗さ矢や華かだった。古城の監視を任されているのも忘れて、デジタルカメラでひたすら民族衣装を着た雪ゆき菜なの写真を撮りまくる。まるで愛まな娘むすめの晴れ舞台を見に来た、子こ煩ぼん悩のうな母親のようだ。

「さ、紗矢華さん……いくらなんでもさすがに撮り過ぎなのでは……!?」

「いいえ。これは人類史上に残る貴重な映像よ。私にはこれを後世に伝える義務があるわ」

「でもそれ、獅し子し王おう機き関かんの報告用のカメラですよね!?」

　撮影されることに慣れていない雪菜が顔を真っ赤にしながらたしなめるが、なぞの使命感に燃えている紗矢華は耳を貸さない。むしろ照れる雪菜に嗜し虐ぎやく的な快感を覚えて、よりいっそう際きわどいアングルからの撮影を続けようとする。

「でもまあ、さすがに叶かな瀬せはまったく違和感がないな」

「そうだよね。夏カ音ノちゃんには敵かなわないよ。似合いすぎ」

　夏か音のんに対する古城の感想に、凪沙も笑って同意した。

「凪沙ちゃんたちも素敵です」

　控え目に微笑ほほえんで夏音が首を振る。

　実際、雪菜と凪沙は、それぞれ可愛らしく衣装を着こなしている。だが、アルディギアの民族衣装の鮮やかな色使いは、夏音の髪と肌に格別によく映えた。たとえ彼女の記憶になくても、やはりこの国は、夏音のもうひとつの故郷なのだと実感する。

「お兄さんは、気に入っていただけましたか？」

　人々の注目を集めていることに照れながら、夏音が怖おず怖おずと古城に訊きいてくる。

　古城は力強く笑ってうなずいた。

「ああ。いい思い出になるよ」

「そうですね。わたくしも姪めいとして誇ほこらしく思います」

　ラ・フォリアが、彼女らしい言い回しで夏音を褒めた。夏音は、ますます顔を赤くして縮こまる。そんな夏音に王女は満足げにうなずいて、ゆっくりと周囲の人だかりを見回した。

　衣装を着替えた雪菜たちのせいで、古城たちがいる観光案内所前は、いつの間にかちょっとした人気スポットになっていた。可愛かわいらしい異国人の少女たちの姿を見ようと、あちこちから人々が押し寄せてきて、思いがけない集客効果に案内所のスタッフも満足げだ。

　ラ・フォリアはその状況を確認すると、いつもの優ゆう艶えんな笑みを浮かべて、

「では、そろそろ頃ころ合あいですね。古こ城じよう」

「え？」

　古城が視線を向けるより早く、王女は顔を隠かくしていたフードを取り去った。美しい銀髪がふわりと広がり、人々の注目を惹ひきつける。驚おどろく古城の目の前で、さらにラ・フォリアは眼鏡めがねを外し、特徴的な碧あおい瞳ひとみをあらわにする。

「お、おい、ラ・フォリア！　こんなところで眼鏡を取ったら──」

「バカ、古城！」

「あ……！」

　迂う闊かつにも王女の名前を呼んでしまった古城の口を、浅あさ葱ぎが殴りつけるような勢いで塞ふさぐ。

　だが、すべてはもはや手遅れだった。半信半疑でラ・フォリアを注視していた人々の表情に確信の色が広がり、地鳴りのようなどよめきが起きる。

「ラ・フォリア様……？」

「姫様？　まさか、ご本人なのか……!?」

「どうしてラ・フォリア王女がこんなところに……!?」

　雪ゆき菜なたちを目当てに集まっていた見物客たちの興味が、一斉にラ・フォリアへと向けられた。彼らが洩もらした驚きよう愕がくの声が、さらに多くの人々を引き寄せる。

「あらー、大変ー。気づかれてしまいましたわー」

　ラ・フォリアがわざとらしく慌あわてたような声を出す。清すが々すがしいまでの棒読みだ。

　王女を見つめる群衆の間には、危険なほどの興奮と熱狂が渦うず巻まいていた。

　この国におけるラ・フォリアの人気は、そこらの女優やアイドルなど比較にもならない。下手に刺激したら、集まってきた人々に押おし潰つぶされる恐れすらある。

　だからといって今さら誤ご魔ま化かせるとも思えなかった。この国にいる人間で、ラ・フォリアの顔を知らない者など滅めつ多たにいないのだ。

　そして古城たちが呆ぼう然ぜんとしている間にも、王女を取り囲む人々の数は更さらに増している。

「王女、避難を！」

　これ以上の混雑は危険だと判断した紗さ矢や華かが、ラ・フォリアを庇かばうように前に飛び出して叫んだ。それが引き金になって、群衆が一気に古城たちのほうへと雪崩なだれこんでくる。

「紗矢華もああ言ってますし、行きますよ、古城」

　群衆の視線が紗矢華に向いた一いつ瞬しゆんの隙すきを逃さず、ラ・フォリアが古城に自分の腕をからめてくる。いつの間にかフードを被かぶり直していた彼女は、するりと群衆に紛れこみ、古城の手を引いて走り出した。

「え!?　おい、ラ・フォリア……！」

　古こ城じようは仕方なく王女に続いた。なにはともあれ、まずはラ・フォリアの脱出が最優先だと考えたのだ。古城たちの逃走に気づいた浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜが、ぎょっとしたように振り返る。だが、猛もう烈れつな勢いで押し寄せてくる人の波が邪じや魔まをして、彼女たちは動けない。紗さ矢や華かに至っては群衆に押し流されて、ラ・フォリアから遠ざかる一方だ。そして凪なぎ沙さたち民族衣装の三人は、スタッフの機転で、観光案内所の建物の中に避難させられていた。

「先輩！」

　逃走する古城の背中に向かって、雪ゆき菜なが建物の中から懸けん命めいに手を伸ばす。

　古城を呼ぶ彼女の悲痛な声は、群衆のざわめきに阻はばまれてどこにも届かない。
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　雑ざつ踏とうのわずかな隙すき間まをすり抜けるように駆け抜けて、運河沿いの細い路地に出たところで、ラ・フォリアはようやく走るのをやめた。ナカリス通りのマーケットで起きた騒さわぎも、この路地までは聞こえてこない。

「ここまで来れば、大丈夫のようですね。護ご衛えいの騎き士したちもうまく巻いたようです」

　背後の様子を確認しながら、ラ・フォリアが古城に笑いかけてくる。人通りの少ない路地のどこにも、ラ・フォリアの護衛たちの姿は見当たらない。一般市民が王女の存在に気づかないようにと、適度な距きよ離りを保って尾行していたのが仇あだになったらしい。

「あんた……最初からこうするつもりだったんだな……？」

　古城はラ・フォリアに手を引かれたまま、軽く息を弾はずませながら質問した。

　王女は悪びれもせずにうなずいて、

「ほかにあなたと二人きりになる方法を思いつきませんでしたから」

「二人きり？　なんでそこまでして……？」

　古城が警けい戒かいしながらラ・フォリアを見つめる。こんな強引な手段を使ってまで古城の独占を目もく論ろんだ王女が、なにか企たくらんでいるのではないかと不安になるのはむしろ当然だろう。

　しかしラ・フォリアは落ち着いた口調で、古城に訊きいた。

「昨晩、離り宮きゆうでわたくしが言ったことを覚えていますか、古城？」

「俺おれに叶かなえて欲しい願いがあるって話だったか」

　古城がうなずきながら訊き返すと、ラ・フォリアは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。かすかな寂しさを滲にじませた微笑みだった。

「なに不自由なく欲しいものすべてを手に入れてきたわたくしにも、ひとつだけ自由にならないものがあるのです」

　ラ・フォリアが、そう言って古城に身体からだを寄せてきた。女性のほうが目ま深ぶかに被かぶったフードで顔を隠かくしている点を除けば、仲のいい恋人同士のような位置関係だ。

「それは好きな殿との方がたと並んで街を歩くことです。二人きりで、普通の恋人たちのように」

　少し背伸びしたラ・フォリアが、古こ城じようの耳元で囁ささやくように告げてくる。

　瞳ひとみに悪戯いたずらっぽい光を浮かべた王女を、古城は呆あつ気けにとられたような表情で眺ながめた。

「それがあんたの望み……なのか？」

「意外ですか？　こう見えてわたくしも年頃の女の子なのですよ？」

　可愛かわいらしく拗すねたような態度でそう言って、ラ・フォリアが古城を見上げてくる。ただの演技だとわかっていても、心こころ惹ひかれそうになる可か憐れんな表情だ。

　しかし古城はそんな王女を見返し、くっ、と小さく失笑した。

「笑いましたね？」

　古城のその反応はさすがに予想外だったのか、王女が驚おどろいたように目を大きくした。彼女の全身から冷え冷えとした魔ま力りよくが放出されるのを察知して、古城は大急ぎで首を振る。

「いや、違うんだ。さすがのあんたも、自分自身のことはよくわからないんだな、と思って」

「それはどういう意味ですか？」

　ラ・フォリアが演技ではなく拗ねたような口調で訊きいてくる。

　背中に冷や汗をかきながらも、古城は誤ご魔ま化かすのを諦あきらめて正直に白状することにした。口先だけの言葉で、この王女を言いくるめられるとは思わない。

「気を悪くしないで欲しいんだけど、あんたはいつだって不自由で、本当に欲しいものを手に入れるために誰だれよりも努力してるように見えたからさ」

「え？」

　怒られることを承知で告げた古城の言葉に、ラ・フォリアがいつもの余裕めいた微笑を消した。軽く睨にらみつけてくる王女から、古城は居心地悪そうに目を逸そらしつつ、

「正直、そういうところは尊敬してたんだよ。血筋とか肩書きとか関係なくさ」

　ぼそりと本音を洩もらした古城を、ラ・フォリアはしばらく無言で眺めていた。

　変装用の眼鏡めがねごしでもはっきりとわかる美貌を向けられて、古城は落ち着かない気分になる。

「……ラ・フォリア？」

　長引く沈ちん黙もくに耐えかねたように、古城が王女の名前を呼んだ。

　ラ・フォリアは眼鏡のズレを直そうとするように、両手を頰ほおに当てたまま目を伏せる。

　その頰は、なぜか赤く染まっていた。褒ほめられ慣れているはずの彼女に限ってはあり得ないことだが、まるで本気で照れているようにも見えた。

　しかし彼女の動揺はほんの一いつ瞬しゆんで幻のように消え去り、気づけばラ・フォリアはいつもの澄すまし顔で古城を見つめていた。その碧あおい瞳の輝かがやきの強さに、古城は小さく息を吞のむ。

「そうですね。訂正します。わたくしは自分が本当に欲しいものは、どんな手段を使ってでも手に入れます。これまでも、これからもです」

「あ、ああ」

　にこやかに宣言するラ・フォリアの奇妙な迫力に、古こ城じようは軽くたじろぎながらうなずいた。

　王女は、そんな古城の腕に再び自分の右腕をからめると、

「それでは最初の望みを叶かなえてもらうことにしましょう。まずは食べ歩きというものに挑ちよう戦せんしたいと思います」

「……まあいいか。合流場所は駅前って決めてあったしな」

　ラ・フォリアが指さすクレープの屋台を眺ながめつつ、古城は短く息を吐いた。

　王女の出現によって生じたマーケットの混乱はまだ続いているが、騒さわぎに巻きこまれた妹や友人たちについては、ひとまず心配ないだろうと判断する。あちらには雪ゆき菜なと紗さ矢や華かがついているのだ。少々の物理的な危険なら、彼女たちがどうにかしてくれる。

　今となっては、危ないのは、むしろラ・フォリアのほうだった。さっきのような騒ぎに再び巻きこまれたら、正直、古城一人で王女を護まもり切る自信はない。

　そんな古城の不安を知ってか知らずか、ラ・フォリアは、屈くつ託たくのない笑みを浮かべてクレープの屋台に突撃していく。

「ふふっ、値引き交渉は任せてください。伊達だてにこれまで、数多くの外交交渉をこなしてきたわけではありません」

「いや、屋台のおっちゃん相手に王族の外交スキルを披ひ露ろうするのはどうかと思うぞ」

　早くも疲労を覚えながら、ラ・フォリアの買かい喰ぐいにつき合う古城。無む邪じや気きに笑う王女の姿を見てしまったら、護ご衛えいをまいて逃げ出した彼女を責める気にはなれなかった。せめて自分がこの国にいられる間だけでも、彼女のわがままにつき合ってやろうと思う。

　ラ・フォリアはたっぷりとトッピングをサービスさせたクレープを食べながら、運河沿いの路地を散策し、観光客向けのゴンドラに乗って運河を下った。川辺では無数の鳩はとたちと戯たわむれ、大道芸人たちの演技に歓かん声せいを上げる。

　ごく普通の少女のように振る舞う彼女の笑顔に、古城は何度も目を奪うばわれた。反則的に魅力的な表情だ。もしも今の彼女を写した写真が掲載されたら、その雑誌は爆ばく発はつ的に売れまくるに違いない。

「次は公園に行きますよ、古城」

「公園？」

　唐とう突とつなラ・フォリアの提案を奇妙に思いつつ、古城は彼女が指し示した方角へと向かった。

　王女が古城を案内したのは、小高い丘の上にある小さな公園だ。

　長い階段を上った先には噴水があり、噴水の奥には美しい彫刻が置かれている。戦いくさ乙女おとめを象かたどった壮そう麗れいなブロンズ像だ。美しい公園ではあるが、特別に眺めがいいわけでも、目立つ建物があるわけでもない。そのわりに公園を訪れている観光客の数は多かった。

「気のせいか、やたらに若いカップルの比率が高い気がするな」

　階段の途中で立ち止まって、古こ城じようは怪け訝げんな口調で呟つぶやいた。カップルが多いというよりも、ほとんどカップルしかいない、といったほうが正確か。仲なか睦むつまじく身体からだを密着させた若い男女が、それほど広くもない公園の至るところで愛を語らっている。

「ある意味、ヴェルテレースでいちばんの観光名所ですから」

「そうなのか？」

　思わせぶりなラ・フォリアの説明に、古城は驚おどろいて周囲を観察する。なんらかの歴史的なモニュメントでも展示されているのかと思ったのだ。

　そんな古城の反応に、王女は可愛かわいらしく声を洩もらして笑う。

「あの戦いくさ乙女おとめ像の前でキスをした恋人たちは、永遠に別れないという伝説があるのです」

「ああ、そういうやつか。アルディギアにもその手のロマンティックなジンクスがあるんだな」

　肩かた透すかしを喰くらったような表情で、古城は嘆息した。似たような伝承は、絃いと神がみ島じまでも聞いたことがある。たいていは観光客向けのいい加減な作り話だ。

　しかしラ・フォリアは声を潜ひそめて、真剣な表情で続けてくる。

「はい。約束を違たがえた男のことは、たとえ地の果てまで逃げても戦乙女の呪いが必ず殺す、と」

「全然ロマンティックじゃなかった！　恐こわいな、その伝説！」

　予想とだいぶ違った伝説の中身に、本気で寒気を覚える古城。ジンクスというよりはむしろ呪のろいだが、アルディギアの国民的には、そういうわかりやすい内容のほうが受けるのかもしれない。少なくともラ・フォリアの気性には合っているはずだ。

「それでは、古城。お願いします」

　そのラ・フォリアが、噂うわさの戦乙女像の前で足を止めて眼鏡めがねを外した。祈るように両手を胸の前で合わせて、古城をじっと見上げてくる。

「……え!?　まさか、あんたにキスするのか!?　俺おれが!?」

　ラ・フォリアの意図に気づいて古城がうろたえた。彼女が古城をこの公園に連れてきたのは、戦乙女像の呪いを実行するためだと気づいたのだ。

「わたくしの望みを叶かなえてくれるのではなかったのですか？」

　無防備に目を閉じながら、ラ・フォリアが古城を追い詰めてくる。これが古城をからかうためのただの冗談なら良かったのだが、ラ・フォリアはそんな悪ふざけはしない。彼女がやれと命じたのなら、それは百パーセント本気なのだ。

「これがあんたの望みなのか!?　だけど、まずいだろ、それはいろいろと……！」

「まずいというのは、なにがです？」

「いや、だってそういう行為は、本当に好きな相手とじゃないと──」

「違います。それは逆ですよ、古城。今このときを逃したら、わたくしには永遠にそのような機会は訪れないのです。自由な恋愛など許されない、哀あわれな王族の娘には」

　王女が淡々とした口調で告げてくる。穏おだやかだが、それゆえに彼女の言葉には力があった。

　第一位の王位継承権を持つラ・フォリアには、交際相手を自由に選ぶ権利はない。

　彼女の婚こん姻いんに求められる条件は、王国に利益をもたらす影えい響きよう力りよくの持ち主であること。それだけだ。彼女の意思など無関係なのだ。

　そのラ・フォリアがこれまで政略結婚を強要されずに済んでいたのは、現在の国王が彼女を溺でき愛あいし、手元に残したがっていたからだという。だが、そんな状況がいつまでも許されるとは限らない。王女本人が言うとおり、彼女が恋愛ごっこを体験できるのは、これが最初で最後の機会なのかもしれなかった。

「それとも、キスではなく、わたくしの生き血をお望みですか？」

　しかしラ・フォリアは悲ひ愴そう感かんなど微み塵じんも感じさせない口調で、古こ城じようを誘惑するようにそっと髪をかき上げた。フードが脱げて長い銀髪がこぼれ落ち、彼女の細い首筋があらわになる。
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「う……」

　王女の白い肌に古城の瞳ひとみが吸い寄せられた。ドクン、と心臓が荒々しく跳はねる。視界が深紅に染まり、異様な喉のどの渇かわきが襲おそってくる。吸血衝しよう動どうだ。

　強烈な血への渇かつ望ほうに耐える古城へと、ラ・フォリアはさらに挑ちよう発はつ的に身体からだを寄せてくる。

　古城の両手が、欲望に衝つき動かされて彼女を抱きしめようとした。

　その寸前、凄すさまじい殺気が古こ城じようを襲おそってくる。

「見つけたぞ、ラ・フォリア・リハヴァイン！」

　大気を震ふるわす怒ど声せいとともに戦いくさ乙女おとめ像の背後から飛び降りてきたのは、悪趣味な銀色のマントを羽は織おった巨漢だった。

　腕や脚も、鎧よろいに覆おおわれた肩や胸の筋肉も、とにかくごつい。獅し子しのたてがみを思わせる赤い蓬ほう髪はつに太い眉まゆ。全身から放たれる男臭い覇は気きは、見ているだけで息が詰まりそうなほどだ。

　男の左手には古びた円まる楯たてが、そして右手には巨大な剣が握にぎられていた。刃渡り一メートルを超える長ちよう剣けんだが、男が構えていると普通の剣よりも短く感じられる。刀とう身しんは魔ま族ぞく用の戦せん斧ぷのように分厚く、精せい緻ちな魔術紋様が刻みつけられていた。

「なっ!?」

　問答無用とばかりに振り下ろされた巨大な剣の切きっ先さきが、自分の頭頂部に向けられていることに気づいて、古城が顔色を変える。

「死ね────ッ！」

　強烈な衝しよう撃げき波はとともに振り下ろされた巨漢の一撃で、地面が石畳が粉砕され、白煙が舞った。

　恋人たちが集う平和な公園が、たちまち阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うず巻まく戦場へと変わる。
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「ぬううん！」

　地面にめりこんだ大たい剣けんを力任せに引き抜きながら、巨漢は古城を憤ふん怒ぬの眼まな差ざしで睨にらみつけた。

　古城は咄とつ嗟さにラ・フォリアを抱き上げて、男から四、五メートル離はなれた場所に着地している。

「逃れたか！　小こ賢ざかしい真似まねを……！」

　男が剣を構え直した。中世のヴァイキングを連想させるふざけた恰かつ好こうだが、隙すきが無い。予想以上に腕の立つ剣士だ。

　王女の命を狙ねらう暗殺者か、あるいは平和記念式典に反対するテロリストか──どちらにしても油断のならない危険な敵だった。

「下がってろ、ラ・フォリア！」

「はい、あなた」

「……あなたって、まあいいか」

　王女を背後に逃がしながら、古城が重心を落として身構える。そんな古城の姿を頼もしげに見つめながら、素直に指示に従うラ・フォリア。それを目撃した巨漢の頰ほおが憤ふん激げきに歪ゆがむ。

「小僧、貴き様さま、吸血鬼か！　噂うわさの第だい四よん真しん祖そに間違いないな！」

「そう言うあんたは何者だよ？」

　叩たたきつけてくるような男の殺気に逆らいながら、古こ城じようが問い返す。だが、答えの代わりに返ってきたのは、砲弾にも似た荒々しい斬ざん撃げきだった。

「貴き様さま如ごときが我の名を問うのか!?　王族の娘にたかる虫けらの分際で！」

「なっ!?」

　かろうじて刃を回避した古城だが、男の攻撃が生み出す衝しよう撃げき波はだけで、身体からだひとつぶん吹き飛ばされてしまう。人間離ばなれしたでたらめな腕力だ。

「強つえェ……オイスタッハのオッサン以上かよ……!?」

　大柄な肉体から生み出す強烈無比な斬撃は、ロタリンギアの殲せん教きよう師し、ルードルフ・オイスタッハを思い起こさせた。しかし目の前の巨漢の剛ごう力りきは、強化鎧よろいによる筋力アシストを受けていたオイスタッハと同等かそれ以上だ。生身の肉体ゆえの繊せん細さいな動きに裏打ちされた男の攻撃は、吸血鬼化した古城の動体視力でも完全にはとらえきれない。

　それでも攻撃をかわした古城に、男は激げつ昂こうし、

「よけるな、小僧ッ！　貴様、それでも漢おとこかッ!?」

「アホか！　よけなきゃ死ぬだろうが！」

「貴様も一いつ端ぱしの漢おとこなら、正面から我が一撃を受け止めてみせよ！　できなくば死ね！　腰抜けの血を撒まき散ちらしながら、アルディギアの大地に散れ！」

「いくらなんでも無茶苦茶過ぎるぞ、オッサン！」

　男の勝手な言い草に呆あきれ果てながらも、古城は必死で攻撃をよけ続ける。公園にいる市民やラ・フォリアを護まもるためには、たとえ不利でも逃げ出すことはできない。警察なり軍隊なりが救援に来てくれるまで、どうにか男を足止めしておく必要がある。

　しかしそんな古城の消極的な戦法が、男の怒りをさらに滾たぎらせた。

　男の感情の昂たかぶりに呼応するように、彼の剣が魔ま術じゆつの輝かがやきに包まれる。

「よかろう。ならば、もはや貴様を対等の戦いに相応ふさわしき漢おとことは認めぬ！　誇ほこりを持たぬ野良犬として処分してくれようぞ」

「っ!?　馬ば鹿か、よせ！」

　男の剣に宿った爆ばく発はつ的な魔力に気づいて、古城が表情を凍らせた。生身の人間が操っているとは信じられないほどの膨ぼう大だいな熱量だ。そんなものが無差別に解き放たれたら、公園内にいる多くの一般市民が巻きこまれる。

　よけられないと悟った古城が、吸血鬼の力の一部を解放した。

　吸血鬼が自らの血の中に宿している眷けん属ぞくたる獣けもの──第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうが、古城の眼前に、輝く金こん剛ごう石せきの結晶を形成する。敵対者の攻撃を受け止め、そのまま相手へと反射する〝神羊の金剛メサルテイム・アダマス〟の結晶防御壁だ。

「ぬおっ！」

　金こん剛ごう石せきの防御壁を斬きりつけた巨漢が、予期せぬ古こ城じようの反撃に獣じみた唸うなり声ごえを上げた。飛び散った結晶が互いにぶつかり合って角度を変え、無数の弾丸と化して男を襲おそう。

　自分自身の攻撃の威力をまともに浴びて、男の巨体が吹き飛んだ。古城の反撃の余波だけで、地面が抉えぐれ、粉ふん塵じんが舞う。常人なら全身が細こま切ぎれになってもおかしくないほどの衝しよう撃げきだ。

「やばい……やり過ぎたか……」

　第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうがもたらした想像以上の破壊に、古城の顔が青ざめる。いくら相手が凶悪な犯罪者だとしても、さすがにこれは過剰防衛だ。

「まだです、古城！」

　動揺する古城の背後から、ラ・フォリアが鋭く檄げきを飛ばす。驚おどろいて顔を上げた古城が見たのは、降りそそぐ瓦が礫れきを払いのけて立ち上がった男の姿だった。

「耐えたのか、今の一撃に……!?」

「真の漢おとこには、貴き様さまごとき惰だ弱じやくな野良犬の攻撃など効かぬ！」

　無茶苦茶な理屈を喚わめき散ちらしながら、巨漢が再び剣を掲かかげる。古城は残った金剛石の結晶を、砲弾に変えて男へと撃ちこんだ。が、

「喝かァ──ッ！」

「なに!?」

　不ふ朽きゆう不ふ壊えの金剛石の結晶を、男の剣が粉々に打ち砕く。その瞬しゆん間かん、古城は男が操る魔ま術じゆつの正体に気づいた。だが、遅かった。

　古城が反応する前に、男は古城を剣の間合いにとらえている。防御壁を破壊された古城には、その攻撃は防げない。

　しかし男が振り下ろした剣が、古城を斬きり裂さくこともない。横から放たれた銀色の閃せん光こうが、男の剣を弾はじき飛ばしていたからだ。

「ぬ!?」

「先輩！」

　男のうめきと、少女の澄すんだ声が重なる。

　危ういところで古城を救ったのは、銀色の槍やりを構えた雪ゆき菜なだった。古城とラ・フォリアを探している最中に、この公園での騒さわぎに気づいて駆けつけてきたのだろう。

「姫ひめ柊らぎ、気をつけろ！　そいつの攻撃は──」

「わかっています。ヴェルンド・システムですね」

　再び制服に着替えていた雪菜が、着地と同時に槍を構え直す。巨漢を睨にらみつける彼女の瞳ひとみは、完全に本気の戦せん闘とう態勢だ。油断できない難敵だと、今の一いつ瞬しゆんの攻防で看かん破ぱしたのだろう。

　圧倒的な破壊を撒まき散ちらす第四真祖の魔力を、斬り伏せることができる武器など、基本的には存在しない。その数少ない例外のひとつが、ヴェルンド・システムと呼ばれる魔術装置が生み出す、擬似聖剣だった。魔術的に結合リンクされた精せい霊れい炉ろから送りこまれた膨ぼう大だいな霊気が、通常の武器の威力を、聖せい剣けんクラスにまで引き上げるのだ。

　だがそれは、聖せい環かん騎き士し団だんの騎士だけが使えるアルディギア王国の最高機密である。

　その擬似聖剣ヴエルンド・システムを操る者が、名も無き雑魚ざこであるはずもない。聖環騎士団と同等の技術を持つ組織の一員か、あるいは騎士内部の裏切り者か。いずれにしても危険な敵であるのは確実だ。

　しかし雪ゆき菜なに刃を向けられた巨漢は、古城を相手にしていたときとは打って変わって、突然、激しい動揺を見せる。

「待て、娘！　なぜ、その男を庇かばう!?　其奴は、そこな王女に淫いん行こうを働こうとしていた漢おとこの風かざ上かみにも置けぬ不ふ埒らち者ものだぞ！」

「その王女を殺そうとしたテロリストが好き勝手なこと言ってんじゃねえ！」

　男の一方的な言い掛かりに、反射的に古こ城じようが言い返す。古城がラ・フォリアの誘惑に流されかけていたのは事実だが、見ず知らずの襲しゆう撃げき者しやに文句を言われる筋合いはない。

　しかし男は、なぜか古城の言葉に過剰反応して、

「だ、誰だれがテロリストか──っ！」

「伏ふし雷いかずち！」

　隙すきだらけになった男の顎あご先さきに、雪菜の回まわし蹴げりが炸さく裂れつする。見事なまでの不意討ちに、男の巨体がぐらりと揺れた。がっ、と男は苦く悶もんの息を吐き、胸元をガードしていた左腕が下がる。

　雪菜はその隙を見逃すことなく、男の懐ふところへと潜もぐりこんだ。そして絶対に回避不可能なゼロ距きよ離りから、男の鳩尾みぞおちに拳こぶしを当てる。

「響ゆらぎよ！」

　呪じゆ力りよくを物理的な打撃力に変えて、雪菜はその拳を男に叩たたきつけた。強きよう靭じんな生命力を誇ほこる獣じゆう人じん種しゆすら悶絶させる生体内部への攻撃。対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうに特化した剣けん巫なぎの、接近戦における切り札だ。

　だが、伝わってくる異様な手て応ごたえに、必殺の打撃を放った雪菜の表情が凍りつく。

「ぬおおおおおおっ！　なんの、これしき！」

「なっ……!?」

　男に攻撃を撥はね返されて、雪菜の小柄な身体からだが吹き飛んだ。

　雪菜の攻撃が不発だったわけでも、特殊な防御技術を使われたわけでもない。男は筋肉と根性だけで、雪菜の打撃に無理やり耐えてみせたのだ。

　とはいえ、さすがに男のダメージもでかい。ようやく動きの鈍った男に向けて、右手を伸ばしたのはラ・フォリアだった。彼女の周囲が青白い燐りん光こうに包まれ、清せい冽れつな魔力が渦うずを巻く。

「──我が身に宿れ、神々の娘。軍勢の縛いましめ。荒れ狂う者よ！」

「ま、待て！　ラ・フォリア！」

　王女が唱える呪じゆ文もんに気づいて、男がギョッと目を剝むいた。

　もちろんラ・フォリアは詠えい唱しようをやめない。精せい霊れいを操る王女が生み出したのは、大気が白く凍いてつくほどの極寒の凍気だ。その凍気が小規模な竜たつ巻まきと化して、男の周囲を吹き荒れる。

「やめっ……ぐお……!?」

　魔ま術じゆつによって生み出されたものであっても、低温の大気自体は単なる自然現象だ。魔力を無効化する擬似聖剣ヴエルンド・システムでも、王女の攻撃は防げない。

　巨漢の全身は鎧よろいごと白く凍りつき、今度こそ完全に動きを止める。

「倒した……のか？」

　立ったまま氷像と化した男を眺ながめて、古こ城じようが不安げに自問した。

　普通の人間なら即死でもおかしくないラ・フォリアの凶悪な魔術攻撃だが、この男に限ってこの程度で死ぬとは思えない。せいぜい寒さに凍こごえて意識をなくしただけだろう。

「どうしてテロリストが、王女の居場所を？」

　雪ゆき菜なは槍やりを構えたまま、首を傾かしげている。

　王女であるラ・フォリアが命を狙ねらわれるのは不思議ではないが、それにしてもこの襲しゆう撃げきは不可解だ。彼女が変装して街を出歩いていることは、王宮内でもごく一部の者にしか知らされていない機密事項だったのだ。なのになぜ、男はラ・フォリアの居場所を知っていたのか。

　そしてなぜ、王女ではなく、一緒にいた古こ城じようの命を狙ねらったのか──

　古城たちが疑問の答えを出せずにいる間に、何台もの車が近づいてきて公園の前に停車した。車から降りてきたのは、黒ずくめの目立たない服を着た男たちだ。警けい察さつか、王室の警備隊かはわからないが、ラ・フォリアの護ご衛えいが到着したらしい──そう思って、古城が安あん堵どする。

　しかし表情を硬く強こわ張ばらせた黒服たちは、王女ではなく、氷漬けになった襲撃者のほうへと真っ先に駆け寄った。彼らの瞳ひとみに浮かんでいるのは、不安と憂ゆう慮りよと諦あきらめの色だ。

「へ、陛へい下か！」

「陛下、ご無事で──!?」

「いかん。ラ・フォリア様の凍結魔術だ。ここにある装備では解かい呪じゆできん。すぐに王宮に運ぶ。宮きゆう廷てい魔ま導どう技ぎ師しに連絡を！　急げ！」

　男の巨体を黒服たちが数人がかりで担かつぎ上げ、よたよたと車へと運んでいく。古城と雪ゆき菜なは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま彼らの行動を眺ながめていた。なにがどうなっているのかわからない。

「へ……陛下？」

　雪菜が槍やりを隠かくすことも忘れて、放心したような口調で呟つぶやいた。

「陛下って、王様のことか？　ってことは、あれがアルディギアの国王……？」

　ちょっと待て、と古城が目元を覆おおって思考を整理する。古城の前に現れてからの、襲撃者の言動を最初から思い出す。アルディギアの現国王ということは、つまりラ・フォリアの父親ということだ。溺でき愛あいしている自分の娘が、異国の見知らぬ吸血鬼と密着してキスをせがんでいるように見えたなら、父親としては怒るかもしれない。というか、確実に怒る。絶対怒る。

　どういうことだ、と古城がラ・フォリアに目を向けても、王女は素知らぬ顔で微笑ほほえむだけだ。

　古城と雪菜は互いに顔を見合わせて、たらり、と冷や汗を浮かべた。

　一国の王に向けて眷けん獣じゆうの魔ま力りよくをぶっ放した世界最強の吸血鬼と、国王の顎あごを蹴けり上あげ、土手っ腹を殴りつけたその吸血鬼の監視役。そんな二人が同時に絶叫する。

「え、ええええええ────!?」

　戦いくさ乙女おとめ像が見守る前で、銀髪の王女はクスクスと声を洩もらして笑っていた。
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　ガラス張りの美しいテラスを、穏おだやかな午後の陽ひ射ざしが照らしていた。

　アルディギア王国の中ちゆう枢すう、ヴェルテレース宮きゆう殿でんの中庭だ。楕だ円えん形けんの大きなテーブルに沿って並べられた椅い子すに、古こ城じようたちは座っている。

「うふふふふふふふふふ」

　テーブルを挟はさんだ向かい側では、垢あか抜ぬけたスーツを着こなした女性が、肩を震ふるわせながら上品に笑っていた。ラ・フォリアによく似た美しい銀髪の持ち主だ。そろそろ四十歳になると聞いていたが、実年齢よりずっと若く見える。少女のような無む邪じや気きな笑顔のせいだろう。

　朗らかに笑う女性の隣となりには、ふて腐れたような表情の巨漢が座っている。

　時折、洟はなをすすっているのは氷漬けにされた後遺症らしい。アルディギア国王、ルーカス・リハヴァインと、その妻、王妃ポリフォニア・リハヴァインである。

「ああ、おかしい。そう。それで、そんなお怪け我がをなさっているのですね。うふふふふ」

　夫である国王の口から事の顚てん末まつを聞かされて、王妃は愉たのしそうに笑い続けている。見ている者を幸せな気持ちにさせる、柔らかで魅力的な笑顔だった。ふわふわとした柔らかな雰ふん囲い気きは、夏か音のんと共通した要素を感じさせる。ある意味、それも当然だろう。彼女たちは姉妹なのだから。

「なにもおかしいことなどない」

　不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえを突きながら、ルーカスが言う。彼の顎あごには白い湿しつ布ぷ薬やくが貼はりつけられていた。雪ゆき菜なに蹴けられた傷を治療したのだ。常人なら顎が砕けるくらいの衝しよう撃げきだったはずだが、それが湿布薬一枚で済むあたり、やはり普通の人間ではない。

「本当にすみませんでした。てっきりラ・フォリアを狙ねらってるテロリストかと思って……」

　古城はそう言って国王に深々と頭を下げた。雪菜も同じく恐縮した様子で項うな垂だれている。

　そんな古城たちの謝罪の言葉を、ルーカスは途中で遮さえぎって、

「他人の娘を呼び捨てにするなッ！」

「ええ……っ？」

　怒るところはそっちかよ、と古城は困惑しながらアルディギア王を見つめ返す。と、

「謝る必要はありませんよ、古城。あれは誰だれがどう見ても正当防衛ですから」

　ルーカスの隣に座っていたラ・フォリアが、そう言って父親に冷ややかな視線を向けた。

　ふん、とルーカスはひねくれた子どものように王女から顔を背けて、

「娘を護まもろうとする父親は、法の制約など受けぬ！」

「娘の婚約者に背中から斬きりかかるような男に、父親を名乗る資格はありません」

　ばっさりと斬って捨てるようなラ・フォリアの言葉に、ぐぬ、と言葉を詰まらせるルーカス。

　そんな父おや娘この会話を聞いていた凪なぎ沙さが、ギョッと驚おどろいたように古城を見た。

「婚約者!?　古こ城じよう君って王女様の婚約者だったの!?」

「いや、そんなわけ──」

　ないだろ、と言いかけた古城の声は、ルーカスの怒ど声せいにかき消される。

「認めん！　儂わしは婚約など絶対に認めんぞ！」

「だから認めるもなにも──」

「あーあー！　聞こえん！　貴き様さまの言い訳など聞こえんなあ！」

　両手で耳を塞ふさいで喚わめきながら、古城の発言を無視するルーカス。面倒くさい父親というよりは、聞き分けのない子どものような振る舞いだ。とても国王のやることとは思えない。

　一方、王妃は微笑ほほえみを絶やすことなく平然とうなずいて、

「あら、よろしいのではないかしら。ね、トリーネ？」

「はい。元げん老ろう院いんの中にも、王女殿でん下かを国内外の有力な王おう侯こう貴族に嫁とつがせようと画かく策さくしている者は少なくありません。ですが、殿下の婚約者が第だい四よん真しん祖そとなれば、彼らとて引き下がらざるを得ないでしょう」

　王妃の言葉に応こたえたのは、王妃の背後に侍はべっていた若い女じよ官かんだった。眼鏡めがねの似合う生き真ま面じ目めそうな秘書官だ。トリーネと呼ばれた彼女の発言に、ルーカスは逆上したように声を震ふるわせる。

「しかし其そ奴やつは魔ま族ぞくだぞ!?　誇ほこり高きアルディギア王家の血けつ脈みやくに魔族の血が混じることを、国民が許すとでも思っているのか……!?」

「は!?　なによそれ!?」

　がたん、と乱暴に椅い子すを蹴けって立ち上がったのは浅あさ葱ぎだった。古城を貶けなすルーカスの言葉が、浅葱の逆げき鱗りんに触れたらしい。〝魔族特区〟育ちであることを誇りにしている浅葱にとって、アルディギア国王の差別的な発言は、容認できるものではなかったのだろう。

「落ち着け、浅葱！　なんでおまえがキレそうになってんだ!?」

「キレるわよ！　王家の血筋だかなんだか知らないけど、そんなクソみたいな理由で他人を見下すクソに王を名乗らせておくなんて、魔ま導どう先進国が聞いて呆あきれるわ」

「よく言ってくれました、浅葱。わたくしも同じ考えです」

　激げつ昂こうする浅葱に賛同して、ラ・フォリアが微笑んだ。銀髪の王女が、父親であるルーカスを見つめて、氷のような微笑を浮かべる。

「王家の血筋？　それを仰おつしやるなら、そもそも陛へい下か、御おん身みも他国の平民出身ではありませんか」

「ぬぐ……!?」

　娘から投げかけられた辛しん辣らつな言葉に、ルーカスが顔面を紅こう潮ちようさせた。しかしラ・フォリアは次の瞬しゆん間かん、ルーカスを恭うやうやしく見上げてにっこりと笑う。

「ですが、わたくしはその父上を誰だれよりも誇りに思い敬愛しております。それは我が国の民も同じでしょう」

「う、うむ」

　貶けなした直後に持ち上げる王女の話術に翻ほん弄ろうされて、ルーカスはそれ以上なにも言えなくなる。

　二人の会話を聞いていたポリフォニア王妃が、微笑ほほえんで真まっ直すぐに古こ城じようを見据えた。そして思わせぶりな口調で告げてくる。

「アルディギアの王を名乗るのに、生まれ持った身分など関係ありません。精せい霊れいの加護を受けた姫ひめ御み子こが、伴はん侶りよと認めた人物──その者だけが、王を名乗ることを許されるのです」

「は、はあ」と古城は曖あい昧まいにうなずくしかない。

「ご参考までに、アルディギア国民のおよそ二割が戦せん王おう領りよう域いきからの移民であり、それ以外にも、魔ま族ぞくとの混交によって生まれた人々が一割程度いるといわれています。先ほどの陛へい下かの差別的発言については、早めに訂正されたほうがよろしいかと」

　タブレット端末を取り出したトリーネが、事務的な口調でルーカスをたしなめた。ルーカスは唇くちびるを歪ゆがめながら重々しくうなずき、恨みがましい目つきで古城を睨にらむ。

「わかっておる！　儂わしが気に入らないのは魔族ではなく、其そ奴やつ自身だ！」

「ですが、国民の多くはそうは思っていないようです」

「なに？」

　間かん髪はつを入れずに反論されたルーカスが、驚おどろいたような表情で振り返る。トリーネはタブレット端末を見つめたまま、クイッと眼鏡めがねのズレを直して、

「我が国では第だい四よん真しん祖そは非常に高い人気と好感度を誇ほこっており、街頭アンケートでは、とても好き・好き・どちらかといえば好き、の合計が七十四パーセント。第四真祖の実在を信じるという国民の割合は九割を超えています」

「え？　なんで？」

　王宮秘書官の報告に戸惑ったのは、古城のほうだった。これまで訪れたこともなかった国の人々が、自分に好意を持ってくれている理由がさっぱりわからなかったのだ。

「古城がディミトリエ・ヴァトラーを斃たおしたからですよ。あの方は我わがアルディギアにとって、過去数百年にわたって血みどろの争いを繰り返してきた仇きゆう敵てきですから」

　ラ・フォリアが愉たのしそうに笑って答えてくる。彼女の言葉で、古城は、アルディギアが〝戦せん王おう領りよう域いき〟と人類との戦いの最前線だったことを、今さらのように思い出していた。

　数百年も続いた戦争で、多くのアルディギア国民が命を落とした。

　その中にはヴァトラーに殺された者もいるだろう。戦争が終わって平和条約が結ばれても、人々はその恨みを忘れていない。

　だからこそ、両国の平和記念式典には意味があり、それを妨害しようとする勢力もいる。

　古城は真祖大戦の一件で、図らずも彼らの問題に踏みこんでいたことになる。明後日の記念式典は、古城にとっても無関係な催もよおしではなかったのだ。

「ふん。余計な真似まねをしてくれおって。あの戦せん闘とう中毒の気取り屋の首は、いずれ儂がこの手で討ち取ってやるつもりだったものを」

　ルーカスがそう言って小さく舌打ちする。負け惜しみを言う夫の横顔を見つめて、ポリフォニア王妃はあらあらと苦笑し、

「そんなことを仰おつしやって。アラダールさんとの決けつ闘とうのときは、あんなに一生懸命になって古こ城じようさんを応援してたじゃありませんか」

「ばっ……違うぞ！　あれは其そ奴やつの戦い方があまりに未熟で見ていられなかっただけで……！　貴き様さまを応援していたわけではないからな！」

　ルーカスが、顔を真っ赤にしながら古城に怒鳴った。どうも、と古城は頭をかく。

　その場にいたのか中継を見ていたのかは知らないが、古城とアラダールの決闘をルーカスは目撃していたらしい。決闘などという時代錯さく誤ごな行為に荷か担たんしていただけでも恥ずかしいのに、それを知り合いに見られていたという事実がますます古城を居心地の悪い気分にさせる。

「付け加えるならば、第だい四よん真しん祖そがメイガスクラフト社の奸かん計けいから王女殿でん下かを救い出し、殺された騎き士したちの無念を晴らしてくださったことも、我が国では大々的に報道されています」

　古城の動揺に構わず、トリーネが淡々と説明を続けた。

「そのとき救われた王女殿下が、真祖大戦では第四真祖を支えてアルデアル公と戦い、世界の危機を救った──その姿はまるでアルディギア建国時の伝説の王と王妃のようであったと」

「まあ、それだけ聞くと、すごい美談に思えるな、たしかに」

　矢や瀬ぜが苦笑しながらうなずいた。

　浅あさ葱ぎは眉み間けんにしわを寄せながらラ・フォリアを睨にらんで、

「王女……まさか最初からそこまで計算して……？」

「計算？　なんのことでしょう？　わたくしはただ友人の助けになりたかっただけですよ」

　ラ・フォリアが聖女のような微笑ほほえみをたたえて言う。

　浅葱は黙だまって肩をすくめた。王女の意図はどうあれ、アルディギアの国民が第四真祖に好感を抱いているのは事実なのだ。国王であるルーカスといえども、その状況を覆くつがえすのは容易ではない。つまり、表立ってラ・フォリアの婚約を妨害できない、というわけだ。

「王位は!?　王位継承権はどうするつもりだ？」

　追い詰められたルーカスが、必死の形ぎよう相そうで娘を詰きつ問もんする。

　ラ・フォリアはアルディギア王家第一位の継承権の持ち主だ。彼女が絃いと神がみ島じまにいる古城に嫁とついだら、次期国王の座が空くう位いになってしまう。それは余計な権力争いを生み、王家の求心力を削そぐことにつながりかねない。それはラ・フォリアが望むことではないはずだ。

「ロンドやパッサカリアがいるではありませんか」

　しかしラ・フォリアは表情も変えずに答えた。最初から用意されていた答えなのだろう。

「……誰だれだ？」と思わず訊きき返す古城。

「ラ・フォリア王女の妹いもうと君ぎみです」古城の耳元で雪ゆき菜なが囁ささやく。

「妹？　あいつ、姉妹きようだいがいたのか？」

「はい。お二人ともまだ小学生のはずですが」

　そうか、と古こ城じようは納得してうなずいた。まだ外交の表舞台に出てくる年齢ではないため、妹たちは、ラ・フォリアほどには名前を知られていないのだ。ラ・フォリアが王位継承権を放棄すれば、彼女たちのどちらかが、自動的にその地位を引き継ぐことになる。が、

「あら、それは駄目ですよ」

　ラ・フォリアの意見に異議を唱えたのは、意外にもポリフォニア王妃のほうだった。

　咄とつ嗟さに反論しようとしたラ・フォリアを、王妃はひと睨にらみで沈ちん黙もくさせ、そして笑顔のまま古城を見つめてくる。

「一人の王がふたつ以上の国家を統治するのは、歴史的にもべつにめずらしくないでしょう？　それくらいのこと、古城さんなら出来るわよね？」

「え？　いや、それは──」

「もちろんです。古城は、わたくしの望みはなんでも叶かなえてくれると約束してくれましたから」

　言い淀よどむ古城の言葉を引き取って、ラ・フォリアがきっぱりと明言した。

　王女の勝手な主張に古城は絶句。ルーカスが意味をなさないうめき声を洩もらす。

「古城、あんた……」

「先輩……」

「暁あかつき古城ぅぅ……！」

　浅あさ葱ぎと雪ゆき菜な、そして紗さ矢や華かまでもが、古城に軽けい蔑べつのこもった眼まな差ざしを向けてきた。無責任な古城の発言に呆あきれ返かえっているらしい。

　逆に凪なぎ沙さと夏か音のんの反応は、意外にも好意的なものだった。二人とも頰ほおを赤らめながら口元を押さえて、小さく歓かん声せいを上げている。矢や瀬ぜは古城を哀あわれむような表情を浮かべつつ、ニヤニヤと笑っているだけだ。

　そして古城はようやく我に返って首を振り、

「言ってない！　なんでも叶えるなんて言ってないぞ！」

「許さん！　絶対に許さんぞ！　どうしてもラ・フォリアと婚約するというのなら、この儂わしを倒してからにしてもらおうか！」

　憤ふん慨がいしながら立ち上がったルーカスが、腰の剣に手をかけた。

　ポリフォニア王妃はそんな国王を笑顔で制止しながら、怪け訝げんそうに小首を傾かしげて、

「あらあら、あなたはもう古城さんと戦って負けてるんですよね？」

「あ、あの勝負は無効だ！　さっきはその娘とラ・フォリアが第四真祖に加勢したから不覚を取っただけで、儂はまだ負けてない！」

「本物の戦場で敗れても、そのような見苦しい言い訳をなさるおつもりですか？」

「ぐ……!?」

　王妃が口にした素朴な疑問に、ルーカスが凍りついたように固まった。

　ポリフォニアには夫を糾きゆう弾だんしようという意思はなく、疑問に思ったことを素直に訊きいているだけだ。それだけに彼女の言葉は、ルーカスの心を深く抉えぐる。太たい后こうやラ・フォリアのように策を弄ろうするタイプではないぶん、余計にタチが悪いともいえる。

　その王妃は、にこやかな微笑ほほえみを浮かべたまま、静せい謐ひつな瞳ひとみを国王に向けて、

「そもそもあなたが使った擬似聖剣ヴエルンド・システムは、誰だれのおかげで発動できたか、お忘れですか？　それともあなたが負けたのは、わたくしの力が、そちらのお嬢じようさんに及ばなかったせいだとでも？」

「と、とんでもありません」

　ダラダラと冷や汗を流しながら、アルディギア国王は自らの意見を取り下げた。

　夫が完全に沈ちん黙もくしたことを確認して、王妃は満足そうに古こ城じようを見る。

「では、素敵な縁談がまとまったこと、嬉うれしく思います」

「ちょっ……ちょっと待った。待ってくれ」

　王妃の謎なぞの迫力に圧倒されながら、古城は彼女の言葉を遮さえぎった。期待に満ちた王妃の瞳に罪悪感を覚えつつ、古城は表情を引き締めて、

「今さら言い出しにくいんだが、俺おれは、ラ・フォリアと結婚の約束をしたつもりはまったくなくて──」

「貴き様さまッ！　うちの娘のなにが不満だと言うんだ!?　言ってみろ！」

　古城の言葉が終わる前に、ルーカスがテーブルを殴りつけて立ち上がる。娘との結婚を許すつもりはないが、娘がふられるのも納得できないらしい。

「ああもう面倒くさいな、このオッサンは……」

　そう呟つぶやいて、うんざりと溜ため息いきをつく古城。ポリフォニア王妃は、そんな古城の反応を眺めて、クスクスと愉快そうに笑いだし、

「わかっています。これは元げん老ろう院いんによる政略結婚の策さく謀ぼうを牽けん制せいするために、わたくしたちの娘が仕組んだことなのでしょう？」

「……え？」

「あなたを利用するような形になってしまって、本当にごめんなさいね。無理やり結婚させるつもりはありませんから、安心してくださいな」

　あ、はあ、と古城は気の抜けたような表情でうなずいた。

　ふとラ・フォリアのほうに視線を向けると、拗すねたように頰ほおを膨ふくらませている王女の姿が目に入る。自分の策略が見透かされていたことが不服なのだろう。

「さすがはお母様、最初からすべてわかっておられたのですね」

「当然です。わたくしはあなたの母親ですよ」

　唇くちびるを尖とがらせながら尋ねるラ・フォリアに、ポリフォニアは、ふふっ、と得意げに胸を張る。

　彼女たちの会話を聞いて、凪なぎ沙さや夏か音のんも、ようやく状況を理解したらしい。二人は安あん堵どと落胆の入り混じった複雑な表情を浮かべていた。矢や瀬ぜも少しホッとしたように苦笑し、浅あさ葱ぎや紗さ矢や華かも少しだけ警けい戒かいを解いている。

　そして張り詰めた空気が弛し緩かんした一いつ瞬しゆんの隙すきを衝つくように、ポリフォニアは軽く手を叩たたき、

「それはそうと子どもを作るなら早いほうがいいわね。古こ城じようさんはどちらがお望みかしら？　男の子？　それとも女の子？　あなたとラ・フォリアの子どもならきっと可愛かわいいわ」

　邪じや気きのない笑みを浮かべたまま、愉たのしみね、と古城に同意を求めてくる王妃。

　ラ・フォリアはわざとらしく照れたように頰ほおに手を当て、動揺で言葉を失ったルーカスは、金魚のように口をパクパクとさせるだけだ。

「全っ然、わかってねえええ──っ！」

　ラ・フォリア以上に既成事実を作る気満々の王妃に、古城はたまらず絶叫した。

　雪ゆき菜なはそんな古城と王妃を見比べて、無表情に溜ため息いきを洩もらしていた。
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　アルディギア王国滞たい在ざい三日目──

　その日の夕方近くになって、古城たちは再びヴェルテレースの王宮を訪れた。平和記念式典の前夜祭に、王妃直じき々じきに招待されたのだ。

　古城と矢瀬は一昨日おとといと同じレンタルのタキシードだが、女性陣はそれぞれ新しいカクテルドレスを着ている。ラ・フォリアに紹介された王室御ご用よう達たしの店で、昼間のうちに誂あつらえてきたのだ。

　財ざい閥ばつの当主として社交慣れしている矢瀬や、政治家の娘である浅葱、マイペースな夏か音のんの表情は普ふ段だんどおり。それに対して、凪なぎ沙さは明らかに緊きん張ちようを隠かくせていない。慣れないハイヒールや、背中の大きく開いたドレスのことが、どうしても気になっているらしい。

　しかし──

「す……すごいよ。サミットとかに出席してる人がいっぱいだよ！　どこかの国の王様とか、大統領とか、大臣とか、大企業の社長とか……！」

　パーティー会場に到着するや否いなや、凪沙は興奮に目を輝かがやかせて周囲を見回した。

　王宮主催の夜会なのだから当然だが、招待客は世界的な有名人ばかりだ。国際政治に興味のない古城ですら知っている顔があちこちにいる。

「まさか王宮のパーティーにお呼ばれすることになるとはな。場違いこの上ねえぜ」

「王家の個人的な知人だけを集めた夜会って話だし、いいんじゃない？　知り合いもほとんどいないんだし、大人しくしてれば問題ないでしょ」

　気き後おくれしたように愚ぐ痴ちる矢瀬に、浅葱が素っ気なく言い放つ。

　実際、会場の雰ふん囲い気きは和なごやかで、格式ばった厳げん粛しゆくな空気や、張り詰めた緊張感とは無縁だった。参加者の表情も一いち様ようにリラックスして愉しげだ。夜会の主催者であるアルディギア王──ルーカス・リハヴァインの飾らない人柄が反映されているのだろう。

「で、どう？」

　矢や瀬ぜの耳元に顔を寄せて、浅あさ葱ぎが小声で問いかけた。ジャケットの袖そで口ぐちに嵌はめた探知機を一いち瞥べつし、矢瀬は小さく肩をすくめる。

「さすがは魔ま導どう技術で知られたアルディギアの王宮だな。すげえ魔術結界だ。盗聴も盗撮も完全に遮断されてるし、外部からの侵入もほぼ不可能だと思う」

　そう、と浅葱はうなずいた。

「ハッキング対策も、たいしたものだわ。あたしでも手を焼く防壁が何枚かあったし。とりあえずモグワイを侵入させて軍と騎き士し団だんの情報を集めさせてるけど、アルディギアの国民が第だい四よん真しん祖そに好意的って話は、噓うそや誇こ張ちようじゃないみたい。王家に対する忠誠心も篤あついしね」

「ひとまずテロや暗殺の心配はなさそうだな」

　矢瀬が脱力したように息を吐く。浅葱たちが半ば無理やりアルディギアまでついてきたのは、古城がテロに巻きこまれるのを警けい戒かいしてのことだった。

　古城は二人の大切な友人だが、同時に絃いと神がみ市し国こくにとっては唯一最大の戦力であり、独立自治権の要かなめとでもいうべき存在だ。その古城がアルディギアで事件に巻きこまれ、失われるようなことは絶対にあってはならない。だからこそ浅葱たちは古城をサポートするために、わざわざアルディギアまで同行したのだ。

　もちろん面倒な事件が起きないなら、それに越したことはないのだが、二人が暇になってしまうのも事実だった。

「とりあえず食事でもしようかしら」

「そうだな。せっかくメイドさんたちも美人揃ぞろいなんだし、ちょっとお近づきになっとくか」

「あんた、最低」

「なんでだよ!?　情報収集の基本だろ!?」

　浅葱に冷ややかな視線を向けられた矢瀬が、少しムキになって言い訳する。と、

「失礼ですが」

　その矢瀬に突然、声を掛けてくる人物がいた。恰かつ幅ぷくのいい初老の黒人男性だ。

「もしや矢瀬家の新しいご当主ではありませんか？」

「テイシェイラ会長？　ネウストリア投資銀行の──」

　矢瀬が姿勢を正して男性に向き直る。ヌーノ・テイシェイラは、国際金融分野において広く名前を知られた事業家だ。活動の中心はアルディギアを含めたヨーロッパ方面だが、最近では絃神島などアジアでの事業にも力を入れており、矢瀬の実家の財団とも縁が深い。

「覚えていてくださいましたか。先月の大型精せい霊れい炉ろの案件、無事にまとまってなによりでした。それで、実はですね、新しく耳寄りな情報があるのですが──」

「は、はあ……」

　引ひき攣つった愛あい想そ笑いを浮かべながら、テイシェイラの商談につき合う矢や瀬ぜ。話が長引きそうだと判断した浅あさ葱ぎは、矢瀬を置き去りにして料理が置かれたテーブルへと向かった。

　さすがに王宮主催の夜会だけあって、食事は恐ろしく豪華だった。素材が高級というだけでなく調理にも手がこんでいる。なにから最初に手を着けるべきか、浅葱が真剣に迷っていると、目の前に見知った顔が現れた。浅黒い肌を持つ長身の異国人だった。

「〝カインの巫女みこ〟か」

　男が、驚おどろいたように眉まゆを上げる。

　思わぬ人物の出現に、浅葱は小さく顔をしかめた。まさかこんなところで自分の正体を知っている吸血鬼ニンゲンに会うとは思っていなかったのだ。

「こんばんは、ヴェレシュ・アラダール議長。奇遇ってことは、ないわよね。平和記念式典のもう一方の主役は、あなたたち〝戦せん王おう領りよう域いき〟なんだし。帝国議会議長のあなたが式典に出席するのはむしろ当然か」

「俺おれに関してはそのとおり。意外なのはきみのほうだ、〝カインの巫女〟」

　長い黒髪の吸血鬼が、生き真ま面じ目めな口調でそう言った。〝戦王領域〟帝国議会議長ヴェレシュ・アラダール。あのディミトリエ・ヴァトラーですら一目置くという、強力な〝旧ふるき世代〟の吸血鬼だ。第だい一いち真しん祖そ〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の代理として明日の記念式典に出席するのに、彼より相応ふさわしい人物はいない。

　そのアラダールが、険しい表情で浅葱を睨にらむ。

「アルディギア王家が第四真祖を招待するのは理解できる。第二真祖や第三真祖の配下の者も、明日には、この国に到着するだろう。だが、きみがここに来るのは軽率に過ぎるな」

「どういう意味？」

　浅葱は怯ひるむことなく平然と訊きき返した。

　どういうわけか、アラダールは、浅葱のことを本気で心配してくれているらしい。だからといって、ほぼ初対面に近い相手に、いきなり説教されて気分がいいわけがない。

「第四真祖領〝暁あかつきの帝国〟を支えているのが、きみ自身だという事実を、きみはもう少し自覚するべきだと言っているんだ。第四真祖の戦せん闘とう力りよくはたしかに脅きよう威いだが、暁古こ城じようが一人で出来ることには限界がある。彼は吸血鬼の眷けん属ぞくを持たないからな」

　アラダールはそう言って物もの憂うげに嘆息した。

「それでも日本政府を含むあらゆる国家が〝咎きゆう神しんの遺産〟である絃いと神がみ島じまに手を出さないのは、〝聖せい殲せん〟の力を操るきみがいるからだ。事実、絃神島にいるきみは第四真祖を凌しのぐ脅威になる。魔ま具ぐであるあの人工島そのものが、ありとあらゆる偶然と必然を操ってきみを護まもるからだ」

「そんなあたしが、のこのこと島の外に出てきたのが意外？」

　浅葱が不敵な笑みを浮かべて、アラダールを見上げる。

　黒髪の吸血鬼は不ふ機き嫌げんな顔でうなずいた。

「意外というよりも軽率だな。将来の禍か根こんを断つため、この機会にきみを殺しておくべきなのかもしれないとすら思っているよ」

「できるかどうか、試してみる？」

　ふふん、と浅あさ葱ぎが挑ちよう発はつ的に質問する。アラダールの瞳ひとみに困惑が浮かんだ。

「なに？」

「中と外って意外に曖あい昧まいな概念なのよね。現実の世界には、地図みたいに境界線が描かれてるわけでもないんだし。たとえば国外にある大使館なんかの敷しき地ちは、本国の領土と同じ扱いを受けるんでしょ？」

「たしかに、そうだが」

　不本意そうに告げながら、アラダールが浅葱を観察する。浅葱はにこやかに微笑ほほえんで、〝戦せん王おう領りよう域いき〟でも五ご指しに入るという怪物の視線を、正面から堂々と受け止めた。

　息が詰まるような沈ちん黙もくのあと、先に視線を外したのはアラダールだ。

「なるほど。無策で外に出たわけではなさそうだな。先ほどのは失礼な発言だった。謝罪する」

「いいえ。心配してくれてありがとう」

　己の非を認めた黒髪の吸血鬼に、浅葱も感謝の言葉を口にした。

　アラダールは自じ嘲ちようするように苦い笑みを浮かべて、

「きみを心配していたわけじゃない。余計な混乱を避けたかっただけだ。ヴァトラーがいなくなってくれたおかげで、戦王領域の内側も少々ごたついていてね。過激な連中の動きが活発になっている。あの戦闘狂バトルマニアも、抑止力という意味では、それなりに役に立っていたわけだ」

「記念式典が襲しゆう撃げきされる可能性がある、ということ？」

　アラダールが仄ほのめかした情報を、浅葱はあえて口に出して確認する。

　ああ、と黒髪の吸血鬼は曖昧にうなずき、

「残念ながら、完全に否定はできないな。もっとも警けい戒かい厳重な式典の会場で、テロが成功する可能性は限りなくゼロに近いが──」

「なるほどね。参考になったわ」

　納得したように呟つぶやいて、浅葱が、もう一度アラダールに礼を言おうとした。

　アラダールが、なにかに気づいたように、鋭く目を細めたのはその直後だ。

　会場のどこかで、グラスが割れる音がした。

　華やかだった広間の照明が不意に暗くなり、いくつもの悲鳴が聞こえてくる。
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　古こ城じようと雪ゆき菜なは王宮の広間の壁かべ際ぎわに立って、ぼんやりとパーティーの風景を眺ながめていた。アルディギアの公用語どころか英語も満足に喋しやべれない古こ城じようとしては、見知らぬ参加者に気軽に話しかけることもできず、結果的に暇を持てあましていたのだ。

　もちろん古城が自ら第だい四よん真しん祖そだと名乗り出れば、状況は一変するのだろう。だが、そんな悪目立ちするような真似まねは願い下げだった。それなら会場の隅っこで、手持ちぶさたにしているほうが断然マシだと思う。

　一方、古城たちのすぐ近くでは、凪なぎ沙さと夏か音のんが幼い少女たちと遊んでいた。お互いに片言のアルディギア語と日本語ながらも、意外に意思疎通が図れているらしい。

　大げさな身振り手振りを交えた凪沙の話に、少女たちが笑い転げている。夏音をさらに幼くしたような顔立ちの、銀髪の双子だった。ロンド・リハヴァインと、パッサカリア・リハヴァイン。噂うわさに聞くラ・フォリアの妹たちだ。

「……居心地悪いな。なんか、妙に視線を感じるっていうか」

　緩ゆるく溜ため息いきをつきながら、古城がぼそりと呟つぶやいた。

　どうやら凪沙が語っているのは古城に関係する話題らしく、銀髪の双子が笑いを嚙かみ殺したような表情で、ちらちらと古城のほうを見つめてくる。馬ば鹿かにしているというよりは、同情と親しみと羨せん望ぼうと憐あわれみが、ほどよく配合されたなんともいえない表情だ。微妙に雪ゆき菜なに対する尊敬の念が混じっていたりもする。

　いったいなんの話をしてるんだ、と漠然とした不安は感じるが、古城が気にしているのは、もちろん彼女たちの無む邪じや気きな視線ではない。古城の神経に障さわるのは、会場中に漂ただよう警けい戒かいと猜さい疑ぎに満ちた眼まな差ざしだ。

「どこの馬ば鹿かの骨とも知れない男が、王族の傍そばにくっついてるからでしょ」

　渋じゆう面めんの古城に話しかけてきたのは、食事を載せたワゴンを押している紗さ矢や華かだった。彼女が着ているのはドレスではなく、王宮に仕える侍女たちの制服だ。足首までのほっそりとした長いスカートと大きめのパフスリーブが、長身の紗矢華によく似合っている。

「それを言うなら馬の骨だろ!?　つか、なんで煌きら坂さかがウェイトレスをやってんだ？」

「こうでもしなきゃ、会場に〝煌こう華か麟りん〟を持ち込めなかったんだから仕方ないでしょ。私だって本当は雪菜と一緒がよかったわよ」

　紗矢華がワゴンを指さして、拗すねたような膨ふくれっ面つらでそう言った。

　銀色のワゴンの天板の裏には、彼女の専用武ぶ神しん具ぐである銀色の長ちよう剣けんが取り付けられていた。針金で無理やりくっつけてあるだけなのだが、見ようによっては凝こった装飾と思えなくもない。

　パーティー会場には古城たち以外にも、日本政府から派遣されてきた要人が数名いる。紗矢華は彼らを警けい護ごするために、侍女に化けて会場内を見回っているのだ。

「すみません。わたしだけ、偽装用の楽器まで用意してもらって」

　足あし下もとに置いたチェロのケースを見ながら、雪菜が紗矢華を気き遣づかうように言った。

　パーティーの参加者は政治家や起業家だけでなく、有名な俳優や音楽家も多い。会場内には、生演奏を担当する楽団員の姿も見える。そのせいか、雪ゆき菜なが楽器ケースを持ちこんでも、それを気にする者はいなかった。

「雪菜はそれでいいの。だってドレスが可愛かわいいもの！」

　紗さ矢や華かが真剣な目つきで力説する。いつもどおりの紗矢華の態度に、理由になってないです、と困ったように答える雪菜。

　だが事実、モノクロームの清せい楚そなカクテルドレスが、似合い過ぎるほど似合っていたことも、雪菜が怪しまれなかった一因には違いなかった。それほどまでに可か憐れんな東洋人の少女が、王家と無関係な一般人とは誰だれも思わなかったのだ。

「偽装用の楽器？　ケースの中身は〝雪せつ霞か狼ろう〟だけじゃないのか？」

　雪菜の言葉がふと気になって、古こ城じようが訊きいた。はい、と雪菜はうなずいて、

「ボディーチェックをパスできるように、チェロの中に〝雪霞狼〟を隠してあるんです。実際に演奏することも出来ます」

「へえ……って、姫ひめ柊らぎ、チェロなんか弾けたんだな？」

「いえ、その、いちおう少しだけ練習しましたけど、あとは内蔵の自動演奏機能でなんとか」

　雪菜がそう言って恥ずかしそうに目を伏せる。

「自動演奏って……すげえな獅し子し王おう機き関かん……」

　技術力というよりも、スタッフの無駄なこだわりに感心して古城はしみじみと呟つぶやいた。

「でも、練習したってことは、少しは弾けるんだろ。今度聞かせてくれよ」

「え!?　だ、駄目です。そんな、本当に、全然上手うまくないですから……」

　雪菜が頰ほおを赤らめながら首を振る。なんでもそつなくこなす彼女にしては、わりとめずらしい反応だ。古城はそんな雪菜の反応を面白がるように笑って、

「そんな気にするようなことじゃないだろ。最初はみんな初心者なんだし」

「で、でも、やっぱり恥ずかしいですし」

「ちょっとだけ。ちょっとだけでいいからさ。凪なぎ沙さたちには内緒にしておくから」

「な……なんで、そんな強引なんですか……もう……」

　雪菜が唇くちびるを嚙かみながら、上うわ目め遣づかいで古城を睨にらむ。古城はそんな雪菜の前で両手を合わせ、

「頼む。今度二人きりになったときにさ」

「みんなには内緒にしてくれるなら……本当にちょっとだけですからね……！」

「──ちょっと待って!?　チェロ!?　あなたたち、チェロの演奏の話をしてるのよね!?」

　なにか不ふ埒らちなことを想像したのか、紗矢華が慌あわてて、古城と雪菜の会話に割りこんでくる。彼女の焦りの理由がわからず、きょとんと首を傾かしげる古城と雪菜。

　そのとき古城たちのすぐ近くで、視界が明るくなるような華やかな空気が揺れた。

　艶あでやかな銀色のドレスを着たラ・フォリアが、手を振りながら近づいてきたのだ。

「ふふっ、パーティーは愉たのしんでいただけていますか？」

　古こ城じようの隣となりに寄り添うように立って、王女が微笑ほほえみながら問いかけてくる。

　二の腕に押しつけられた彼女の胸の膨ふくらみに、古城は全身を硬直させた。会場中にいる男たちの眼まな差ざしが、嫉しつ妬との刃やいばとなって古城に突き刺さってくる。

「いいのか、ラ・フォリア？　目立ってるぞ？」

　保身のため、というよりは、ラ・フォリアの立場を気にして、古城が訊きいた。

　さっきの紗さ矢や華かの台詞せりふではないが、どこの誰だれとも知れない少年と親しくしているせいで、彼女の評判が落ちるのではないかと心配になったのだ。

　しかしラ・フォリアは、ふふっ、と悪い顔で愉快そうに笑う。

「これがいいのですよ。おかげで元げん老ろう院いんの方々も、あと二年は大人しくしていることでしょう。古城のおかげです」

「たった二年か」

　古城は渋い顔で王女を見返した。

　政略結婚の圧力を妨害するために、彼女があれだけ周到に策を巡らせても、その効果はわずか二年しか保もたない。その事実に今さらのように衝しよう撃げきを受けたのだ。

　しかしラ・フォリアは、あら、と余裕の表情で微笑んで、

「二年以内に古城がわたくしの本当の婚約者になってくれればいいのですから、それほど分ぶの悪い賭かけではありませんよ。二年あれば子どもも二人くらい作れますし。頑張りましょうね」

「そういうのはマジでやめてくれ。冗談にしてもタチが悪すぎるだろ」

　古城が弱々しくラ・フォリアに抗議する。ラ・フォリアはそんな古城を不思議そうに見返した。冗談のつもりはありませんのに、とでも言いたげな表情だ。

　古城と王女のやりとりを聞いていた紗矢華が、疲れたように小さく息を吐く。思ったほど動揺していないのは、いい加減、ラ・フォリアの性格に慣れてきたせいだろう。

「こ、子ども……」

　べつの意味で動揺していたのは、雪ゆき菜なだった。三週間ほど前に遭そう遇ぐうした自分によく似た少女のことを思い出していたのかも知れない。古城の横顔を見上げて頰ほおを赤く染め、そんなはずはない、と自分に言い聞かせるように首を振る。そして──

「先輩！」

　雪菜が突然、弾はじかれたように顔を上げた。ほぼ同時に、ラ・フォリアと紗矢華も警けい戒かいの表情を浮かべていた。パーティー会場に発生した異変に気づいたのだ。

「なんだ、この気持ち悪い感覚は……!?」

　目眩めまいのような空間の揺らぎに襲われて、古城がふらつく。南みなみ宮みや那な月つきが使う空間跳躍テレポートの余よ韻いんに似ているが、それよりもずっと荒削りで不快な波動だった。

「空間制御魔術……！　なにかが転送されてきます！」

　会場のあちこちに生じた魔力の輝かがやきに気づいて、雪菜が叫ぶ。咄とつ嗟さにチェロケースを開けて槍やりを取り出そうとした雪ゆき菜なを、ラ・フォリアがそっと制止した。

「待ちなさい、雪菜。今は動いてはいけません」

「で、ですが……」

　雪菜が驚おどろいてラ・フォリアを見返すが、銀髪の王女は静かに首を振るだけだ。

　その間に王宮の広間には、いくつもの転移門ゲートが開いていた。その門ゲートを強引にこじ開けて、巨大な怪物が現れる。

　それは全長七、八メートルに達する奇怪な生物だった。硬い皮膚に護まもられた強きよう靭じんな四し肢しを持ち、背中は禍まが々まがしく尖とがった甲こう羅らに覆おおわれている。太たい古この肉食恐きよう竜りゆうに似た頭部には、ノコギリ状の鋭い牙きばが並んでいた。控え目に言っても、恐ろしく凶悪な外観だ。

「こいつら、魔ま獣じゆうか……!?」

　怪物たちの正体に気づいて、古こ城じようがうめいた。生物でありながら魔力を操り、通常の進化の系統からは外れた謎なぞめいた存在。中にはレヴィアタンやⅨ４ナインフオーのように、人類の武力を凌りよう駕がする驚きよう異い的な怪物も少なくない。

「タラスクですね。西ヨーロッパを中心に棲せい息そくする魔獣です。巨大な船を沈め、街をも滅ほろぼす、危険度Ⅵグレード・シツクス──吸血鬼の眷けん獣じゆうにも匹敵する怪物といわれています」

　古城の疑問に答えたのは、ラ・フォリアだった。彼女の声は呆あきれるくらいに冷静だ。

「魔獣？　なんでそんなのが空間転移で出現するんだ？」

「タラスクは凶暴な魔獣ですが、知能が高く、幼い頃から飼い慣らすことで、命令に従わせることが可能です。現代でも一部の国家では、動物兵器として飼育されているといわれています。もちろん魔獣の軍事利用を禁止した聖せい域いき条約違反ですが」

「その動物兵器を送りこんできた敵がいるってことか……！」

　ようやく状況を理解して、古城は唇くちびるを歪ゆがめた。考えてみれば当然のことだが、遠方に棲すむ稀き少しような魔獣の群れが、偶然、アルディギアの王宮に出現するわけがない。何者かが人為的に彼らを送りこんだのだ。目的は、もちろん明日の平和記念式典の妨害だろう。

　この会場には、アルディギアの王族のみならず、式典に出席予定の各国要人が集まっている。彼らの中から犠ぎ牲せい者しやが出れば、式典開催が困難になる可能性は高かった。テロリストの目的は、その時点で達成されることになる。

「紗さ矢や華か、持ち場に戻ってあなたの任務を果たしなさい。夏か音のんと凪なぎ沙さのことは心配無用です。聖せい環かん騎き士し団だんが彼女たちを護まもります」

「は、はい！」

　ワゴンから長剣を引き抜いた紗矢華が、ラ・フォリアの命令に従って走り出す。政府要人の護ご衛えいに向かったのだ。

　パーティー会場に潜入していた護衛は、紗矢華だけではなかった。

　広間に雪崩なだれこんできたアルディギアの騎士団員たちが魔獣タラスクを引きつけている間に、どこからともなく現れた各国の攻こう魔ま師したちが自国の要人を避難させている。空間転移による魔ま獣じゆうの出現という突発的な事態にもかかわらず、対応が早い。アルディギア王家は、パーティー会場が襲しゆう撃げきがされることを予想していたのだ。ラ・フォリアが平静を保っていられるのもおそらくそのせいだ。

「雪ゆき菜なは、そのままの姿で周囲の警けい戒かいを。おそらく魔獣タラスクの襲撃は、会場を混乱させるための目め眩くらましです。この騒さわぎを仕組んだ者には、ほかに真の目的があるはず。その者にあなたの正体を知られたくありません」

「……まさか、魔獣タラスクは囮おとりだと……？」

　雪菜が表情を硬くして、パーティー会場を見回した。

　広大な王宮の広間には、護ご衛えいや給仕スタッフを含めて千人を超える人々が集まっていた。彼らの中に、魔獣タラスクを操るテロリストが紛れこんでいても見分けがつかない。

　だからラ・フォリアは、雪菜に動くなと言ったのだ。戦力としての雪菜を温存することで、敵の奇き襲しゆうへの対抗策とするために。

　幸いにも、ラ・フォリアの妹たちと遊んでいた凪なぎ沙さと夏か音のんは、真っ先に王宮の騎き士し団だん員いんに保護されて避難を終えていた。雪菜が彼女たちを護衛する必要はないということだ。

「俺おれはなにをすればいい？」

　待機を命じられた雪菜の代わりに、古こ城じようが訊きく。

　ラ・フォリアが笑うように目を細くして古城を見た。彼女が古城をアルディギアに招いたのは、まさにこのような事態に備えてのことなのだ。

「魔獣タラスクの排除をお願いします。あなたの能力は、護衛には向いていませんし」

「いいのか？」

　確認する古城に、銀髪の王女が微笑ほほえんでうなずく。古城の持つ第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうの力は強大だ。建物の中でそれらを解放すれば、間違いなく周囲に損害を与えることになる。

「多少の被害は大目に見ましょう。人々の安全が最優先ですから」

「了解だ！　その言葉、忘れるなよ！」

　王女に念押ししながら、古城は広間の中央に向かって駆け出した。会場に出現した魔獣タラスクは全部で八体。警備担当の騎士たちは、果か敢かんに戦いを続けていたが、魔獣タラスクの数が多すぎた。八体を分断し、足止めするのがせいぜいだ。

　しかし会場内の混乱は意外なほどに少ない。夜会のゲストとして招かれた人々は、世界でも一流の大物ばかりなのだ。みっともなく悲鳴を上げて取り乱すような者はほとんどいない。

　猛たけり狂くるう魔獣タラスクを悠ゆう然ぜんと観察しながら、彼らは護衛たちの指示に従って粛しゆく々しゆくと避難する。そんなゲストたちと入れ替わりに魔獣タラスクの前に出て、古城は巨大な怪物を挑ちよう発はつするように睨ねめ上げた。

　振り返る魔獣タラスクを目がけて右手を突き出し、抑えつけていた魔力を解放する。

「疾く在れきやがれ、〝双角の深緋アルナスル・ミニウム〟──！」

　古こ城じようの全身から噴ふき出した魔ま力りよくが、轟ごう然ぜんと渦うず巻まく暴風を生み出した。その暴風が大気を歪ゆがめ、緋ひ色いろの召しよう喚かん獣じゆうの姿へと変わる。第だい四よん真しん祖その九番目の眷けん獣じゆう──超振動と暴風を司つかさどる双角獣バイコーンだ。

　魔獣タラスクを遥はるかに凌しのぐ緋色の巨体が、ジェット戦せん闘とう機きの飛ひ翔しよう音おんにも似た、耳をつんざく雄お叫たけびを上げた。その咆ほう吼こうは衝しよう撃げき波はの砲弾と化して、魔獣タラスクに正面から激突する。

　重さ十トンを超える魔獣タラスクが、二体まとめて吹き飛んだ。

　だが、古城の眷獣による破壊はそれだけでは済まなかった。

　魔獣タラスクを貫通した衝撃波の弾丸は王宮の外壁をぶち破り、中庭に巨大な爆ばく発はつ痕こんを刻んだ。砕け散った甲こう羅らの破片が、ショットガンの弾丸のようにばらまかれ、他の魔獣タラスクと交戦中だった騎き士し団だん員いんを背後から襲おそう。爆ばく風ふうの余波で広間中のガラスがことごとく砕け散り、石造りの柱が何本か倒れた。もはやどちらがテロリストか判別できない光景だ。

「な、なにやってんのよ、暁あかつき古城!?　私たちまで殺す気!?」

　古城の攻撃に巻きこまれかけた紗さ矢や華かが、剣を振り回して抗議する。

「これでも目一杯、手加減してんだよ！」

　荒れ狂う眷獣の制御に手を焼きながら、古城が言い訳した。強力過ぎる第四真祖の眷獣は、無差別の大規模破壊は得意だが、威力を抑えようとすると、制御の難易度が格段に撥はね上がる。ほんの少しでも油断すると、一いつ瞬しゆんで暴走しかねないのだ。

　それでも古城はどうにか双角獣バイコーンをなだめて、三体目の魔獣タラスクの無力化に成功する。超振動をまとった双角獣バイコーンの蹄ひづめが魔獣タラスクを蹴け散ちらし、悶もん絶ぜつさせたのだ。最初の攻撃に比べれば、周囲への被害も少なかった。せいぜい王宮の広間の床が、直径十メートルほどにわたって陥かん没ぼつしただけだ。

「魔獣の二体や三体倒したところで調子に乗るなよ、小僧！　儂わしはまだ認めんぞ！」

　騎士団を指揮して魔獣タラスクと戦っていたルーカス・リハヴァインが、獲え物ものを横取りされたことに怒って地じ団だん駄だを踏んでいる。ものすごく悔しそうな表情だ。

「そんなこと言ってる場合かっ！」

　アルディギア王の背後に新たな魔獣が迫っていることに気づいて、古城が怒鳴った。

　ルーカスが振り返って、大たい剣けんを構える。しかし魔獣タラスクはあまりにも巨大だった。いかに擬似聖剣の恩恵があるとはいえ、まともに正面から戦える相手ではない。

　それでもルーカスは退ひこうとしない。不敵に笑って、迫り来る魔獣を睨にらみつける。

　そのルーカスの視線に射い竦すくめられたように、魔獣が唐とう突とつに歩みを止めた。目の前のでたらめな光景に古城は絶句した。ルーカスは撒まき散ちらす闘とう気きだけで、魔獣タラスクを威圧してみせたのだ。

　そして──

「舞え、〝暴食者グーラ〟！」

　古城が呆ぼう然ぜんと見守る中、魔獣タラスクの巨体が鮮血を噴ふいた。虚こ空くうから出現した短剣の群れが、雹ひようのように魔獣タラスクへと降りそそいだのだ。

　闇やみ色いろの短剣を操っていたのは、長い黒髪の吸血鬼だ。

「アラダール!?」

「僭せん越えつながら、俺おれも少しだけ手を貸そう。よろしいか、アルディギア王」

　驚おどろく古こ城じようをきっぱりと無視して、アラダールがルーカスに問いかける。

　アルディギア王は大たい剣けんを降ろして重々しくうなずき、

「うむ。漢おとこらしい言葉、感謝するぞ、セヴェリン侯こう」

「俺のときと態度が違いすぎないか!?」

　アラダールの参戦に謝意を表ひようするルーカスを、古城が半はん眼がんで睨にらみつけた。露ろ骨こつな贔屓ひいきというよりも、これが普通の反応なのだろう。古城に対する敵てき愾がい心しんに満ちた態度のほうが異常なのだ。

「うるさい！　貴き様さまなんぞに娘はやらん！　文句があるなら儂わしを倒してみろ！」

「だから今はそれどころじゃないって言ってるだろ！」

「──古城！　後ろ！」

　ルーカスとくだらない言い合いをしていた古城の背後に、突然、新たな怪物が出現する。九体目の魔獣タラスクが空間転移で現れたのだ。

　だが、警けい告こくの声で振り向いた古城が見たのは、真紅の弾丸に撃ち抜かれ、巨大な塩の塊かたまりになって崩くずれ落ちる魔獣タラスクの姿だった。

「浅あさ葱ぎ!?　この力……なんで……!?」

　魔獣タラスクを倒した浅葱を見つめて、古城がかすれた声で問いかけた。

　浅葱が使ったのは、世界を書き換える禁断の魔ま術じゆつ──〝聖せい殲せん〟だ。絃いと神がみ島じまの中でしか使えないはずの〝聖せい殲せん〟を、彼女は、このアルディギアの地で使ってみせたのだ。

「そうか。ネットワーク上に置かれたデータには、サーバーの所在地の法律ルールが適用されるのだったな。絃神島という魔ま具ぐの力を、ネットワークを経由して引き出したのか」

　古城の疑問に答えたのは、アラダールの呟つぶやきだった。黒髪の吸血鬼が見つめていたのは、浅葱の右手に握にぎられたスマートフォンだ。その小さな画面の中では、不細工なぬいぐるみを模した人工知能ＡＩの現身アバターが皮肉っぽい笑みを浮かべている。

「正解。さすがね、アラダールさん。もっとも、さすがにスマホ越しに使える力なんてたかが知れてるから、自分の身を護まもるのがせいぜいだけどね」

　浅葱がそう言ってスマートフォンをひらひらと振ってみせた。

　つまり浅葱は、魔術の法則ルールの脆弱性バグを利用して、絃神島の外でも〝聖せい殲せん〟を再現してみせた、ということらしい。

「見事だ、〝カインの巫女みこ〟──なるほど。ヴァトラーと対等に渡り合うだけのことはあるな」

　アラダールが、呆あきれと賞賛の入り混じった表情で呟いた。

「そうね。ラ・フォリアちゃんが恋敵ライバルと認めるのも納得ね。可愛かわいいし、賢かしこいし、可愛いし」

　彼の言葉に同意したのは、のんびりとした足取りで近づいてきたポリフォニア王妃だった。擬似聖剣ヴエルンド・システムを発動するのに必要な霊れい力りよくを騎き士したちに供給するために、あえて戦場である広間に残っていたらしい。

「え、いえ、そんなことはないですけど……恋敵ライバルとか、そんな……」

「ふふっ、わたくしも負けていられないわね。お願い、精霊たち──」

　照れる浅あさ葱ぎににっこりと笑いかけ、王妃は無造作に魔ま術じゆつを発動した。ラ・フォリアが公園で使ったのと同じ凍結魔術だ。だが、その威力は桁けた違ちがいだった。生き残っていた魔獣タラスク四体が白く凍りつき、その動作が緩かん慢まんになっていく。

「これがアルディギア王家の力か……」

　動きが鈍った魔獣タラスクは、国王と王妃の活かつ躍やくに鼓こ舞ぶされた騎士たちの敵ではなかった。たちまち魔獣タラスクを無力化した騎士団の活躍に、古こ城じようはこっそりと舌を巻く。

　古城やアラダールたちの助力があったとはいえ、九体もの魔獣タラスクを倒すのに五分もかかっていない。アルディギア王家の信頼を失しつ墜ついさせるどころか、逆に評価を高めるような結末だ。

「これで、終わり？　まさか」

　テロリストによる襲しゆう撃げきは失敗だったのではないか、と会場にいる誰だれもが思い始めている中、ラ・フォリアだけが警けい戒かいを解かずに会場内を見回していた。

　そんな彼女の唯一の死角──ラ・フォリア自身の足あし下もとに突然、空間転移用の門ゲートが開く。

「なるほど。狙ねらいは、わたくしでしたか──」

　銀髪の王女は最後まで冷静にそう呟いた。

　普通なら、空間転移のような大規模魔術の予兆を感知するのは難しくない。こんな単純な罠わなにラ・フォリアが囚とらわれる道理がなかった。

　だが、九体もの大型魔ま獣じゆうが連続して転送されてきたことで、この付近の空間は激しく揺らいでいる。おまけに古城やアラダール、さらには浅葱やポリフォニアまでもが膨ぼう大だいな魔力を撒まき散ちらしたせいで、広間には高密度の魔力が充満していた。その結果、ラ・フォリアにも、罠の存在が感知できなかった。九体もの魔獣タラスクによる襲撃は、ラ・フォリア一人を陥おとしいれるための陽動だったのだ。

「ラ・フォリア！」

　異変に気づいた古城が叫んだ。だが、そのときにはもう王女の身体からだは、門ゲートの中に完全に沈みこんでしまっている。

「くっ！」

「雪ゆき菜な!?」

　紗さ矢や華かが短い悲鳴を上げた。ラ・フォリアを吞のみこんだ門ゲートが閉じる前に、雪菜がその門に飛びこんのだ。陽かげ炎ろうのように雪菜の姿が揺らいで、そのまま虚こ空くうに溶けこむように消えていく。

「姫ひめ柊らぎ！　ラ・フォリア！」

　必死に駆け寄った古城の目の前で、門ゲートは音もなく消え去った。波紋のような空間の揺らぎも、すぐに見えなくなってしまう。

「姫ひめ柊らぎとラ・フォリアが、攫さらわれた……だと……」

「そんな……どうして……」

　雪ゆき菜なたちが消え去った場所に立ち尽くして、古こ城じようと紗さ矢や華かが力無く呟つぶやく。

　その声に応こたえる者はいなかった。恐ろしいほどの沈ちん黙もくだけが、荒廃した広間を満たしていた。
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　古城たちがテノティア離り宮きゆうに戻ってきたのは、深夜零れい時じ少し前のことだった。

　攫われたラ・フォリアと雪菜の捜そう索さくには、すでにアルディギアの軍と警けい察さつが動いている。古城たちが王宮に居残っていても、彼らの邪じや魔まになるだけだ。

　頭ではそれを理解しつつも、割り切れない気分を抱えたまま、疲れた身体からだを引きずって部屋に辿たどり着つく。出迎えてくれた侍じ女じよ頭がしらの、無ぶ愛あい想そうな態度がむしろ有り難かった。

「もうニュースになってるのか」

　衛星放送のニュースチャンネルでは、襲しゆう撃げきされた直後の王宮の映像が繰り返し流れていた。見覚えのある広間が映し出されて、古城は思わず顔をしかめる。

「証拠の動画をくっつけて犯行声明をマスコミに流すのは、テロリストの常じよう套とう手段だからな」

　矢や瀬ぜが他人ひと事ごとのような口調で応じてくる。実際、犯人グループからの犯行声明は、王宮が襲撃された直後にネットの動画サイトで公開されていたらしい。テレビ局が流している魔獣タラスク出現時の映像も、犯人グループがアップロードしたものだ。

「王宮を襲おそって第一王女の誘ゆう拐かいに成功したんだから、犯人にとっては大戦果よね。宣伝しない理由がないわ」

　気け怠だるげにスマホをいじりながら、浅あさ葱ぎが言った。あからさまに機き嫌げんが悪いのは、彼女自身がその場にいながら、テロリストに出し抜かれたという思いがあるせいだろう。

　同じような悔しさは古城も感じている。

　ラ・フォリアは、魔獣タラスクによる襲撃が囮おとりで犯人の目的が別にあると、古城に前もって警告していたのだ。それなのに古城は彼女を護まもり切れなかった。ラ・フォリア自身、敵の策を読み切れなかったのだから仕方ない、というのは言い訳だ。魔獣タラスクを全滅させた直後の一いつ瞬しゆん、古城が気を抜いてしまったのは事実なのだから。

「雪菜ちゃん……」

　祈るように両手を胸の前で合わせて、夏か音のんが小さく呟いた。

　凪なぎ沙さが古城に詰め寄って、真剣な表情で訊きいてくる。

「大丈夫だよね、古城くん。雪菜ちゃんが殺されたり、酷ひどい目に遭あわされたりしないよね？」

「それは……」

　古こ城じようはなにも答えられなかった。雪菜たちを攫さらった犯人の名前すら、古城にはわかっていないのだ。彼らが雪ゆき菜なや王女をどうするつもりなのか、答えを出せるはずもない。

「姫ひめ柊らぎちゃんは、まあ、心配ないだろ。まともな計算が出来る連中なら、第だい四よん真しん祖その愛じ──あ、いや、関係者を傷つけて、わざわざ世界最強の吸血鬼を敵に回すような真似まねはしねえよ」

　凪なぎ沙さを安心させるためなのか、矢や瀬ぜがわざと軽けい薄はくな口調で言った。気休めにも似た楽観的な憶おく測そくだが、まったく無根拠な仮説というわけでもない。

　古城たちは、この国とは直接的な関係のない部外者だ。犯人グループがアルディギア王家に敵意を抱いだいていても──だからこそ尚なお更さら、古城と敵対するのは望まないはずだった。

「姫柊さんは、第四真祖の事件への介入を防ぐ人質になる、ってことね」

「もともと姫柊ちゃんは、王女を狙ねらっていた転移魔ま術じゆつに巻きこまれただけだからな」

　浅あさ葱ぎの呟つぶやきに、矢瀬がうなずく。

　ラ・フォリアを誘ゆう拐かいするための転移門ゲートが雪菜を巻きこんだのは、襲しゆう撃げき者しやにとっては想定外の事態だった。その結果、彼らは世界最強の吸血鬼を敵に回すという危機に直面している。

　だとすれば、彼らにとって最善の選択肢といえるのは、雪菜を楯たてにして、第四真祖に静観を要求することだ。つまり雪菜には人質としての価値がある。余程のことがない限り、丁てい重ちように扱われていると考えるのが自然だ。

「問題はラ・フォリアのほうか」

　古城が握にぎり合わせた両手を苛いら立だったように震ふるわせる。

　襲撃者たちは、最初からアルディギア王家と対立している。今さら王家の恨みを買うのを恐れるはずもない。たとえ交渉の材料にするにせよ、それはラ・フォリアが生きてさえいれば事足りる。囚とらわれた彼女が、酷い目に遭わないという保証はなにもなかった。

「犯人側の要求は平和記念式典の開催中止と、服役中の魔ま導どう犯罪者四十三人の釈放だそうよ」

　浅葱が、テレビ画面に映っていた犯人からの要求文を読み上げる。

　矢瀬がハッと呆あきれたように息を吐いた。

「到底吞のめる要求じゃねえな。そんなことをしたらアルディギア政府の面めん目ぼくは丸まる潰つぶれだ。自力じゃ王女一人護まもれずに、テロリストの言いなりになる国だって証明してるようなものだからな。おまけに要求に従ったところで、王女が解放されるって保証もねえ」

「でも、そしたらラ・フォリアちゃんはどうなるの？」

　凪沙が沈んだ口調で訊きいた。今度は矢瀬も重苦しい沈ちん黙もくで答えるしかない。

「ラ・フォリアの親父おやじさんたちが、今それを話し合ってる。大丈夫だ」

　半ば自分に言い聞かせるような口調で、古城が言う。無責任な古城のその言葉に、凪沙は黙だまってうなずいた。

　生き真ま面じ目めなノックの音が聞こえてきたのは、その直後だった。侍じ女じよ頭がしらに案内されて、長身の少女が部屋に入ってくる。侍女服ではなく、いつもの制服に着替えた紗さ矢や華かだった。

「煌きら坂さか？　会議は終わったのか？」

　思わず立ち上がって問いかける古こ城じように、紗さ矢や華かは硬い表情でうなずいた。

「ええ。このあと午前一時から、政府の報道官が記者会見をするそうよ」

「テロリストの要求に、どう対応するか決まったのか？」

　矢や瀬ぜが眉まゆをひそめて訊きく。紗矢華は空いているソファの上に荷物を投げ出し、半ば倒れこむように深々と腰を下ろした。長い会議で相当消耗したらしい。

「王宮が襲しゆう撃げきされたことは認めるわ。ただしラ・フォリア第一王女が彼らに誘ゆう拐かいされたという事実はない。従って彼らの要求にも従わない──というのが、王宮の方針よ」

「事実はない……って、いや、あるだろ!?　実際に誘拐されてんじゃねーか！」

　古城が啞あ然ぜんとしながら言い返す。しかし矢瀬は、ほう、と感心したように目を眇すがめ、

「王女が誘拐された事実を伏せつつ、犯人と水面下で交渉するつもりか。上手うまい手だな」

「表ではテロリストと交渉しないって建たて前まえを保ちつつ、裏でこっそり取り引きするってこと？　たしかに国としての体面を保ちつつ王女を救う方法は、ほかにないかもしれないけど……」

　浅あさ葱ぎが少し驚おどろいたように、矢瀬と紗矢華を見比べる。

「そういう駆け引きが通じる相手ならいいけどな」

　矢瀬が弱々しく笑って顎あごを引いた。ラ・フォリアを攫さらった連中は、営利目的の誘拐犯ではない。取り引きが成立するという保証はないのだ。

「少なくとも交渉の刻限を引き延ばす効果はあるわ。駆け引きで時間を稼いで、その間に王女を救い出す。それが現実的に有効な唯一の方法という結論に達したみたい」

　不満を圧おし殺ころしたような口調で、紗矢華が言う。紗矢華自身、会議の結論に納得しているわけではないのだろう。しかし、日本政府の攻魔師エージエントに過ぎない紗矢華には、会議の結果を覆くつがえすような発言権はないのだ。

「ラ・フォリアを救い出すなんてことが、本当に出来るのか？」

　古城が責めるような眼まな差ざしで紗矢華を見る。紗矢華は潤うるんだ瞳ひとみでキッと古城を睨にらみつけ、

「出来なくてもやるしかないでしょ！　でなきゃ、王女と、雪ゆき菜なが……」

「悪い。言い方が悪かった。俺おれたちが手を貸す必要はないのか、って訊きたかったんだ」

　古城は首を左右に振って、紗矢華をなだめるように微笑ほほえんだ。

「まあ、手を出すなって言われても勝手にやるけどね」

　掌の中でくるりとスマホを回して、浅葱が素っ気なく呟つぶやいた。

「そうだな。攫われてるのは王女だけじゃないからな」

　よっこらしょ、と年寄りくさい掛け声を洩もらして、矢瀬がのんびりと背を伸ばす。

「あなたたち、なにする気？」

　紗矢華が呆ぼう然ぜんと目を見開いて訊き返した。浅葱は冷たく肩をすくめて、

「なんにしてもラ・フォリアさんの居場所を特定しなきゃ始まらないんでしょ。あたしたちはあたしたちのやり方で勝手に探させてもらうわ」

「だからなにをするつもりなのか訊きいてるんだけど……!?」

「べつにアルディギアの警けい察さつや騎き士し団だんの邪じや魔まはしねーよ。それとも獅子王機関あんたちになにか考えがあるのか？」

　矢や瀬ぜがニヤニヤと皮肉っぽく笑って訊いた。紗さ矢や華かは言葉を詰まらせた。

「私たちは……記念式典の警けい護ごに派遣されてるだけだから……」

「記念式典か」

　古こ城じようは両りよう肘ひじを自分の脚の上に置いて考えこむ。紗矢華が派遣された本来の目的は、日本政府の要人警護だ。雪ゆき菜なやラ・フォリアが攫さらわれたからといって、持ち場を離はなれて勝手に捜そう索さくすることは許されない。二人の救出よりも、記念式典の警備が優先されるのだ。

　ただしそれは、本当に記念式典が開催されるなら、の話である。事実、犯人グループは記念式典の中止を要求しており、二人はその交渉材料になっているのだ。

「待てよ。式典にはラ・フォリアも出席する予定なんだよな？」

「ええ」

　古城の疑問に、紗矢華が即答する。第一王女であるラ・フォリアは、当然、アルディギア側の代表として式典に出席することになっている。むしろ彼女の姿を見るために、式典に参加するという国民も少なくないはずだ。

「じゃあ、もしも記念式典が始まるまでにラ・フォリアを救出できなかったらどうなる？」

「……今度こそ完全にアルディギア王家の信用は失しつ墜ついすることになるでしょうね」

　紗矢華がぼそぼそと言いにくそうに答えてくる。

　古城は黙もつ考こうするように目を伏せて唇を曲げた。

「つまり式典開始時刻が、ラ・フォリア救出のタイムリミットってことか」

「テロリスト側も当然それをわかってる。厄やつ介かいな交渉になりそうね」

　浅あさ葱ぎが、窓の外に目を向けて独ひとりごちる。その呟つぶやきへの返答は、思いがけない方角から聞こえてきた。

「そうですね。ですが、わたくしには、ひとつ、その不利を覆くつがえす策があります」

　古城たちが一斉に声の方角に目を向けた。部屋の入り口に立っていたのは、初老の女性──ラ・フォリアの祖母であるミュゼット太たい后こうだ。

「太后様……？」

　浅葱が驚おどろいたように彼女を見上げる。太后は古城たち全員をゆっくりと見回して、

「ただ、その策は、あなた方の力添えなしでは実現することができません。このようなことを頼めた義理ではないのですが、夏か音のん──」

　そう言って太后は、夏音の前に片かた膝ひざを突いた。そして深く夏音に向かって頭こうべを垂たれる。

「アルディギアを──いえ、ラ・フォリアを救うのに、力を貸してもらえますか？」

　想像もしない光景に、古こ城じようたちは言葉を失った。

　誇ほこり高いアルディギアの太たい后こうが、王族とはいえなんの地位もない夏か音のんに向かって頭を下げている。つまり太后は、それほどの覚悟と犠ぎ牲せいを強いる行為を、夏音に求めているということだ。

「夏カ音ノちゃん……」

　空気が凍るような緊きん張ちようの中、凪なぎ沙さが怖おず怖おずと夏音を呼ぶ。アルディギアを救うためとはいえ、夏音が自らを犠牲にしなければならない理由などなにもない。夏音がどんな選択をするにせよ、自分は最後まで味方であるという、凪沙の精いっぱいの意思表示だった。

　夏音はそんな凪沙に優しく微笑ほほえみ返し、それから太后の前に歩み出た。

　膝ひざを突く太后の前に自分も屈かがみこみ、太后の手をしっかりと握にぎる。

　そして夏音は、迷うことなくきっぱりと告げた。

「もちろんでした」
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　深夜一時のテレビ画面には、見知らぬ男の姿が映し出されていた。知的で実直そうな風貌の中年男性。アルディギア政府の報道官だ。

　カメラのフラッシュが一斉に点灯し、画面が一いつ瞬しゆん、白く染まる。昨夜の王宮襲しゆう撃げき事件に関する政府公式の記者会見が開始されたのだ。

「始まったか」

　報道官の英語による説明を聞き流しながら、矢や瀬ぜが呟つぶやく。

　夏音と、夏音の付き添いの凪沙が、太后と一緒に出て行ってしまったので、部屋の中に残っているのは、浅あさ葱ぎと矢瀬、古城と紗さ矢や華かの四人だけだ。

「記念式典の開始時刻は今日の正午。つまり、残り十一時間弱ってことね」

　愛用のノートパソコンを広げていた浅葱が、キーボードを叩たたきながら溜ため息いきをついた。

「それまでにラ・フォリアを見つけ出さなきゃいけないんだな」

　古城が意味もなく確認する。そうね、と浅葱は夜食代わりのコーヒーを啜すすって、

「いざとなれば太后様の策略に頼ることになるけど、あれって式典開始までに王女の居場所が特定できなきゃ効果が半減するのよね。それまでに出来ることはやっておかないと」

「あの、藍あい羽ば浅葱？　あなた、なにをさっきからやってるの？」

　淡々と作業を続ける浅葱の肩越しに、紗矢華がパソコンの画面をのぞきこむ。表示されていたのは、王都ヴェルテレースの地図に浮かぶ無数の光点だ。光点からポップアップした小さなウィンドウの中で、きめの粗い白黒の映像が次々に高速再生されていく。

「ヴェルテレース全域の監視カメラを乗っ取ったの。さすが魔ま導どう技術先進国ね。ネットワークインフラが整備されてて助かるわ」

　オリジナルの顔認識プログラムを組み上げながら、浅あさ葱ぎが何気ない口調で言った。

　彼女のパソコンの中で行われている処理は、雪ゆき菜なやラ・フォリアの身体からだの一部だけでもカメラに写れば、即座に位置を特定できるという特殊なものだ。誘ゆう拐かい犯はんの逃走経路や隠かくれ家がを人工知能に推理させ、その付近を重点的に捜そう索さくするというアルゴリズムも組みこまれている。さらには軍や警けい察さつの通信を傍ぼう受じゆして、必要なデータを奪い取る機能も実装されていた。そうやって、土地勘がないという不利を補っているのだ。

「乗っ取った……って、それ、普通に犯罪なんだけど……!?」

　紗さ矢や華かが表情を強こわ張ばらせる。浅葱は、そんな紗矢華を呆あきれ顔がおで見上げて、

「姫ひめ柊らぎさんの命が危ないときに、そんな細かいこと気にしてる場合じゃないでしょ」

「そ、それはそうだけど……！」

　言いかけた言葉を吞のみこんで、紗矢華は唇くちびるを嚙かんだ。黙もく々もくとプログラムの改良を続ける浅葱をしばらく眺ながめて、意を決したようにぽつりと訊きく。

「雪菜や王女のために、あなたがどうしてそこまでするの？」

「もしも立場が逆だったら、姫柊さんはあたしを見捨てる？」

　浅葱は振り返りもせずに訊き返した。紗矢華は、黙だまって首を振る。

「だったら、あたしが後おくれを取るわけにはいかないでしょ。こんなことでもなきゃ、あの子や王女様に恩を着せる機会なんて滅めつ多たにないんだし」

　浅葱は冗談めかした口調でそう言って笑った。

「あなた、いい性格してるわね、藍あい羽ば浅葱……」

　紗矢華は呆あきれたように息を吐く。しかし内心では、浅葱の態度に驚おどろきを感じていた。

　もしも攫さらわれたのが浅葱なら、雪菜は命いのち懸がけで彼女を救出しようとするだろう。それは雪菜が攻こう魔ま師しだからだ。魔族の脅きよう威いから人々を護まもる──そのために彼女は育てられたのだ。

　しかし浅葱はそうではない。多少、人より優れた能力を持っていても、浅葱はただの学生だ。雪菜やラ・フォリアを救出する義務などありはしないのだ。

　むしろこのまま雪菜やラ・フォリアがいなくなるのは、浅葱にとって有利ですらある。雪菜は古こ城じようの〝血の伴はん侶りよ〟であり、王女は古城が自分の婚約者だと主張しているのだ。古城のことを心憎からず思っている浅葱にとって、彼女たちの存在が心地ここち好よかろうはずもない。

　それなのに浅葱は、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、犯罪者となる危険を冒おかしてまで雪菜たちを救おうとしている。その姿に紗矢華は尊敬を覚えた。同時にかすかな恐怖をも覚えた。

　ラ・フォリアが浅葱を恋こい敵がたきと認めていた、というポリフォニア王妃の言葉を思い出す。

　手段を選ばず己の誇ほこりを貫く──たしかに浅葱はラ・フォリアの同類だ。ラ・フォリアがアルディギアの姫ひめ御み子こであるのと同様に、藍羽浅葱は〝カインの巫女みこ〟──第だい四よん真しん祖そ領〝絃いと神がみ市し国こく〟の巫女なのだ。

　その浅葱がもしも第四真祖の〝伴侶〟となったら、暁あかつき古城は、誰だれも手出しできないほどに危険な存在になってしまうのではないだろうか。紗さ矢や華かはふと、そんな不安に囚とらわれる。

「とりあえず、罠わなは仕掛け終わったわ。王女か姫ひめ柊らぎさんの姿が一いつ瞬しゆんでも写れば、即座に位置が特定できる。彼女たちはまだヴェルテレースのどこかにいるはずだし。そうよね？」

　不吉な妄もう想そうを抱いだいていた紗矢華に、浅あさ葱ぎが訊きいた。

　紗矢華は、慌あわてて表情を取とり繕つくろいながら、早口で答える。

「え、ええ。王都の外に通じている道路はすべて厳重に監視されてるし、〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟のような例外的な術じゆつ者しやを除けば、空間転移で長ちよう距きよ離りの移動はできないはずだから……」

「問題は、監視カメラが設置されてない地下水路や森林地帯だけど──」

　浅葱が悔しそうに唇くちびるを尖とがらせた。いかにアルディギアの電子ネットワークが充実しているとはいえ、監視カメラのない場所の映像までは手に入らない。島全体が人工物である絃いと神がみ島じまとは違って、アルディギア全土がコンピューターで管理されているわけではないのだ。

「そっちは俺おれがなんとかする。範囲が広くてちょっと厳しいが、人がいるかどうかを識別するだけなら、なんとかなるだろ」

　矢や瀬ぜが億おつ劫くうそうな声で呟つぶやきながら立ち上がる。紗矢華は訝いぶかしげな目つきで彼を見た。

「どういうこと？　なにか広範囲をカバーできる捜そう索さく手段を持っているの？」

「悪いが、企業秘密だ。まあ、あまり期待しないで待っててくれ」

　矢瀬がすげない口調で言う。紗矢華は、むー、と不ふ機き嫌げんそうに唇を引き結んだ。

　式しき神がみを利用した探知呪じゆ術じゆつなら紗矢華にも使えるが、ヴェルテレース全域を捜索するような真似まねは不可能だ。そんなことが出来るのは、獅し子し王おう機き関かんでもおそらく〝三さん聖せい〟だけだろう。だからといって、偵てい察さつ衛星などの電子的手段で、地下水路の中を探れるとも思えない。それなのに矢瀬があっさりと出来ると言ってのけたことに、呪術の専門家としての紗矢華のプライドはいたく傷ついた。まるで自分の無能さを指摘されたような気分だった。だから、

「俺おれと煌きら坂さかはなにをすればいいんだ？」

　古こ城じようが頼りない口調でそう言ったとき、紗矢華は少しホッとする。

　そして古城の質問に対する浅葱の回答は簡潔だった。

「寝てて」

「は？」

　古城がぽかんと目を丸くして浅葱を見た。そんな古城とうっかり目を合わせてしまい、紗矢華はカッと頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

「な、なんで私が暁あかつき古城なんかと……寝、寝る……!?」

「体力を温存するために睡眠を取っておけって言ってるの！　今のうちに眠っておかないと、王女たちが見つかったあとで働くのはあんたたちなんだから」

　的まと外はずれな抗議を始めた紗矢華を睨にらんで、浅葱が怒鳴る。

　ああ、と納得してうなずく古城。紗矢華は恥ずかしさのあまり声も出せない。

「そうか。そういうことなら、部屋に戻ってる。なにかあったらすぐに起こしてくれ」

　古こ城じようが立ち上がって、男子用の寝室へと向かう。慌あわててそれを追いかける紗さ矢や華か。

　テレビでは今も記者会見が続いていた。第一王女の無事を主張する報道官に、記者たちの容よう赦しやない質問が続いている。

「暁あかつき古城！」

　古城が寝室のドアを閉める前に、紗矢華が部屋の中まで追いかけてきた。さっきの恥ずかしい誤解を思い出して、古城は顔をしかめながら振り返る。

「なんだ？」

「その……雪ゆき菜なは無事、なのよね？」

「ああ」

　そんなことを俺おれに訊きかれても、と思いつつ、古城は傍そばにあったソファに腰を下ろした。

　曲がりなりにも離り宮きゆうというだけあって、寝室の中はかなり広い。ベッドだけでなくソファやテーブルも置かれているし、トイレやバスルームも完備している。

　とはいえ、さすがに女子と二人きりというのは、古城といえども多少は緊きん張ちようする。

　一方の紗矢華は、古城の向かい側のベッドの隅に、ちょこんと腰を下ろしていた。さっきの会話のあとだけに、古城を誘っていると思われてもおかしくない振る舞いだ。極度の男嫌いのくせに、隙すきが多い。とはいえ、それを指摘するわけにもいかず、古城はやれやれと溜ため息いきをつく。

「まあ、姫ひめ柊らぎについては心配要らないだろ。なんだかんだで、ラ・フォリアが一緒だからな。煌きら坂さかもよく知ってるだろ、あの王女様の口が達者なことはさ」

「それは、そうだけど」

　紗矢華が自信なさげに目を伏せた。彼女が雪菜を大切にしていることは、古城もよく知っている。本当は、今すぐにでも雪菜を助けに行きたいと思っているはずなのだ。

　その気持ちがわかるだけに、古城としてもあまり紗矢華を邪じや険けんに出来ない。

「とにかく今は浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜに任せようぜ。アルディギアの軍や警けい察さつも全力で捜そう索さくに当たってるはずだし、大丈夫。すぐに見つかるさ」

「うん」

　ギュッとスカートの裾すそをつかんで、紗矢華が小さくうなずいた。

　実際、どれだけ焦っても、今の古城たちにはなにも出来ない。それなら浅葱に言われたとおり、体力の温存に努めたほうがいい。それは紗矢華にもわかっているのだろう。

「ていうか、なんでおまえが俺と矢瀬の部屋に来るんだ？　女子部屋はあっちだろ？」

「べ、べつに来たくて来たわけじゃないんだけど。でも、雪菜があなたの監視を継続できなくなったから、私が任務を引き継がないと……」

「だからって同じ部屋で寝るのはおかしいだろ！　寝るんだったら、自分の部屋で──」

　言い訳する紗さ矢や華かを追い返そうとして、古こ城じようはふと言いかけた言葉を吞のみこんだ。少し思いついたことがあったのだ。

「そうだ、煌きら坂さか、寝付きがよくなるような呪じゆ術じゆつは使えるか？」

「え？」

　紗矢華の表情に露ろ骨こつな不信感が浮かび上がる。

「他人を無理やり眠らせてなにをするつもり……!?」

「違う。俺おれの寝付きをよくしてくれって言ってるんだ。さすがに姫ひめ柊らぎたちのことが気になって、すぐには眠れそうにないからな」

「ああ」

　紗矢華が得とく心しんしたようにうなずいた。ただでさえ吸血鬼である古城は宵よいっ張ぱりなのだ。魔獣タラスクとの戦せん闘とうで疲れているとはいえ、今のところ眠気は感じていない。

「しょうがないわね。そういうことなら協力してあげてもいいんだけど」

　紗矢華はそう言うと、ポニーテールにまとめた自分の後ろ髪を一本引き抜いた。なるほど、と古城は感心する。髪の毛を使うというあたり、いかにも呪術という感じがする。

　それから紗矢華は、ポケットの中をあさって金色の硬貨をひとつ取り出した。それに自分の髪の毛を結びつけ、古城の目の前に差し出してくる。

　綺き麗れいな栗くり色いろの髪の毛の先で、五円玉がぷらぷらと揺れていた。古城はそれを呆ぼう然ぜんと見つめて、

「五円玉って、催さい眠みん術じゆつかよ!?」
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「ほかに方法がないのよ！　吸血鬼は抵抗力が強すぎて、魔ま術じゆつや呪じゆ術じゆつが効かないんだから！」

「……催眠術だったら効くのか？」

　もっともらしい紗さ矢や華かの説明に、古こ城じようは半信半疑で訊きき返す。紗矢華は真顔でうなずいて、

「催眠暗示というのは、要するに、あなた自身の無意識があなたの肉体を操ってるわけだから、魔術に対する抵抗力がいくら強くても関係ないはずよ。五円玉じゃなくても、振り子とかロウソクの炎とか、鈴の音とか、アロマとか、催眠誘ゆう導どうのきっかけになればなんでもいいんだけど」

「へえ……そう言われると、なんか効きそうな気になってきたな」

「わかったら、この五円玉の動きに集中して」

　おう、と古城は、紗矢華が吊つり下さげている五円玉を見つめた。最初は馬ば鹿か馬ば鹿かしく感じていたが、振り子状に規則正しく揺れる硬貨を見ていると、たしかにリラックスできる気がしてきた。五円玉の向こう側に、妙に真剣な表情の紗矢華が見えるのも少し面白い。

　その紗矢華の身体からだが、古城の視界の中で不意に横倒しになっていく。

「──って、おまえが寝るのか!?」

　古城が啞あ然ぜんと見守る中、ベッドに突っ伏した紗矢華が、気持ちよさそうに寝息を立て始めていた。催眠術が効いたのかどうかはわからないが、熟睡だ。

「まあ、疲れてたのはわかるけどな。風邪かぜ引くぞ」

　弱々しく首を振りながら、古城は紗矢華の靴を脱がせた。身長のわりに軽い紗矢華の身体を抱き上げて、ベッドにきちんと寝かせてやる。

　いつも怒っているような印象のある紗矢華だが、眠っている彼女は掛け値なしに可愛かわいらしく感じられた。長い睫まつ毛げと優美な顔立ち。艶つややかな唇くちびるは薄うすい桜色。服の上からでも豊かな胸の膨ふくらみがはっきりとわかる。乱れたスカートの裾すそからは、すらりとした太ふと腿ももが覗のぞいている。

「シャワーでも浴びてくるか」

　激しい喉のどの渇かわきを感じた古城は、慌あわてて紗矢華に毛布をかけた。吸血衝しよう動どうの予兆で犬けん歯しが疼うずく。とりあえず頭を冷やそうと、古城は逃げるようにバスルームへと向かう。この状況では、なにをされても紗矢華は文句を言える立場ではないと思うが、さすがに自分の催眠術に引っかかる間抜けな相手を襲おそうほど、落ちぶれてはいないつもりの古城だった。

「はあ……」

　冷たいシャワーを浴びているうちに、吸血衝動は消え去っていた。そして冷静さが戻ってくると、再び攫さらわれた雪ゆき菜なたちの安否が気になってくる。

　テロリストたちは、王宮で夜会が開かれるタイミングを狙ねらって、会場に魔獣タラスクの群れを送りこんできた。だが、それは単なる陽動で、彼らの真の目的はラ・フォリアを空間転移で誘ゆう拐かいすることだった。捕らえた王女を人質にして、平和記念式典を中止に追いこみ、収しゆう監かん中の犯罪魔ま導どう師しの解放を要求する。単純な策だが、効果的だ。

　要求に従っても従わなくても、アルディギア王家の権威は失しつ墜ついし、戦争を望むテロリストたちの目的は果たされる。なにもおかしなことはない。

　だが、古こ城じようは、あまりにも整然としたその流れに、ささやかな違和感を覚えていた。自分がなにかを見落としている気がする。そんなことを感じる理由のひとつは、古城が南みなみ宮みや那な月つきの教え子だからかもしれない。〝空くう隙げきの魔ま女じよ〟の異い名みようを持つ彼女は、まるで息をするように自在に空間転移の魔術を操るからだ。

　だが、犯人は那月じゃない──！

「そうか……座標計算だ……犯人はどうやってラ・フォリアの位置を正確に割り出した？」

　シャワーの温度を上げて、古城は思考に没頭する。

　空間制御が高等魔術とされているのは、術の過程で膨ぼう大だいな座標計算が必要となるからだ。

　相対距きよ離り。相対速度。海かい抜ばつの変化や、地ち殻かくの湾曲。月げつ齢れいによる潮ちよう汐せき力りよくの変化。地球の自転や公転にともなう絶対座標のズレもある。

　南宮那月は悪魔との契約によって──文字どおり人じん智ちを超えた力で、その複雑な計算の答えを瞬しゆん時じに割り出している。だが、単なる魔術師に、那月の真似まねは不可能だ。

　しかしテロリストは、王宮内に九体もの魔獣タラスクを送りこみ、ラ・フォリアの足あし下もとに正確に転移門ゲートを開いてみせた。事前に王宮内の座標を調べ上げた上で、ラ・フォリア自身に発信器でも取り付けていない限り、そんなことは不可能だ。

「まさか、王宮内に犯人がいるのか……？」

　シャワーの流れる音を聞きながら、古城は口の中で呟つぶやいた。

　王宮に出入りできる人間なら、空間転移に必要な座標をあらかじめ調べておくことも、王女の衣装に発信器を仕込むことも可能だろう。だが、そこまで用意周到な犯人が、パーティーの襲しゆう撃げきなどという荒っぽい手段を使った理由がわからない。ラ・フォリアを誘ゆう拐かいするだけならば、もっと簡単な機会がいくらでもあったはずなのだ。

　だがもしも、ラ・フォリアを誘拐そのものが、もっと大きな計画の陽動であったなら──

「古城さま」

「うおっ!?」

　まとまりかけていた古城の思考は、突然聞こえてきた声によって霧む散さんした。シャワー中に背後から声をかけられると、世界最強の吸血鬼といえども、さすがに平静ではいられない。それが女性の声であれば尚なお更さらだ。

「失礼いたしました、暁あかつき古城さま。お邪じや魔まをしてしまいましたでしょうか？」

「あ、いや。邪魔というか」

　入浴中なんですが、と古城は裸のまま振り返る。バスルームを仕切るガラスの向こう側に立っていたのは、侍女のドレスを着た若い女性だった。見覚えのある顔だ。

「あんた、たしか国王さんのとこの──」

「はい。王室秘書官のトリーネ・ハルデンです。トリーネと呼び捨ててください」

　古こ城じようの裸ら身しんを見ても動じることなく、女は平然と告げてくる。浴室に現れたということは、隣となりにある寝室を通り抜けてきたのだろう。彼女の侵入に気づかないまま、ベッドで熟睡している紗さ矢や華かのことが少し憎らしい。

「そのトリーネさんが、なんでここに？」

　バスタオルを腰に巻きつけて、古城はどうにか最低限の落ち着きを取り戻す。

　第一王女が誘ゆう拐かいされた直後の夜だ。王室秘書官である彼女は信じられないくらい多忙なはず。それなのに、こんなところに来る暇があるのだろうか、と古城は疑問に思う。

「第一王女からの言こと伝づてを預かって参りました」

　湯ゆ気げで曇った眼鏡めがねを外しながら、トリーネは真ま面じ目めな口調で言った。

「ラ・フォリアからの言伝？」

「然さ様ようです。ご自身になにかあった場合、第だい四よん真しん祖そ殿にお伝えするようにと」

「わかった。すぐに服を着るから、外で待っててくれ」

　古城は驚おどろきながらそう言った。王室秘書官である彼女がわざわざ伝えに来たということは、相当に緊きん急きゆう度どの高いメッセージなのだろう。そういう事情なら、風ふ呂ろ場ばに押しかけてこられても仕方あるまい、と納得する。が、

「いえ、それには及びません。私がそちらに参ります」

「は……!?」

　いきなり服を脱ぎ始めたトリーネを見て、古城は今度こそ完全に混乱する。

　硬直する古城の目の前で、トリーネは古風なコルセットドレスの上着ボレロを脱ぎ捨てていた。続けてスカートを脱ぎ落とし、ストッキングに手をかける。

「待て待て！　なんであんたまで服を脱ぐ!?」

　ようやく我に返って古城が叫んだ。トリーネは、むしろ怪け訝げんそうに小首を傾かしげて、

「服を着たままではバスルームに入れませんので」

「だから俺おれが出るまで待っててくれって言っただろ!?」

「なにを今さら照れる必要があるのです？　あれだけ多くの愛人をお傍そばに侍らせておいて」

　くす、と艶つやっぽく微笑ほほえみながら、トリーネが浴室の中へと足を踏み入れた。

　清せい楚そな白いシャツが脱げ落ちて、彼女の肌があらわになる。今や彼女の裸身を隠しているのは、扇せん情じよう的てきな黒いレースの下着だけだ。

　トリーネは、アルディギア人の女性としてはやや小柄だ。それでも彼女の成熟した肉体には、雪ゆき菜なたちにはない大人の色香が感じられる。豊かな胸の膨ふくらみと、くびれた腰つき。そして蠱こ惑わく的な香水の香り。

「私の身体からだも試してみてはいただけませんか、第四真祖」

　半裸の古こ城じようを壁かべ際ぎわに追い詰めて、柔らかな胸の膨ふくらみを押しつけてくるトリーネ。古城は、ぐっ、と唾つばを吞のみこんで、

「どういうつもりだ、あんた？　ラ・フォリアからの言こと伝づてというのは──」

「もちろんあなたに近づくための口実です。そんなことよりも、愉たのしみましょう」

　トリーネが、古城の首筋に両腕を巻きつけた。古城の首筋に舌を這はわせて、そのまま耳を嚙かんでくる。その瞬しゆん間かん、古城は激しい目眩めまいに襲おそわれた。

　不快な気分ではなかった。むしろ身体からだの芯しんまで痺しびれるような、酩めい酊てい感かんに支配されていく。

「トリーネさん……あんた……は……」

　浴室の壁にもたれたまま、古城の身体がずるずると沈んでいく。そんな古城の腰の上に馬乗りになって、トリーネは赤い唇くちびるを舌で濡ぬらした。

「ええ。そのまま、目を閉じて。私にすべて委ゆだねなさい」

　下着を脱ぎ捨てたトリーネの全身が、柔らかな獣じゆう毛もうに包まれていく。微笑ほほえむ彼女の唇からは、白い牙きばがのぞいていた。古城を見下ろす彼女の瞳ひとみは、ネコのように細く金色に輝かがやいている。

「至上の快楽を与えて差し上げますわ、第だい四よん真しん祖そ。永久とこしえに──」

　獣じゆう人じん化かしたトリーネを見上げる古城の視界が、ぼやけていく。

　浴室の中には白い湯ゆ気げと、彼女が撒まき散ちらす官能的な匂においだけが漂ただよっていた。
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　雪ゆき菜なは、モーターの唸うなりに似た不快な振動で目を覚ました。

　鉄道車両の個室コンパートメントに似た、機能的だが殺風景な部屋だった。自分がどうしてそんな場所にいるのか、一いつ瞬しゆん、思い出すことができずに混乱する。

　収納式のベッドが二人分。狭い机と小さなソファ。休息に必要な最低限の家具だけが置かれており、それ以外のものはなにもなかった。プラスチック製の壁には窓すらなく、代わりにテレビモニタが埋めこまれている。

「よい朝ですね、雪菜。よく眠れましたか？」

　すぐ近くから聞こえてきた王女の声に、雪菜は驚おどろいて身体からだを起こす。その瞬間、腕に奇妙な引っかかりがあった。雪菜の両手首に嵌はめられた、金属製の手て錠じようの感触だった。

「ラ・フォリア？　無事ですか!?　ここは……いったい……？」

　そこまで言いかけたところで、雪菜は小さな悲鳴を上げた。自分がビスチェとショーツ以外、なにも身に着けていなかったことに気づいたからだ。
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「心配は要りません。あなたの服ドレスを脱がせたのはわたくしです。せっかくのドレスが傷いたんでしまってはもったいないですから」

　ソファに座った銀髪の王女は、動揺する雪ゆき菜なを愉快そうに眺ながめて、にこやかにそう言った。

　ふと見れば部屋のウォールフックに、雪菜が昨夜着ていたカクテルドレス一式が、たしかに吊つり下げられている。

「王宮を襲しゆう撃げきした犯人に、わたくしたちを陵りよう辱じよくするつもりはないようです。少なくとも今すぐには。もしその気なら、とっくにそうしているはずですから」

「りょ……陵辱……」

　ラ・フォリアが何気なく口にした言葉に、雪菜の背筋が冷たくなる。後先考えずに転移門ゲートに飛びこんでしまったものの、テロリストの捕ほ虜りよになってしまったら、そんな目に遭あわされてもおかしくなかったのだ。

　表情を強こわ張ばらせた雪菜を、ラ・フォリアは真剣な瞳ひとみで見つめて、

「そうです、雪菜。具体的には、獣じゆう欲よくに目を血走らせた粗野な男たちが、あなたのドレスを無理やり脱がせ、身に着けた清せい楚そな下着を剝はぎ取とり、嫌がるあなたを組み伏せてゴツゴツとした太い指であなたの慎ましやかな乳房を乱暴に揉もみしだくのです。そしてあなたの両脚を力任せに開いて、いまだ古こ城じようにも触れさせたことのないあなたの──」

「いいです！　具体的な内容はべつに言わなくていいですから！」

　唐とう突とつに危険な妄もう想そうを垂れ流し始めた王女を、雪菜が顔を真っ赤にして制止した。

　クスクスと笑い出すラ・フォリアの表情を見ていると、彼女が雪菜の服を脱がせたのは、ドレスが傷いたむのを避けるためではなく、驚おどろく雪菜を見て愉たのしむためだというのがよくわかる。

「喉のどは渇かわいていませんか？　冷蔵庫の中に飲み物がありますよ。さすがにアルコール類までは用意されていないようですが」

「あ、はあ」

　どうにか冷静さを取り戻して、雪菜は曖あい昧まいにうなずいた。いつもどおりにくつろぐラ・フォリアの前では、一人で焦っているのが馬ば鹿か馬ば鹿かしく思えてくる。

　雪菜の記憶は、ラ・フォリアを追って咄とつ嗟さに空間転移用の門ゲートに飛びこんだ直後で途切れていた。空間跳躍テレポートの衝しよう撃げきで、意識を失ってしまったらしい。もともとラ・フォリア一人を転移させるための門ゲートに無理やり割りこんだのだから、その程度のダメージで済んだのはむしろ幸運といえるだろう。

「わたくしたちを攫さらった者たちには、あなたは第だい四よん真しん祖その愛人だと説明しておきました」

「あ、愛人……!?」

「さすがに彼らも、第四真祖を敵に回すのはまずいと判断する程度の知性はあったようです。彼らは、あなたを第四真祖に対する人質として扱うつもりのようですね」

「わたしが、人質……そうですか、道理で」

　雪菜は小声で呟つぶやきながら、脱がされたドレスをせっせと身に着けた。夜会用のドレスは正直あまり動きやすいとは言えないが、ほかに着るものがないのだから仕方がない。

　幸いなことに、下着ビスチエの中に隠し持っていた数枚の呪じゆ符ふは無事だった。雪ゆき菜なが第だい四よん真しん祖その愛人という王女の言葉を信じて、テロリストたちは身体検査をしなかったのだ。

　チェロケースに隠した〝雪せつ霞か狼ろう〟を使うまでもなく、手て錠じようの鎖程度なら、雪菜の式しき神がみで簡単に断ち切れる。

「部屋の外に、見張りはいないようですね。すぐに脱出の準備をします」

　目を閉じて扉越しの気配を探りながら、雪菜は言った。

　かなり軽量な材質で造られているが、予想外に機密性の高い頑丈な扉だ。ただし鍵かぎの部分は、意外に脆もろい。力ずくで打ち壊すのは、それほど困難ではないはずだ。

　しかし呪術による身体強化を施し、扉を蹴けり開けようと身構えた雪菜を、ラ・フォリアは静かに制止した。

「その必要はありません。どのみち脱出は不可能ですから」

「不可能？　でも──」

「この部屋が監視されていないのは、見張っておく必要がないからです。たとえ部屋から抜け出したところで、わたくしたちはどこにもいけません」

　ラ・フォリアが穏おだやかな口調で断言する。雪菜はハッと周囲を見回した。以前にも似たような形で監禁されたことがあるのを思い出したのだ。

「まさか、ここは……船の中なんですか？」

　雪菜はそう言って自分の足元を見つめた。

　コンパクトにまとめられた狭い部屋。部屋全体に伝わってくる鈍い振動音。それらは、この部屋が、大きな乗り物の内部であることを示していた。

　揺れがほとんど感じられないということは、鉄道や飛行機ではないのだろう。考えられるのは〝オシアナス・グレイヴ〟のような大型客船。あるいは軍ぐん艦かんか。そして、ここが船の中だとすれば、たしかに脱走は困難だ。

「そうですね。ギリギリ合格点ということにしておきます」

　雪菜の答えを聞いたラ・フォリアが、意味ありげにそう言って微笑ほほえんだ。

「とりあえず、お茶でも飲みながら、ニュースを見ましょうか。テレビを用意してあるということは、犯人はわたくしたちに、これを見せたいと思っているのでしょうし」

　銀髪の王女は、飲み物を冷蔵庫から取り出しながら、壁のパネルを操作してテレビをつけた。映ったのは英語放送の国際ニュースチャンネルだった。

　見覚えのある建物の残ざん骸がい。押し寄せた報道陣と、現場検証中の警けい官かんたち。護ご衛えいの騎き士したちの姿も見える。アルディギア王国ヴェルテレース宮きゆうの映像だ。

「王宮襲しゆう撃げき事件についてのニュースですか？」

「魔ま族ぞく根こん絶ぜつを主張する過激派組織、〝七月の紫ジユライパープル〟が犯行声明を出したようです」

　雪菜の質問に、王女が答える。〝七月の紫ジユライパープル〟は、東欧や西アジアを中心に活動している有名な国際テロ組織だった。過去にも世界各地で多くのテロ活動を実行しており、聖せい域いき条約機構からもマークされている危険な集団だ。

「彼らはこの襲しゆう撃げきで、ラ・フォリア第一王女を誘ゆう拐かいしたと主張。人質解放の条件として、平和記念式典の開催中止と、魔ま導どう犯罪者四十三人の釈放を要求しています。一方、王室側は王女が拉ら致ちされた事実はないとして、犯人の要求を拒否しているそうです」

「拉致された事実は、ない？」

　ラ・フォリアの説明を聞き終えて、雪ゆき菜なはきょとんと目を瞬またたいた。

　実際問題、ラ・フォリアは国王たちの目の前で誘拐されて、雪菜とともにテロリストたちに監禁されているのだ。拉致された事実を、王宮がつかんでいないはずがない。

「交渉を有利に進めるための偽にせ情報です。王女が拉致されたことを認めてしまえば、政府側の対応策が限られてしまいます。水面下で犯人と交渉して金銭的な解決を図ることも、あるいはわたくしの身代わりを用意して、ここにいるわたくしが偽者だと主張することもできません」

　戸惑う雪菜に、王女がわかりやすく解説する。自分自身が取り引き材料になっているにもかかわらず、まったく他人ひと事ごとのような冷静な声こわ色いろだ。

「ですが、犯人側の主張を否定したことで、条件は五ご分ぶになりました。犯人側は、わたくしが本物のラ・フォリア・リハヴァインであることを、証明しなければならなくなったのですから」

　ラ・フォリアが、どこか面白がっているような口調で言った。

　たしかに、誘拐した王女が偽者ではないことをテロリスト側が証明するのは難しい。ほかの誰だれよりもラ・フォリアの命を大切にしているはずの王室が、王女の拉致を否定しているのなら尚なお更さらだ。

「ですが……それでは、人質であるあなたが危険になるのでは……？」

　雪菜は緊きん張ちように声を硬くした。

　王室側が犯人の要求を吞のまないのなら、ここにいるラ・フォリアには人質としての価値がないということになる。第だい四よん真しん祖そという得え体たいの知れない脅きよう威いに護まもられている雪菜よりも、ラ・フォリアは危うい立場に立たされているのだ。が、

「それは仕方ありません。王族の宿命です」

　ラ・フォリアは平然とそう言った。その穏おだやかな表情に、雪菜は逆に圧倒される。

「それに噓うそをついているのは、犯人側も同じでしょう」

「噓、ですか？」

「犯人が本物の〝七月の紫ジユライパープル〟とは限りませんし、彼らの要求が真実であるという保証もありません。むしろアルディギア政府を翻ほん弄ろうするための、虚きよ偽ぎである可能性のほうが高いでしょう」

　テレビ画面を眺ながめたまま、ラ・フォリアは優雅に飲み物を口に運んだ。ペットボトルの水を飲んでいるだけとは思えない優雅な所しよ作さだ。

　わずかな情報の断片から、王室とテロリスト双方の思惑を看かん破ぱしたラ・フォリアの慧けい眼がんに、雪ゆき菜なは言葉を失った。だが、そのラ・フォリアの言葉すら、欺ぎ瞞まんでないという保証はないのだ。

　悪意に満ちた駆け引きの応おう酬しゆうに、雪菜の理解が追いつかない。

「虚きよ偽ぎの要求？　そんなことをして、なんの意味が……？」

「わたくしたちを傷つけることなく、このように丁てい寧ねいにもてなしている理由が、その答えです。犯人が交渉しようとしている相手は、王室ではないということです。彼らはわたくしたちとの取り引きを望んでいるのですよ」

　ラ・フォリアはそう言って、視線を閉ざされた扉へと向けた。その瞬しゆん間かん、扉の向こう側で、気配が揺れた。誰だれかがいつからか、そこに立っていたのだと雪菜は気づく。

「違いますか、トリーネ？」

　王女が静かに扉の向こう側へと呼びかける。

　直後に部屋の外側で失笑が洩もれた。若い女の声だった。

「さすがは聡そう明めいさで知られた、ラ・フォリア・リハヴァイン王女。話が早くて助かります」

　スピーカー越しに流れ出した彼女の言葉に、雪菜は唇くちびるを嚙かんだ。部屋の外に見張りがいない時点で気づくべきだった。雪菜とラ・フォリアの会話は最初から盗聴されていたのだ。

　強化プラスチックの扉が音もなく開いて、声の主ぬしが姿を現す。

　身体からだにぴったりと吸いつくような衣装を着た、扇せん情じよう的てきな容姿の女性だった。

「な……!?」

　雪菜がくぐもったうめき声を洩らす。女の姿に驚おどろいたわけではない。雪菜の動揺の原因は、女の傍そばに寄り添うように立っていた、タキシード姿の少年だ。

　斑まだらに色素の抜けた前髪と、それなりに端たん整せいな、だがどことなく気け怠だるげな表情。雪菜は彼のことを知っていた。なぜなら彼は、雪菜の監視対象だからだ。

「先輩……どうして……？」

　雪菜が震ふるえる声で質問した。

「元気そうだな、姫ひめ柊らぎ。ラ・フォリアも」

　立ち尽くすドレス姿の雪菜を見返して、暁あかつき古こ城じようは冷淡な笑みを浮かべてみせた。
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「紹介しておくわね。我々〝聖せい域いき解放機構〟の新たな同志。そして、私の従順なる下しも僕べ──第だい四よん真しん祖そ、暁古城よ」

　絶句する雪菜を勝ち誇ほこったように眺ながめて、女は古城の右腕に自分の胸を押しつけた。

　しかし雪菜は、それに怒りを覚えることすらできなかった。目の前でなにが起きているのか、理解できずにいたからだ。これが現実の光景とは思えない。タチの悪い夢でも見ているような気がしている。

「やってくれますね、トリーネ・ハルデン。わたくしもさすがにこれは予想できませんでした」

　ラ・フォリアが、脱帽した、というふうに肩をすくめた。

　トリーネと呼ばれた女は、あら、と意外そうに目を細め、

「つまらない強がりを言わないのは、さすがね、王女」

　少し嬉うれしそうな口調でそう言った。自ら聡そう明めいと評した王女を驚おどろかせたことに満足したらしい。

「あなたは……」

　そんな女の表情を見つめて、雪ゆき菜なはかすかに目を見張った。服装も雰ふん囲い気きも違っていたので気づかなかったが、雪菜は以前にも彼女に会っている。そのことを思い出したのだ。

「アルディギア王国王室秘書官のトリーネ・ハルデンです。またお会いしましたね、姫ひめ柊らぎ雪菜」

　驚く雪菜に向き直って、トリーネは慇いん懃ぎんに一礼した。王宮の作法に慣れた者に特有の、洗練された振る舞いだった。

「王室秘書官が……王宮襲しゆう撃げきの手引きを……？」

　雪菜は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。王室秘書官としてのトリーネは、古こ城じようたちとの謁えつ見けんの席で、ルーカス・リハヴァインやポリフォニアとも普通に言葉を交わしていた。それほどの立場の人物がテロリストと通じていたという事実に、雪菜は驚きを隠せない。

　だが、一方で、彼女が古城を連れてきた理由はわかった気がした。王室秘書官の立場ならば、怪しまれることなく王家の客人である古城に接近することが可能だろう。そして人質である雪菜やラ・フォリアを利用して、古城を従わせているのだ。そうに違いない、と雪菜は納得する。

「肩書きこそ立派ですが、王室秘書官というのは王族の身の回りの世話をするだけの、いわば雑用係です。政治的な権力は一切ありません。そのくせ仕事は忙しく、休みは少なく、給料も安くて、王族の我わが侭ままに振り回される……さぞや不満が溜たまっていることでしょう」

　ラ・フォリアが、他人ひと事ごとのように醒さめた口調で呟いた。

「自覚があったのなら改善の努力をしてください！　私があなたたちのせいでどれだけ──」

　反射的に王室秘書官としての口調に戻って、トリーネが叫んだ。テロリストとしての本性をさらけ出したあとでも、長年の王宮暮らしで染しみついた習性はすぐには抜けないらしい。

「……まあいいわ。そのおかげで、簡単に王宮に潜入できたわけだしね」

　トリーネが小さく咳せき払ばらいして、取り繕うような早口でそう言った。

「そうですね。実質的な権力を持たないぶん、王室秘書官は王宮に入りこむのが容易です。採用の際の身辺調査も甘い」

　ラ・フォリアが、そんなトリーネを冷ややかに見つめて微笑する。

「たとえばあなたが、アルディギア国籍を持つ本物のトリーネ・ハルデンではなかったとしても、気づかれる可能性は低かった。背格好のよく似た留学中の若者を捕まえて、その人物に成りすまして敵国に潜入。役人として政府中枢に入りこむ──よくあるスパイの手口ですね」

「スパイ……？」

　雪ゆき菜なは、ラ・フォリアの唐とう突とつな言葉に眉まゆを寄せた。銀髪の王女は、トリーネが単なるテロリストではなく、いずれかの国家に所属する工作員スパイではないかと示し唆さしているのだ。

　そしてトリーネは、王女の言葉を否定しなかった。

「やれやれ、あなたは本当に賢いわね、ラ・フォリア・リハヴァイン。お姉さん、参っちゃう。その余裕、私たちがあなたを拉ら致ちした本当の理由に気づいているせい？」

　苦々しげな口調で、トリーネが尋ねる。

　銀髪の王女は、トリーネを涼しげな表情で見上げた。

「あなた方の本当の目的は、観かん艦かん式しきに参加する〝戦せん王おう領りよう域いき〟艦隊の殲せん滅めつですね」

「艦隊の殲滅……？」

　雪菜が無意識に疑問の声を洩もらした。

　ラ・フォリアが言う観艦式とは、今日の平和記念式典の一環として予定されている国際観艦式のことだろう。多数の軍艦を展示するいわゆる軍事パレードだが、軍事交流と親善を目的に、友好国の艦かん艇ていも多く参加することになっている。その中には、平和記念式典のもう一方の主役である〝戦王領域〟の軍艦も当然含まれているはずだ。

　だが、その〝戦王領域〟艦隊の殲滅となると、それはもはや戦争だ。王宮襲しゆう撃げき事件のようなテロとはわけが違う。そんなことが出来るとは思えない。

「不可能ではありません。この〝ビフレスト〟があれば」

　楽観的な雪菜の予想を、ラ・フォリアがきっぱりと否定した。

「〝ビフレスト〟……！」

　雪菜は、表情を強こわ張ばらせて、自らの足元に目を向けた。

　アルディギアが建造した超大型装そう甲こう飛行船〝ビフレスト〟の存在は、雪菜も知識として知っている。だが、よもや自分がその中に連れこまれていたとは、さすがに思ってもみなかった。

　この部屋が船の中である、という雪菜の推理は、間違いではないまでも完全な正解とはいえない。ラ・フォリアに、ギリギリ合格点、と採点された理由がよくわかる。

「そう。アルディギア王国が誇ほこるこの飛行戦艦ならば、たかだか〝戦王領域〟の艦艇を数隻沈めるくらいは簡単なこと。たとえ殲滅できなくても、アルディギアが〝戦王領域〟を攻撃したという事実は残るわ」

　トリーネが、驚おどろく雪菜を面白そうに眺ながめて言った。

「テロリストが記念式典を妨害したところで、アルディギアと〝戦王領域〟の平和条約には、おそらくなんの影えい響きようもない。でも、アルディギアの戦艦が〝戦王領域〟の艦艇を攻撃すれば、話は別。この地で再び人類と魔ま族ぞくの戦争が起きることになるでしょうね」

「──〝ビフレスト〟の起動には、アルディギアの王族による生体認証が必要です」

　ラ・フォリアが淡々と指摘した。トリーネの口元がかすかに歪ゆがむ。

　軍用の航空機や艦かん船せんに、いわゆる始動イグニツシヨンキーなどというものは滅めつ多たに存在しない。鍵キーを紛失したなどという馬ば鹿かげた理由で、動かせない兵器があっては無意味だからだ。

　しかしもちろん例外はある。それはたとえば核兵器や弾道ミサイルなどだ。大規模な破壊を撒まき散らし、政治的、外交的に大きな影えい響きようを与えるそれらの戦略兵器は、国家元首以外が使用を決断できないように、厳重な使用制限ロツクがかけられているのが普通である。

〝ビフレスト〟もそれらと同様に、王族以外は起動できないように設計されているのだろう。それはつまり〝ビフレスト〟が、戦略兵器に匹敵する力を持っているという証あかしでもある。

「式典中止や魔ま導どう犯罪者釈放の要求は、わたくしがただの人質だと思わせるための単なる偽ぎ装そう。あなた方の本当の目的は、〝ビフレスト〟起動の鍵かぎであるわたくし自身、というわけですね」

　トリーネを真まっ直すぐに見つめたまま、ラ・フォリアが静かに微笑ほほえんだ。

　正解よ、とトリーネは肩をすくめて、銀髪の王女を睨ねめ返す。

「協力してくれるわね、ラ・フォリア・リハヴァイン王女殿でん下か」

「──わたくしが、あなた方に協力する見返りはなんですか？」

　ラ・フォリアが碧あおい目を細めて、小首を傾かしげた。拉ら致ちされた虜りよ囚しゆうの身でありながら、彼女は、トリーネと対等に交渉しようとしているのだ。

　そんな剛ごう胆たんなラ・フォリアの申し出に、トリーネは挑ちよう発はつ的な笑みを浮かべてみせた。

「ヴェルテレースの住民八十万人の命ではいかが？」

「わたくしが従わなければ、ヴェルテレースを壊かい滅めつさせると？」

　王女の唇くちびるから笑みが消えた。トリーネは、わざとらしく哀かなしげに目を伏せる。

「できれば、私たちもそんな真似まねはしたくないのよ。我々の目的は聖せい域いき条約の破棄であって、アルディギア国民の虐ぎやく殺さつではないから」

「あなた方がヴェルテレースを滅ぼせるという証拠は？」

「そのために、彼がいるんじゃない。ねえ、古こ城じよう？」

　トリーネが、甘えるような態度で古城にしなだれた。それまで退屈そうにトリーネと王女の会話を聞いていた古城が、ああ、とうなずいて不敵に笑う。

「先……輩……？」

　トリーネの髪を優しく撫なでる古城を、雪ゆき菜なは信じられないという表情で眺めた。

　人質をとられて無理やり従わされている態度ではない。仲なか睦むつまじい、というよりは、爛ただれた恋愛関係にある恋人同士のような雰ふん囲い気きだ。

　咎とがめるような雪菜の視線に気づいたのか、古城は苦悩するように目を伏せた。目元を右手で覆おおいながら、芝居がかった大おお仰ぎような口調で語りかけてくる。

「許せ、姫ひめ柊らぎ。だがこれは、呪のろわれし大いなる力を受け継いだ我が宿命。今の俺おれはトリーネ様の理想に殉じゆんじた殺さつ戮りく者しや。おまえたちの友人だった暁あかつき古こ城じようという男はもういないんだ」

　謎なぞめいた恰かつ好こういいポーズを決めながら、自らが口にした台詞せりふに陶酔したようにうなずく古城。

　そんな古城の姿をまじまじと見つめて、雪ゆき菜なは真顔で呟つぶやいた。

「……はい？」
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「つまり煌きら坂さかさんが古城のベッドで寝ている間に、古城がいなくなってしまった、と？」

　朝のテノティア離り宮きゆうの客室。侍じ女じよ頭がしらが運んできた濃いコーヒーを飲みながら、浅あさ葱ぎはそう言って眉み間けんに手を当てた。

　[image: ]しかられた子どものように全身を縮こまらせて、紗さ矢や華かがこくりと小さくうなずく。

「あ、暁古城のベッドで寝てたっていっても、催眠術をかけようとしてたらうっかり眠ってしまっただけで、べつに二人で一緒に寝たとか、そういう意味じゃないから……」

「あー、大丈夫よ。それはわかってるから」

　五円玉を結んだ髪の毛をつまみ上げ、浅葱は小さく溜ため息いきをついた。

　ここ数日、政府要人の護ご衛えいの手配と、古城たちの案内で、紗矢華が恐ろしく多忙だったことは知っている。おそらく昨日あたりまで、彼女はほとんど寝ていなかったはずだ。そんな状態で催眠術をかけようとして、うっかり先に眠ってしまった。特におかしな話ではない。

　だが、その一方で、呪じゆ術じゆつの専門家である紗矢華が、そんな初歩的なミスを犯すだろうか、という疑問もある。何者かの術や能力で強制的に眠らされてしまった──そう考えたほうが、むしろしっくりくる。

「で、古城が風ふ呂ろに入ってた痕こん跡せきがあって、バスルームにこれが残されていた、と」

　そう言って浅葱は、紗矢華が回収してきた遺い留りゆう品ひんを目の前で広げた。女性用の衣装の一部だった。矯きよう正せい下着から派生したアクセサリーだ。

「なんだ、これ？　コルセットってやつか？」

　浅葱の手から衣装を受け取って、矢や瀬ぜはものめずらしそうにそれを眺ながめる。スカートの上に装着するタイプの、上品なデザインのコルセットだった。あまり機能的とは思えないが、高級感があるのは間違いない。

「なんかいい匂においがするな。香水か？」

「あなたね……嗅かぐ!?　そんな、いきなり、女性の服を……！」

　クン、と犬のように鼻を鳴らした矢瀬を、紗矢華が嫌悪感をあらわにして睨にらみつけた。

　どれどれ、と浅葱も取り返したコルセットに顔を寄せ、

「たしかに匂うわね。ムスクとは少し違うみたいだけど」

「藍あい羽ば浅葱まで……！」

「王宮で働いている女じよ官かんの制服が、こんな感じのコルセットドレスだったような気がしたけど。可愛かわいいからちょっと気になってたのよね」

　浅あさ葱ぎはそう呟つぶやきながら、自前のノートパソコンのキーボードを叩たたいた。

　画面に表示されたのは、王宮に登用された女官たちの勤務情報だった。王宮の人事データを無断でのぞき見ているのだ。

　テロが行われた直後ということで、王宮のスタッフはほぼ全員が出勤している。後片付けと警けい察さつへの捜査協力のために、非番の者たちも呼び出されたらしい。昨夜からずっと不眠不休で働いているスタッフも少なくない。

　そんな中、一人だけ職場を離れている女官がいる。届け出のない無断欠勤だ。

「いたわ。二等王室秘書官トリーネ・ハルデン。昨日のテロが起きた直後に、王宮を出て行方ゆくえ不ふ明めいになってる。おまけにそのあと、彼女の身分証ＩＤがテノティア離り宮きゆうの入館に使われてるわ」

「この姉ちゃんが、古こ城じようを連れ去ったってことか？」

　パソコンの画面に映った顔写真を眺ながめて、ふむ、と矢や瀬ぜが唇くちびるを曲げた。

　眼鏡めがねをかけた、有能そうな顔立ちの女性だった。記録によれば年齢は二十七歳。アルディギア人としては比較的めずらしい黒髪で、ロタリンギアへの留学経験があるらしい。彼女が着ている王宮秘書官の制服には、犯人の遺い留りゆう品ひんと同じコルセットが装着されている。

「王室秘書官がテロリストの一員なら、王女を拉ら致ちした際の手際の良さにも説明がつくわね」

　浅葱が顔をしかめて呟いた。今にして思えば、魔獣タラスクによる襲しゆう撃げきの絶妙なタイミングや、転移門ゲートの展開の異様な正確さは、王宮内部に手引きした者がいたからこそ可能だったのだ。

「この女の足取りを追えるか？」

　浅葱の横顔を見つめて、矢瀬が訊きいた。浅葱はキーボードに触れることもなくうなずいて、

「今やってるわ。モグワイ、どう？」

『大当たりビンゴだ、嬢じようちゃん』

　浅葱の相棒である人工知能ＡＩの現身アバターが、皮肉っぽい口調で答えてくる。古城を助手席に乗せたトリーネ・ハルデンの乗用車が、幹線道路の監視カメラにくっきりと写っていたらしい。

　映像から割り出した車の予想目的地が、写真付きで画面に表示された。それを目にした矢瀬の表情が、はっきりと目に見えて強こわ張ばった。

「行き先は、アスコラ空軍基地だと……？」

「……なるほどね。道理でヴェルテレース市内をどれだけ探しても、王女たちが見つからないわけだわ。さすがに軍の施設までは侵入ハツキングしなかったからね」

　浅葱が感心したように肩をすくめる。正規軍の施設は、テロリストの隠かくれ家がとしては完全な盲点だ。ラ・フォリアの捜そう索さくには軍関係者も協力しているはずだが、彼らもまさか自分たちの基地内に王女が監禁されているとは想像していなかったに違いない。

「どうしてアルディギア空軍が、自国の王女を誘ゆう拐かいするわけ？」

　紗さ矢や華かが混乱したように訊きいてくる。浅あさ葱ぎは退屈そうに首を左右に振って、

「空軍基地にいるからといって、空軍の将兵とは限らないんじゃない？　テロリストが王室秘書官をやってたくらいなんだし、誘ゆう拐かい犯はんが兵士に成りすましてても不思議はないでしょ」

「そ、そうか。そうね……だけど、どうして空軍基地なのかしら？　飛行機を乗っ取って逃げるつもりとか？」

「それなら民間のビジネスジェットでいいだろ。空軍機なんてただでさえ監視が厳しいのに」

　紗矢華の疑問に、矢や瀬ぜも眉み間けんにしわを寄せて考えこむ。浅葱も無言で首を傾かしげた。

　その沈黙を破って、不細工なぬいぐるみ型の現身アバターがケケッと笑い出す。

『アスコラ空軍基地には、アルディギアの飛行戦せん艦かんが配備されてるぜ』

「飛行戦艦？」

　なによそれ、と浅葱が訊き返す。モグワイは画面の中でなぜか自慢げに笑い、

『ビフレスト級飛行戦艦一番艦〝ビフレスト〟──最新鋭の超大型装そう甲こう飛行船だ』

「でけえな」

　映し出された映像を眺ながめて、なんじゃこりゃ、と矢瀬が唸うなった。

　空軍基地の上空に係留されていたのは、シロナガスクジラを二頭連結したような、双そう胴どうの装甲飛行船だった。周囲に比較するものがないせいで、あまり実感がわかないが、ひたすら巨大ということだけはよくわかる。まさしく空に浮かぶ戦艦を見ているような気分だ。

「ミサイル駆く逐ちく艦かんを凌りよう駕がする火力を持ちながら、速度は標準的な駆逐艦の約八倍。おまけに戦車に匹敵する装甲強度。控え目に言って化け物ね。欠点は製造コストが高すぎることと、制御の難しさか。たしかにアルディギアの魔ま導どう技術がなきゃ、こんなもの空に飛ばせないわ」

　浅葱が呆あきれ混じりの口調で賞賛した。

　普通に考えれば、巨大過ぎる装甲飛行船を造ることにほとんど意味はない。大艦巨砲主義が幅を利きかせていた時代とは違うのだ。だが、アルディギアに限っては話が別だ。アルディギアは世界で唯一、精せい霊れい炉ろを飛行船に搭とう載さいする技術を持っているからだ。

　精霊炉が生み出す膨ぼう大だいな霊力によって、アルディギアの装甲飛行船は航空機の限界を超えた動力性能と、高い防御力を持っている。通常の艦船の数倍の速度で、都市上空に到達する空中要よう塞さい。それが飛行戦艦と呼ばれる〝ビフレスト〟の正体だ。

『こいつを起動するためには面倒な儀式魔術が必要だし、ガチガチのロックがかかってるから、たとえ乗っ取ったところで動かすことはできないんだが、緊急時用の抜け道があってな。アルディギアの王族の生体認証があれば、無理やり起動できるらしい』

「王女を誘ゆう拐かいしたのは、そのためか……」

　モグワイの解説を聞いて、矢瀬が舌打ちする。細切れだった情報の断片が、綺き麗れいにひとつにつながっていく感覚。しかし描き出されたのは、およそ最悪の未来予想図だ。

「まっずいわね。こんなのが襲おそってきたら、魔獣タラスクどころの騒さわぎじゃないわ。記念式典なんて会場ごと消し飛ぶわよ」

　浅あさ葱ぎが時計を確認した。間もなく午前十一時。記念式典の会場である広場には、すでに多くの参加者が集まり始めている。アスコラ空軍基地から式典会場までは、直線距離で三十キロ足らず。〝ビフレスト〟の速度なら、せいぜい十分といったところだ。

　飛行戦せん艦かんと呼ばれる〝ビフレスト〟の火力で、平和記念式典の会場を火の海に変える。テロリストの目的が記念式典の妨害ならば、それ以上に効果的な手段はないだろう。だが、

『ケケッ、記念式典だけで済めばいいがな』

　モグワイは、さらに不安を煽あおるような言葉を合成音声で告げてくる。

「どういう意味よ？」

『このあとの平和記念式典では、国際観かん艦かん式しきが予定されてるぜ』

「カンカン式？」

　なにそれ、と浅葱が怪け訝げんそうに瞬まばたきした。

「軍艦によるパレードだな。余所よその国の艦艇フネを招いて、平和をアピールしたり交流を深めたり、まあ目的はいろいろだが要は見み世せ物ものだ。でかい船が並んでるのを見るのは楽しいだろ？」

　矢や瀬ぜが投げやりな口調で言う。モグワイは、画面の中で愉たのしげにうなずいて、

『観艦式には〝戦せん王おう領りよう域いき〟の艦かん艇ていも何隻か参加することになってる。そろそろアルディギアの領海に入ってくる頃合いだな』

「じょ……冗談じゃないわよ！」

　浅葱が血相を変えて自分のパソコンを睨にらみつけた。

「もしアルディギアの飛行戦艦が〝戦王領域〟の軍艦を撃沈したりしたら、土下座くらいじゃ済まないわ。下手へたしたら人類と魔ま族ぞくの全面戦争になるわよ……！」

「まずいな……」

　矢瀬の声からも、普段の軽けい薄はくな響ひびきが消えている。浅葱は、そんな幼なじみの襟えり首くびを八つ当たり気味に絞め上げた。

「まずいわよ！　戦争だって言ってるでしょ！」

「いや、そうじゃねえ。あのトリーネ・ハルデンって女、古こ城じようも攫さらっていったんだよな？　王女だけじゃなくて。てことは、古城も飛行戦艦に乗ってるってことじゃないのか？」

「あ……」

　浅葱の顔からさっと音を立てて血ちの気けが引いた。

　たしかに〝ビフレスト〟は強力な兵器だが、第だい四よん真しん祖その十二体の眷けん獣じゆうたちは、そんなものとは比較にならない圧倒的な力を持っている。〝戦王領域〟の軍艦を沈めるどころか、艦隊を丸ごと壊かい滅めつさせることすら可能なはずだ。

　トリーネ・ハルデンがなんらかの方法で古城を操っているのなら、彼女は彼に〝戦王領域〟艦隊への攻撃を命じる可能性が高かった。そうなったら、もはや事はアルディギアと〝戦王領域〟だけの問題では済まない。絃いと神がみ島じまと日本までもが戦争に巻きこまれてしまうのだ。

「煌きら坂さかさん！」

「わ、わかってる。すぐに王宮に連絡するわ！　〝ビフレスト〟の起動を止めないと……！」

『残念だが、そいつは手遅れみたいだぜ』

　モグワイが嘲あざけるような口調で紗さ矢や華かに告げた。

「手遅れ……？」

　紗矢華が困惑して訊きき返す。モグワイは、ケケッ、と紗矢華を哀あわれむように小さく笑って、

『〝ビフレスト〟が起動シークエンスを開始しやがった。完了までの残り時間は二分ってとこか。あとは王女の生体認証で終わり。飛行戦せん艦かんのお出ましだ』
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　雪ゆき菜なとラ・フォリアは、トリーネに連れられて〝ビフレスト〟の艦橋ブリツジに移動した。その間、古こ城じようはずっとトリーネの傍かたわらに立っていた。トリーネを護ご衛えいしているというよりは、女性客をもてなしているホスト。あるいは年上の女性に飼われたヒモ男、という雰ふん囲い気きだ。

　艦橋ブリツジでは、すでに八名の乗員クルーが配置につき、〝ビフレスト〟の起動準備を始めていた。雪菜たちの姿に気づいた彼らは、トリーネに向かって一斉に敬礼する。

「〝ビフレスト〟の乗組員も支配済み、というわけですか」

　艦橋ブリツジの中を見回して、ラ・フォリアが興味深そうに呟つぶやいた。〝ビフレスト〟の艦内には、トリーネが連れてきたテロリストの仲間たちも乗りこんでいるが、艦橋ブリツジにいるのは正規の乗員クルーだけだ。

　しかし彼らは、本来の主あるじのラ・フォリアではなく、トリーネの命令に従っている。古城と同じように、トリーネの能力で操られているのだ。

「航空機の発展系である飛行戦艦は、水上艦かん艇ていに比べて必要とする乗員の数が少ないのですが、それが裏目に出てしまいました。いえ、それを見越しての計画なのですね」

　ラ・フォリアが冷静に分析を続ける。通常の軍艦であれば、駆く逐ちく艦かんクラスでも、本来の性能を発揮するためには、交代要員を含めて百名近い乗員クルーが必要だ。しかし〝ビフレスト〟が必要とする中核乗員の数はわずか十六名。どうやらその程度の人数であれば、トリーネは完全に支配することができるらしい。

「この部屋、少し暑いわ、古城。脱がしてちょうだい」

　艦橋ブリツジの中に入るなり、トリーネは古城に自分の上着を脱がせるように要求する。

「喜んで、トリーネ様」

　古城は素早くトリーネの背後に近寄ると、トリーネの腕から上着の袖そでを引き抜いた。上着を脱ぐと、ただでさえ身体からだの線がくっきりと出ていたトリーネの露ろ出しゆつ度どがさらに上がる。

　ノースリーブの袖そでから剝むき出だしになった肩と二の腕。大きく開いた背中と、これ見よがしに強調された胸の谷間。扇せん情じよう的てきな香水の匂においが、ふわりと艦橋ブリツジ内に漂ただよい出す。

「こっちもお願いよ、古こ城じよう」

　艦かん隊たい司令官のために用意されたシートに堂々と座って、トリーネが右脚を古城の前に突き出した。ストッキングを脱がせ、と命じているのだ。

「お任せを」

「なっ!?」

　片かた膝ひざを立てて跪ひざまずき、トリーネの太ふと腿ももの付け根に手を差し入れる古城。その光景を目にした雪ゆき菜なが、目を剝むいて眉まゆを吊つり上げる。

「あら、どうしたの、姫ひめ柊らぎ雪菜。そんな恐こわい顔をして」

　トリーネが雪菜を見返して、冷やかすように訊きいてくる。雪菜は拳こぶしを握り締め、肩を震ふるわせながらその屈くつ辱じよくにかろうじて耐えた。

　古城はその間にトリーネの右脚のストッキングを脱がせ、続いて左脚へと取りかかっていた。

「ありがとう、古城。お姉さんからのご褒ほう美びよ」

「身に余る光栄です」

　トリーネが伸ばした左脚の足の甲に、古城がそっと口づけする。ぎりっ、と雪菜の奥歯が、音を立てて軋きしんだ。

「そんな……どうして……？　吸血鬼には精神支配系の魔ま術じゆつは効かないはずなのに……！」

　怒りで頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、雪菜が圧おし殺した声で呟いた。

　これまでは半信半疑だったが、今の古城の行動で確信した。古城は雪菜たちを人質に取られているから仕方なくトリーネに従っているわけではない。完全にトリーネに精神を支配されて操られているのだ。

　だが、吸血鬼の真祖である古城は、魔術に対する強い抵抗力を持っており、特に精神に干渉する魔術はほとんど効果がないといわれている。過去に古城を操ることができたのは、魔女である仙とこ都よ木ぎ優ゆう麻まだけ。しかもそれは古城の精神を支配したのではなく、空間制御魔術によって、互いの肉体の神経をつなぎ替えるという強引な手段によるものだった。

　しかしトリーネは、優麻のようなリスクを冒おかすことなく、簡単に古城を操っているように見える。その仕組みが雪菜にはわからない。すなわちトリーネの支配から古城を解き放つ方法がわからない、ということだ。

「見事に手て懐なずけたものですね、トリーネ。後学のために、わたくしたちにも殿との方がたを言いなりにする秘ひ訣けつを教えてはいただけませんか？」

　ラ・フォリアが素直に感心したような口調で訊いた。トリーネはハッと明るく笑って、

「秘訣？　そうね、大人の魅力ってことかしら。ごめんなさいね、残酷なことを言っちゃって」

　これ見よがしに胸の谷間を強調しながら、雪ゆき菜なを挑ちよう発はつするように嘲ちよう笑しようするトリーネ。雪菜は怒りで頭の中が一いつ瞬しゆん白くなり、

「先輩！　目を覚ましてください！　どうしてこんな人の言いなりになってるんですか!?」

　涙目になって自分を睨にらみつけてくる雪菜を、古こ城じようは不思議そうに見返した。

「どうしたんだ、姫ひめ柊らぎ。綺き麗れいな顔が台無しだぜ」

「は!?」

　雪菜は憤ふん激げきのあまり言葉を失う。怒りで震ふるえる雪菜を見つめて、古城は不思議そうな表情を浮かべた。精神支配されているとは思えない、ごく自然な反応だ。

「ああ。もしかして、妬やいてるのか？　安心しろよ、姫柊だって可愛かわいいぜ。そのドレスもよく似合ってる」

　自分に酔っているような気取った口調で言いながら、古城が雪菜の髪に触れてくる。そして古城はふと動きを止めた。自分がなにをやっているのか、思い出そうとするような奇妙な沈黙。

　その直後──

「はい、そこまで。おままごとの時間はおしまいよ」

　トリーネがそう言って、無理やり古城を自分に引き寄せた。それから彼女はラ・フォリアに向かって、艦橋ブリツジ中央に出ろと顎あご先さきで指図した。

「〝ビフレスト〟を起動しなさい、ラ・フォリア・リハヴァイン」

「駄目です、ラ・フォリア……！　本当に戦争になるかもしれないんですよ！」

　銀髪の王女を睨んで、雪菜が叫んだ。しかしラ・フォリアは静かに首を振り、

「ヴェルテレースの住民、八十万人の命には替えられません。あなたも、古城に大量虐ぎやく殺さつの罪を犯させたくはないでしょう？」

「それは……っ！」

　雪菜が言葉を詰まらせた。ラ・フォリアが〝ビフレスト〟を起動しなければ、トリーネは、古城にヴェルテレースへの攻撃を命令するだろう。今の古城は、トリーネに命じられるまま、王都を焼き払う可能性が高い。その大虐殺の罪を背負うのは古城なのだ。

「政治とは、一方の利益のために、他方を切り捨てるということ。その決断を下すのが王族の使命です。犠ぎ牲せいが避け得ぬというのなら、よりよい未来を選択しましょう」

「人類と魔ま族ぞくの戦争を引き起こすことが、よりよい未来なんですか……!?」

「得られる利益が犠牲を上回るのなら、戦争も政治的な選択肢のひとつになるということです」

　王女の冷酷な言葉に、雪菜は絶句した。トリーネが、ヒュウ、と口笛を鳴らす。

「我がアルディギアは、一千年以上の永きにわたって〝戦せん王おう領りよう域いき〟の侵略に耐えてきました。蹂じゆう躙りんされた国土、犠牲となった人々──その恨みは今も国民の間に燻くすぶっています。誰だれもが平和を望んでいるわけではない、ということです」

　ラ・フォリアの無感情な瞳ひとみが、雪ゆき菜なを見据えた。雪菜はなにも言い返せない。

「より現実的な話をしましょうか？　アルディギアは魔ま導どう技術立国ですが、その高度な技術をもたらしたのは、戦争が生み出した兵器の進歩なのですよ。すなわち兵器と軍事技術こそが、この国の真の基幹産業です。新たな戦争は、我々に大きな利益をもたらしてくれるでしょう」

「そんな……」

「世界には、魔ま族ぞくと人類の共存を謳うたう〝聖せい域いき条じよう約やく〟を批ひ准じゆんしていない国家も多い。彼らは、わたくしのこの決断を歓迎してくれるでしょう。聖域解放機構……でしたか？　あなた方も協力してくれるのですよね、トリーネ？」

「え、ええ。そうね。もちろんよ」

　唐とう突とつに視線を向けられたトリーネが、慌あわててラ・フォリアの言葉に追従した。

「私たちには第だい四よん真しん祖そがいる。〝戦せん王おう領りよう域いき〟とて恐るるに足らないわ」

「その言葉を聞いて、安心しました」

　ラ・フォリアは満足げにうなずくと、艦かん長ちよう席せきの前へと歩み出た。そこに設置された半球型のパネルに、自らの右手をそっと押しつける。

「アルディギア王ルーカス・リハヴァインが長女ラ・フォリアが命じます──目覚めなさい、〝虹の橋ビフレスト〟」

　ラ・フォリアが命令を告げると同時に、半球型のパネルが淡く点灯した。飛行戦せん艦かんの巨体が振動し、艦橋ブリツジ内の機器が次々と動き出す。

「これで〝ビフレスト〟が起動したの？」

　呆あつ気けなく儀式が終わったことに、トリーネが拍子抜けしたように呟つぶやいた。

　ラ・フォリアは微笑ほほえみながら振り返り、

「ええ。ですが、王族の生体認証による強制起動は、非常事態に備えての例外的な運用です。正規の指揮系統に基もとづく通常の作戦行動は行えません」

「どういうこと？」

「実弾兵器を除く〝ビフレスト〟の武装は、ロックされたまま、ということです。魔術兵装の使用には、個別にわたくしの認証が必要になります」

「王女の許可がなければ、こいつは本来の性能を発揮できないってこと？」

　チッと舌打ちしながら、トリーネは艦長席に座る男を見た。聖せい環かん騎き士し団だんの制服を着た艦長が、重々しくうなずいて王女の言葉を肯定する。

「事実です」

「面倒なことね」

　やれやれ、とトリーネが肩をすくめた。〝ビフレスト〟の起動が終わった時点で、役目を終えたラ・フォリアを、トリーネは始末するつもりだったのかもしれない。しかし彼女の思惑は外れた。〝ビフレスト〟を利用するためには、引き続きラ・フォリアの協力が必要なのだ。

「遠えん慮りよは要りません。戦いを始めるときには、わたくしが力を貸しましょう」

　ラ・フォリアは、あくまでも対等の口調でトリーネに笑いかける。そして、

「それよりも汗をかきました。湯ゆ浴あみの支し度たくをしてくださいな」

「は、はい？」

　あまりにも唐とう突とつなラ・フォリアの要求に、トリーネは腹を立てるのも忘れて、ぽかんと口を開けた。疲れたような溜ため息いきをつきながら、乗員クルーの一人に、風ふ呂ろ場ばに案内してやれ、と命じる。

「行きましょう、雪ゆき菜な。古こ城じようも、また後ほどお会いしましょう──」

　銀髪の王女は鷹おう揚ようにうなずいてそう言うと、浴室へと向かって歩き出す。

　雪菜は軽い目眩めまいを覚えながら、仕方なくラ・フォリアのあとを追いかけた。
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　呆あきれたことに〝ビフレスト〟の船内には、日本の温泉風の大浴場に加えて、本格的なサウナまでもが完備されていた。王女が言うにはアルディギアはサウナ発はつ祥しようの地であり、多くの家庭にサウナが設置されているのだという。

　雪菜とラ・フォリアはバスタオルを身体からだに巻いただけの姿で、木製のベンチに座っている。本来は水着着用で入浴するのがアルディギアのサウナの作法だが、さすがに水着の準備はなかったのだ。

「やはりサウナで汗を流すのは気持ちが良いですね。日本の艦かん艇ていもお風呂が充実していると聞きますが、装そう甲こう飛行船にサウナを常備しているのは、アルディギアならではといえましょう。精せい霊れい炉ろの冷却水の余熱を利用した、地球環境にも優しいシステムです」

「は、はあ」

　得意げに語る銀髪の王女を、雪菜は曖あい昧まいな表情で眺ながめた。

　たしかに王女が自慢するだけあって、〝ビフレスト〟のサウナはかなり豪華だ。テレビや給水設備も設置されており、快適に過ごせるようになっている。

「って、本当にお風呂に入りたかっただけなんですか!?　わたしはてっきり、なにか策があるのかと思ってついてきたんですけど……！」

「あら。浴室は考えをまとめるのに最適な場所なのですよ。かつて高名な古代の科学者も、浮力の原理を入浴中に発見して、喜びのあまり裸のまま大通りを駆け出したといわれています」

　頰ほおにかかる汗をタオルで拭ぬぐいながら、ラ・フォリアはしっとりと微笑ほほえんだ。

　長い髪をタオルでくるんでいるせいで、彼女の細いうなじが剝むき出だしになっている。ほんのりと上気した白い肌。バスタオル越しでもはっきりとわかるメリハリの利きいたプロポーション。美の女神フレイヤの再来と称たたえられるだけあって、入浴中のラ・フォリアの姿は神こう々ごうしいまでに美しかった。同性の雪菜でも見とれてしまいそうになるほどだ。

　だが、もちろん、のんびりと入浴していられるような状況でないことも自覚している。

「そんな悠ゆう長ちような話をしている場合じゃありませんよね!?　このままだと、本当に戦争が始まってしまうかもしれないんですよ！」

「わかっています。ですが、トリーネが引き連れている国籍不明の兵士は二十人以上。彼女に従っているアルディギアの騎き士したちを含めれば、敵の戦力は更さらに増えます。いくらあなたでも、一人で無力化できる数ではないでしょう？」

「それは、そう、ですけど」

　雪ゆき菜なは悔しげにうつむいた。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎは対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの専門家だが、集団戦には慣れていない。統率された兵士の集団──それも精強なアルディギアの騎士たちを一人で制圧するのは困難だ。

「おまけにトリーネの傍そばには古こ城じようがついています。戦って勝てる相手ではありません。あなたが七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーで、彼を滅ぼすというのなら話は別ですが」

「先輩を……滅ぼす……？　〝雪せつ霞か狼ろう〟で……？」

　雪菜が唇くちびるを強く嚙かみしめる。ヴェルテレース市街や〝戦せん王おう領りよう域いき〟艦かん隊たいを古城が攻撃するというのなら、その前に彼を止めるのが、監視役である雪菜の使命だ。それを忘れていたわけではない。幸いなことに、そのための武器は、今も雪菜のすぐ傍にある。が、

「待ってください。もしも先輩がトリーネさんに魔術で操られているのなら、〝雪霞狼〟の能力で無効化できるかもしれません」

「いえ、おそらくそれは無理でしょう」

　一いち縷るの希望をこめた雪菜の言葉を、ラ・フォリアはあっさりと否定した。

「強い魔術耐性を持つ吸血鬼には、精神支配系の魔術は効きません。それはあなたが言ったことですよ、雪菜」

「じゃあ、どうして先輩はトリーネさんの言いなりになってるんですか……!?」

　悲鳴にも似た雪菜の声が、サウナ室の中に反はん響きようする。

　ラ・フォリアは、取り乱す雪菜を見つめて優しくうなずいた。

「そう。その謎なぞを解かなければ、わたくしたちに勝ち目はありません。逆に言えば──」

「そうか……先輩が正気に戻れば……」

　雪菜が祈るような声で独ひとりごちる。

「ええ。古城がわたくしたちの味方になれば、トリーネの部下が何人いても関係ありません。第だい四よん真しん祖その眷けん獣じゆうならば、この〝ビフレスト〟をも一撃で沈めることができますから」

　微笑ほほえみながらそう言って、ラ・フォリアは少し物もの憂うげに目を伏せた。

「ですが、今の古城が正気ではないというのは疑問です。わたくしには、彼が自ら望んでトリーネに従っているように見えました」

「いくら先輩でも……さすがに、そんなはずは……」

「事実から目を逸そらしていては、敵の本当の姿は見えてきませんよ」

　頼りない口調で古こ城じようを擁よう護ごしようとした雪ゆき菜なを、ラ・フォリアが強い調子で[image: ]しつ責せきした。

「大丈夫です、雪菜。自信を持ちなさい。監視役であるあなたが古城の心を取り戻さずに、誰だれがやるというのですか。トリーネから古城を奪うばい返すのです」

「でも、わたしには、どうすればいいのか……」

　雪菜はバスタオルの端をつかんで、弱々しく声を震ふるわせた。トリーネの言いなりになっていた古城の姿を思い出し、ひどく嫌な気分になる。これまで知らなかったどす黒い感情が広がって、心が軋きしむようだった。

　そんな雪菜のおとがいにそっと手を触れて、ラ・フォリアが美しく目を細める。

「心配は要りません。あなたにはトリーネにはない武器があります」

「武器……ですか？」

　バスタオルに包まれた自分の胸元を見下ろして、雪菜は自信なさげな溜ため息いきをついた。

　自分が全体的に小柄であることは自覚しているが、これまでそれを気にしたことはなかった。しかし、あからさまに豊満さをひけらかすようなトリーネの態度を見てしまうと、多少の引け目を感じるのは仕方がない。やはり男子はああいう露ろ骨こつなおっぱいに弱いのだろうか、などと、そんなどうでもいいことを真剣に悩んでしまう。

「どうやら記念式典が始まったようですね──」

　鬱うつ々うつとした雪菜の思考を断ち切ったのは、ラ・フォリアの何気ない呟つぶやきだった。

　王女が見ていたのは、サウナ室の壁に埋めこまれたテレビの画面だ。平和記念式典の会場が、生中継で映し出されている。

　式典の開始時刻が迫っているため、会場にはすでに各国の要人と、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の代表であるアラダール、そしてアルディギア王家の人々が集まっていた。そんな中、思いがけない人物の姿を見つけて、雪菜は思わず声を上げた。

「ラ・フォリア王女……!?　どうして!?」

　式典会場に並んだアルディギア国王と王妃の隣となりには、ドレスアップした王女の姿があった。

　長い髪を結い上げ、ティアラで飾り立てているが、端たん整せいな顔立ちと印象的な碧へき眼がんは、紛れもなくラ・フォリア王女本人だ。中継を見ている国民の誰一人、それを疑っている様子はない。

「代役を用意したのでしょうが……なるほど、そう来ましたか」

　汗に濡ぬれた頰ほおに触れながら、ラ・フォリアがクスクスと笑い出す。そこで雪菜はようやく気づいた。ラ・フォリアによく似た容姿を持つ、もう一人の少女の存在に。

「カ、夏カ音ノちゃん……!?」

「お祖母ばあ様さまの入れ知恵ですね。ふふっ、面白いことになってきました」

　ラ・フォリアが本気で愉たのしそうに笑っていた。

　式典会場にいる夏か音のんは、やや緊きん張ちよう気味の表情で、それでもしっかりと王女の代役を務めている。もちろん夏か音のんはラ・フォリアよりも小柄だし、顔立ちもやや幼いのだが、テレビ中継で気づかれるほどの差異ではない。ましてや会場を訪れている一般の国民が、遠目に見て気づくはずもない。

「さて、トリーネとしては、わたくしが記念式典を欠席することでアルディギア王家の信頼が失われるのを期待していたのでしょうが、これで立場が逆転しました。王女誘ゆう拐かいの実績を喧けん伝でんしていたテロリストは、単なる噓うそつきと認知されることになります」

　笑い疲れたように呼吸を整えながら、ラ・フォリアが真ま面じ目めな口調で言った。

「記念式典の妨害を目もく論ろんでいたテロリストは、トリーネの勢力だけではなかったはずですが、彼らは動きづらくなったはずです。下手へたに動けば噓つきの仲間と見なされてしまいますから。そうなれば、トリーネたちに残された選択肢は多くありません」

　ラ・フォリアがそこまで言い終えるのと同時に、雪菜たちのいるサウナ室の壁が震ふるえた。

　巨大な機械が接続されたような重々しい音が鳴り響ひびき、地面が傾くような奇妙な加速感が襲おそってくる。

「〝ビフレスト〟が……！」

　その轟ごう音おんと加速の正体に気づいて、雪ゆき菜ながうめいた。これまで目立たないように駐機状態を続けていた〝ビフレスト〟が、ついに動き出したのだ。

「そう。式典会場で起きる混乱を期待できなくなったトリーネは、〝ビフレスト〟を動かすしかありません。そして〝ビフレスト〟が動けば、わたくしがここにいることが王宮にも伝わります。もっとも、すでに気づいていた者もいるようですが──」

　王女が、サウナ室の小さな窓に視線を向けた。浮上中の飛行戦せん艦かんの窓から見えるのは、雲ひとつない澄んだ青空だけだ。だが、その片隅にぽつりと、鳥のような黒い影が浮かんでいる。

　その黒点の正体に気づいて、雪菜はハッと息を吞のんだ。

　氷河の煌きらめきにも似た白群青ペールブルーの装そう甲こう。黄金の装飾と、大たい剣けんを握った戦いくさ乙女おとめの紋章。

　それはかつて絃いと神がみ島じまを訪れ、真しん祖そ大たい戦せんにも参加した、もう一隻の装甲飛行船──

　アルディギア聖せい環かん騎き士し団だんの旗き艦かん〝ベズヴィルド〟だった。
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「まずい。〝ビフレスト〟が離陸してやがる」

　装甲飛行船〝ベズヴィルド〟の艦橋ブリツジ──備品の双眼鏡をのぞきながら声を上うわ擦ずらせていたのは矢や瀬ぜだった。

　空軍基地で待機していたはずの飛行戦艦が、係けい船せん索さくを引きちぎって垂直に高度を上げていく。巨体に似合わぬ猛烈な速度である。

　空中に浮かぶ〝ビフレスト〟は、映像で見るよりも遥はるかに巨大だ。全長百五十メートル超の〝ベズヴィルド〟すら、飛行戦せん艦かんの威容の前には、頼りなくちっぽけに感じられる。

　そんな飛行戦艦を眺ながめながら、浅あさ葱ぎは真顔で考えこみ、

「もともと浮かんでたんだから、そこは上昇って言うべきよね」

「そんな吞のん気きなことを言ってる場合!?」

　銀色の長ちよう剣けんを握り締めた紗さ矢や華かが、焦りを隠しきれない表情で低く唸うなる。

〝ビフレスト〟が起動したことで、誘ゆう拐かいされたラ・フォリアと雪ゆき菜なが艦内にいるのは確実になった。しかし居場所がわかっても、彼女たちを救出する手段がない。その事実が紗矢華を苛いら立だたせているのだ。

「やはり間に合いませんでしたか……船長、基地司令への通信は……？」

　王族用のシートに座ったミュゼット太たい后こうが、険しい表情で装そう甲こう飛行船の船長に問いかける。

　紗矢華たちがトリーネ・ハルデンの居場所に気づいて、まだ四十分も経たっていない。しかし、その報告を受けたあとの太后の対応は速かった。

　彼女は即座に騎き士し団だんに連絡を取ると同時に、王都上空を哨しよう戒かい中ちゆうだった〝ベズヴィルド〟をテノティア離り宮きゆうに呼び寄せた。そして自ら〝ベズヴィルド〟に乗りこんで、アスコラ空軍基地に向かったのだ。王妃時代に幾いく多たの戦争を体験した彼女ならではの、圧倒的な行動力である。

　しかしその太后の迅速な対応をもってしても、〝ビフレスト〟の起動を止めることはできなかった。アスコラ空軍基地への通信が遮断されていたからだ。

「通信は繫つながりましたが、基地の内部はだいぶ混乱しているようですな。どうやら例の魔獣タラスクが基地内で暴れて、負傷者が大勢出ているようです」

　中世の海賊を思わせるごつい風貌の船長が、深刻な顔つきで顎あご髭ひげを撫なでる。

「〝ビフレスト〟が起動準備を終えるまでの時間稼ぎですか」

　ふん、と太后が上品に鼻を鳴らした。

　基地内に魔獣タラスクが侵入していたせいで、基地の管制官たちですら駐機中の〝ビフレスト〟が起動していることに気づかなかった。それがトリーネの企たくらみを阻止できなかった直接の原因だ。

　しかし通信が回復したということは、どうやら基地内の混乱は収束に向かっているらしい。

「アスコラ基地所属の戦せん闘とう機きが、緊急発進スクランブル態勢に入ってます。最悪、エンジンを撃ち抜いてでも〝ビフレスト〟を止めると息巻いてますぜ」

「〝ビフレスト〟を海上に出すわけにはいきません。基地司令の判断を支持します」

　太后が厳おごそかに首しゆ肯こうした。〝ビフレスト〟はアルディギア王国の大事な資産だが、だからといって他国の艦かん艇ていを攻撃するのを見過ごすわけにはいかない。戦争の引き金になるくらいなら、その前に撃げき墜ついするというのは当然の判断だ。

　高い機動性を誇ほこる装そう甲こう飛行船とはいえ、〝ビフレスト〟の速度や旋せん回かい性能は、戦闘機に遠く及ばない。しかも吸排気口が露出しているエンジン部分は、飛行船にとっては致命的な急所である。エンジンを破壊するだけなら、人質になっているラ・フォリアを傷つける心配もない。

　船長と太たい后こうの会話を聞いて、〝ベズヴィルド〟の艦橋ブリツジは安あん堵どの空気に包まれた。だが──

「船長、〝ビフレスト〟艦かん上じように強大な魔ま力りよく反応です！　検出限界を突破！」

　索さく敵てき担当の乗員クルーの報告に、弛し緩かんしかけた空気がたちまち凍りつく。

　飛行戦艦から放出された膨ぼう大だいな魔力が、密度を増して巨大な召しよう喚かん獣じゆうの姿へと変わった。実体を持つほどの濃密な魔力の塊かたまり。吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

「〝甲殻の銀霧ナトラ・シネレウス〟！　暁あかつき古こ城じようの眷獣がなんで……!?」

　出現した眷獣の正体に気づいて、紗さ矢や華かが驚きよう愕がくの悲鳴を洩もらす。

　銀色の鎧よろいに覆おおわれた巨大な甲こう殻かく獣じゆうは、第だい四よん真しん祖その四番目の眷獣──吸血鬼が持つ〝霧きり化か〟の能力を象徴する幻獣だった。

　自らの肉体を霧に変えて姿を消すのは、多くの吸血鬼が持つ基礎的な能力だ。だが、巨大すぎる第四真祖の魔力は、自分自身だけでなく、周囲のありとあらゆる物質を巻きこんで霧へと変えてしまう。しかも眷獣の制御に失敗すれば、元の状態に戻れるという保証はどこにもない。破壊以外の使つかい途みちのない傍はた迷めい惑わくな眷獣なのだ。

　その銀色の甲殻獣が能力を向けたのは、アスコラ空軍基地の滑走路だった。

　銀色の霧が広がって、滑走路を完全に覆い隠す。そして霧が風に吹き散らされたとき、滑走路は姿を消していた。あとに残されたのは、無む惨ざんにえぐり取られた地面だけ──古城の眷獣が、滑走路を一いつ瞬しゆんで消滅させたのだ。

　想像を絶する破壊の光景に、〝ベズヴィルド〟の艦橋ブリツジが沈黙に包まれる。

　第四真祖の馬ば鹿かげた戦せん闘とう能力。そしてトリーネ・ハルデンが、彼を支配して味方につけていること──その忌いま々いましい現実を、乗員クルーたちはあらためて思い知らされたのだ。

「怪け我が人にんがいないのはいいとして、これじゃ戦闘機の離陸は無理だな」

「空軍基地の援護は、期待できないってことね」

　第四真祖のデタラメさに慣れている矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎが、真っ先に気を取り直して冷静に意見する。

「わたくしたちだけでやるしかありませんね」

　厳しい表情で呟つぶやいた太后が、同意を求めるように船長に目を向ける。

「まあ、やるだけはやってみますがね。正直、厳しいですな。〝ベズヴィルドこつち〟は装そう甲こう飛行船同士の殴り合いを想定してませんからな」

　ガリガリと頭をかきながら、船長が分厚い唇くちびるを曲げた。

　同じ装甲飛行船でも〝ベズヴィルド〟の役割は、主に騎き士し団だんの輸送と支援である。搭とう載さいされた武装も自衛用の機銃や迎撃ミサイルが中心で、敵の艦船と正面から撃ち合うような戦い方は想定されていない。

　一方の〝ビフレスト〟は、戦闘の最前線に投入することを目的に造られた飛行戦艦だった。まともにぶつかれば、〝ベズヴィルド〟に勝ち目はない。そもそも火力が段違いなのだ。

「見つけた。姫ひめ柊らぎちゃんと王女さんだ」

　愛用のヘッドフォンを耳にかけた矢や瀬ぜが、おっ、と力強く呟つぶやいた。

「二人は無事!?　どこにいるの!?」

　雪ゆき菜なの名前に、即座に反応したのは紗さ矢や華かだった。

　矢瀬は耳を澄ますように目を閉じたままうなずいて、

「いちおう無事だと思うんだが……なんだ、この反はん響きよう？　風ふ呂ろか？」

「……は？」

「いや、なんか姫ひめ柊らぎちゃんと王女さん、二人で風呂に入ってるみたいなんだが」

　矢瀬が困惑の表情を浮かべて言った。

　人質になっているはずのラ・フォリアと雪菜が、動き出した飛行戦せん艦かんの中でのんびりと入浴を続けている。さすがの矢瀬も、まったく状況がわからないらしい。

　紗矢華は激しく動揺しながら、首を傾かしげる矢瀬に詰め寄って、

「どういうことよ!?　私だって雪菜と一緒にお風呂なんてもう一年近く入ってないんだけど!?　ていうか、どうしてあなた、そんなことがわかるの!?　のぞいたの!?」

「のぞくかっ！　音の反響と位相の変化で周囲の状況を割り出しただけだ！」

「なにそれ？　盗聴マニア……的な？」

「俺のことはどうでもいいだろ！　それよりヤバいのは古こ城じようのほうだ。あのトリーネって女と一緒に艦橋ブリツジにいるぜ」

　矢瀬の言葉が意味することに気づいて、紗矢華もさすがに動きを止めた。

　浅あさ葱ぎが、あいたたた、と目元を覆おおって首を振る。

「予想はしてたけど最悪ね。古城のやつ、やっぱりトリーネ・ハルデンに操られてるんだわ」

「操るって、でも、どうやって……!?」

　紗矢華の疑問に、さあ、と浅葱が素っ気なく肩をすくめた。

「色仕掛けかしらね」

「そんな馬ば鹿かな！　いくら暁あかつき古城だからって……たぶん……」

　冗談めかしつつも、どこか真剣な浅葱の呟つぶやきに、紗矢華が自信なさげに反論する。

〝ベズヴィルド〟の艦橋ブリツジ内に警けい報ほう音おんが鳴り響ひびいたのは、その直後だった。

「射撃管制レーダーの照射を確認。砲撃、来ます」

「疑似聖楯スヴアリン・システム展開！　回避しろ！」

　船長が即座に対応を指示。戦せん闘とう態勢を取っていた乗員たちが、命令に素早く反応する。

　窓に映る飛行戦艦の巨体のあちこちで、禍まが々まがしい光が瞬またたいた。砲撃の閃せん光こうだ。

「精せい霊れい炉ろ最大出力。疑似聖楯スヴアリン・システム展開！」

「操船を戦術人工知能に一任。予知回避、実行します！」

　落雷にも似た轟ごう音おんと衝しよう撃げきが、〝ベズヴィルド〟の船体を激しく揺らした。疑似聖楯スヴアリン・システムと呼ばれる青白い輝かがやきが装そう甲こう飛行船を包みこみ、その表面で砲弾が弾はじける。

「損傷を報告！」

「機関正常。装甲損傷ありません。疑似聖楯スヴアリン・システムの負荷率七パーセント」

「……命中したのは通常砲弾だけか？」

　オペレーターからの報告に、船長が戸惑いの表情を浮かべた。

　飛行戦せん艦かんである〝ビフレスト〟には、〝ベズヴィルド〟よりも大出力の精せい霊れい炉ろが搭とう載さいされている。その膨ぼう大だいな霊力を使って魔ま術じゆつ砲ほう撃げきを行えば、〝ベズヴィルド〟の疑似聖楯スヴアリン・システムを撃ち抜くことも可能なはずだ。

「どうやらラ・フォリアは魔術兵装の封印は解いていないようですね」

　太たい后こうが強気な微笑ほほえみを浮かべた。

　正規の出撃命令を受けていない〝ビフレスト〟が魔術兵装を使うためには、王族による認証が必要だ。人質になっているラ・フォリアは〝ビフレスト〟の起動を許可したが、魔術兵装の使用は許さなかった。つまり今の〝ビフレスト〟は、本来の性能を発揮できない状態なのだ。

「勝機が見えてきましたな」

　髭ひげ面づらの船長が、言葉とは裏腹の苦々しげな口調で言った。たとえ魔術兵装が封じられたままでも、船の性能差が覆くつがえったわけではない。楽観視できる戦況ではないとわかっているのだ。

「副長。〝フォルセティ〟でやつのエンジンだけを撃ち抜けるか？」

「照準することは可能です。ですが、艦かん対たい空くうミサイルの威力で〝ビフレスト〟の装そう甲こうを抜けるかどうか──」

「やれ！」

　冷静な報告を続ける副長を強引に黙らせて、船長が反撃を命令する。

　副長は、そんな雑な扱いにも慣れているのか、特に不満も見せずに復唱した。

「了解。〝フォルセティ〟一番から四番、攻撃始め」

「〝フォルセティ〟一番から四番、発射」

　発射の鈍い衝撃が、〝ベズヴィルド〟の艦橋ブリツジをわずかに揺らした。

　艦対空ミサイルである〝フォルセティ〟は、本来、敵の戦せん闘とう機きなどを迎撃するための武器である。飛行戦艦である〝ビフレスト〟の装甲を撃ち抜いて、撃沈するほどの威力はない。

　だが、飛び散ったミサイルの破片を吸いこめば、〝ビフレスト〟のエンジンが深刻な損傷を受ける可能性は高かった。それを理解しているのか、〝ビフレスト〟の対空機銃が弾幕を張って、飛来するミサイルを撃ち落とそうとする。

「着弾まで残り四秒。疑似聖楯スヴアリン・システムの展開、ありません！」

「当たれよ……」

　船長が祈るように手を合わせた。その祈りが通じたのか、撃ち出された四発のミサイルのうち、三発が弾幕をすり抜けて〝ビフレスト〟の船体に到達する。

　いかに頑丈な飛行戦艦といえども、同時に三発のミサイルを受けて無傷で済むとは思えない。

　誰だれもがそんな期待を抱いだいた瞬しゆん間かん、〝ビフレスト〟を護まもるように、眩まばゆい黄金の閃せん光こうが出現した。

「なっ!?」

「〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟──!?」

　船長と紗さ矢や華かの悲鳴が重なった。

　黄金の閃光の正体は、第だい四よん真しん祖その五番目の眷けん獣じゆう──雷らい光こうを帯びた巨大な獅し子しだった。

　それは飛来するミサイルすべてを一瞬で薙なぎ払い、逆に〝ベズヴィルド〟を目がけて稲妻の速さで突っこんでくる。

「か、回避！」

　船長の号令が、轟ごう音おんと衝しよう撃げきにかき消された。雷光の獅子の攻撃は疑似聖楯スヴアリン・システムの防御結界を易やす々やすと撃ち破り、〝ベズヴィルド〟本体に、大きなダメージを与えていた。艦橋ブリツジ内で無数の警けい報ほうが鳴り響き、あちこちで乗員クルーたちの悲鳴が上がる。

「疑似聖楯スヴアリン・システム、限界です。右う舷げん第三エンジン、および第四エンジン、大破。燃料供給をカットします」

「かすめただけで、この威力か……！」

　船長席からずり落ちたまま、髭ひげ面づらの船長が呆ぼう然ぜんとうめいた。眷獣が手加減してくれたのか、墜つい落らくするほどの損傷ではなかった。しかし戦せん闘とう能力が大幅に低下したのは間違いない。もはや〝ベズヴィルド〟一隻で〝ビフレスト〟を止めるのは絶望的な状況だ。

「敵に回すと反則だな、あいつの眷獣は！　古こ城じようがいれば魔術兵装なんか要らないだろ！」

　受け身も取れずに床に転がった矢や瀬ぜが、背中をさすりながら立ち上がる。

「世界最強の吸血鬼の異名なまえは伊達だてではありませんね」

　太たい后こうが無念を滲にじませた声で呟つぶやいた。さすがの彼女も、状況の打開策を導き出せずにいるのだろう。

　機関砲程度の攻撃では〝ビフレスト〟の装そう甲こうには通用しないし、かろうじて通用しそうなミサイルは雷光の獅子によって迎撃される。疑似聖楯スヴアリン・システムによる結界がなくても、飛行戦せん艦かんの防御は完かん璧ぺきだ。

　しかし〝ベズヴィルド〟は逃げられない。〝ビフレスト〟がこの空域に留とどまっているのは、〝ベズヴィルド〟に背後から攻撃されるのを警戒しているからだ。もしも〝ベズヴィルド〟が撤退したら、トリーネはすぐさま〝戦王領域〟艦隊の殲せん滅めつに向かうだろう。

　彼女の計画を阻止するためには、この場で〝ビフレスト〟を無力化するしかないのだ。

「こんなことなら、那な月つきちゃんもアルディギアに連れてくるべきだったわね」

　浅あさ葱ぎが悔しそうに唇くちびるを曲げて溜ため息いきをついた。稼働中の軍艦を遠隔操作でハッキングするのは、浅葱の能力をもってしても不可能だ。〝ビフレスト〟の制御を乗っ取るためには、艦内にある端末に直接アクセスするしかない。

「そうか……あっちの船の中に入りこんでしまえば、古城の眷獣も使えない……か……」

　矢や瀬ぜが真ま面じ目めな表情で言う。

　魔ま術じゆつ兵へい装そうが機能していないということは、今の〝ビフレスト〟は、外からの魔術攻撃を防げないということだ。つまり空間跳躍テレポートによる艦かん内ないへの侵入が可能なのである。

　しかし至近距離で戦せん闘とう中ちゆうとはいえ、〝ベズヴィルド〟から〝ビフレスト〟までは六千メートル近く離れている。ろくな準備もなしに、これだけの距離を跳ちよう躍やくできる空間使いは、それこそ〝空くう隙げきの魔女〟こと、南みなみ宮みや那な月つきくらいのものだろう。

「空間跳躍テレポート……！」

　紗さ矢や華かが、なにかを思い出したように勢いよく顔を上げた。浅あさ葱ぎたちの会話で、真しん祖そ大たい戦せんでの過酷な体験を思い出したのだ。

「艦長、この船の空間跳躍テレポートチェンバーは使えますか？」

「空間跳躍テレポートチェンバーだと？」

　船長がぎょろりと目を大きく見開いた。

　装そう甲こう飛行船〝ベズヴィルド〟には、精せい霊れい炉ろの大出力を利用して、強引に長距離の空間跳躍テレポートを行う装置が搭とう載さいされている。紗矢華はその存在を知っていた。ラ・フォリアに無理やり連行されるような形で、以前に一度だけ使ったことがあるからだ。

「可能です。ただし現在の精霊炉の出力では、連続での使用はできませんが」

「大部隊を送りこむことは不可能ということか」

　副長の報告に、髭ひげ面づらの船長は顔をしかめた。空間跳躍テレポートチェンバーに入れるのは、武装した騎き士しならせいぜい二人。丸腰で無理やり詰めこんでも、三、四人が限界だろう。

　その程度の人数をテロリストに占拠された飛行戦艦に送りこんでも、意味があるとは思えない。みすみす見殺しにするようなものだ。

「だったら、あたしを転送して。艦内の端末を使って、〝ビフレスト〟の戦術人工知能を乗っ取るわ」

「あ、藍あい羽ば浅葱……!?」

　平然と手を挙げて志願する浅葱を、紗矢華が驚きよう愕がくの表情で見た。

　外部のネットワークから切り離された〝ビフレスト〟の艦内では、浅葱は〝カインの巫女みこ〟の力を使えない。ただの無力な女子高生に過ぎないのだ。そんな彼女がテロリストたちの真っただ中に飛びこんでいくのは、ほとんど自殺行為とすら思える。

　しかし紗矢華には、彼女の気持ちがわかる気がした。浅葱は、戦争を止めるためではなく、友人たちを救うために危険を冒おかそうとしているのだ。囚とらわれた雪ゆき菜なとラ・フォリアを解放し、操られている古こ城じように大量虐ぎやく殺さつの罪を着せないために──

「船長さん、〝ビフレスト〟のオペレーター用のアクセスコードって手に入ります？」

「それは、もちろん手に入るだろうが……」

　浅葱に問われて、船長が苦悩の表情を浮かべる。異邦人である浅葱に、軍事機密のアクセスコードを渡していいのか、と迷っているのだろう。

「構いません、船長。彼女に教えてあげてください」

　葛かつ藤とうする船長に、太たい后こうが命じた。すべての責任は自分が取るという意思表示だ。

「ユスティナ、あなたも同行して、引き続き〝カインの巫女みこ〟の護ご衛えいをなさい」

「──承知つかまつりましてございます、太后陛へい下か」

　どこからともなく声が聞こえてきて、次の瞬しゆん間かん、唐とう突とつに艦橋ブリツジの天井から長身の女おんな騎き士しが落下してきた。短く切り揃そろえた銀髪と、忍者装束のように改造されたノースリーブの軍服。ユスティナ・カタヤ要よう撃げき騎士だ。

　しばらく姿が見えないと思っていたが、実は密ひそかに浅あさ葱ぎたちを護衛していたらしい。おそらくラ・フォリアの命令を忠実に遂行していたのだ。

「ま、待って、護衛なら私も！　私も行くから！」

　空間跳躍テレポートチェンバーに向かう浅葱たちを、紗さ矢や華かが慌あわてて追いかけた。

　国際魔ま導どうテロの阻止は、本来、獅し子し王おう機き関かんの攻魔師である紗矢華の仕事である。一般人の女子高生にその役割を押しつけて、のんびり後方で待っていられるはずがない。それに紗矢華は、呪じゆ詛そと暗殺の専門家である。敵地への潜入工作は、獅子王機関の舞ま威い媛ひめの専門領域なのだ。

「ありがとね、煌きら坂さかさん。で、あんたはどうする、基もと樹き？」

　浅葱が不敵に微笑ほほえんで、矢や瀬ぜを見る。

「俺おれも行かなきゃならない流れかよ。死んだら恨むぜ、古こ城じよう……！」

　直接的な戦せん闘とう力りよくは乏しくても、〝ビフレスト〟艦かん内ないの様子を正確に知ることができる矢瀬の能力は、この状況では恐ろしく有益だ。矢瀬自身、それを自覚しているのだろう。口調とは裏腹に、どこか愉たのしげな表情で矢瀬は肩をすくめた。

「待ってください、〝ビフレスト〟より発光信号です。これは……ラ・フォリア王女殿でん下か？」

　艦橋ブリツジを出ようとした紗矢華たちを、乗員クルーの一人が呼び止める。

　モニタに映し出された〝ビフレスト〟の窓に、小さな光が瞬またたいているのが見えた。

　初歩的な魔術によって生み出された光球だ。その明滅によって、ラ・フォリアはなんらかのメッセージを伝えようとしているらしい。〝ビフレスト〟の艦内にいるトリーネたちには気づかれない、上手うまい手だ。

「ラ・フォリアはなんと言っているのです？」

　太后が、警けい戒かいしたような口調で乗員クルーに訊きいた。若い乗員クルーは、酷ひどく戸惑ったような表情で、短いメモを太后に差し出す。

「それが、このようなものを至急持参せよと」

「これは……？」

「なによこれ？」

「どういうこと？」

　メモをのぞきこんだ太たい后こうと浅あさ葱ぎ、そして紗さ矢や華かの声が重なった。ラ・フォリアから送られてきたメッセージの中身は、それほどまでに意外な内容だったのだ。

「やれやれ。あの子はなにを考えているのやら……ユスティナ、すぐに用意出来ますか？」

　太后が、頭痛を感じたようにこめかみに手を当てながら質問する。

「御ぎよ意い」

　有能な女おんな騎き士しは、お任せあれ、とばかりに胸元に手を当てて一礼した。
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　まだ肌寒い季節にもかかわらず、ヴェルテレースの中央広場は熱気に包まれていた。

　アルディギア王国と〝戦せん王おう領りよう域いき〟の平和条約締結四十周年を記念するために、王国全土から大勢の人々が集まっているのだ。〝戦王領域〟を含めた周辺諸国からの来訪者や、噂うわさの美しい王女をひと目見るためにやってきた無責任な観光客も少なくない。彼らを目当てに会場周辺では数多くの屋台が軒のきを連ね、ダンサーや音楽隊などのパレードが式典に華を添えている。

　一方、式典の当事者であるルーカス・リハヴァインは、オープンカーの座席から群衆に手を振りながら、険しい表情で遠くを眺ながめていた。アスコラ空軍基地の方角だ。

　快晴の空を背景に、時折、稲妻に似た小さな閃せん光こうが煌きらめく。じっと耳を澄すませていると、海鳴りのような低い振動音も聞こえた。大型装甲飛行船同士の、空中戦が行われているのだ。

「〝ビフレスト〟と〝ベズヴィルド〟が交戦中だと……!?」

　護ご衛えいの騎き士しの報告に、ルーカスはわなわなと肩を震ふるわせる。

　失しつ踪そうした第だい四よん真しん祖そ。空軍基地に出現した魔獣タラスク。そして強ごう奪だつされた空中戦せん艦かん──

　攫さらわれたラ・フォリアの居場所が判明したにもかかわらず、状況はさらに悪化していた。

　おまけに自分自身は式典に参加するために動けない。会場に集まっている大勢の国民や、各国の来らい賓ひんを動揺させるわけにもいかない。そんな複雑な立場が生み出すストレスに、さすがの豪ごう毅きな国王も、湧わき上がる焦りを隠せずにいる。

「強奪された〝ビフレスト〟の目的は、観かん艦かん式しきに参加予定の〝戦王領域〟空母打撃群かと」

　小声で耳打ちしてくる騎士の言葉に、ルーカスは、ぬう、と忌いま々いましげに低く唸うなった。

　アルディギア軍所属の装そう甲こう飛行船が、〝戦王領域〟艦隊を攻撃する。それが招く最悪の未来はルーカスにも容易に想像できた。

「戦況は？」

「〝ベズヴィルド〟は現在、戦せん闘とう能力を喪失して後退中。ただしユスティナ・カタヤ要撃騎士、他数名が、空間跳躍テレポートチェンバーにて、〝ビフレスト〟内部に侵入したとの報告があります」

「むう」

　ルーカスが低く唸ると同時に、再び東の空で爆ばく発はつの閃光が瞬またたいた。今はまだ群衆の歓声にかき消されて、ほとんど誰だれも気づいていないが、その状況がいつまで続くかはわからない。

「なにかお困りか、アルディギア王」

　ルーカスの隣となりに座っている長い黒髪の吸血鬼が、真ま面じ目めな口調で訊きいてきた。〝戦王領域〟帝国議会議長ヴェレシュ・アラダール──最近でこそ穏おん健けん派はといわれているが、過去の多くの戦争で、人類を相手に凄すさまじい戦果を上げた勇猛な貴族だ。

　事態を収拾するために、彼の協力を仰ぐという選択肢もある。だが、それはアルディギアが、〝戦せん王おう領りよう域いき〟に対して多大な借りを作るということだ。その結果として生じる政治的、経済的な損害を考えれば、簡単に受け入れられることではない。

「なに、身内の話だ。気にしないでくれ、セヴェリン侯こう」

　ルーカスは苦々しげな口調で言った。アラダールは、そんなアルディギア王の横顔を静かに見つめて、

「昨夜の王宮襲しゆう撃げき事件となにか関係が？」

「いや、その件はすでに片付いている。誘ゆう拐かいされたラ・フォリアも、あのとおり、救出済みだ」

　ルーカスはそう言いながら、併走するもう一台の車に乗った銀髪の王女を指さした。

　ラ・フォリアに化けた叶かな瀬せ夏か音のんは、にこやかに微笑ほほえみながら、道路脇わきで出迎える人々に手を振っている。その姿は、猫を被かぶっているときの本物のラ・フォリアにそっくりで、父親であるルーカスにも見分けがつかないほどだった。

「ふむ。救出済み、か」

　アラダールがゆっくりと振り向いて、車上の夏音と目を合わせた。

　一いつ瞬しゆん、彼の瞳ひとみが深紅に染まり、黒い炎にも似た強烈な気配が放たれる。

　アラダールにとっては、普段抑えつけていた力をわずかに解放しただけに過ぎない。だがそれは、常じよう人じんには耐えきれないほどの強烈な威圧感となって夏音を襲おそった。

　訓練された兵士でも、恐きよう慌こう状態に陥おちいってしまいそうな魔ま族ぞくの波動──

　だが、夏音は悠ゆう然ぜんと微笑んでそれを受け流した。アルディギア王家の女子だけが持つという姫ひめ御み子この力──精せい霊れいの加護とまで称される膨ぼう大だいな霊れい力りよくが、アラダールの気配を相そう殺さいしたのだ。

「なるほど。苦し紛れに用意した安っぽい替え玉というわけではなさそうだな。了承だ、アルディギア王。我々はもう少し静観させてもらうとしよう」

　失礼した、というふうに夏音にうなずき、アラダールはルーカスに笑いかけた。

　すべて見透かしたような彼の言葉に、ルーカスは小さく顔をしかめる。空軍基地上空で起きている異変に、アラダールはとっくに気づいていたらしい。

　ルーカスたちを乗せた車が、式典会場の舞台ステージに到着する。

　拳こぶしを頭上に突き上げながらルーカスが車を降りると、集まっていた群衆が歓声を上げた。

　続けてアラダールが降り立つと、こちらも万ばん雷らいの拍手と歓声で迎えられる。ルーカスのときよりも若い女性の声が目立つ気がしたが、今のルーカスにそれを気にしている余裕はなかった。

　最後にポリフォニアと夏音が手を振ったところで、群衆の盛り上がりは頂点に達する。人々の注意が夏音たちに向いたところで、ルーカスはちらりと空軍基地の方角に目を向けた。

　空中戦は今も続いているようだが、さすがにここからでは細かな戦況はわからない。できることなら、今すぐに式典など投げ出して、戦場に駆けつけたい気分だった。

「駄目ですよ、あなた。ここはラ・フォリアと、あの子のお友達に任せましょう」

　そんなルーカスの心を読んだかのように、ポリフォニアが耳元で囁ささやいてくる。

「だ、だが……」

　ルーカスが、ぐぐ、と悔しげに拳こぶしを握にぎった。騎き士し団だん出身のルーカスにとって、自らが戦場に出ることも許されず、指をくわえて見ているだけという状況は拷ごう問もんに近い。アルディギア王国の命運を賭かけた重大な局面であれば尚なお更さらだ。

　しかしルーカスの思惑にかかわらず、式典の開始時刻は迫っていた。

　騎士たちに案内されて、ルーカスが舞台ステージに上がろうとする。

　そのとき不意に口を開いたのは、夏か音のんだった。

「大丈夫でした、国王陛へい下か──」

　ルーカスは足を止めて夏音を見た。驚おどろく彼に、夏音が碧あおい目を細めて笑いかける。見る者を安心させるような、柔らかな笑みだった。

　ラ・フォリアの代役を務めることに、緊張を感じていないわけではないだろう。攫さらわれた友人も心配なはずだ。それでも夏音は、戦場となっている空を見つめて、

「あの場所には、お兄さんと雪ゆき菜なちゃんがいましたから」

　夏音の言葉にこめられた絶対的な信頼に、ルーカスは、そうか、と我知らずうなずいていた。

　そして迷いを振り切った表情で、壇だん上じように向かう。
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　冷水の中に肩まで浸つかって、雪菜は溜ため息いきをついていた。

　砲撃による衝しよう撃げきと振動が、浴よく槽そうの水面を揺らしている。サウナで火ほ照てった身体からだを水みず風ぶ呂ろで冷ますのは理に適かなった話だが、そんなことをしている場合だろうか、という危機感がある。

「あの、ラ・フォリア？　わたしたちはいつまでお風呂に入っていればいいんですか？」

　同じく入浴中の王女に向かって、雪菜が訊きいた。

　ラ・フォリアは掌てのひらで水をすくいあげながら、ゆっくりと顔を上げて雪菜を見る。

「──雪菜、あなたにひとつ尋ねたいことがあります。あなたはなぜ、わたくしが誘ゆう拐かいされたとき、一緒に転移門ゲートに飛びこんできたのですか？」

　いつもどこか稚ち気きを感じさせる彼女らしからぬ、飾り気のない口調でラ・フォリアが訊いた。まるで雪菜を咎とがめているような物言いだ。

「あなたが不在になったことで、結果的に古城までもがトリーネに拉ら致ちされることになりました。第だい四よん真しん祖その監視役として、あなたの行動はあまりにも軽率だったのではありませんか？」

「それは……そのとおりです、ラ・フォリア」

　雪菜は言い訳することなく、己の非を認める。

　もしも自分が古こ城じようの傍そばにいれば、みすみすトリーネに彼を支配させるような真似まねはしなかった。それが出来なかったのは、雪ゆき菜なの失策だ。結果的に雪菜は、王女の命だけでなく、アルディギア王国と〝戦せん王おう領りよう域いき〟──否いな、戦争に巻きこまれる世界中の人間を危機に晒さらしている。

「ですが、ここにいるテロリストたちは、一切の交渉に応じずに、あなたを殺害していた可能性がありました。あなたが殺されるかも知れないとわかっていて、見過ごすことができるはずないじゃないですか」

「それが獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎとしての、正しい判断だと言えますか？」

「──はい」

　雪菜は迷いなくうなずいた。雪菜が獅子王機関から与えられた任務は、暁あかつき古城の監視だが、それはどうやら第だい四よん真しん祖その持つ潜在的な脅きよう威いを制御するという意味でもあるらしい。

　普段は怠たい惰だを装ってはいるが、古城は本質的に、自分の傍にいる人々が傷つくことに対して、過剰なまでな恐怖を抱いている。それはおそらく、妹の凪なぎ沙さや、アヴローラを護まもれなかったという過去の体験の裏返しなのだろう。

　世界最強の吸血鬼の力を手に入れた彼が、それを曲がりなりにも抑えこんで制御できているのは、他者を護りたいという彼の欲求に起因する部分が大きい。

　そんな彼の目の前で攫さらわれたラ・フォリアが、テロリストたちに殺されたなら、古城がどんな反応を見せるか、火を見るよりも明らかだった。

　彼の絶望は、テロリストたちを絶対に許さない。彼らの背後にいる存在を含めて、最後の一人まで殲せん滅めつしようとするだろう。そして報復が更さらなる報復の連鎖を生み、世界を殺さつ戮りくの渦うずに巻きこむのだろう。

　それはかつて吸血王ザ・ブラツドと名乗っていた少年が、望んでいた未来そのものだ。

　第四真祖の監視役として、雪菜はそれを阻止する義務がある。

　雪菜にとっての最悪の未来とは、トリーネのテロが成功することではない。古城の大切な人々が傷ついて、彼が本物の〝災さい厄やく〟と化すことだ。その最悪を止めるために、ラ・フォリアを護るべきだと判断した。その決断に後悔はない。

「でも、それだけじゃありません」

　どこか失望にも似た表情を浮かべる王女に、雪菜は、ためらいながらぽつりと付け加えた。

「あなたは暁先輩の──いえ、わたしたちの友達ですから」

　ラ・フォリアが、少し驚おどろいたように目を大きくした。溶けることのない氷河のような瞳ひとみが、雪菜を真まっ直すぐに映し出し、やがて王女の唇くちびるから零こぼれ出したのは吐息に似た小さな声だった。

「ふふっ……ふふふふ……っ」

「ラ……ラ・フォリア？」

　お腹なかを抱えて澄んだ笑い声を響ひびかせ始めた銀髪の王女を、雪菜は、啞あ然ぜんとした表情で眺ながめた。

　太平洋上の無人島で初めて出会ったとき、ラ・フォリアは、古城と雪菜を、異国の友人だと言ってくれた。雪ゆき菜なが彼女を肩書きではなく、名前で呼ぶのもそのせいだ。

　そして古こ城じようが、一人の友人としてラ・フォリアを護まもりたいと願うように、雪菜にも、彼女を護る理由があるのだ。

「わたくしが王女だからでもなく、アルディギアという国家に利用価値があるからでもなく、友達だから、ですか。参りました、雪菜。わたくしの負けです」

「え？」

「理屈や策だけでは人は動かせない。友情を持ち出されてはわたくしに勝ち目はありません」

「は、はあ」

　王女の言葉に戸惑いながら、雪菜は曖あい昧まいにうなずいた。彼女のいう勝ち負けの基準がよくわからない。

「わたくしが古城だけでなく、あなたを一緒にアルディギアに招いたのも同じ理由でした」

　しかしラ・フォリアは、満足そうに目を細くして笑っている。

　それは雪菜も疑問に思っていたことだった。

　冷静に考えれば、王族としてのラ・フォリアに、雪菜をアルディギアに招く理由はなかった。

　しかし彼女は最初から、古城と夏か音のんだけでなく、雪菜のぶんの航空券を用意していた。雪菜だけは最初から、王女の対等の友人として招待されていたのだ。

「だからこそ、友人として、あなたにお願いがあります。古城をトリーネの支配から解放してください。それは、雪菜、あなたにしかできないことです」

　銀髪の王女が微笑ほほえみを消して、正面から雪菜の瞳ひとみをのぞきこむ。ラ・フォリアが打算なく、雪菜に願い事をするのは、おそらく初めてのことだ。

「だけど、わたしには、どうすればいいのか……」

　雪菜が苦悩するように首を振る。ラ・フォリアの期待に応こたえられない自分がもどかしい。

　だが、それでも雪菜の知識では、トリーネから古城を解放する方法がわからない。今の雪菜はあまりにも無力だ。

　しかし王女は、いつもどおりの自信に満ちた表情で首を振る。

「──大丈夫。あなたの武器が届いたようです」

「武器？」

　困惑して訊きき返す雪菜の背後で、突然、大気が揺れる気配があった。

　ノースリーブの騎き士し服ふくを着た銀髪の女性が、浴室の天井から降ってきたのだ。どこから入りこんだのか知らないが、〝ビフレスト〟艦かん内ないの排気ダクトをくぐり抜けてきたらしい。

「ユスティナさん!?」

「大義でした、ユスティナ。頼んでいたものは持ってきてくれたようですね」

　突然現れた女おんな騎き士しにも動揺することなく、ラ・フォリアが愉たのしげに問いかけた。

　ユスティナが小こ脇わきに抱えていたのは、小型の衣装ガーメントバッグだった。ラ・フォリアが、魔ま術じゆつによる発光信号で、〝ベズヴィルド〟に要求したものである。その中身が、どうやら王女のいう雪ゆき菜なの〝武器〟らしい。

「それからこちらが、王宮で捕ほ獲かくした魔獣タラスクの分析結果です──」

「予想どおりですね。よくやってくれました」

　ユスティナが差し出した端末を一いち瞥べつして、ラ・フォリアが満足げな笑みを浮かべる。

　そこで雪菜はようやく気づいた。ラ・フォリアが、テロリストであるトリーネに諾だく々だくと従っていた理由──王女は、この分析結果が届くのを待っていたのだ。

「さあ、行きましょうか、雪菜。最後の仕上げです」

　ラ・フォリアが透明な水滴を散らして立ち上がる。

「仕上げ、ですか？」

　思わずつられて立ち上がりながら、雪菜が訊きき返した。いったいなにを仕上げるのだろう、と怪け訝げんに思ったのだ。

　王女は、そんな雪菜を見つめて碧あおい瞳ひとみを妖あやしく輝かがやかせ、

「ユスティナ」

「御ぎよ意い」

　銀髪の女おんな騎き士しが、雪菜の背後に回りこんで肩をつかんだ。動けなくなった雪菜に向かって、ラ・フォリアが両手を伸ばしてくる。息の合った主従のコンビネーションに、なにが起きているのか雪菜にはわからない。そして、

「え!?　ええっ……!?」

　雪菜が身体からだに巻いていたバスタオルを、ラ・フォリアは躊ちゆう躇ちよなく剝はぎ取った。

　全裸で浴室に立ち尽くしたまま、雪菜は甲かん高だかい悲鳴を上げた。
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　空間跳躍テレポートを終えた紗さ矢や華かたちを襲おそったのは、吹き飛ばされそうになるほどの凄すさまじい突風だった。時速二百キロを超える速度で旋せん回かいする〝ビフレスト〟の艦かん上じようは、大型台風並みの暴風が常に吹き荒れている状態なのだ。

「ちょっ……なにこれ!?　すごい風圧！」

　咄とつ嗟さに手すりをつかんだ紗矢華が、浅あさ葱ぎと身を寄せ合うようにして甲かん板ぱんに伏せる。長距離の空間跳躍テレポートには誤差がつきものだ。巨大すぎる〝ビフレスト〟のどのあたりに自分たちがいるのか、それすらもよくわからない。

「さすがに艦内にいきなり転移するわけにはいかねーんだな」

　ちっ、と乱暴に舌打ちしながら、矢や瀬ぜが薬剤のカプセルを嚙かみ砕いた。その効果が全身に回るのを待って、紗矢華たちを庇かばうように前に出る。

　その瞬しゆん間かん、紗さ矢や華かたちを襲おそう暴風が威力を弱めた。まるで風の流れが変わって、紗矢華たちを避けているかのようだ。

「気流操作……!?」

「急げ！　俺おれのしょっぱい能力じゃ、そう長くは耐えられねえ！」

　矢や瀬ぜが紗矢華を振り返って叫ぶ。紗矢華はうなずき、愛用の長ちよう剣けんを抜いた。

「〝煌こう華か麟りん〟！」

　擬似空間切断の能力を付与された銀色の長剣が、〝ビフレスト〟の装そう甲こうをも抵抗なく斬きり裂いて、たちまち人が通れるくらいの穴をこじ開ける。三人はそのまま、もつれ合うようにして艦かん内ないへと落下した。

「痛いたた……煌きら坂さかさん、ごめん。大丈夫？」

「うう、なんとかね」

　浅あさ葱ぎの下敷きになっていた紗矢華が、曖あい昧まいに首を振りながら立ち上がる。その紗矢華を浅葱が慌あわてて呼び止め、

「ちょっと待って、煌坂さん。スカート！　見えそう！　あと髪もぼさぼさ！」

「わ!?　ありがとう……！　藍あい羽ば浅葱も、せっかくの前髪が……」

「……そういうのはあとでやれ、おまえら」

　お互いに相手の着衣や髪を直し始めた二人を呆あきれ顔がおで眺ながめて、矢瀬がヘッドフォンを耳に当てた。能力を増幅するのではなく、鋭敏過ぎる聴覚を保護するためのヘッドフォンだ。

「ユスティナさんは？」

　周囲を見回して、紗矢華が訊きく。一緒に空間跳躍テレポートチャンバーに入ったはずの女おんな騎き士しの姿が見えないことに気づいたのだ。

「王女さんと合流したらしい。さすが忍者だな」

「いや、あの人、べつに忍者じゃないでしょ。ただの趣味コスプレでしょ」

　本気で感心したような口調で呟つぶやく矢瀬に、浅葱が冷静なツッコミを入れる。

「で、俺たちはどうする？　今いるのは、たぶんこのあたりなんだが──」

　矢瀬がそう言って〝ビフレスト〟の船内図を広げた。

　双そう胴どう型がた飛行船である〝ビフレスト〟の中枢部は、左右の気囊フロートに挟はさみこまれた船体の真ん中に集中している。三人が転移してきた場所は、その中枢部のほぼ後端。機関部に近い区画である。

「この艦フネを制御してる戦術人工知能を乗っ取るわ。最近の軍艦のコンピューターは、分散システム化されてるから、どの端末からでもアクセスできるはず」

「ってことは、ここからなら、精せい霊れい炉ろの制御室あたりが狙ねらい目か。どのみち艦橋ブリツジだの戦闘指揮所ＣＩＣだのは、ガチガチに警けい戒かいされてるだろうしな──」

　ふむ、と考えながら呟いた矢瀬が、突然、身構えるように背後を振り向いた。通路を走って近づいてくる兵士の足音に気づいたのだ。

　足音の重さからして、古こ城じようやラ・フォリアたちではない。矢や瀬ぜがそう判断したときには、すでに紗さ矢や華かは剣を抜いて走り出していた。

「響かぎりよ！」

　突進してくる紗矢華に気づいて、兵士二人が銃を構える。だが、その前に紗矢華の手からは、二枚の呪じゆ符ふが放たれていた。金属製の呪符が猛もう禽きんの姿へと変わって兵士を襲おそい、体勢を崩した彼らの腹部へと、紗矢華が呪力をこめた拳こぶしを叩たたきこむ。

　紗矢華よりも遥はるかに大柄な男たち二人が、数メートルほど吹き飛んで悶もん絶ぜつした。

「えげつねえな。まあ、この状況じゃ頼もしいが……」

　容よう赦しやない紗矢華の攻撃に、矢瀬が身み震ぶるいしながら独ひとりごちる。

　倒された男たちが着ていた服は、アルディギアの騎き士し装しよう束ぞくでも、空軍の兵士の制服でもなかった。身分を示す装飾を一切つけていない黒い戦せん闘とう服ふく。おそらくトリーネ・ハルデンの仲間だろう。厄介だな、と矢瀬が眉み間けんにしわを刻む。倒すべき敵はトリーネだけではないらしい。

「あった！　端末！」

　精せい霊れい炉ろの制御室に辿たどり着いた浅あさ葱ぎが、端末の制御卓コンソールに駆け寄って叫んだ。自動化された精霊炉に操作員オペレーターの姿はないが、メンテナンス用の端末が稼働していたらしい。

「なによこのＡＰＩ!?　独自規格なの!?　どうせこんなことだとは思ったけど……！」

「いけるか、浅葱？」

「なんとかするわ！　ああもう、面倒くさい！」

　持参したノートパソコンを接続しながら、浅葱がハッキングを開始する。魔ま導どう技術立国であるアルディギアの最新鋭艦かんだけあって、〝ビフレスト〟の制御システムは、浅葱をもてこずらせるほどの代しろ物ものらしい。それでも彼女は常識外れの速度でシステムを解析し、艦の制御を乗っ取るためのプログラムを組み上げていく。

「煌きら坂さかちゃん、奧の階段から敵だ！　四人！」

「き、煌坂ちゃん……？」

　矢瀬の馴なれ馴なれしい呼びかけに微妙な表情を浮かべつつ、紗矢華が再び呪符をばらまいた。

　高速で飛ひ翔しようする鳥型の式しき神がみたちが、接近してきた兵士たちの手脚の腱けんを正確に斬きり裂く。命に関わるほどの傷ではないが、しばらくは身動きできない──そんな攻撃だ。

　だが、兵士たちが動きを止めたのは一いつ瞬しゆんだった。

　傷ついた兵士たちの全身の筋肉が盛り上がり、切断されたはずの腱が癒ゆ着ちやくする。そして彼らは獰どう猛もうに吼ほえると、制御室の中へと突っこんできた。

「今のに耐えたの!?」

「獣じゆう人じん種しゆか！」

　紗矢華が反射的に剣を構え直し、矢瀬が新しいカプセルを嚙かみ砕きながら叫ぶ。

「どうして魔ま族ぞく殲せん滅めつを主張するテロリストの中に、魔族がいるのよ!?」

「捜査を攪かく乱らんするための偽ぎ装そうだったってことだろ！」

　困惑する紗さ矢や華かたちに向かって、兵士たちが跳ちよう躍やくした。

　紗矢華が牽けん制せいの式しき神がみを放つが、獣じゆう人じん化かを終えた彼らは圧倒的な反射速度で、飛来する式神たちを打ち落とす。すぐさま後続の兵士たちが反撃をしかけ、紗矢華は、擬似空間切断の障しよう壁へきでそれを防いだ。兵士たちが後退して間合いを開ける。紗矢華も近くの柱に身を隠した。

「強い、こいつら……っ！」

　個々の戦闘能力と、明らかに訓練されたコンビネーション。ただのテロリストとは思えない獣人たちの練れん度どに、紗矢華が歯は嚙がみする。

　しかし紗矢華たちにとって有利な要素もあった。ここが精せい霊れい炉ろの制御室ということだ。流れ弾で制御装置が壊れることを恐れて、彼らは銃を使えない。そして入り組んだ狭い室内は、暗殺者としての訓練を受けた紗矢華に有利な地形ステージだ。

「熒けい惑こく／歳さい殺さつ！」

　幻術と式神を併用した奇き襲しゆう。擬似空間切断の障壁で敵を分断し、孤立した兵士の首筋へと、紗矢華は隠し持っていた針を撃ちこむ。獅し子し王おう機き関かんの無音暗殺術──八はつ将しよう神しん法ぽう。針で神経を麻ま痺ひさせられた兵士は、獣人の再生能力を発揮することもできずに昏こん倒とうする。

「塡ちん星しよう／歳さい破は！」

　擬似空間切断の障壁が消えると同時に、紗矢華は次の兵士の懐ふところへと潜もぐりこんでいた。そして獣人といえども鍛きたえることのできない急所──横おう隔かく膜まくへと打撃を叩たたきこむ。

　呪的身体強化フイジカルエンチヤントを併用した紗矢華の掌しよう打だを受けて、二人目の兵士が悶もん絶ぜつした。

　だが、紗矢華の奇襲が通用したのは、そこまでだった。

　攻撃を終えた直後の無防備な紗矢華の背後から、三人目の兵士がナイフを振りかざして襲おそってくる。回避する時間も、掌打を放つために手放した長ちよう剣けんを拾い上げる余裕もなかった。

　しかし、死を覚悟した紗矢華の眼前で、突然、爆ばく音おんが生じた。音おん響きよう手しゆ榴りゆう弾だんにも匹敵する轟ごう音おんだ。その轟音をまともに浴びて、兵士の身体からだがぐらりと揺れる。

「音響爆裂サウンドバーストだ。聴覚の鋭敏な獣人種には、効くだろ？」

　どこかホッとしたように呟つぶやいたのは、矢や瀬ぜだった。気流を操るという過適応能力者ハイパーアダプターの能力を使って、なにもない空間に、強力な音波の振幅を造りだしたのだ。そんな矢瀬の呟きも、意識をなくした兵士の耳には届かない。

　そして最後に残った四人目の兵士を、紗矢華が長剣で打ち倒した。峰みね打うちだが、昏倒スタンの呪じゆ詛そがこめられた打撃だ。獣人といえども数時間は目覚めないはずだった。

　だが、矢瀬が使った音響爆裂サウンドバーストの轟音で、紗矢華たちが艦かん内ないに侵入したことは完全にバレたと思っていいだろう。次に敵の増援が襲ってきたら、同じようにしのげるとは限らない。

「まだか、浅あさ葱ぎ!?」

「軍ぐん艦かんがそんな簡単に乗っ取れるわけないでしょ！　今はこれが精いっぱい！」

　催さい促そくする矢や瀬ぜに怒鳴り返しつつ、浅あさ葱ぎが片手間にコマンドを入力した。

　グォン、と重々しい音が響ひびいて、制御室の前後の入り口が分厚いシャッターに閉ざされる。浅葱が艦かん内ないの制御を一部だけ奪うばって、非常用の隔かく壁へきを降ろしたのだ。

「さすがアルディギアの最新型ね。戦術人工知能を完全に掌しよう握あくするには、モグワイの演算速度でも百八十秒はかかるわ」

「速いのか遅いのかわからんが、この隔壁があれば、それくらいは保もつだろ……」

　弱々しい溜ため息いきをつきながら、矢瀬が脱力したように壁にもたれた。

　もともと、敵の砲撃による爆ばく発はつや火災から艦を護まもるための隔壁である。手しゆ榴りゆう弾だんや銃弾程度で、簡単に破れるようなものではない。浅葱がハッキングを終えるまでの時間は、これで十分に稼げるはず──そう判断して、矢瀬はわずかに気を緩めた。

　その直後、紗さ矢や華かが悲鳴じみた声で絶叫した。

「駄目っ！　逃げなさい、矢瀬基もと樹き──！」

「え？」

　紗矢華の声に衝つき動かされて、矢瀬はわけがわからないまま床に転がる。

　次の瞬しゆん間かん、隔壁越しに、焼けつくような禍まが々まがしい波動が襲おそってきた。魔ま術じゆつ師しではない人間でも、はっきり知覚できるほどの強烈な魔力だ。

　紗矢華たちの視界を、虹にじ色いろの閃せん光こうが駆け抜けた。

　それは膨ぼう大だいな魔力によって生み出された、光の剣の軌跡だった。

　虹色の光こう剣けんは、特殊合金の隔壁を薄うす紙がみを引き裂くように溶断し、そのまま〝ビフレスト〟の船体に巨大な亀き裂れつを穿うがつ。馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどの圧倒的な破壊力だ。細こま切ぎれの残ざん骸がいへと変わって地上に落下していく飛行戦艦の破片を、紗矢華たちは声もなく見つめていた。

　引き裂かれた船体の隙すき間まから、炎の翼つばさを広げた巨大な戦いくさ乙女おとめが見える。

　もちろん、この世界の存在ではない。濃密な魔力によって実体化した、異界からの召しよう喚かん獣じゆう。吸血鬼の眷けん獣じゆうだ。

「〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟……！」

　紗矢華が、虹色の眷獣の名を呟つぶやいた。断ち切る能力を与えられた、第だい四よん真しん祖その六番目の眷獣。

　破壊された隔壁の向こう側から、その眷獣の宿やど主ぬしが紗矢華たちを眺ながめている。

　黒いタキシードを着た、東洋人の少年──

　暁あかつき古こ城じようだった。
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「世界最強の吸血鬼か。敵に回すと厄介なもんだな」

　矢瀬が、お手上げだと言わんばかりの投げやりな口調で呟つぶやいた。

　精せい霊れい炉ろの制御室そのものは、ワゴン車が一台入る程度の狭い部屋だが、古こ城じようの眷けん獣じゆうの攻撃で片側の壁が破壊されたせいで、やけに見通しがよくなってしまっている。マイクロバスの二、三台ならいけそうだ。

　その無駄に風通しのいい壁の向こう側に、戦せん闘とう服ふくの兵士を六人ほど引き連れた古城が立っていた。古城の隣となりに寄り添っているのは、露出度の高い服を着た若い女。王宮に見たときとはまったく雰ふん囲い気きが違うが、トリーネ・ハルデンに違いなかった。

「隔かく壁へきだけを……ピンポイントで斬きり裂いたの？　あの暁あかつき古城が……？」

　切断された隔壁の断面を眺ながめて、紗さ矢や華かが声を震ふるわせた。

　もしも古城の眷獣の制御が甘ければ、制御室にいた紗矢華たちは、隔壁ごと斬り裂かれて、消滅していただろう。しかし現実には、紗矢華たちには傷ひとつない。それはつまり、古城が己の眷獣を完全にコントロールしていたことを意味している。

「言うほどピンポイントでもないけどね」

　巻き添えで破壊された船体を睨にらんで、浅あさ葱ぎが軽く頭を抱える。古城の攻撃で、電源や通信用のケーブルが切断されたため、ハッキング経路の変更を余儀なくされてしまったのだ。

「それでも格段に精密操作性が上がってやがんな。操られてるせいで力みが取れてるっつうか、普段は使い切れてない第だい四よん真しん祖そ本来の能力が発揮されてるのか……？」

「それって逆に言えば、いつ暴走してもおかしくないってことなんだけど……」

「だよな……」

　矢や瀬ぜと紗矢華が、それぞれ頰ほおを引ひき攣つらせた。今の古城は、実力以上の能力を引き出している状態だ。些さ細さいなきっかけでバランスを崩して、大暴走につながりかねない危うさがある。

　その危険性を自覚しないまま眷獣の召しよう喚かんを解除して、古城は物もの憂うげに目を伏せた。

「またしても無意味な破壊を撒まき散らしてしまった。これも神々に呪のろわれた、この身の宿命か」

「……は？」

　唐とう突とつな古城の独ひとり言ごとに、思わず真ま面じ目めに反応してしまう矢瀬。浅葱はクッと小さく噴き出し、紗矢華は、どういう意味なの、と真剣に悩み始めている。

「頼む。退ひいてくれ、矢瀬。かけがえのない親友ともをこの手で殺あやめたくはない。俺おれは……俺は、おまえたちを傷つけたくなんかないんだ……！」

　自分自身に陶とう酔すいしたような、古城の一人芝居は続いていた。

　あー……と、矢瀬は、背中がざわつくような感覚を覚えて胸元を押さえ、

「なに言ってんだ、あいつ？　洗脳の副作用か？」

「どっちかっていうと、普段隠してる本性が曝さらけ出ちゃってる感じ？」

　浅葱が哀あわれむような顔つきで古城を見る。

　紗矢華は、苛いら立だったように長ちよう剣けんの切きっ先さきをトリーネに向けて、

「いい加減に目を覚ましなさい、暁古城！　あなたはそのトリーネって女に騙だまされてるのよ！」

「……彼女を責めないでやってくれ」

　古こ城じようがトリーネを庇かばうように両腕を大きく広げた。まるで演技終了直後のダンサーのような、謎なぞの決めポーズだ。

「この俺おれ自身が決めたことだ。たとえ世界を敵に回しても彼女を護まもると。そう、すべてはこの忌いまわしき能力ちからが招いた災さい厄やく。だが、おまえたちと過ごした、絃いと神がみ島じまでの輝かがやかしい日々は決して忘れない」

「あ痛いたたたた……痛いたた」

「き、聞いてるほうがつらくなってきたんだが……」

　浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜが、頭を抱えてうずくまる。まるで古城の精神攻撃が、二人を苦しめているような光景である。

　一方、紗さ矢や華かだけは、矢瀬たちの動揺の理由がよくわからない、というふうに首を振り、

「そんな恰かつ好こういいことを言っても無駄よ！　退どきなさい！」

「あくまでも俺に剣を向けるのか、煌きら坂さか」

　間合いを詰めてくる紗矢華を見つめて、古城は哀かなしげに微笑ほほえんだ。

「互いに惹ひかれあうからこそ、傷つけ合わずにはいられない。思えば、これが俺たちの運命だったのかも知れないな」

「そ、そうね」

　紗矢華がよくわからないなりに適当な相あい槌づちを打ち、違う違う、と無言で首を振る浅葱と矢瀬。

　制御室を包囲していた兵士たちも、古城と紗矢華の不毛な会話に戸惑ったようにトリーネを見つめて、

「少佐？」

「言うな、わかっている」

　トリーネが苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような表情で吐き捨てる。

「思いどおりに操れないのが、あたしのクソ能力のムカつくところなのよ！　下がりなさい、古城！　そいつらは私たちが始末するわ！」

「やめろ！」

　古城が強い口調でトリーネを制止した。

「俺はもう迷わない。愛する者たちを自らの手で葬ほうむることが運命ならば、受け入れると、俺はそう──」

「響かぎりよ！」

　古城の意味不明の口こう上じようが終わる前に、紗矢華が仕掛けてあった式しき神がみたちを起動した。

　おお、と矢瀬が感心したように目を見張る。古城の会話につき合っていると思わせておいて、紗矢華は密ひそかに奇き襲しゆうの準備を整えていたのだ。

　紗矢華が同時に起動した鳥型の式神たちは八体。金属製のワイヤーで連結されたそれらは、古こ城じようの周囲を旋せん回かいして、彼を搦からめ捕とるはずだった。だが、

「無駄だ！」

「えっ!?」

　古城の周囲で虹にじ色いろの閃せん光こうが煌きらめき、呪じゆ術じゆつで強化されたワイヤーが一いつ瞬しゆんで断ち切られる。眷けん獣じゆう本体を召しよう喚かんすることなく、〝冥姫の虹炎ミネラウバ・イーリス〟の能力を引き出したのだ。

　続けて古城が放った雷らい撃げきが、紗さ矢や華かの式しき神がみをことごとく撃げき墜ついした。一流の攻こう魔ま師しをも凌りよう駕がする、圧倒的な戦せん闘とう能力だ。

「こ、これが第だい四よん真しん祖その本来の力……!?」

「殺しはしない。だが、許せ、煌きら坂さか──」

「煌坂ちゃん……逃げろ！」

「だめ、古城！」

　矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎが絶叫する中、古城が放った雷撃を、紗矢華が擬似空間切断の障しよう壁へきで受け止めた。しかし〝煌こう華か麟りん〟の能力で障壁を維持できるのは、ほんの一瞬だ。

　障壁が消えるタイミングを見計らって、古城が再び雷撃を放つ。予想を上回る古城の速度に、剣を振り下ろした状態の紗矢華は反応できなかった。

　絶望に顔を歪ゆがめながら、紗矢華は衝しよう撃げきに備えて身構える。

　視界を駆け抜けた銀の閃光が、黄金の雷撃を斬きり裂いたのは、その直後のことだった。
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　艶つややかな黒髪が、強い風に舞ってふわりと広がった。

　羽根のような軽い音を立てて、小柄な少女が破壊された通路に着地する。

　銀色の槍やりの一いつ閃せんが大気を灼やく雷撃を跡あと形かたもなく消し去り、タキシードの襟えり元もとを斬り裂かれた古城が驚おどろきとともに後退した。

　目の前に着地した小さな背中を見つめて、紗矢華が瞳ひとみを輝かがやかせる。

「雪ゆき菜な！」

「すみません、紗矢華さん。お待たせしました。間に合ってよかった──」

　全金属製の長い槍を軽やかに旋回させながら、雪菜が力強く微笑ほほえんだ。

　雪菜の服装は、攫さらわれたときに着ていたドレスではなく、彩さい海かい学園の女子の制服だった。それは、なぜかラ・フォリアが、ユスティナに運んで来るようにと要求したものだ。雪菜たちの救出後に、着替えが必要になるだろうからということで、たまたま〝ベズヴィルド〟に積んであったのが功を奏した形である。

「第四真祖の魔力を打ち消した？　獅し子し王おう機き関かんの七式突撃降魔機槍シユネーヴアルツアーか……！」

　トリーネが部下の兵士たちに目配せした。もはや古城一人には任せておけないと、彼らに攻撃を命じたのだ。

　しかしトリーネの部下たちは動かない。トリーネが訝いぶかしげに眉まゆを寄せた瞬しゆん間かん、兵士たちは、その場で次々に倒れていった。意識を失ったわけではないが、全身の筋肉が弛し緩かんして行動不能になっている。

　彼らの首筋に刺さっていたのは、手しゆ裏り剣けんとでも呼ぶべき小さなナイフだった。獣じゆう人じん種しゆであるトリーネにすら気づかれることなく、何者かが、背後から兵士たちを襲おそったのだ。

「──ナイフから流れこむ霊れい力りよくが、魔ま族ぞくの身体機能を阻害し、行動の自由を奪う。擬似聖剣ヴエルンド・システムの応用です」

　艦かん内ないの階段を下りてきたラ・フォリアが、困惑するトリーネに説明する。

　ラ・フォリアの背後に付き従っていたのは、ユスティナ・カタヤ要撃騎士だ。兵士たちに撃ちこんだのと同じ手裏剣を、ユスティナはそれぞれ左右の手に一本ずつ握っていた。トリーネの部下を無力化したのは、おそらく彼女なのだろう。

「命に別状はありません。彼らには、あなた方、北ほつ海かい帝てい国こくの謀ぼう略りやくについて証言してもらわなければなりませんから──」

　ラ・フォリアが、倒れた兵士たちを眺ながめて愉たのしげに微笑ほほえんだ。

「北海帝国……だと？」

　矢や瀬ぜが電気に撃たれたように顔を上げる。北海帝国は、ヨーロッパ大陸西岸に位置する島とう嶼しよ国家。古い歴史を持つ軍事大国だ。

「そうか……北海帝国は、グレイズランド島の帰属と海底油田の権益を巡ってアルディギアと対立していたな。アルディギアと〝戦せん王おう領りよう域いき〟の間に紛争を起こし、それに便乗して海域を占拠するつもりだったのか！」

「ええ。魔獣タラスクを飼かい馴ならし、正規軍の一員としての獣人部隊を持つ国家は世界でもごくわずか。その中でアルディギアと〝戦王領域〟の戦争を望む国家は北海帝国だけです」

　ラ・フォリアが矢瀬の言葉を肯定する。

　しかしトリーネは、それを聞いて、ハッ、と嘲あざけるような笑みを浮かべただけだった。

「我々が北海帝国の一員？　そんな証拠がいったいどこにあるというの？」

「証拠は、ここに倒れている兵士たち。そして、あなたが王宮に送りこんできた魔獣タラスクです」

　勝ち誇るトリーネに対して、ラ・フォリアは表情も変えずに告げた。

　トリーネの表情が、かすかに強こわ張ばる。

「捕ほ獲かくした魔獣タラスクの糞ふんから、北海帝国本国にのみ棲せい息そくしている昆虫の死し骸がいが発見されました。含まれていた土やカビ、ＤＮＡ、いずれの検査結果でも、あの魔獣タラスクが北海帝国で、軍事用に飼育された種であることが、聖域条約機構によって証明されています」

「……糞、か。糞……まいったわね。まさか、あなたが私たちに協力するふりをしていたのは、それを確認する時間を稼ぐため？　北海帝国が言い逃れできない証拠をつかむために？」

　苛いら立だちを押し隠したような低い声で、トリーネが呟つぶやいた。

「でも、それで証明できるのは、王宮を襲しゆう撃げきしたテロリストが北ほつ海かい帝てい国こく出身だったということだけでしょう？　アルディギアの軍ぐん艦かんが、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の艦隊を攻撃した事実は覆くつがえらない」

「〝戦王領域〟艦隊を攻撃？　わたくしがそれを許すとお思いですか？」

　ラ・フォリアが、感情のない冷たい瞳ひとみをトリーネに向けた。

　トリーネが、声を上げて笑いだす。

「あなたには止められないわ。だって、あなたはここで死ぬから。自分で招き寄せた第だい四よん真しん祖そに跡あと形かたもなく消し飛ばされてね」

　雪ゆき菜なと睨にらみ合ったままの古こ城じようの背中に、トリーネが可愛かわいらしく密着して胸を押し当てた。そして囁ささやくように古城の耳元に呼びかける。

「さあ、古城。お願いよ。私たちの敵を皆殺しにして。つらいでしょうけど、あとでたっぷりお姉さんが慰なぐさめてあげるから」

「なっ……!?」

　初めて目にするトリーネの媚び態たいに、紗さ矢や華かが眉まゆを吊つり上げた。浅あさ葱ぎは無言のまま笑っていた。見る者の心しん胆たんを寒からしめるような憤ふん怒ぬの笑みだ。

　しかしラ・フォリアは口角を上げて、期待に満ちた眼まな差ざしを雪菜に向けた。

　雪菜は、不安と諦あきらめが入り混じったような溜ため息いきを洩もらし、構えていた槍やりを静かに降ろす。

「姫ひめ柊らぎ……？」

　古城が当惑気味に瞳ひとみを揺らした。そんな古城に向けて、雪菜が無防備に距離を詰めていく。

　まるで抵抗を諦めたような雪菜の態度に、トリーネは甲かん高だかい笑い声を上げた。

「抵抗しないの？　いいわ、古城、その小娘から殺して。お、ね、が、い──」

　耳元に息を吹きかけられて、古城がぴくりと肩を震ふるわせた。

　それを見た雪菜は、少し呆あきれたように首を振り、

「まったく……そんなふうにいいように弄もてあそばれて。本当に仕方のない吸血鬼ヒトですね」

　逆さか手てに持った〝雪せつ霞か狼ろう〟で、雪菜は自らの首筋を浅く斬きり裂いた。

　傷口にぽつぽつと小さな血のしずくが浮き上がり、やがて数滴、白い肌を滴したたり落ちていく。

　雪菜はそのまま左手で自分の髪をかき上げた。

　髪の匂においがふわりと広がり、形のいい耳と、ほっそりとした輪りん郭かく、そして赤く濡ぬれた首筋があらわになる。

「でも、今回だけは許してあげます。だから、戻って来てください、先輩！」

　古城の前に立った雪菜が、真剣な瞳で古城を見上げた。古城が喉のどを鳴らす気配があった。紗矢華と浅葱、そして矢や瀬ぜは、固かた唾ずを吞のんでその様子を見守っている。

「なにをやってるの!?　その小娘を殺しなさい！　早く！」

　トリーネの身体からだがより肉感的に膨ふくれあがり、白い獣じゆう毛もうに包まれた。獣人化だ。

　強い麝香ムスクのような香りが、〝ビフレスト〟の通路に漂ただよい出す。

「う……ぐ……！」

　古こ城じようが雪ゆき菜なの首筋に両手を伸ばした。吸血鬼化した古城の腕力ならば、無抵抗な雪菜の首を一いつ瞬しゆんでねじ切ることができるだろう。

　しかし古城は雪菜の肌に触れたきり、その手を小刻みに震ふるわせるだけだ。

　雪菜はそんな古城を、身じろぎもせずに見つめている。

「古城、お姉さんの命令が聞けないの!?　古城！」

　トリーネが業ごうを煮やしたように声を荒らげた。

　しかし雪菜は優しく笑って目を閉じ、古城を自分のほうに抱き寄せる。そして古城の耳元で囁ささやいた。

「先輩、いいですよ──」

　雪菜の腕の中に包まれて、古城の全身がビクッと痙けい攣れんする。
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　トリーネの命令と、雪菜の言葉。相反するふたつの欲望に引き裂かれたように古城は葛かつ藤とうし、ついに苦く悶もんの咆ほう吼こうを上げた。

「う……ああああああああああああっ！」

　瞳ひとみを深紅に染めた古城が、荒々しく牙きばを剝むく。その牙が雪菜の喉のどへと突き立てられる。

　苦痛に瞼まぶたを閉じながらも、雪菜は抵抗しなかった。頰ほおをほんのりと紅こう潮ちようさせ、こみ上げる快感に耐えるように強く唇くちびるを嚙かむ。嚥えん下げする古こ城じようの動きに合わせて、雪ゆき菜な自身の身体からだも小刻みに震える。古城に強く抱きしめられて、雪菜が甘い吐息を洩もらす。

「そんな……馬ば鹿かな……」

　トリーネはその光景を呆ぼう然ぜんと見つめた。完全に支配下においていたはずの古城が、彼女の命令を無視して、雪菜の誘惑に溺おぼれたのだ。

「無駄です、トリーネ。あなたの能力では、雪菜には勝てません」

　笑いを嚙かみ殺しているような取り澄ました口調で、ラ・フォリアがトリーネに呼びかける。

「なぜだ……!?　どうして私の催さい眠みん暗示が効かない!?」

　トリーネが憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうでラ・フォリアを睨にらんだ。今ならば、身動きできない古城を背中から攻撃できるはずだが、そんなことすら思いつかないほど動揺しているらしい。

「催眠……暗示……!?」

　紗さ矢や華かが呆あつ気けにとられたようにトリーネを見た。

　強い魔ま術じゆつ耐たい性せいを持つ吸血鬼には、精神支配系の魔術は通用しない。しかし、自分自身の脳の働きによる催眠術なら効くかもしれない──そう古城に伝えたのは、紗矢華自身だった。

　だが、それにしてもトリーネの催眠暗示は強力すぎた。眷けん獣じゆうを召しよう喚かんさせ、仲間であるはずの紗矢華たちを攻撃させる──たしかに古城は、暗示に対してなんの耐性も持たないド素人しろうとだが、それにしても普通の催眠暗示でそんなことが可能とは思えない。

　しかもトリーネは古城だけでなく、〝ビフレスト〟の乗員クルー十数名も同時に操っているのだ。広範囲にわたって強力な催眠状態を維持する、なんらかの仕掛けがあるはずだ。

「そうか！　匂においか……！」

　紗矢華の疑問に答えたのは、矢や瀬ぜだった。艦かん内ないに漂ただよう麝香ムスクの匂い。それは古城が拉ら致ちされたバスルームに残っていた匂いである。正確には、トリーネが置き忘れたコルセットに、その匂いが染しみついていたのだった。

「ええ。生物の中には特殊な化学物質──いわゆるフェロモンを分泌して、他者を支配したり、攻撃性を強化したり、あるいは性的に誘惑する能力を持つものが多く存在します。トリーネは、そのような能力を持った特殊な獣じゆう人じんなのでしょう」

　興味深いサンプルです、とラ・フォリアが真ま面じ目めな口調で言う。

「そのフェロモンを利用して、古城を酩めい酊てい状態に陥おとしいれ、暗示をかけた。要は匂いをトリガーにした催眠術──それがトリーネの能力の正体です。だから、あなたでは雪菜に勝てない」

「なにっ!?」

「まだわからないのですか、トリーネ・ハルデン」

　殺意に満ちたトリーネの視線を受け止め、ラ・フォリアが厳おごそかに言い放つ。

「古城にとっては雪菜の匂いが、あなたの体臭以上に魅力的だったということです。あなたの能力は雪菜の魅力に──お風ふ呂ろ上がりの女子高生の匂いに負けたのです！」

　王女の声が響ひびき渡ると同時に、時間が止まったような静寂が訪れた。

　紗さ矢や華かはもちろん、トリーネまでもが、言葉をなくして固まっている。

「あー……」

　最初に驚おどろきから立ち直ったのは、矢や瀬ぜだった。

「そういえば、匂においがきっかけになって、忘れていた過去の記憶が甦よみがえるって現象があったな。嗅かぎ慣れてる姫ひめ柊らぎちゃんの匂いで、古こ城じようの記憶を喚よび起こしたってことか」

「単に姫柊さんの血が古城にとっては、あの獣人ヒトの能力以上の誘引物質フエロモンだった、ってだけだと思うけど──」

　もっともらしい理屈をこねる矢瀬を、浅あさ葱ぎがばっさりと切り捨てる。浅葱の表情に浮かんでいるのは、なぜもっと早く気づかなかったのか、という悔恨だ。雪ゆき菜なの匂いで古城が正気に戻るのなら、自分にも同じことができたはずだと悔しく思っているのだろう。

　異様に露出度の高いトリーネの衣装。そして古城にべたべたと密着していたこと。すべてはフェロモンを有効に撒まき散らすために、周到に計算された罠わなだった。ラ・フォリアはそれに対抗するために、入浴とサウナで雪菜の身体からだを清め、新しん陳ちん代たい謝しやを活性化させたのだ。

「じゃあ、雪菜の制服を持ってこさせたのは……？」

「どうせなら雪菜の体臭が染しみついている服のほうが効果的だと考えたのです。もちろん女子高生の制服という視覚効果も無視できませんが──」

　紗矢華の質問に、真顔で答えるラ・フォリア。それまで無言で震ふるえていたトリーネが、まさにその瞬しゆん間かん、怒りを爆ばく発はつさせた。

「そんなふざけた理屈、納得できるかっ……！」

　トリーネが抱き合う古城と雪菜を睨にらんだ。

　鋭く伸ばした爪つめを閃ひらめかせ、二人に向かって襲おそいかかる。

　獣じゆう人じん化かした彼女の筋力ならば、古城の胴体をぶち抜いて、そのまま雪菜の心臓を貫くことができるだろう。しかも古城たちの身体が楯たてになり、紗矢華やユスティナは彼女を攻撃できない。

　しかしトリーネの攻撃が、古城たちに届くことはなかった。その前に勢いよく振り返った古城が、解き放った魔ま力りよくの圧力だけでトリーネを吹き飛ばしていたからだ。

「目が覚めましたか、先輩？」

　乱れた制服を直しつつ、雪菜が訊きいた。その頰ほおが羞しゆう恥ちで赤く染まっている。大勢の前で血を吸われたことが、今さらながら恥ずかしくなってきたらしい。

「なんか長い悪夢を見てた気分だぜ」

　古城が、意識にかかる靄もやを払うかのように乱暴に頭を振った。

　雪菜はクスッと小さく笑いながら、古城を見上げ、

「そのわりにはノリノリだった気がしますけど」

「あ……」

　唐とう突とつに甦よみがえってくる記憶の奔ほん流りゆうに、古こ城じようの表情が固まった。己の恥ずかしい言動が脳内で怒ど濤とうのようにフラッシュバックし、古城は奇声を上げながら身み悶もだえする。

「ああああああっ……！」

「大丈夫です、古城。わたくしはああいうあなたも嫌いではありませんよ」

「そ、そうね。たまにはいいと思うわよ。面白かったし」

「まあ、催さい眠みん暗示のせいだからな。仕方ない」

「え？　なに？　どうなってるの？」

　ラ・フォリアが至し極ごく冷静な口調で古城をフォローした。浅あさ葱ぎと矢や瀬ぜも、慰なぐさめになっていないような慰めの言葉を口にする。ただ一人、紗さ矢や華かだけはきょとんとした表情で、悶え苦しむ古城を不思議そうに眺ながめていた。

「く……ラ・フォリア・リハヴァイン……よくも……」

　古城に吹き飛ばされたトリーネが、屈辱に頰ほおを歪ゆがめながら立ち上がる。

　ラ・フォリアは階段の上から、それを傲ごう然ぜんと見下ろした。そして王女の威厳をもって命じる。

「トリーネ・ハルデンの目的は、人類と魔ま族ぞくの間に新たな戦争を引き起こすことです。古城、彼女たちを止めなさい」

「言われなくても……！」

　古城がタキシードの上着を脱ぎ捨てた。固めてあった髪もかき乱し、トリーネを睨にらんで獰どう猛もうに牙きばを剝むく。

「せっかくの旅行を台無しにされて、生き恥をかかされて、俺おれは頭に来てるんだよ！　戦争を起こすためにラ・フォリアを利用しようとしたこともな！」

「そうですね。それに第だい四よん真しん祖そを──先輩を人を傷つける道具にしようとしたことも──！」

　雪ゆき菜なが静かな憤いきどおりのこもった眼まな差ざしをトリーネに向けた。

　古城の全身を虹にじ色いろの炎が包む。眷けん獣じゆうの魔力が洩れ出しているのだ。皮肉なことに、トリーネの催眠暗示に操られた結果、自分自身の魔力に対する古城の制御能力は格段に向上していた。

　今の古城ならば、〝ビフレスト〟の船体に致命的な損傷を与えることなく、眷獣の魔力を引き出せる。

「そんなに戦争がしたいのなら、俺が相手をしてやる！　ここから先は、第四真祖オレの戦争ケンカだ！」

　虹色の炎をまとう右腕を掲かかげて、古城が吼ほえる。

　雪菜は彼の隣となりに並んで、冷たく輝かがやく銀色の槍やりをトリーネに向けた。

「──いいえ、先輩。わたしたちの戦争ケンカです！」
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「あんたたちごときが、私の相手をする、ですって？」

　ハ、とトリーネが血の混じった唾つばを吐き捨てて言った。

　古こ城じようと雪ゆき菜なの二人と同時に対たい峙じしながら、その表情には余裕がある。自分が古城たちに捕まることはないと、確信しているような表情だ。

　古城たちを威圧するように、トリーネは唇くちびるを裂くように大きく笑い、

「十年早いのよ、お子様が！」

　そう怒鳴った直後に、彼女の身体からだが沈んだ。ダン、と銃声のような轟ごう音おんを立てて床を蹴けり、一いつ瞬しゆん、姿を見失うほどの加速で古城の眼前へと移動する。

「なっ!?」

　古城がトリーネを再び視界にとらえたのは、彼女の打撃を腹部に喰くらったあとだった。拳けん撃げきなのか掌しよう打だなのか蹴りなのか、それすら理解できないほどの凄すさまじい速度の攻撃だ。

　たまらずくの字に身体からだを折った古城の顎あごへと、トリーネの膝ひざ蹴げりが炸さく裂れつする。

「吸血鬼なんて、どいつもこいつも眷けん獣じゆうの力に頼り切った雑魚ざこばかり。近接格闘ＣＱＣで、獣じゆう人じん兵へいのお姉さんに勝てると思ったの？　思い上がるんじゃないわよ、バーカ！」

　トリーネが、仰のけ反ぞって後退する古城を蔑さげすむように見下ろして言い捨てる。

「先輩！」

「ふせなさい、暁あかつき古城！」

　雪菜と紗さ矢や華かが同時に叫んだ。雪菜が鋭い突きでトリーネを牽けん制せいし、長ちよう剣けんを弓に変形させた紗矢華が、トリーネ目がけて呪じゆ矢しを放つ。即席とは思えない息の合った連携だ。

　しかしトリーネは、その攻撃を悠ゆう々ゆうと回避した。信じられないほどの柔軟な動きで、銀色の槍やりの切きっ先さきをかわすと、鞭むちのようにしなる回し蹴りで、槍を握にぎる雪菜ごと吹き飛ばす。

　さらに蹴りの反動を利用して、トリーネは矢を放った直後の紗矢華へと一気に肉にく薄はくした。

　よけきれないと判断した紗矢華が、十字に交差させた両腕でトリーネの蹴りを受ける。しかし衝しよう撃げきを殺しきれずに、紗矢華の長身が宙に浮いた。そこにトリーネの追撃の踵かかと落おとし。紗矢華の手から弓が吹き飛び、背中を派手に打ちつけた紗矢華が息を詰まらせる。

「獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎは、対たい魔ま族ぞく戦せん闘とうの専門家と聞いてたけど、案外たいしたことないわね」

　一瞬で古城たち三人を蹴散らしたトリーネが、退屈そうに溜ため息いきをついた。

「速はえェ……それに、なんだこのパワー……!?」

　古城が、床に片膝を突いたままうめいた。奸かん計けいを巡らすタイプだけに、直接的な戦闘能力は高くないと予想していたが、それはとんでもない間違いだ。神獣化したわけでもないのに、速く、強い。トリーネは、古城がこれまで出会った獣人種の誰だれよりも恐るべき敵だった。

「下手へたな動きはしないほうが身のためよ、王女」

　ラ・フォリアが、劣勢の古城たちを援護するために魔術を放とうとする。

　だが、トリーネは、そんなラ・フォリアの機き先せんを制して忠告した。ゆっくりと振り返ったラ・フォリアが見たのは、艦かん内ないの複数の通路から現れた、新たな兵士たちの姿だった。

　トリーネが連れてきた北ほつ海かい帝てい国こくの獣じゆう人じん兵へいだけではない。彼らの多くが着ているのは、アルディギアの騎き士し服ふく。〝ビフレスト〟の正式な乗員クルーたちだ。

「こいつら……アルディギアの騎士団か……！」

　兵士たちの素性に気づいて、矢や瀬ぜが舌打ちした。

「いくら催さい眠みん術じゆつで操られてるからって、騎士が王女に剣を向けるの……!?」

　制御卓コンソールの前に立っていた浅あさ葱ぎが、困惑したようにじりじりと後退する。

「無理もないでしょ。清純だと信じていた憧あこがれのお姫様が、自分たちのあずかり知らぬところで彼氏オトコを作って、結婚するって言い出したんだから。騎士だなんだと言ったところで、羨せん望ぼうや嫉しつ妬とを感じるのは当然じゃない？」

　トリーネはそう言って、いやらしく笑った。

「そこにつけこんで洗脳したってことか。えげつねえな」

「タチの悪いアイドルの信者みたいになってるわね」

　矢瀬と浅葱が迷惑そうな口調でうんざりと呟つぶやく。

　ラ・フォリアはそんな元王室秘書官の言葉を、無表情に聞いていた。

「さあ、どうするの、王女様。ここにいる全員に、小娘の匂においを嗅かがせて回る？」

　できるわけないわよね、と麝香ムスクの匂いを撒まき散らして、トリーネが勝ち誇る。

「でも心配は要らないわ。彼らが王女殺しの不名誉を背負うことはない。だってあなたたちは全員ここで死ぬの。いくら不死身の吸血鬼でも、海の底に沈んでしまえば、どうにもならないでしょ？　百年後くらいに漁師に引き上げてもらいなさいな」

「海に、沈む？」

　ふらつきながら立ち上がった雪ゆき菜なが、トリーネの言葉に顔色を変えた。

　古こ城じようが彼女の精神支配を逃れ、連れてきた部下の多くが倒された。人質だったラ・フォリアが反乱を起こして、〝ビフレスト〟の魔ま術じゆつ兵へい装そうも使えない。〝戦せん王おう領りよう域いき〟艦かん隊たいを殲せん滅めつするというトリーネの目的を果たすのは、この状況ではもはや不可能だ。

　だとしたら、次に彼女が取るべき手段はなにか──

「〝ビフレスト〟を、特攻させるつもりか……！」

　トリーネの狙ねらいに気づいて、古城が叫んだ。

　精せい霊れい炉ろを搭とう載さいした超大型装そう甲こう飛行船を墜おとして、激突させる。目標は〝戦王領域〟艦隊か、あるいは平和記念式典の会場か。いずれにしても大惨事になるのは間違いなかった。アルディギアの国力を削そぐというトリーネの目的を果たすには、最低限それで十分だ。

　古城が驚おどろきから立ち直る前に、トリーネはすでに立ち去っていた。高度を下げ始めた〝ビフレスト〟を捨てて、自分だけ逃走するつもりなのだ。

「古城、雪菜、トリーネを追いなさい。彼女は艦かん載さい機きで逃げるつもりです」

　敵と化したアルディギアの騎士たちに囲まれながら、ラ・フォリアが毅き然ぜんと命令する。今すぐ敵の包囲を突破してトリーネを追跡できるのは、たしかに古こ城じようと雪ゆき菜なだけだ。

「ラ・フォリア……!?　だけど、こいつらの狙ねらいは──」

「わたくしのことなら気き遣づかいは無用です。自分の婚約者を信じなさい」

「その設定、まだ生きてるのかよ!?」

　誰だれが誰の婚約者だ、と古城が苦く渋じゆうの表情を浮かべた。

　だが、少なくとも冗談が言える程度の余裕はあるのだと思い直す。たしかにラ・フォリアの言うとおり、今は彼女を信じるしかない。

「姫ひめ柊らぎ！」

「はい！」

　近づいてきた兵士たちを殴り倒して、古城と雪菜が駆け出した。うろ覚えの艦かん内ないの記憶を頼りに、〝ビフレスト〟の上部にある格納庫へと向かう。

　それを見送りながら階段を下りて、ラ・フォリアは制御室に降り立った。

　制御室につながるすべての通路は包囲され、逃げられる場所はどこにもない。敵はトリーネの部下と、操られている騎き士したちを合わせて全部で二十人ほど。ユスティナと、負傷した紗さ矢や華かだけでさばききれる数ではない。

「どうするの、王女様？　言っとくけど、〝聖せい殲せん〟は使えないわよ？」

　声に焦りを滲にじませながら、浅あさ葱ぎが訊きいた。〝ビフレスト〟のハッキングは進行中だが、その前に浅葱たちが無力化されたら意味がない。

　しかしラ・フォリアは動じることなく、強気な笑顔を向けてくる。

「浅葱、艦内放送の制御を乗っ取ることはできますか？」

「それくらいなら、今すぐにでも」

「ありがとう。では、お願いします」

　王女の言葉に肩をすくめて、浅葱が端末にコマンドを打ちこんだ。艦内にあるすべてのスピーカーや通信機器から、王女の声が聞こえるように設定する。

「どうするの？　説得が通じる状況とは思えないけど？」

「説得？　まさか。たとえ心を操られていても、彼らはアルディギアの騎士ですよ」

　浅葱から艦内放送用のマイクを受け取って、ラ・フォリアはこぼれるような笑みを浮かべた。

　兵士たちの接近は、矢瀬の援護を受けた紗矢華とユスティナがかろうじて押おし留とどめているが、その均きん衡こうがいつまでも続くとは思えない。ラ・フォリアに残された時間はせいぜい十数秒だ。それがわかっていてもなお、王女はゆっくりと呼吸を整えた。そして静かに声を紡ぎ出す。

「麗うるわしき女神に抱いだかれて眠る、古いにしえの英雄たちの還かえる場所。愛いとしの大地、我が祖国よ──」

　美しい旋せん律りつに乗せたラ・フォリアの透きとおる声が、艦内の放送設備から一斉に流れ出した。

　それを聴いた兵士たちの集団は、まったく異なる二種類の反応を見せる。

　なんらかの攻撃ではないかと、警けい戒かいの表情を浮かべるもの。

　そして心を揺さぶられたように、彼女の声に聴き入る者たちだ。

「呪じゆ文もん……じゃない？　歌……？」

「アルディギアの国歌か！」

　紗さ矢や華かと矢や瀬ぜが、ラ・フォリアが紡ぎ出す声の正体に気づいてハッと振り返る。

　トリーネに操られていたはずの騎き士したちが放心したように動きを止め、その理由がわからない獣じゆう人じん兵へいたちの間に動揺が広がった。

「氷ひよう雪せつが彩る山々の頂いただきは天に届き、

　降りそそぐ太陽は緑の森を育はぐくむ。

　その尊き国の名はアルディギア。

　戦女神ヴアルキユリアたちに愛された我らが故郷──」

　ラ・フォリアの歌は続いていた。殺気立つ兵士たちに囲まれたこの状況で、平然と歌い続ける王女の胆たん力りよくに、浅あさ葱ぎたちは舌を巻く。その強きよう靭じんな意志と美しい歌声が圧倒的な威厳となって、取り囲む兵士たちを畏い怖ふさせていた。

　トリーネの部下の獣じゆう人じん兵へいたちまでもが、恐れをなしたように動けずにいる。

「我らの光、希望の歌を高らかに歌おう──」

　精神支配を受けた兵士たちに向かって、ラ・フォリアが華やかに両腕を広げてみせた。

　それが引き金になったように、一人、また一人と騎士たちが王女の声に合わせて歌い出す。

　トリーネが使ったのは、匂においを媒ばい介かいにした催さい眠みん暗示だ。その催眠暗示を打ち消すために、ラ・フォリアは音を使った。アルディギアの騎士たちの身体からだに染しみついた旋せん律りつを奏でることで、彼らの忠誠心を再び呼び起こしてみせたのだ。

『その尊き国の名はアルディギア。戦女神ヴアルキユリアたちに愛された我らが故郷──』

　ラ・フォリアが国家を歌い終えるときには、その歌は男たちの大合唱へと変わっていた。

　騎士たちには勇気と昂こう揚ようを与える歌。敵対する兵士たちには、恐怖を与える力強い凱がい歌かだ。

「王女！」

「ラ・フォリア様！」

　トリーネの支配から逃れた騎き士したちが、感かん涙るいに咽むせびながら次々にラ・フォリアに頭こうべを垂たれる。

　その中の一人──〝ビフレスト〟の艦かん長ちようが、ラ・フォリアの前に進み出て膝ひざを突いた。

「敵国の工作員の奸かん計けいに嵌はまり、姫様に刃やいばを向けるとは、聖せい環かん騎き士しにあるまじき失態。この罪、死をもって償つぐないとする所存であります」

　そう言って剣を抜いた艦長は、憤ふん激げきに燃える瞳ひとみをトリーネ配下の獣人兵たちに向ける。

「ですが、今は姫様をお救いするため、この奸かん賊ぞくどもを成敗することをお許しください」

　自分たちが叩たたき落とされた状況に気づいて、獣人兵たちが浮き足立つ。もともとの獣人兵の数よりも、騎士たちの人数のほうが多いのだ。トリーネによる精神支配が効果をなくした今、もはや形勢は完全に逆転していた。

　そしてラ・フォリアは、全身に青白い霊れい気きをまとって、容よう赦しやなく言い放つ。

「許します、我が騎き士したちよ。聖剣を持って、祖国の敵を討ち果たしなさい！」

「おおおおおおおおっ！」

　騎士たちの雄お叫たけびが艦かん内ないを満たし、彼らの剣が眩まばゆい霊気の輝かがやきに包まれた。

　擬似聖剣ヴエルンド・システム。アルディギアの騎士だけが使用を許された、対たい魔ま族ぞく用の破は邪じやの力だ。

「う……あ……！」

　獣じゆう人じん兵へいたちが恐れをなして後退する。

　たとえ人数に劣っていても、個々の能力ならば獣人兵のほうがまだ上だ。戦力的には、おそらく互角のはずだった。

　しかし、獣人兵の上官であるトリーネはすでに逃走し、一方の騎士たちは主君である王女に直じき々じきの加護を受けている。両者の士気の差は圧倒的で、もはや勝負は戦いの前に決していた。

「ここは彼らに任せましょう。わたくしたちは艦橋ブリツジへ」

　当面の危機を乗り切って安あん堵どの息を吐く浅あさ葱ぎたちに、ラ・フォリアが告げた。

　針路変更を終えた〝ビフレスト〟が、次第に高度を下げている。

　トリーネ・ハルデンの策略は、依然進行中なのだった。
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　古こ城じようたちが辿たどり着いた場所には、自動化された工場を思わせる複雑な造りの区画ブロツクになっていた。立体駐車場のワンフロアを思わせる薄うす暗ぐらい空間に、乗用車ほどのサイズの楕だ円えん形けいの機械が整然と詰めこまれている。全部で百機以上あるだろう。飛行性能を与えられた、有脚戦車──有脚戦せん闘とうヘリとでも呼ぶべき代しろ物ものたちだ。

「艦かん載さい機きってのは、こいつらのことかよ!?」

　獰どう猛もうなスズメバチの巣に迷いこんだような違和感に、古城は軽い目眩めまいを覚える。

　特殊合金の扉を軋きしませて、格納庫の出口が開いていく。この艦載機のどれかにトリーネが乗りこんでいたとしても、一機一機ハッチをこじ開けて、中身を確認している時間はない。

「ここにあるのは、ほとんどが人工知能で制御された無人機です。どこかにいる有人の親機を探さないと──」

　格納庫内を見回す雪ゆき菜なの声にも、隠しきれない焦りが滲にじんでいる。

　しかし古城は、彼女の言葉にホッとしたようにうなずいて凶暴に笑った。

「無人機か。そいつはありがたいな」

「え？」

　古こ城じようの全身から撒まき散らされた爆ばく発はつ的てきな魔ま力りよくに、雪ゆき菜なが表情を凍らせた。禍まが々まがしい深紅の霧きりが渦うずを巻き、巨大な召しよう喚かん獣じゆうの姿へと変わる。

「ラ・フォリアには悪いが、全部まとめてぶっ壊させてもらうぜ！　疾く在れきやがれ、〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！」

　古城が格納庫内で実体化させたのは、金色に輝かがやく雷らい光こうの獅し子しだ。無差別に撒き散らされた雷撃が超高圧の電磁パルスとなって、有脚戦せん闘とうヘリを薙なぎ払う。雪菜が咄とつ嗟さに〝雪せつ霞か狼ろう〟で防御していなければ、古城たち自身も、その攻撃の巻き添えになっていたところだ。

　眷けん獣じゆうの雷撃を受けた有脚戦闘ヘリは、焼き切れた回路から白煙を噴き上げ、ことごとく機能を停止していた。それどころか、格納庫内の機械類や照明までもが吹き飛んで火花を散らしている。危うく〝ビフレスト〟本体の電子機器を全滅させて、航行不能に陥おちいらせていたところだ。

「やばいな……やり過ぎたか……!?」

　想像を絶する格納庫内のダメージに、古城が笑顔を引ひき攣つらせた。

「ですが、目的は果たせたようです」

　弱々しく首を振りながら、雪菜が諦てい観かんしたように力無く笑う。

　破壊された無人機の中にまぎれていたひと回り大型の有脚戦闘ヘリから、怒りに目を眇すがめたトリーネがよろめきながら降りてくるところだった。コクピット内はかろうじて保護されていたものの、電磁パルスの影えい響きようで戦闘ヘリが破損し、脱出できなくなってしまったのだ。

「なんてこと……してくれるのよ、この餓が鬼き……飛行船の中で、あんな化け物みたいな眷獣を解き放つなんて……！　頭のネジが飛んでんじゃないの!?」

「おかげであんたにまた会えただろ。一人だけ逃げられると思うなよ」

「投降してください、トリーネ・ハルデン。あなたには、もうどこにも逃げ場はありません」

　感情を剝むき出だしにして怒鳴るトリーネに、古城と雪菜が冷静に宣告した。

　トリーネが敵意と嘲あざけりに瞼まぶたをひくつかせる。

「逃げ場はない？　あなたたちを見逃してあげようとしたのは、私のほうよ？」

　再び獣じゆう人じん形態へと変移したトリーネが、鋭利な爪つめを伸ばして吼ほえた。

　損傷した戦闘ヘリの機体を蹴けって、古城たちのほうへと加速する。

「おかげで私は、あなたちを殺さなきゃいけなくなってしまった！　海の底で魚に喰くわれながら後悔しなさいな、第だい四よん真しん祖そ！」

「土つち雷いかずち──！」

　トリーネの突進を槍やりの柄つかで受け止めて、雪菜が右の掌しよう打だを放った。未来視の能力を持つ剣けん巫なぎならではの反撃カウンターだ。だが、

「鈍のろいのよ！」

「っ!?」

　雪菜の掌打を強引に撥はねのけて、トリーネが肩からぶつかってくる。激突の衝しよう撃げきをまともに喰くらって、雪ゆき菜なの華きや奢しやな身体からだが弾はじき飛ばされる。

「てめえっ！」

　激げつ昂こうした古こ城じようがトリーネに殴りかかる。吸血鬼の筋力を最大限に発揮した神しん速そくの一撃。しかし、トリーネは古城の動きをあっさりと見切って、鋭利な爪つめを振るった。古城の首筋が深々と斬きり裂かれ、凄すさまじい勢いで鮮血が散る。

「獣じゆう人じん部隊の戦技指導官である私に敵かなうと思ったの？　ド素人しろうとが！」

　よろめく古城を見下ろして、トリーネが嘲ちよう笑しようした。

　古城の首の傷は、危ういところで急所を外れている。頸けい動どう脈みやくも気管も無事だ。しかし出血のせいで視界が霞かすむ。肉体の再生速度が追いつかない。

「吸血鬼の再生能力なんて、私たち獣人に比べれば貧弱すぎて欠伸あくびが出るわね」

　よろめく古城を侮ぶ蔑べつするように眺ながめて、トリーネが笑った。今度こそ古城の喉のどを完全にえぐり取ろうと、無造作に右腕を振る。

　それを止めるために突っこんだのは雪菜だった。しかし嵐あらしのように突き出される槍やりの連撃を、トリーネは平然とかわし続ける。未来視を駆使して必死に追いすがる雪菜だが、それでもトリーネの動きに追いつけない。単純な霊れい力りよくの強さで押し切れないトリーネは、かつてないほどの強敵だ。

「鳴なる雷いかずちっ！」

　槍ではとらえきれないと判断した雪菜が、トリーネ目がけて蹴けりを繰り出した。トリーネは、その蹴り脚を平然と空中でつかみ取る。

「しつこいわよ、小娘！」

「っ!?」

　トリーネが雪菜の左脚をつかんだまま、円弧を描くように回転した。そして軽々と宙に浮いた雪菜を、壁に叩たたきつけるように投げ飛ばす。片脚をギリギリまでつかまれていたせいで、雪菜は動きを取ることができない。獣人種の腕力に遠心力の加速を加えて、雪菜は頭から壁へと突っこんでいく。

「ぐお……！」

　雪菜の背後で、骨が砕ける音が響いた。金属製の壁に激突する直前、古城が彼女を抱き止めたのだ。自分自身の身体をクッションにして、古城が雪菜の激突を防ぐ。雪菜と壁に挟はさまれた古城の全身が、メキメキと嫌な音を立てて軋きしんでいる。

「せ、先輩……!?　わたしを庇かばって……!?」

　血ち反吐へど混じりに咳せきこむ古城を振り返って、雪菜が短い悲鳴を上げた。

　しかし古城の瞳ひとみに浮かんでいたのは、苦痛ではなく、戸惑いと疚やましさの色だった。激突の際の不可抗力で、古城の両手は、雪菜の左右の胸を思いきり握にぎり締める形になっていたのだ。

　言葉では言い表すことのできない、掌てのひらに吸いつくような張りと弾力に古城は激しく困惑し、

「姫ひめ柊らぎ、これって……」

「し、仕方ないじゃないですか！　ユスティナさんがブラを持ってきてくれなかったから！　ドレスのときはビスチェを着けてて、あれは硬くて戦せん闘とうに不向きで、それで……！」

　雪ゆき菜なが顔を真っ赤にしながら言い訳する。

　制服一式を〝ビフレスト〟まで運んできたユスティナだが、生あい憎にく、雪菜の下着ブラまでは用意されていなかった。しかしドレス用のビスチェは柔軟性に乏しく、それをつけていてはさすがに戦えない。結果、雪菜に残された選択肢は、つけないという手段だけだった。そう、今の雪菜はノーブラなのだ。

　そんなことを気にしている場合ではない、と思いつつ、激突のダメージで雪菜もすぐには起き上がれない。あちこち骨折している古こ城じようは尚なお更さらだ。

　それでもトリーネは油断することなく、古城たちのほうへと近づいてくる。古城に再生不可能なダメージを与え、ついでに雪菜を殺しておくつもりなのだろう。

　そんなトリーネの狙ねらいに気づきながらも、古城が緊張感の乏しい声を出す。

「姫柊はいい匂においがするな……風ふ呂ろ上がりだからか……」

「そ、それはもういいですから！」

　カッと頰ほおを熱くしながら、雪菜が叫んだ。

　しかし古城は苦しげに呼吸を乱しながらも、雪菜の耳元で囁ささやき続ける。

「ラ・フォリアと最初に会った無人島のことを覚えてるか？　俺おれが眷けん獣じゆうで魚を獲とろうとして、失敗して、姫柊がズブ濡ぬれになったよな？」

「……先輩？」

　雪菜が感情を抑えて古城を見た。

　おそらくトリーネは、敗北を覚悟した古城が、最後に思い出話を始めたと思っているはずだ。

　だが違う。古城は諦あきらめたわけではない。トリーネに聞かれてもわからない言葉で、雪菜になにかを伝えようとしているのだ。

「だいぶ高度が下がってきたわね。残念だけど、さっさとあなたたちを片付けて、お姉さんは脱出させてもらうわ。悪く思わないでね」

「いいえ、あなたはここで捕らえます」

　雪菜が残された体力を振り絞って立ち上がる。トリーネはそれを鬱うつ陶とうしげに眺ながめた。雪菜たちのしつこさに、いい加減うんざりとしているのだろう。

「獅し子しの神み子こたる高たか神がみの剣けん巫なぎが願い奉たてまつる──」

　乱れた呼吸を整えて、雪菜は厳おごそかに祝詞のりとを紡いだ。

　音もなく流れるような動作で、銀色の槍やりを抱いて雪菜が舞う。神に勝利を祈る剣士のように。あるいは勝利の予言を授ける巫女みこのように。

「破は魔まの曙しよ光こう、雪せつ霞かの神しん狼ろう、鋼はがねの神しん威いをもちて我われに悪あく神じん百ひやつ鬼きを討うたせ給たまえ──！」

　銀色の槍やりが青白い霊れい気きの光に包まれ、その槍を構えて雪ゆき菜なが疾駆した。

　魔ま族ぞくであるトリーネは、今の〝雪せつ霞か狼ろう〟には迂う闊かつに触さわれない。だがそれでも彼女の表情には余裕があった。壁に設置されていた金属製のパイプを引きちぎり、それを杖つえのように振って、雪菜の槍を撃ち払う。

「今さら呪的身体強化フイジカルエンチヤント？　無駄よ。少しばかり筋力と反応速度を上げたところで、その程度の力じゃ私は倒せない」

「ええ、たしかに。わたしではあなたを倒せない」

　雪菜はトリーネの言葉を認めた。おそらく軍隊での過酷な訓練を経たトリーネは、生まれつきの身体能力にあぐらをかいたそこらの魔ま導どう犯罪者とは違う。獣じゆう人じん種しゆというだけではなく、単純に兵士として強い。近接格かく闘とう戦せんの実力ならば、確実に雪菜よりも上だろう。

「ですが、あなたを誘おびき寄よせることは出来ました。あなたが王女を拉ら致ちしたときのように！」

「──え!?」

　トリーネの瞳ひとみが戸惑いに揺れた。無意識に足元に目を向ける。

　彼女はラ・フォリアの足元に空間転移用の門ゲートを開いた。そのときのことを思い出して、雪菜の罠わなを警けい戒かいしたのだろう。だがそれは雪菜が仕掛けた揺さぶりだった。雪菜たちが狙ねらっていたのは、彼女の足元ではない。上だ。

「疾く在れきやがれ、〝龍蛇の水銀アル・メイサ・メルクーリ〟──！」

　古こ城じようが水銀色の鱗うろこを持つ双頭の龍りゆうを召しよう喚かんする。ありとあらゆる次元ごと空間を抉えぐり取る力を持った〝次元喰いデイメンジヨンイーター〟の眷けん獣じゆうだ。

　しかし双頭龍はトリーネを傷つけることなく、〝ビフレスト〟の船体の一部だけを削り取って消滅した。削り取られたのは、トリーネの頭上。格納庫の天井だ。

「第だい四よん真しん祖その眷獣!?　いったい、どこを狙ねらって──？」

　トリーネが困惑しながら頭上を見上げた。そんな彼女の全身に、なにかが降りそそぐ。無味無臭の透明な液体。水である。

「水……？　精せい霊れい炉ろの冷却水……？　こんなものがいったいなんだというの……？」

　トリーネは、毛皮を濡ぬらす水滴を乱暴に振り払った。

　精霊炉の冷却水は、人体に無害なただの水である。事実、〝ビフレスト〟では入浴にも使われているほどだ。おそらく古城は、格納庫内の水みず洩もれに気づいて、冷却水の配管が天井にあることを知ったのだろう。だからといって、ただの水ではトリーネは倒せない。

　そう。ただの水だけでは──

「まさか……!?」

　まるで水に触れることを恐れるように後退する雪菜を見て、トリーネは瞠どう目もくした。

　あちこち骨折して動きの鈍った古城が、それでも立ち上がって右手を掲かかげている。

　黄金きん色いろの稲妻に包まれたその右手を眺ながめて、トリーネは息を詰まらせた。不純物を含んだ水は、典型的な電気伝導体だ。そして獣じゆう人じん化かしたトリーネがどれだけ素早くても、電気の伝わる速さには敵かなわない。敵うはずがない──！

「死ぬなよ、お姉さん」

　古こ城じようが格納庫の床に広がる水みず溜たまりに向かって、拳こぶしを振り上げた。

「や、やめ────！」

　トリーネが古城に向かってなにかを叫ぼうとする。しかし古城は構わず拳を振り下ろした。

「〝獅子の黄金レグルス・アウルム〟！」

　限定的に召しよう喚かんされた眷けん獣じゆうの魔ま力りよくが、高電圧の電撃に変わって格納庫の床を駆け抜けた。

　トリーネの全身が青白い光に包まれ、立ったまま激しく痙けい攣れんする。

　その閃せん光こうが消えたとき、トリーネは、水蒸気の白煙に包まれながら床に倒れていた。美しかった白い獣じゆう毛もうは茶色く焼け焦げ、嫌な臭においが周囲に漂ただよいだしている。

　常人ならば即死してもおかしくない負傷だが、幸い彼女は生きていた。

　感電した身体からだを痙攣させつつ、クックッと喉のどを鳴らして笑い出す。

「無駄な、ことよ……私を倒しても、この飛行船の落下は止められない……記念式典に集まった能天気な連中ごと、吹き飛べばいいわ……」

「どうしてだ？」

　笑い続けるトリーネに近づきながら、古城が訊きいた。

「どうして、そこまでして戦争を起こそうとする……？」

「あまり笑わせないで、第だい四よん真しん祖そ。納得できる理由があれば、戦争を起こしてもいいの？」

　ゾッとするような醒さめた口調で、トリーネが尋ねる。古城はなにも言い返せない。

「私は、仕事で工作員をやってるの。北ほつ海かい帝てい国こくの軍隊だけが、私の能力を認めてくれたから。自己実現ってやつよ。誰だれかに期待されるっていいものね」

「そんな……ことで……？」

　トリーネの動機が理解できずに、古城は虚むなしく声を震ふるわせた。

　工作員としてアルディギアに潜入していたトリーネが、北海帝国の人間と接触する機会は多くなかったはずだ。それでもトリーネは、彼らのためにアルディギアを陥おとしいれようとした。自分を認めてくれたという、それだけの理由で。

「くだらない？　でもね、戦争の理由なんてそんなものよ。魔ま族ぞくと人類の確執。領土問題。宗教。歴史。国歌への忠誠。そんなものは民衆を納得させる後付けの言い訳に過ぎないわ。覚えておきなさい、第四真祖。噓うそじゃないということが、すなわち真実とは限らないのよ……」

　獣人化を維持できなくなったトリーネが、傷ついた人間の姿へと変わる。彼女たちの種族の再生能力をもってしても、生命を維持するだけで限界なのだろう。すでに意識も朦もう朧ろうとし始めているようだ。

「ラ・フォリア・リハヴァインは……そのあたりのことをよくわかってる。だからあいつは、私に戦う理由なんて……一度も訊きかなかった……あいつはいけ好かない腹黒女だけど、本物の王族だわ……尊敬してるなんて、口が裂けても言ってやらないけど……」

　途切れ途切れに呟つぶやきながら、トリーネが勝利感に満ちた笑みを浮かべた。

「だけど、最後は、私の勝ちよ。ざまぁ見ろ」

　最後にそう呟いて、トリーネは完全に意識を失う。

　古こ城じようと雪ゆき菜なは、そんなトリーネに哀あわれみの視線を向けた。たしかにトリーネは有能で強かった。だが、それだけだ。他人を利用し、秩序を破壊することでしか、己の価値を証明することができなかった。だから──

「いいや、あんたの負けだよ、トリーネ・ハルデン」

　唇くちびるからこぼれた鮮血を拭ぬぐいながら、古城は苦笑した。古城のスマホに、ちょうど新しいメッセージが届いたところだった。浅あさ葱ぎからだ。

「理由なく戦争が起きるというのなら、俺おれたちが気まぐれでそれを止めたっていいだろ？」

　雪菜と顔を合わせてうなずき、古城は格納庫の外に目を向ける。

　開きっぱなしの扉からは青空と、アルディギアの緑の大地。そして迫り来るヴェルテレースの市街が、意外なほどはっきりと大きく見えた。
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　艦橋ブリツジに辿たどり着いたラ・フォリアは、形のいい眉まゆをかすかに寄せて溜ため息いきをついた。

　大気の中に混じっているのは、火薬の臭においだ。操そう舵だ装置、通信設備、戦術人工知能の端末、それら〝ビフレスト〟を制御するために必要な機器は、ほとんどが爆ばく破はされていた。

　トリーネが乗員クルーを操って破壊させたのだ。

「やってくれましたね、トリーネ・ハルデン」

　ラ・フォリアが、端整な顔立ちにめずらしく憤いきどおりを浮かべている。

〝ビフレスト〟が向かっているのは、王都ヴェルテレースの中心部。平和記念式典の会場だ。

　トリーネは回避される可能性のある〝戦せん王おう領りよう域いき〟艦かん隊たいではなく、より確実な式典会場に〝ビフレスト〟をぶつけることにしたらしい。

「まあ、予想どおりだな。工作員としての仕事をきっちり果たしていったっていうか」

　意外にも、いつもと変わらない軽薄な口調で答えたのは矢や瀬ぜだった。

「予想どおり……って……」

　紗さ矢や華かは、そう呟いたきり途方に暮れたように立ち尽くす。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめといえども、もはや攻魔官が一人でどうにか出来る状況ではないのだ。

「モグワイ。記念式典の会場にこいつが激突するまで、どれくらいかかる？」

　浅あさ葱ぎが自分のパソコンに向かって訊きいた。艦橋ブリツジの機器の大半が破壊された今、〝ビフレスト〟を制御できるのは、今や浅葱の相棒の人工知能ＡＩだけなのだ。

『このままの加速だと、最初の死人が出るまで二分十七秒。今すぐエンジンを止めれば、三分ちょいってことだな』

　モグワイがどこか愉たのしげな口調で答えてくる。

「わたくしたち全員が脱出する時間はなさそうですね」

　ラ・フォリアは他人ひと事ごとのように平然とうなずいた。そして彼女は、軽く肩をすくめて紗さ矢や華かに向き直り、

「紗矢華、あなたには浅葱と基もと樹きの護ご衛えいを依頼します。今すぐ二人を連れて船を降りなさい。王族用の救命ポッドが使えるはずです」

「え……？」

　紗矢華が葛かつ藤とうするように瞳ひとみを揺らした。獅し子し王おう機き関かんの舞ま威い媛ひめとしての最優先の任務は、大規模魔ま導どうテロの阻止である。しかし、今の紗矢華に〝ビフレスト〟の落下を阻止するすべはない。

　だとすれば、次に紗矢華が選ぶべき行動は、〝カインの巫女みこ〟である藍あい羽ば浅葱と、大財閥の総そう帥すいである矢や瀬ぜ基樹の保護だろう。ラ・フォリアの依頼は、紗矢華の任務になんら対立するものではない。だがそれは、ここで王女を見捨てるということでもある。

「あんたはどうする気だ、ラ・フォリア？」

　矢瀬が何気ない口調で質問する。王女の返事は速かった。

「古こ城じように頼んで、〝ビフレスト〟を破壊してもらいます。彼の眷けん獣じゆうなら、跡あと形かたもなくこの船を吹き飛ばすことができるはずですから」

「死ぬ気か？」

　顔をしかめて尋ねる矢瀬に、王女は力強く微笑ほほえんでみせる。

「生き延びるための最善の方法だと判断しました。わたくしは古城を信じます」

　王女の揺るぎない視線に、矢瀬が沈黙した。

　記念式典に集った人々を護まもるためには、〝ビフレスト〟を墜つい落らく前に消滅させるしかない。

　だが、基本的に破壊に特化した第だい四よん真しん祖その眷獣が、艦かん内ないに残った人々を救える可能性は低かった。条件が悪すぎるのだ。

　高速で上空から落下する巨大な〝ビフレスト〟を破壊しながら、人間だけを救う。トリーネとの戦いで消耗した古城に、そんな緻ち密みつな制御ができるとは思えない。

「どうせ信じるなら、もう少し分ぶのいい賭かけがあるわよ」

「浅葱？」

　唐とう突とつにスマホの操作を始めた浅葱を、ラ・フォリアは怪け訝げんそうに見返した。浅葱はスマホを耳に当て、世間話のような気楽な口調で、応答した相手に呼びかける。

「古こ城じよう。聞こえる？　さっきのメールは読んでくれたわね？」

『……ああ。だけど、本当に大丈夫なのか、これ？』

　訊きき返す古城の声には、明らかな不安が滲にじんでいた。分ぶのいい賭かけといいつつ、結局、危険からは逃れられないらしい。

「時間がないの。すぐに始めるわ！　いい？　モグワイ！」

　浅あさ葱ぎは古城のためらいを無視して、相棒の人工知能に呼びかける。

『ケケッ、ちぃっと、派手にいくぜ！』

　スマホのスピーカーから皮肉っぽい合成音声の声が流れ出し、〝ビフレスト〟の船体が大きく揺れた。四方から轟ごう音おんが鳴り響き、閃せん光こうと爆ばく煙えんが青空へと伸びていく。飛行戦せん艦かんの名に相応しい大量の砲台から、ありったけの機銃弾とミサイルが発射されたのだ。

「藍あい羽ば浅葱!?　いったい、なにをやってるの……!?」

　紗さ矢や華かがおろおろと周囲を見回して叫ぶ。

　発射された砲弾は、すべて無人の海を目がけて撃ち出されたものだ。それでも周囲に伝わる衝しよう撃げきと、恐怖感は凄すさまじいものがある。

「弾薬を投棄したのですか？　誘ゆう爆ばくを防ぐために──」

　浅葱の目的に真っ先に気づいたのは、ラ・フォリアだった。〝ビフレスト〟が投棄していたのは弾薬だけではない。霧きり状に噴射された航空燃料が、気化して空中へと消えていく。

　浅葱は、呆ぼう然ぜんと窓の外を眺ながめている紗矢華の背中をつついて、

「煌きら坂さかさん」

「な、なに？」

「とりあえず、シートベルトをしておいたほうがいいわよ。けっこうな衝しよう撃げきだと思うから」

「は、はい？」

　紗矢華の瞳ひとみが疑問の色に塗りつぶされ、次の瞬しゆん間かん、彼女はつんのめるように窓に激突した。目に見えない巨大な腕で殴られたように、〝ビフレスト〟の巨体が乱暴に振り回されている。

「暁あかつき古城の眷けん獣じゆう!?　いったい、なにを……!?」

　紗矢華の目に映ったのは、空中に出現していた緋ひ色いろの双角獣バイコーンだ。

　第だい四よん真しん祖その眷獣が放つ暴風と衝撃波が、正面から濁流のように襲おそってきて、〝ビフレスト〟の巨体を歪ゆがめている。〝ビフレスト〟を浮かせていた気き囊のうが次々に破損し、内部に充じゆう塡てんされていた浮力元素気体アイテールが洩もれ出した。

　浮力の急激な低下で、〝ビフレスト〟は失速。墜つい落らくに近い形で高度を下げていく。

「機関部が破壊されて、高度を維持することも軌道修正もできない。でも、高度を下げることならできる。戦艦なんて大げさな名前で呼ばれていても、しょせん飛行船なのだから」

「なっ……」

　凄まじい勢いで近づいてくる地面を凝ぎよう視しして、紗矢華が顔面を蒼そう白はくにした。視界に映るのは、険しい山々と緑の森林。そして氷河によって生み出された深い湖だ。

「大丈夫。アルディギアの大地が、あたしたちを護まもるわ」

　浅あさ葱ぎが、どこか無責任な口調で言う。彼女が見つめているのは、〝ビフレスト〟の甲かん板ぱん上に立つ少年の背中だった。雪ゆき菜なに支えられて立っている古こ城じようが、両手を突き出して咆ほう吼こうする。

『──疾く在れきやがれ、〝水精の白鋼サダルメリク・アルバス〟！』

　古城の腕から吐き出された鮮血が、爆発的な魔ま力りよくを帯びて青白く発光した。

　その輝かがやきの中から現れたのは、水流のように透きとおった肉体を持つ巨大な眷けん獣じゆうだった。

　美しい女性の上半身と、半透明な大だい蛇じやの下半身。流れ落ちる髪も無数の蛇。

　青白き水すい妖よう──水の精霊ウンデイーネだ。

　フィヨルドの地形が生み出した氷河湖。そのすべての湖水を自らの肉体の一部と化して、水妖の蛇だ身しんが上空へと舞った。そして落下する〝ビフレスト〟を抱き止めた。

　激突の反動で壊れていく船体を、水妖が持つ〝再生〟の力がギリギリのところで癒いやしていく。過剰な〝再生〟の余波で特殊合金の装そう甲こうが分解され、原子レベルまで還かえっていくが、それは結果的に〝ビフレスト〟の質量を減らし、落下の威力を弱めていた。

　冷たい湖水が艦橋ブリツジまで押し寄せ、その場にいる全員を吞のみこんでいく。

「ちゃんと受け止めなさいよ、古城」

　衝しよう撃げきで意識を失う直前、浅葱が祈るように呟つぶやいた。

「古城、やはりあなたは、わたくしの──」

　どこか悪戯いたずらっぽい表情でうなずいて、ラ・フォリアは満足そうに目を閉じる。

　いつの日か願いを叶かなえてくれるであろう少年の背中を、碧あおい瞳ひとみに焼きつけて──

9

　式典会場へと近づいてくる異様な飛行物体の姿に、人々がざわつき始めていた。

　それが墜つい落らく中の飛行戦せん艦かんであることに、ほとんどの者は気づいていない。だが、王宮が襲しゆう撃げきされたという情報は、すでに一般市民にも広く知られている。式典会場に接近する謎なぞの航空機に、テロリストの存在を連想するのは、むしろ自然な反応だ。

　式典の舞台に立つルーカスは、無言で空を睨にらみつけている。世界各国からの来らい賓ひんが集まっている中で、迂う闊かつな言葉を口にすることはできないのだ。

　一方、そのルーカスと並んで座るアラダールは、少しだけ興味深そうな表情を浮かべていた。損傷した飛行戦艦の中から感じる暁あかつき古城の魔力に、彼だけは気づいていたのだった。

「おお……！」

　やがて会場のあちこちでどよめきが上がった。

　飛行戦艦に搭とう載さいされた武装が、一斉に射撃を開始したのだ。

　いまだ遠く離れた式典会場まで、爆ばく発はつの轟ごう音おんが響ひびいてくる。

　色とりどりの曳えい光こう弾だんの輝かがやき。そして誘導ミサイルが残す蒸気の軌跡。禍まが々まがしい兵器が描き出した光景ということに目を瞑つぶれば、それは紛れもなく美しい姿だった。

　そして眩まばゆい緋ひ色いろの閃せん光こうが、空を照らす。魔力によって生み出された双角獣バイコーンの輝きだ。

　その閃光に包まれながら、飛行戦せん艦かんは落下していく。

　人々が息を吞のんでその行方ゆくえを見守る中、湖から巨大な水みず柱ばしらが上がった。

　天に昇る龍りゆうのようにうねりながら、その水みず柱ばしらは飛行戦艦の巨体を吞みこんでいく。

　そして飛行戦艦は姿を消し、あとに残ったのは果てしない蒼そう穹きゆうだけだった。

　恐ろしいほどの静寂が、十数万人が集まった式典会場を包みこむ。

　人々の視線は、壇だん上じようのルーカスに向けられた。

　上空で繰り広げられた異様な出来事が、テロリストの襲しゆう撃げきなのか、それとも式典の演出なのか──その答えを誰だれもが求めていた。

　しかしルーカスにはなにも言えない。そこでなにが起きたのか、彼自身わかっていないのだ。

　この場は国際政治の舞台でもある。迂う闊かつに噓うその言葉を残せば、それは国家の信用を傷つける呪のろいへと変わってしまう。だがそれは、このまま沈黙を続けたとしても同じだ。

　のしかかってくる責任の重さに、どうにでもなれと、ルーカスが自暴自棄な気持ちを抱いだき始めた瞬しゆん間かん──

　王女としてステージの端に控えていた夏か音のんが、突然ゆっくりと立ち上がっていた。

　美貌の王女の唐とう突とつな行動に、会場にいる人々が一斉に目を向ける。

　なんの経験も持たない一般人の少女が、耐えられるような重圧ではないはずだった。

　しかし夏音は十数万の人々の視線を自然体で受け止め、華やかな笑みを浮かべて告げた。

「素敵な花火でした」

　会場が、再び息の詰まるような沈黙に覆おおわれる。

　そして、次の瞬間、巻き起こった爆発的な歓声が、ヴェルテレースの広場を揺るがした。

　少女のたったひと言が、人々の不安を一瞬で吹き払い、歓喜の渦うずを巻き起こしたのだ。

　その時点で、アルディギア王国と〝戦せん王おう領りよう域いき〟の平和条約締結四十周年記念式典が歴史的な成功を収めることは確定した。

　そして聡そう明めいなるアルディギアの王女の名声は、世界中に広まることになったのだった。
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　スマホのスピーカーから聞こえてきたのは、優等生然とした、生き真ま面じ目めそうな声だった。香か菅すが谷や雫しず梨り・カスティエラの声である。

『テロリストに誘ゆう拐かいされてた……!?　あなた、アルディギアまで出かけていって、いったいなにをやってますの？』

「俺おれだって好きで巻きこまれたわけじゃねえよ。明日には絃いと神がみ島じまに着くから、詳しい話はそのあとな。琉る威いたちにもよろしく言っといてくれ」

　絃神島に残してきた友人たちに適当なメッセージを残しつつ、古こ城じようは通話終了の操作をする。

『あっ、ちょっ……古城……！』

　なにか言いかけた雫梨の声が途切れて、古城はホッと息を吐いた。

　静寂の代わりに聞こえてきたのは、飛行機の出発時刻を告げる航空会社のアナウンスだ。

　古城が座っているのは、ヴェルテレース空港出発ロビーのベンチ。絃神島に帰る飛行機の搭とう乗じよう案内を待っているところである。

「香菅谷さんですか？」

　古城の隣となりにいた雪ゆき菜なが訊きいてくる。どことなく警けい戒かいしたような口調だった。

　スマホから雫梨の声が洩もれていたのなら、たいした会話をしていないこともわかっているはずだが、雫梨と話す古城を見る雪菜の目には、なぜか拗すねたような気配がある。

　だが、それに気づかないまま古城は曖あい昧まいにうなずいて、

「ああ。よくわからないんだが、早く帰ってこいってさ」

「絃神島でなにかあったんでしょうか？」

　雪菜の瞳ひとみに、さっきまでとは違う種類の不安の光が浮かぶ。

「あんまり考えたくねえなあ……」

　古城はしまいかけたスマホを眺ながめて、深く溜ため息いきをついた。ただでさえ今回の連休では、いろいろあって疲れているのだ。この上、絃神島で妙な事件に巻きこまれてはたまらない。連休前に出た学校の宿題も、なにひとつ手つかずなのだから、尚なお更さらだ。

「煌きら坂さかは？」

　ふと思い出したように周囲を見回しながら、古城が訊く。

　最初の予定では、紗さ矢や華かも古城たちと同じ便で、絃神島に帰ることになっていたはずだった。だが、搭乗時刻の直前になっても、彼女が空港に現れる気配はない。〝ビフレスト〟が墜つい落らくしたときに、怪け我がでもしていたのではないかと不安になる。

　しかし雪菜は同情するような表情で首を振り、

「紗矢華さんは、大使館に居残りで残業です。今回の事件の報告書をまとめなきゃいけないって言ってました」

「あいつも大変だな。ラ・フォリアや親父おやじさんも、事件の後始末に追われてるみたいだし」

　古城は多少の責任を感じながら肩をすくめた。

　最新鋭の飛行戦せん艦かん一隻という被害を出した今回の事件だが、対外的には演習中の事故という形で処理され、北ほつ海かい帝てい国こくの関与が公おおやけにされることはなかった。

　もちろん水面下では、捕ほ虜りよとなったトリーネや彼女の部下たちの処遇も含めて、北海帝国との交渉が進んでいるらしい。おそらくは〝ビフレスト〟数隻分の賠ばい償しよう金きんの支払いと、北海帝国側が大幅に譲じよう歩ほした形での領土問題の解決、海底油田の共同開発という形で決着するだろう、というのが、ラ・フォリアの読みだった。トリーネの計画が失敗したことで、北海帝国側は手痛い代償を支払うことになったわけだ。

　だが、たかが工作員一人の身柄に、そこまでの政治的な価値があるとも思えない。

　もしかしたら、ラ・フォリアは最初からトリーネの素す性じようを知った上で彼女を泳がせ、北海帝国との交渉に有利な情報を集めていたのではないか──そんな恐ろしい想像も浮かんでしまう。

「でも、夏カ音ノちゃんが王家の皆さんと仲良くなれてよかったです」

　古こ城じようの不吉な妄もう想そうを拭ぬぐい去るように、雪ゆき菜なが清らかに微笑ほほえんで言った。

　彼女が見ている視線の先には、空港の売店で愉たのしそうにお土産みやげを選ぶ夏か音のんと凪なぎ沙さ、そして小柄な少女たちの姿があった。ラ・フォリアの双子の妹たちである。

　二人はなぜか異様なほどに凪沙に懐なついて、わざわざ空港まで見送りに来てくれたのだ。

　凪沙と夏音がお姉さんぶって年下の双子の世話を焼く姿は微笑ましく、それだけでどこか救われたような気がしてくる。

「まあ、苦労した甲か斐いはあったかな」

　古城が、雪菜の言葉に同意して呟つぶやく。

　その声が聞こえたわけではないのだろうが、銀髪の双子が古城たちの視線に気づいて、手を振りながら駆け寄ってきた。二人ともラ・フォリアに比べるとやや髪が短い。前髪で右目が隠れているほうが姉のロンド。左目が隠れているほうが妹のパッサカリアだ。

「古城！」

「雪菜！」

「ロンドとパッサカリアだっけ。見送りに来てくれたのか」

　駆け寄ってきた双子を眺ながめて、古城は気け怠だるく微笑んだ。十一歳という年齢のわりに、二人は小柄だ。古城たちがベンチに座っていると、ちょうど話しやすい目の高さになる。

　二人は古城たちの目の前までやってきて立ち止まり、面白そうに古城と雪菜の顔を見比べた。そして双子はお互いに目を合わせ、

「ねえ、雪菜って綺き麗れいだね」

　二人同時に古城に耳元に顔を寄せ、そう言ったのは果たして姉妹のどちらか──

「古城がラ・フォリアちゃんと結婚したら、雪菜は私たちのお姉ちゃんだね」

「そうだよ。だって第一夫人と第二夫人だから」

「どっちが第一でどっちが第二？」

「さあ、どうだろ」

「どっち？」

　双子が同時に聞いてくる。

　よく見ると彼女たちの瞳ひとみの色は、ラ・フォリアや夏か音のんと少し違う。同じ青系統でも、ロンドはやや緑に近い翡ひ翠すい色いろ。パッサカリアは赤みがかった紫水晶アメジストの色だ。

「俺おれがラ・フォリアと結婚するのが当然みたいな言い方はやめてくれ。それに姫ひめ柊らぎは、ただの監視役だからな」

　古こ城じようは動じることなく冷静に答えた。ここ数日のラ・フォリアとのやりとりで、その手の冗談に対しては、それなりに耐性が出来ているのだ。

　対する雪ゆき菜なは古城の言葉を聞いて、ものすごい無表情になっている。

「ねえ、古城。さっき白い髪のお姉さんとお話ししてた？」

　雪菜の発する冷え冷えとした気配に気づいたのか、双子が不意に話題を変えた。

「白い髪？　カス子のことを知ってるのか？」

　古城は戸惑いながら訊きき返す。どうして二人が、会ったこともない雫しず梨りの髪の色を知っているのか、疑問に思ったのだ。

　しかし双子は古城の疑問に答えず、どこか遠くを見るような瞳で告げてくる。

「あのお姉さんのこと、護まもってあげてね」

「吸血王ザ・ブラツドに気をつけてね」

　まるで予言のような双子の言葉に、古城は漠然と不安を覚えた。

　アルディギア王家直系の女子は、例外なく強い霊れい媒ばいの素質を持って生まれてくるといわれている。だとすれば、彼女たちも、ラ・フォリアや夏音と同様の霊能力者なのだろう。その力で、雫しず梨りのことを知ったのかもしれない、と思う。

「吸血王ザ・ブラツド……」

　そして彼女たちの言葉を聞いて、古城以上に動揺していたのは雪菜だった。その名前を知っているかのように、硬い表情で唇くちびるを嚙かむ。

　予言を終えた銀髪の双子は、二人同時ににっこりと微笑ほほえんで、淑しゆく女じよのように優雅に一礼した。

　古城たちを見つめて、少し大人びた口調で告げてくる。

「アルディギア王家の一員として、お二人にはお礼を申し上げます」

「我が姉、ラ・フォリア・リハヴァインと、アルディギア王国を救ってくれたこと感謝します」

「あ、ああ」

　少女たちの豹ひよう変へんに翻ほん弄ろうされながら、どういたしまして、と古城はうなずいた。

　その古城の頰ほおに、双子が左右からキスをする。

　慣れないその感触に、古城はぎこちなく固まった。それを愉たのしげに見返して、バイバイ、と双子が可愛かわいらしく手を振った。

「また会いにきてくださいね」

「それまでどうかお元気で」

　そう言い残して嵐あらしのように去って行く双子を、古こ城じようは呆ぼう然ぜんと見送った。

　さすがにラ・フォリアの妹たちだけあって、あの年齢でも、十分に周囲を振り回すすべを知っているらしい。あのまま成長したらどうなるのか、末恐ろしいものがある。と、

「なにをにやけてるんですか」

　雪ゆき菜なが冷ややかな半はん眼がんで、古城を睨にらみながら訊きいてきた。

　古城は少し呆あきれながら雪菜を見返して、

「べつににやけてねーよ。こっちじゃあれが普通の挨あい拶さつなんだろ」

「キスされたときにいやらしい顔をしてました」

「なんでそんなことがわかるんだよ……!?」

「わたしはただの監視役ですから」

　雪菜が殊こと更さらに不機嫌な口調で言う。古城は自分がなぜ怒られているのかわからない。さすがにムッとして反論しようと古城が口を開きかけたとき、不意に豪快な笑い声が聞こえてきた。

　声の主は、旅行客とおぼしき若い男だった。見た目の年齢は二十代の半ばか。髪が短く、背が高い。百九十センチ以上あるだろう。細身だが、筋肉質な体型のせいか、ひ弱な印象は感じなかった。軍人か、現役のスポーツ選手という雰ふん囲い気きだ。

　いわゆる美男子ではないが、総じて恰かつ好こういい男だった。着ているものは、ぶかぶかのラフなパンツと無ぶ骨こつなワークブーツ。上半身はタンクトップのシャツで、革のパーカーを無造作に肩に引っかけている。剝むき出しになった左の肩には、龍りゆうの入れ墨タトウーが施ほどこされていた。

「よう、また会ったな、少年。見てたぜ。モテモテだな」

　男は野太い声でそう言いながら、古城の背中をバシバシと叩たたいた。本人は軽くはたいたつもりのようだが、無駄に力が強い。

「あの子たち将来メチャメチャ美人になるぜ。ラッキーだったな」

「は、はあ」

　馴なれ馴なれしく肩を組んでくる男を見つめて、古城は首を傾かしげる。また会った、と言われても、こんな目立つ男と知り合った記憶はない。新あら手ての詐さ欺ぎだろうか、と不安になる。

「冷やかさないの。ほら、彼女が妬やいてるじゃない」

　やたらに強引な男をたしなめたのは、彼の連れとおぼしき女性だった。

　太陽の輝かがやきを思わせる金色に近い赤毛の、大人びた美女である。服装はハーフ丈の革パンツとシンプルなシャツだが、彼女が着ているとおそろしくゴージャスに見える。

　文句のつけようのない美形だが、媚こびたようなウェットなイメージはない。男女問わずに惹ひきつける、カラッとした陽性の魅力の持ち主だった。

「いえ、そんな。彼女なんかじゃ……」

　突然現れた美女に圧倒されたように、雪ゆき菜なが慌あわてて否定する。

　頰ほおを赤らめながら首を振る雪菜を、赤毛の美女は、印象的な大きな瞳ひとみでジッと見つめて、

「やだ、あなた、かわいい！　好き！」

「っ……!?」

　いきなり彼女に抱きしめられて、雪菜が目を白黒させた。借りてきた猫のように固まる雪菜に、彼女は自分の頰をすり寄せる。

　やたら目立つくせに馴なれ馴なれしい男女二人組。なんなんだこいつら、と古こ城じようは戸惑い、

「あなたたちは……？」

「しーっ、静かに。目立ちたくねーんだ」

　散々大おお騒さわぎしておいて、男が勝手なことを言う。

　女も、雪菜を抱きしめたまま、しー、と可愛かわいらしく人差し指を立て、

「面倒な連中に追われてるの。ちょっとだけ隠れさせて」

「あ、ああ……駆け落ちかなんかですか？」

　古城はなんとなく思いついたことを口にする。いい歳としをした大人の男女が、人目を避けて、空港を訪れる理由。犯罪か借金の踏み倒しか、あとは駆け落ちくらいしか思いつかない。

　女は、それを聞いて小さく噴き出し、

「うふふ、どちらといえば家出かな。地元にいると面倒なしがらみが多くって」

「絃いと神がみ島じまに行かれるんですか？」

　雪菜が少し驚おどろいたように質問する。女のシャツのポケットに、絃神島行きの航空券が入っていたことに気づいたのだ。

「おう。久しぶりの東洋だ」

　男はそう言ってニヤリと笑った。

「おまえらも日本に行くんだろ？　搭とう乗じよう口ぐちには行かなくていいのか？」

「ええ。でも俺おれたちは、別の便で」

　男たちが持っていた航空券は、古城たちとは違う航空会社のものだった。しかも彼らの乗る予定の便は、そろそろ出発時刻のはずだ。

　それは彼らにもわかっているのだろう。男は名残なごり惜しそうに立ち上がると、古城に向かって右手を伸ばしてきた。

「そうか。向こうでまた会えるといいな。俺は、キイだ。キイ・ジュランバラーダ」

「暁あかつき古城です」

　男の手を握にぎり返して、古城も名乗る。その瞬しゆん間かん、背筋にゾッとした感覚が走った。まるで猛もう獣じゆうの口の中に、右手を突っこんでいるような恐怖があった。

「あたしはザナよ。ザナ・ラシュカ。よろしくね、ユキナ」

　雪菜の頰に軽くキスをして、女は可愛らしく手を振った。

　そして彼らは、人目を憚はばかるように身体からだを低くしながら、搭とう乗じよう口ぐちのほうへと駆け出していく。

「あの女ヒト、なんで姫ひめ柊らぎの名前を知ってるんだ……？」

　古こ城じようが首を傾かしげながら雪ゆき菜なに訊きいた。彼らが雪菜の名前を知っているということは、やはり以前にどこかで出会っていたのかもしれない、と思ったのだ。

「先輩。今の方たちは……もしかしたら……」

　雪菜が声を震ふるわせながら、たどたどしく呟つぶやいた。

「……姫柊？」

　青ざめる雪菜を見て、古城が困惑する。雪菜はかすかに俯うつむいたまま、全身を硬直させていた。獅し子し王おう機き関かんの剣けん巫なぎである彼女が、恐怖で身体からだを竦すくませているのだ。

「姫柊……どうしたんだ？　なにがあった？」

　古城が雪菜の肩に触れる。雪菜はゆっくりと顔を上げ、古城になにかを伝えようとした。

　だがその前に、荒々しく駆け寄ってくる誰だれかの足音が聞こえた。古風なコートを着た黒髪の吸血鬼が、数人の部下を引き連れて現れたのだ。

「暁あかつき古城！」

「アラダール？　どうしたんだ、あんたがそんなに慌あわてて？　なにか事件でもあったのか？」

　明らかに憔しよう悴すいしたアラダールの表情に、悪い予感を覚えて古城が訊いた。アラダールほどの男がこれほどまでに焦っているのは、どう考えても尋常な事態ではない。

　古城たちの前に立ち止まったアラダールが、呼吸を弾ませたまま聞いてくる。

「怪しい男女カツプルを見なかったか？　異様に目立つ二人組だ」

「目立つ二人組……？」

　古城の予感が悪お寒かんに変わる。その条件に当あて嵌はまる人物とは、今まさに話をした直後である。

「キイって人には会ったぜ。キイ・ジュランバラーダ……だっけか。あとは──」

「なぜきみが、あの御お方かたの名前を知っている!?」

　アラダールが古城の両肩をつかんで揺さぶった。鬼気迫るアラダールの表情に、古城は思わず息を吞のみ、

「あ、あの御方？」

「キイ・ジュランバラーダは、我らが真祖、〝忘却の戦王ロストウオーロード〟の真まことの名だ……！」

「ロ……〝忘却の戦王ロストウオーロード〟……!?　あの人が第一真祖だっていうのか!?」

　アラダールのとんでもない発言に、古城は今度こそ絶句した。

　世界最古の夜の帝国ドミニオン、〝戦せん王おう領りよう域いき〟の領主。そして人類と魔ま族ぞくの共存を謳うたう聖せい域いき条約の立役者。現代の世界の秩序と繁栄は、第一真祖〝忘却の戦王ロストウオーロード〟一人によってもたらされているといっても過言ではない。

　その人物がついさっきまでここにいた。その驚きよう愕がくの事実に古城は目眩めまいを覚える。雪菜が恐怖するのも当然だ。

「静かに。場所をわきまえろ、暁あかつき古こ城じよう。こんなところにあの御お方かたがおられるとわかれば、空港全体がパニックになるぞ」

「そ、それはそうだけど」

　あんたが驚おどろかせたんじゃねーか、という言葉を吞のみこんで、古城は渋々うなずいた。

　アラダールの言葉は事実だった。〝忘却の戦王ロストウオーロード〟は公式に存在を認められた三人の真祖の中でも、もっとも危険で謎なぞめいた存在だといわれている。そんな男が現れたとわかれば、この空港どころか、世界中を巻きこんだ騒さわぎになりかねない。

「それで、我らが真祖はどちらに行かれた？」

　アラダールが、真剣な目つきで訊きいてくる。

「ああっ!?」古城は限りなく悲鳴に近いうめきを洩もらした。「あの二人、絃いと神がみ島じま行きの航空券を持ってたぞ！　久しぶりの東洋とか言って……」

「なん……だと……」

　アラダールが、かくん、と顎あごを落とした。第だい一いち真しん祖そが〝魔ま族ぞく特とつ区く〟に──それも非公式とはいえ第四真祖が治める夜の帝国ドミニオンを訪問する。その気まぐれが招くとてつもない災さい厄やくに、アラダールですら戦せん慄りつを覚えたのだ。

「あの御お方かたの興味を惹ひくような出来事が、絃神島にあるというのか……!?」

　アラダールが放心したように天を仰いだ。

　空港内の案内版は、絃神島行きの飛行機がすでに飛び立ったことを示していた。

　それを確認したアラダールは、キッと血走った目で古城を睨にらみつけ、

「我々もすぐにあとを追う。だが、頼む、暁古城。我らが言えた義理ではないが、あの御方が無益な争いを行わないように、見張っていてくれ」

「見張ってろって……」

　無茶苦茶言うなあ、と古城は驚くよりも呆あきれた。

　正直、あのキイという男は古城の手に負える相手とは思えない。むしろ自分が彼と接触することで、ろくでもないことになりそうな予感がある。とはいえ、ほかに手があるとも思えない。

「くれぐれもあの御方を飽きさせるな。でなければ、なにが起きるかわからんぞ！」

　追い詰められた口調でそう言うと、アラダールは踵きびすを返した。おののく部下たちを引き連れて空港の外へと向かう。キイの後を追う準備を整えに行くのだろう。

「お、おい、アラダール……！」

　古城がアラダールを呼び止めるが、黒髪の吸血鬼は振り返りもせずに走り去っていく。古城の声が届かないほど切せつ羽ぱ詰つまっているらしい。

「勘弁してくれ……」

　古城は嘆息してぐったりとベンチにもたれた。雪ゆき菜なが不安に揺れる瞳ひとみで、無言のまま古城を見つめてくる。

　また会ったな、とキイは言った。そう、古こ城じようは以前にも一度彼と出会っている。真しん祖そ大たい戦せんの最さ中なか、聖せい域いき条約機構の最高理事会〝囁ささやきの庭園〟に、第一真祖かれはいたはずなのだ。

　その場所で、古城は彼らと取り引きした。絃いと神がみ島じまを自分の領土ものにするという取り引きを。その取り引きの代価として、古城は第一真祖の眷けん属ぞくの一人──ディミトリエ・ヴァトラーを斃たおしたのだ。そんな因いん縁ねんの地である絃神島に、第一真祖は向かったのだという。

　なにが彼の目的なのか、いくら考えてみても答えは出なかった。

「見て見て、古城君。さっきね、かっこいい外国人の男女二人組がいて、これもらっちゃった。男の人はすごく背が高くて、女の人はすごい美人で……古城君？」

「お兄さん？　どうかしましたか？　雪ゆき菜なちゃんも？」

　買い物を終えた凪なぎ沙さと夏か音のんが、荷物番をしていた古城たちのほうに戻ってくる。落ちこんでいる古城たちの様子に気づいて、夏音が心配そうに訊きいてきた。

　凪沙が手に持っているのは、小さなお菓子の箱だ。アルディギア名物の黒い飴あめである。知らない人にお菓子をもらうな、と[image: ]しかりたいところだが、今はその気力すら湧わいてこない。

「やれやれ、土産みやげも買ったし、ようやくこれで絃神島に帰れるな」

「そうね。帰国したらしばらくはのんびりしたい──って、古城、どうしたの……？　なんかすごい顔してるわよ？」

　免税店の紙袋を抱えた矢や瀬ぜと浅あさ葱ぎが戻って来て、すぐに二人も古城たちの異変に気づく。よっぽど今の古城たちはひどい顔をしているらしい。

「先輩」

　ようやく恐怖から立ち直った雪ゆき菜なが、どこか開き直ったような表情を浮かべて古城を呼んだ。

　ああ、と古城も小さくうなずく。たとえあの男の目的がなんであれ、古城がやるべきことは決まっている。絃神島を護まもるのだ。ラ・フォリアがアルディギアを護ったように。

「ねえ、やっぱりなにかあったの、二人とも。ねえってば」

　二人だけで通じ合っているような古城と雪菜の雰ふん囲い気きに気づいて、凪沙が訝いぶかしむように訊いてくる。浅葱たちも、古城を問い詰める気満々の表情を浮かべている。

　古城は気け怠だるく肩をすくめて、窓の外に目を向けた。

　残照が、森と氷河に育はぐくまれた異国の大地を、黄金きん色いろに照らしていた。

　吹きこむ風は懐なつかしい潮の香りがした。

　ガラス越しに映る夕暮れの空を、見知らぬ飛行機が飛び立っていく。

　遠く絃神島まで続く空だった。


あとがき

　そんなわけで『ストライク・ザ・ブラッド18』をお届けしております。

　こちらのエピソードは、現在すでにＯＶＡとして発売されている『ヴァルキュリアの王国篇へん』（の原案となったプロット）を元に、小説として再構成したものです。

　アニメのほうが小説よりも先行して発表されているという、（ストライク・ザ・ブラッドとしては）ちょっとめずらしい形態のエピソードになります。

　とはいえ、時系列が若じやつ干かん変わっているのと、そもそも舞台となっている土地がまったく違うので、結果的にはほとんど別の作品になってしまいました。特に前半はほぼほぼオリジナル。アニメ版という「お手本」があるのでもっと楽に書き上げられるかと思ったら、とんでもない見込み違いだったよ。シリーズの中でも、一、二を争うくらい、執筆に苦労した巻かもしれません。しかし書いていてとても楽しいエピソードでもありました。

　この『ヴァルキュリアの王国篇』は、もともと古こ城じようたちを海外に連れ出したい、あわよくば取材と称して、私も海外旅行に行きたい、という願望から生まれたものです（なお旅行には行けなかった模様）。アルディギアのモデルになっているのは、いわゆる北欧と呼ばれる地域全体で、特定の国ではありませんが、フィンランド成分やや多め。理由はおそらく、このエピソードを考えていたころに友人からもらった、サルミアッキの味が強烈で強く印象に残っていたためだと思われます（エピソードの終盤で凪なぎ沙さがとある人物にもらった飴あめです）。

　なぜ北欧なのかといわれたら、絃いと神がみ島じまが南国という設定なので寒い国にしたかった、というだけの単純なもの。逆に南米あたりのジャングルを古城と雪ゆき菜なが彷徨さまようという展開も、それはそれで面白そうなので、そのうち書いてみたいと密ひそかに思っております。第だい三さん真しん祖そがらみのエピソードになるのでしょうか。おそらく。

　ところでストライク・ザ・ブラッドの執筆中には（エアコンがぶっ壊れたり隣となりのビルが解体工事を始めたり）予期せぬトラブルに見舞われることが多いのですが、今回はなんと交通事故に遭あいました。交通事故といっても、近所の人が運転する車が、駐車場に停とめてあったうちの車に突っこんできて大破させたというもの。その駐車場は交差点に面してるわけでもなんでもないので、ほぼ直角にハンドルを切らないと侵入できないはずなんですが、なにがあったの、近所の人!?　まさか自宅で寝てる間に交通事故に遭うとはさすがに予想していませんでした。

　幸い怪け我が人にんはなく、事故の処理も無事に終わって、きちんと修理代も支払ってもらったのですが、徹夜明けでようやく眠った直後に叩たたき起こされて警察の実況検分につき合わされたのがわりとダメージ大きかったです。この本を読んでくださっている皆様も、どうか交通事故にはくれぐれもご注意を。自宅で寝てても油断は禁物です。

　イラストを担当してくださったマニャ子さま、今回も本当にお世話になりました。相変わらずの厳しいスケジュール、異国の街並み、普段にも増して好き勝手に着替えまくる登場人物たちという悪条件の中、素敵な作品を仕上げてくださって本当に感謝しております。

　そして本書の制作、流通に関かかわってくださった皆様にも、心からお礼を申し上げます。どう考えても手遅れな感じの進しん捗ちよく状況で大変なご迷惑をおかけしたことをお詫わびいたします。

　もちろん、この本を読んでくださった皆様にも精一杯の感謝を。

　それではどうか、また次巻でお目にかかれますように。
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